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新聞の新しい魅力、提案します。

月刊切抜き速報⑮シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用して頂きやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1970年の創業以来多くの方にご愛読頂いております。
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月刊切銭き速報⑧l

社会版
政治経済法律、園際関係、歴史など、

時事問題の総覧と比較からニュースを

深く理解し、より良い社会を考える。

.A4 判 /96 頁・配本日毎月 10 日

・年間購読料 18.000 円(本体 16.667 同+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑨

教育版
学校経営運営、教職員、学校安全、

生徒指導、学習指導など、学校教員

子どもを取り巻く問題の、傾向と対策。

.A4判 /168 頁・配本日毎月 28 日

.年間購読料 27.720 円団体 25日7 同+貌)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑩

食と生活版
食の安全、食品流通や食の歴史ー文化、

食育、給食など。栄養管理ー指導や

家庭科教育に携わる方、食品業界の方にも0

・A4判 /96 頁・配本日毎月 9 日

.年間購読料 18.000 円(本体 16.667 円+税)

.送料サービス

月刊切篠き速報⑩

健康りてらしい
こころとからだの健康情報、医学基礎知識、

生活習慣改善、健康教育保健指導など、

セルフケアの実践に向けて。

.A4 判 /96 頁.配本日毎月 5 日

.年間購読料 18.000 円神体 16田7 門+税)

.送料サービス

月刊切篠き速報⑨

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動き実践から

子育ての知恵まで、保育士、幼稚園教諭

はもちろん、子育て中の保護者にも。

.A4判 /96 頁・配本日毎月 30 日

.年間購読料 18.000 円団体 16.667 円+観)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑨

科学と環境版
新発見や研究成果、研究者、科学用語や

原理の解りやすい解説など、自然科学。

技術に関する知識欲を刺激する情報誌。

.A4 判 /96 頁・配本日毎月 14 日

.年間購読料 18.000 円(窓体崎町ア門+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑧

福祉ニュース障害福祉編
保育、教育、就労、福祉施設の取り組み、

行政の動きなど、さまざまな実践、報道から、

よりよい障害福祉を考える。

.A4判 /96 頁・配本日毎月 15 日

.年間購読料 18.000 円団体 16.667 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑨

福祉ニュース高齢福祉編
高齢化社会の問題、介護施設の取り組み、

社会保障行政など、介護者と高齢者を

とりまく幅広い話題を掲載。

.A4 判 /96 頁・配本日毎月 20 日

.年間購読料 18.000 円(本体 16田7 円+税)

・送料サビス

月刊コラム歳時記
I新聞コラム読み比べj 大晦日&元日版付

全国の地方紙 1 面コラムを毎月200本厳選。

地域の話題、心動かされる工ビソ ドや時事

問題など、幅広い話題を幅広い視点、で。

.A5 判 /216 頁 /12 冊配本日毎月末日

+読み比べ A5 判 /128 頁 /1 冊

.年間購読料 16.188 同団体 14.989 円+税)

.送料サービス

月刊切鍍き速報⑮

医療と安全管理総集版
病院運営、医療技術倫理、医療従事者の

育成労働環境、患者心理支援など。

医療に携わるすべての方に。

.A4 判 /120 頁.配本日毎月 29 日

・年間購読料 23.940 円(本体 22.167 円+税)

・送料サービス

本誌は、発行日に確実にお手元にお送りするために予約購読での販売と、購読期間の自動継続システムをとっております。ご購読いただい

ている雑誌が途切れる乙とがないよう、お申し込みいただいた定期..期聞が満了する 1 ヶ月ほど前に、郵便で継続のご案内を差し上げ

ます。お客さまから特に送本停止のご連絡がない限り定期購践を継続更新させていただきます。定期購読期間を気にして、メールや電話・

葉書などでご連絡いただく必要がないシステムです。

送り先 送料

800円大阪府

北陸(石川福井富山) 東海(静岡愛知ー三重ー阪阜) 近畿 中国 四国 900円

関東 甲信越(山梨新潟ー長野) 九州 1.000円

東北 1.100円

北海道沖縄 1 .400円

竺豆島l~[ニホン・ミツク

専用ファイルのこe案内

01 冊980円(本体907円+和

。特別製作による題字銀文字表示
銘柄により、ファイルへの収納冊数が異なります。

《ファイル1 冊の収納数}

「教育版~6冊(半年分)
『医療と安全管理総集版 6冊(半年分)

その他銘柄7誌(fコラム歳時記ーを除く) 12冊 (1 年分)

「医療と安全管理総集版J 継続特典
「医療と安全管理総集版‘を継続頂いた方に 1 冊プレゼン卜 ※ご希望の方は弊社まて必ずご連時くださいg

切抜き速報叫こついての詳しい内容・最新情報は |http://www.nihon-mic

醐
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[今号の話題5選]

対話が支える医療
気軽に相談できる関係ヘ

@ 
患者と接する中でどのような言葉を交わしていますか。医療者の話し方、聴き方によって治

療への意欲が大きく変わることもあるようです。そして病気になる前の段落から気軽に相

談できる関係をつくることで、いざ病気になってもその人に寄り添った医療ができるようで

す。患者とじっくり対話する乙とはより充実した医療につながります。また全 13回の連載で

は言葉による癒やしを実践する医師のこれまでの人生を振り返っています。

認知症看護 @ 
2025年には700万人と推計される認知症患者。病院でも

認知症についてより深い知識や看護が求められているよう

です。多職種連携による介護や患者とのコミュニケ ション

のヒントとなる記事を集めました。

患者の思いを知る @ 
患者の思いを知ることで、医療はより成長するでしょう。新

聞記者の乳がん体験記、余命宣告された女性のブロク、 10

年間にわたって患者と家族の言葉をデータベースに収録す

る活動。彼らの言葉から読み取れるものとは。

がん治療と妊娠 @ 
がん患者の生存率が上がる一方、治療の副作用で妊字性を

失う患者は少なくありません。治療後の生殖能力の温存に

向けたサポートや妊娠中のがん治療など。患者と子ども、両

方の命を守るための支援について考えます。

女性医療者の労働環境@
女性医療者は結婚や出産を機に退職することが多いです。

過酷さから切迫流産をする看護師も。慢性的な人材不足が

問題になる中、継続的に働ける環境の整備は急務です。各

地の働きやすい環境を目指した取り組みをみます。

KEZOKU 丁opcse
[継続トピックス/毎月知りたいキーワード]

医療従事者.......…・…………..........………… .54

養成・研修・・… H ・ H ・-…・………….，.・ H・-………… 58

技術・療法………….....・ H・-…………………… ..60

病院運営…………………………………………64

地域医療を支える………………………………66

在宅医療………....・ H ・..…....・ H ・....… H ・ H ・-… 68

連携・ネットワーク・・・・ ...................................70

患者・家族支援……'"・H・-…………・……………74

移植医療…....・ H・-……………………・………… 78

ターミナルケア・緩和ケア……………………… ..80

医療倫理…………………………………………82

精神医療…………….......………………………84

救急医療…………………………………………86

予防医療…………………………………………92

医薬品・……・…・…..，・ H・-………………………96

医療行政一……………………………………… 100

意見・社説………………………….....・H ・-…一 104

医療ニュース…………………………………… 104

医療安全……....・ H ・……'"・ H ・-…・…・……… 108

医薬品の安全………………………………… 110

災害に備える…………………………………… 113

キ ワ ドは随時入れ替わります

当社 HP (索引検索/目次・索引ダウンロード)のログイン ID・パスワードは裏表紙の裏(表 3) をご覧ください。
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合SE マークは「読み比べシト刻化している topic です。詳細は表 3(裏表紙の裏)をご覧ください。
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テ マをより深くお読みいただくために、
連載記事など一部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。NTENTS 
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織
構
築
:
・4
・

m
沖
縄
タ
イ
ム
ス

「A
Y
A

世
代
」
専
用

が
ん
患
者
ら
の
病
棟

j
i
-
-
-
:
4
-
m

読
売
新
聞
(
東
京
)
・

小
児
が
ん
対
応
強
化

厚
労
省
報
告
書
案
・
:
:
:
j
i
-
-
:
4

・

2
産
経
新
聞
(
東
京
)

笑
顔
生
ん
だ
柔
軟
勤
務
:
・
j
i
-
-
j
i
-
-
:

・
:
:
:
・
:
4

・
3

北
陸
中
日
新
聞
:
:
・
:
:

外
科
医
数
ワ
ー
ス
ト
3

位
:
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:
4

・
什
新
潟
日
報
:

女
性
医
師
両
立
後
押
し

非
常
勤
で
も
常
勤
扱
い

厚
労
省
4

・

2
愛
媛
新
聞
(
共
同
)

女
性
医
師
働
き
続
け
や
す
く

育
児
で
の
離
職
者
再
研
修
1

・

m
日
本
経
済
新
聞

医
師
の
残
業
規
制
難
問
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:

・
:
・
:
:
:
3

・
市
読
売
新
聞
(
東
京
)
:
・

「3
割
強
が
切
迫
流
産
」

看
護
職
の
実
態
調
査
・:
:
:
:
3

・
引
熊
本
日
日
新
聞
:
:
・
:
:

看
護
師
7

割
「
辞
め
た
い
」

人
員
不
足
が
背
景
に

:
:
:
4

・
包
中
日
新
聞
:

看
護
師
ら
6

割
「
始
業
前
か
ら
勤
務
」
J
J

・
-
:
:
:
・
:
3

・

m
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・
:

当
直
明
け
血
液
固
ま
り
ゃ
す
く
・

:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
3

・

M
M神
戸
新
聞
:

医
師
不
足
お
年
ま
で厚
労
省
推
計

:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
4

・
悶
毎
日
新
聞
(
大
阪
)
:
・

患
者
と
職
員
の
満
足
度

ス
マ
ホ
で
調
査
容
易
に
:
:
:
:
・4
・
3

中
部
経
済
新
聞
・

41 42 43 44 44 45 46 46 48 48 50 51 51 52 52 52 53 
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Nihon-Miと

医
療
従
事
者

[
医
人
伝
]
不
妊
治
療
の
裾
野
広
げ
る
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
3

・
6

中
日
新
聞
:
:
J
J

・
-
-

[
医
人
伝
]
子
ど
も
の
心
と
向
き
合
う
・
J
i
-
-
:
j
i
-
-
:
3

・
泊
中
日
新
聞
:
:
・

[
医
人
伝
]
「
命
の
リ
レ
|
」
重
み
伝
え
る
:
:
:
:
・
:
・
3

・

U
中
日
新
聞
:

経
験
い
つ
か
古
里
に
・
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
-
:
4

・
お
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・

[
人]
A
l
で
医
療
改
革
「
一
人
で
も
救
い
た
い
」
j
i
-
-
4

・
引
産
経
新
聞
(
大
阪
)
・
:

位
歳
看
護
師
介
護
で
活
躍
・
:
:
:
:
:
j
i
-
-

・
:
・

4

・
叩
富
山
新
聞
:
:
:
:
:

養
成
・
研
修

研
修
看
護
師
制
度
始
ま
る
新
人
の
挫
折
、
早
期
離
職
防
止
へ
4

・

4

愛
媛
新
聞
・

[
葦
]
足
さ
な
い
引
か
な
い
:
・::
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
4

・
刊
朝
日
新
聞
(
大
阪
)

若
手
率
先
し
意
見
、
症
例
多
く
経
験
:
:
・:
:
:
:
:
j
i
-
-
4

・
叩
神
戸
新
聞
:
・
:

技
術
・
療
法

騨
臓
の
希
少
が
ん
壊
死

最
長
2

年
再
発
な
し
:
:
:
:
:
4

・
叩
山
陽
新
聞
:

看
護
師
と
協
力
、
2

年
か
け
完
成
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:

・
4

・
叩
日
刊
工
業
新
聞
:
・

人
工
皮
膚
再
生
3

倍
速
く

J
J

・-
:
j
i
-
-
:
-
J
J

・-
4

・
げ
読
売
新
聞
(
大
阪
)
・

医
療
用
ハ
ル
に
2
S

サ
イ
ズ

子
ど
も
な
ど
低
身
長
者
向
け
4

・
6

日
刊
工
業
新
聞

心
理
的
治
療
で

慢
性
癖
痛
緩
和
:
:
:
-
J
J

・
-
・

:
:
4

・
2

山
陽
新
聞
・

長
引
く
痛
み
チ
ー
ム
で
診
療
・
:
:
:
・
J
i
-
-
:
:
:
:
:
:
4

・
お
日
本
経
済
新
聞
:
:
:
:

病
院
運
営

後
遺
症
、
地
域
で
緩
和
ケ
ア

:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
:
:
:
:
4

・
初
日
経
産
業
新
聞
:

54 54 55 56 56 57 58 59 59 60 60 61 61 62 62 

カ
ル
テ
開
示
3

割
が
手
数
料

厚
労
省
調
査
:
:
:
:
:
・
4

・

n
毎
日
新
聞
(
東
京
)

医
療
費
不
払
い
訪
日
客

再
入
国
拒
否
の
提
言
案

:
:
:
:
4

・

m
読
売
新
聞
(
東
京
)
:
・

医
療
介
護
の
巡
回
口
ボ
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
4

・

m
奈
良
新
聞
(
共
同
)

地
域
医
療
を
支
え
る

「
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
」
資
格
取
得
者
・
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
4

・
1

山
形
新
聞
:
:

院
内
助
産
助
産
師
主
体
の
介
助
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
・4

・
剖
読
売
新
聞
(
東
京
)
・
:

在
宅
医
療

在
宅
ケ
ア
癒
や
す
桜
の
花
・
:
j
i
-
-
:
:
:

・

:
:
:
:
:
:
4

・

4

神
戸
新
聞
:
:

訪
問
看
護
支
援
へ
看
護
師
が
出
向
:
・

:
:
:
:
j
i
-
-
:
4

・
2

北
海
道
新
聞
:
J
J

・
-

在
宅
医
療
お
願
い
し
ま
す
・
:
・

:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:

・
4

・
幻
山
形
新
聞
:
:

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

5
0
0
0

万
人
診
療
情
報
集
約

政
府
方
針

:
:
:
:
:
:
4

・
包
読
売
新
聞
(
東
京
)
・
・

ネ
ッ
ト
で
「
第
2

の
意
見
」

患
者
と
医
師
つ
な
ぐ

:
:
:
4

・
お
日
経
産
業
新
聞
:
:
:
:

胎
児
成
長
絵
や
グ
ラ
フ
に

産
婦
人
科
専
用
電
子
力
ル
テ

4

・

m
読
売
新
聞
(
広
島
)

ス
マ
ホ
で
小
児
医
療
相
談

全
国
初
、
子
育
て
支
援
:
:
:
4

・
お
埼
玉
新
聞
・

慢
性
腎
臓
病
食
事
・
生
活
改
善
が
鍵
:
:
:
・
:
j
i
-
-
:
4

・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

患
者
・
家
族
支
援

治
療
継
続
へ
患
者
ら
集
い

成
長
ホ
ル
モ
ン
自
己
注
射
:
・
4

・
2

下
野
新
聞
:
:
:
:
:

64 

産
後
2

週
内
不
安
ピ
ー
ク

J
J

・-
j
i
-
-

・:
j
i
-
-
:
4

・
叩
読
売
新
聞
(
東
京
)
・

4 

64 65 65 66 66 68 68 68 70 71 71 72 73 74 74 



テ マをより深くお読みいただくために、
連載記事など 部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。N丁ENTS

高
リ
ス
ク
出
産

不
安
和
ら
げ
て
・
:
:
j
i
-
-
J
J

・
-
4

・
2

日
本
経
済
新
聞
:
:
・
:
:

復
学
支
援
に
役
立
て
て

が
ん
や
難
病
の
子
ど
も
:
:
・
・
4

・

2
山
陽
新
聞
:

ス
ト
|
マ
の
悩
み

最
多
は
「
温
泉
」
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
4

・

2

神
戸
新
聞
(
共
同
)

不
妊
治
療
の
原
点
強
調

回
年
の
経
験
一
冊
に
・
:
:
:
:
4

・

M
M上
毛
新
聞
:
:
:

低
カ
ロ
リ
ー
料
理
堪
能
:
・

:
:
:
:
:
:
:
:
J
J

・
-
-
4

・

3

新
潟
日
報
:

移
植
医
療

体
格
差
初
の
脳
死
肺
移
植

基
準
改
正
で
実
現

j
i
-
-
4

・

m
山
陽
新
聞
(
共
同
)
・
:

[
憂
楽
帳
]
あ
き
ら
め
な
い
友
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:

・
4

・

m
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・
:

血
幹
細
胞
移
植
円
滑
に

:
:
:
:
-
J
J

・
-
・
:
・
:
:
:
・

4

・
什
埼
玉
新
聞
(
共
同
)

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

緊
急
時
救
命
優
先
を
明
記

終
末
期
医
療
の
指
針
改
定

4

・

5

北
日
本
新
聞

心
不
全
患
者
に

緩
和
ケ
ア
を
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
4

・

7

日
本
経
済
新
聞
・

終
末
期
の
患
者
に

治
療
控
え
る
選
択
肢
:
:
j
i
-
-
:
:
:
4

・

4

産
経
新
聞
(
大
阪
)

医
療
倫
理

動
物
で
人
臓
器
そ
ろ
り
一
歩

移
植
目
指
し
今
秋
に
も
解
禁
4

・
幻
読
売
新
聞
(
東
京
)
・

精
神
医
療

体
形
と
性
格
関
係
ア
リ
:
:
:
:
・
:
:
:
-
J
J

・
-
:
:
4

・

5

中
日
新
聞
:
:

若
者
向
け
に
統
合
失
調
症
セ
ン
タ
ー
:
:
・
:
:
:
j
i
-
-
-
:
4

・
7

読
売
新
聞
(
東
京
)

精
神
科
医
師
手
厚
い
ほ
ど
入
院
短
く
:
:
:
:
・
:
:
:
:
4

・
叫
読
売
新
聞
(
東
京
)

75 76 76 77 77 78 78 79 80 80 81 82 84 84 85 

精
神
的
ケ
ア
着
実
な
成
果
:
・
・

:
:
j
i
-
-
:

・
:
:
:
・
:
4

・
河
北
海
道
新
聞
:

救
急
医
療

位
置
情
報
精
度
正
確
さ
要
求

車
の
救
急
通
報
シ
ス
テ
ム
4

・
4

日
本
経
済
新
聞
・
:

断
ら
な
い
病
院

4

年
連
続
日
本
一
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
4

・
6

神
戸
新
聞
:
:
:
:
・
:
:
:

ド
ク
タ
ー
カ
|
取
り
組
み
多
様
化

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

・
4

・
刊
朝
日
新
聞
(
東
京
)

民
間
救
急
車
転
院
お
任
せ

-
:
・

4

・
引
読
売
新
聞
(
大
阪
)
・

五
輪
テ
口
医
療
体
制
整
備
:
:
:
・
j
i
-
-
J
J

・-
:
:
:
4

・

m
読
売
新
聞
(
東
京
)
・

暴
れ
る
患
者

対
応
に
苦
慮
:
:
:
:
・
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-

・
:
:
4

・
6

日
本
海
新
聞
:
J
J

・
-

医
師
の
指
示
不
可
欠

心
情
は
理
解
で
き
る
:
:
:
:
:
・
:
:
4

・
7

北
日
本
新
聞
:
:
:

予
防
医
療

脳
卒
中
の
再
発
リ
ス
ク
解
明
:
・:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
4

・
リ
円
釧
路
新
聞
:

脳
卒
中
の
予
防
法
本
で
指
南
:
・

:
J
J

・-
:
j
i
-
-
4

・
M門
神
戸
新
聞
・
・
:

脳
卒
中
患
者
の

リ
ハ
ビ
リ
促
進
:
:
:
:
:
:
・:
:
:
:
4

・
6

富
山
新
聞
j
i
-
-

車
い
す
に
取
り
付
け
ペ
ダ
ル
で
リ
ハ
ビ
リ
運
動
・

:
:
:
:
:
4

・
リ
門
大
分
合
同
新
聞
:
:
・
:
:

脳
脊
髄
液
漏
れ
高
精
度
診
断
:
J
J

・-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
4

・
リ
円
福
島
民
友
・
・
:

5

回
目
接
種
の
勧
め

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
・
:
:
:
:
:
:
:
:
4

・
叩
徳
島
新
聞
(
共
同
)
・

医
薬
品

て
ん
か
ん
治
療
副
作
用
半
減

遺
伝
子
検
査
で
薬
選
択

4

・
叩
読
売
新
聞
(
東
京
)

i
p
S

細
胞
で
創
薬
即
治
験

動
物
実
験
経
ず

:
:
:
:
4

・
剖
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・

お
年
ぶ
り
新
有
効
薬難病
「
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
|
症
候
群
」4
・

m
千
葉
日
報
:
:

85 86 86 87 88 89 90 91 92 93 93 94 95 95 96 96 97 

5 



Nihon-Miと

が
ん
患
者
に
「
薬
剤
師
外
来
」
:
:
:
-
j
i
-
-
-
-
J
J

・
-
:
4

・

5

日
経
産
業
新
聞
:
・
:
:
:

薬
剤
師
育
成
な
ど

4 

21 

読
売
新
聞

大
阪

後
発
薬
普
及
へ
重
点
叩
地
域
:
:
:
・

j
i
-
-
・:
j
i
-
-
:
:
:
4

・
6

日
本
経
済
新
聞
:

医
療
行
政

医
療
費
保
険
負
担

自
動
抑
制
を
提
案

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
4

・

m
朝
日
新
聞
(
東
京
)
:
・

均
質
な
治
療
、
道
半
ば全
国
の
が
ん
拠
点
病
院
指
定
要
件
見
直
し4

・
市
日
本
経
済
新
聞
:

生
活
保
護
「
薬
局

=
π
化
」
の
波
紋
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
4

・
市
東
京
新
聞
・
j
i
-
-
:
:

意
見
・
社
説

[
け
ん
こ
う
処
方
筆
]
「
感
情
規
則
」
に
向
き
合
う
看
護
師3

・
7

朝
日
新
聞
(
札
幌
)

医
療
ニ
ュ
ー
ス

救
命
の
看
護
師
「
な
ぜ
」

大
相
撲
:
:
j
i
-
-
-
:
j
i
-
-
4

・

7

神
奈
川
新
聞
(
共
同
)

[
話
題
]
救
え
る
命
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
4

・
叩
高
知
新
聞
・

•• 

看
護
師
ら
英
か
ら
大
量
流
出

:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
・
4

・

U
北
海
道
新
聞
・

「
社
会
の
関
心
ま
だ
低
い
」
・
:
・::
:
:
:
j
i
-
-
:
:

・:
:
:
4

・
市
琉
球
新
報
(
共
同
)

寄
生
虫
が
人
間
の
味
方
に

?
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
3

・
日
毎
日
新
聞
(
東
京
)

医
療
安
全

医
療
事
故
防
ぎ
た
い

遺
族
ら
署
名
叩
年1
0
0

回
・
・
4

・
4

毎
日
新
聞
(
東
京
)

長
時
間
分
娩
、
医
療
介
入
を

過
去
に
脳
性
ま
ひ
1
0
4

件
4

・
6

山
口
新
聞
(
共
同
)

放
射
性
医
薬
品
ご
み
増
加

最
終
埋
設
処
分
場
探
し
難
航

4

・
川
大
阪
日
日
新
聞
(
共
同
)
悦

98 98 99 100 100 102 104 104 105 105 106 106 108 108 

2

倍
の
過
量
投
与
:
・
:
:
:
・:
:
:
4

・
刊
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

女
児
に
ワ
ク
チ
ン

「
悪
夢
の
耐
性
菌
」
全
米
調
査
で
発
見
:
:
・j
i
-
-
-
:
:
:
4

・
5

岩
手
日
報
(
共
同
)

医
薬
品
の
安
全

安
全
性
巡
る
議
論
続
く
H
P
V

ワ
ク
チ
ン
勧
奨
中
断
5

年
4

・
1

毎
日
新
聞
(
東
京
)

県
医
師
会
の
広
告
に
反
響

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
:
:
:
3

・

M
M上
毛
新
聞
J
J

・
-
-
:
:

災
害
に
備
え
る

病
院
船
の
役
割
学
ぼ
う
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:

・
:
:
:
・

:
4

・

3

東
奥
田
報
:
:
:
・
:
:
:
:

病
院
1

割
耐
震
不
足

厚
労
省
調
査

:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
4

・
叩
茨
城
新
聞
(
共
同
)

被
ば
く
医
療
に
研
修
制

課
程
や
教
材
を
統
一
:
:
:
:
:
4

・
叩
愛
媛
新
聞
(
共
同
)
:
・

被
ば
く
医
療
人
材
育
成

ロ
シ
ア
の
大
学
と
連
携
へ
:
:
:
4

・
お
福
島
民
報
・
:
:
:
:
:
:
・

災
害
関
連
死
滅
へ

S
N
S

や
A
l

活
用
:
J
J

・-
:
:
:
4

・
泊
朝
日
新
聞
(
東
京
)

医
療
費
免
除
の
終
了
調
査

「
通
院
控
え
る
」
お

%
:
:
4

・
叩
熊
本
日
日
新
聞
:
:
:
:

[
射
程
]
「
復
興
応
援
ナ
|
ス
」j
i
-
-
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
4

・
お
熊
本
日
日
新
聞
・

「
自
分
に
何
が
で
き
た
の
か
」
:
・
:
:
:
:
:
:
J
J

・-
:
:
:
4

・
幻
産
経
新
聞
(
大
阪
)

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
愛
ら
し
く
:
:
:
:
:
・:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
4

・
叩
山
梨
目
白
新
聞
・

キ

ワ

ド
検
索

6 

110 110 110 112 113 113 114 114 115 116 116 117 
表
紙119 
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まちの「保健室」で、健康相談
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
地
域
の
「
保
健

室
」
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
1

年
に
墓
京
都
新
宿

区
で
始
ま
っ
た
取
り
組
み
は
、
地
域
の
ニl
ズ
に
あ
わ
せ
て
発

展
。
今
で
は
約
印
カ
所
に
増
え
ま
し
た
。

看
護
師
や
保
健
師
常
駐

@
大
阪

大
阪
市
東
淀
川
区
に
あ
る
商
店

街
の
一
角
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
ホ
ス
ピ
ス
型
賃
貸
住
宅
の

入
る
2

階
建
て
施
設
の
1

階
に

「
よ
ど
ま
ち
保
健
室
」
が
あ
る
。

保
健
室
の
奥
に
は
、
多
目
的
交
流

ス
ペ
ー
ス
の
「
よ
ど
ま
ち
カ
フ

ェ
」
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

平
日
の
午
後
、
カ
フ
ェ
で
は

「
減
塩
食
」
を
テ
l

マ
に
し
た
健

康
教
室
が
聞
か
れ
て
い
た
。
管
理

栄
養
士
が
「
塩
分
の
と
り
す
ぎ
は

高
血
圧
や
脳
卒
中
を
招
く
」
と
説

明
。
参
加
し
た
地
域
の
高
齢
者
6

人
は
「
わ
か
っ
て
い
て
も
減
塩
は

難
し
い
」
「
こ
こ
に
来
て
か
ら
ラ

ー
メ
ン
の
汁
を
飲
ま
な
く
な
っ

た
」
な
ど
と
、
和
や
か
に
意
見
を

交
わ
し
た
。

こ
の
保
健
室
は
同
年4
月
に
開

設
さ
れ
、
東
淀
川
区
内
に
あ
る
淀

川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
の
グ
ル
ー
プ

会
社
「
よ
ど
き
り
医
療
と
介
護
の ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
が
運
営

す
る
。
地
域
看
護
専
門
看
護
師
で

取
締
役
の
三
輪
恭
子
さ
ん
(
印
)
は

「
病
院
に
来
る
前
の
段
階
で
健
康

や
病
気
に
関
す
る
相
談
を
気
軽
に

で
き
る
揚
が
地
域
に
あ
れ
ば
、
皆

が
も
っ
と
健
康
に
暮
ら
せ
る
の
で

は
」
と
狙
い
を
明
か
す
。

保
健
室
は
血
圧
計
や
血
管
年
齢

測
定
器
な
ど
を
備
え
、
看
護
師
や

保
健
師
が
常
駐
。
医
療
や
介
護
に

関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
日
常
の
困

り
ご
と
を
一
緒
に
考
え
る
。

カ
フ
ェ
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
い
す

が
6

セ
ッ
ト
。
壁
一
面
に
利
用
者

が
持
ち
寄
っ
た
本
が
並
ぶ
。
平
日

は
毎
日
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
病
気

予
防
や
家
族
介
護
な
ど
の
セ
ミ
ナ

ー
の
ほ
か
、
地
域
の
人
に
よ
る
子

育
て
サ
ー
ク
ル
や
ヨ
ガ
教
室
な
ど

も
。
イ
ベ
ン
ト
の
な
い
時
は
誰
で

も
利
用
で
き
る
。

近
く
に
住
む
大
田
伸
広
さ
ん

(
花
)
は
、
ほ
ば
毎
日
訪
れ
る
。

「
『
薬
の
数
を
減
ら
し
た
い

対
話
が
支
え
る
医
療

が
、
病
院
で
先
生
に
ど
う
相
談
す

れ
ば
い
い
か
』
な
ど
、
病
院
で
は

聞
け
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
相
談
で き

る
。
不
安
な
こ
と
を
気
軽
に
聞

け
る
の
が
い
い
」

要
介
護
認
定
申
請
促
す

@
福
井

こ
の
保
健
室
の
モ
デ
ル
は
、
日

年
7

月
に
東
京
都
新
宿
区
の
都
営

住
宅
に
あ
る
空
き
店
舗
を
利
用
し

て
始
ま
っ
た
「
暮
ら
し
の
保
健

室
」
だ
。
看
護
師
ら
専
門
職
ス
タ

ッ
フ
が
い
て
、
予
約
な
し
で
ふ
ら

っ
と
立
ち
寄
り
、
無
料
で
相
談
で

き
る
。
休
憩
場
所
も
備
え
、
地
域

の
人
が
出
入
り
す
る
。
こ
う
し
た

ス
タ
イ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に

あ
わ
せ
て
採
り
入
れ
た
保
健
室
が

全
国
に
広
が
っ
た
。

訪
問
看
護
師
で
も
あ
る
暮
ら
し

の
保
健
室
の
秋
山
正
子
室
長
(
灯
)

は
「
身
近
に
相
談
で
き
る
場
所

が
あ
れ
ば
、
介
護
予
防
や
見
守
り

に
も
つ
な
が
る
。
お
金
や
場
所
の

確
保
な
ど
運
営
面
の
課
題
は
あ

る
が
、
各
地
域
の
特
性
を
生
か

し
て
、
さ
ら
に
広
が
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

各
地
の
保
健
室
の
中
に
は
、
医

療
機
関
や
福
祉
施
設
が
手
井
当
で

運
営
し
、
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る と

こ
ろ
も
あ
る
。

福
井
市
のJ
R

福
井
駅
近
く
の

商
店
街
に
あ
る
「
み
ん
な
の
保
健

室
」
は
、
在
宅
医
療
専
門
の
「
オ

レ
ン
ジ
ホ
l

ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
(
福
井
市
)
が
四
年7
月
か

ら
運
営
す
る
。
約
加
平
方
げ
の
室

内
に
血
圧
計
や
岨
唱
力
を
測
る
ガ

ム
、
病
気
予
防
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
本
な
ど
が
置
か
れ
、
原
則
と
し

て
平
日
の
週3
目
、
看
護
師
や
介

護
福
祉
士
ら
が
交
代
で
入
る
。

「
お
し
つ
こ
の
調
子
が
お
か
し

い
」
と
相
談
に
来
た
高
齢
の
男
性

は
ス
タ
ッ
フ
の
勧
め
で
自
治
体
の

健
康
診
断
を
受
け
、
糖
尿
病
が
わ

か
つ
て
治
療
を
始
め
た
。
認
知
症

の
妻
と
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
だ

っ
た
男
性
は
家
族
で
介
護
を
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
に
と
助
言
さ
れ
、

妻
の
要
介
護
認
定
を
申
請
し
た
。

週
1

回
担
当
す
る
訪
問
看
護
師

の
谷
山
有
里
さ
ん
(
訂
)
に
よ
る

と
、
家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
の

悩
み
な
ど
を
聞
い
て
ほ
し
く
て
訪

れ
る
人
も
多
い
と
い
う
。
ク
リ
ニ

r

〉
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

ッ
ク
は
福
井
市
内
で3
カ
所
の
保

健
室
を
運
営
し
、
ほ
か
に
「
の
れ

ん
分
け
」
し
た
保
健
室
も
あ
る
。

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
増
永

英
尚
さ
ん
(
訂
)
は
「
普
段
の
生
活

を
知
っ
て
い
れ
ば
、
い
ざ
病
気
に

な
っ
た
時
、
そ
の
人
に
寄
り
添
っ た

医
療
が
で
き
る
」
と
強
調
。
高

齢
者
世
帯
が
多
い
こ
の
地
域
は
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
と
し
、
「
地
域
の
つ
な
が
り

の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
増
え
る

と
い
い
」
と
語
る
。

口
腔
ケ
ア
・
栄
養
教
室
も

@
東
京

日
比
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
墓
京

都
江
戸
川
区
の
一
般
社
団
法
人

「
暮
ら
し
の
保
健
室
か
な
で
」

は
、
助
成
金
や
企
業
の
協
賛
金
を

集
め
て
運
営
す
る
。

地
域
の
訪
問
歯
耕
診
療
が
患
者

の
生
活
も
支
え
て
い
る
と
知
っ
た

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
福
田
英
二
室

長
(
邸
)
が
「
地
域
で
口
腔
ケ
ア
や

食
支
援
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
に
し
た
い
」
と
し
て
始
め

た
。
当
初
は
な
か
な
か
人
が
集
ま

ら
ず
、
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向

い
て
い
く
や
り
方
に
変
え
た
。

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
口
腔
ケ

ア
や
介
護
食
の
紹
介
を
中
心
に
、

町
会
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

健
康
教
室
や
栄
養
教
室
を
開
催
。

が
ん
患
者
が
体
験
を
語
り
合
う
が

ん
カ
フ
ェ
や
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ ジ

ャ
ー
や
ヘ
ル
パl
、
管
理
栄
養

士
ら
が
一
緒
に
地
域
の
食
支
援
を

考
え
る
勉
強
会
な
ど
も
開
く
。
今

で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
叩
社
ほ

ど
の
協
賛
企
業
や
約
1
5
0

人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る
。

「
よ
う
や
く
地
域
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
き
た
」
と
手
応
え
を
感
じ

る
福
田
さ
ん
。
「
保
健
室
を
自
力

で
開
設
し
、
運
営
す
る
の
は
尉
政

的
に
も
大
変
。
各
地
に
で
き
た
保

健
室
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
保

健
室
を
聞
き
た
い
人
た
ち
を
応
援

で
き
る
と
い
い
」
(
斉
藤
純
江
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
四
日
(
木
)

一」

7 
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地域の保健室薬局内に

対
話
が
支
え
る
医
療

i

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
へ

r
〉

無
料
で
健
康
チ
エ

ッ
ク
、
講
座

気
軽
交
流
の
場
好
評

重量介護事業者が運営

敦
賀
市
木
崎
の
カ
ド
ノ
薬
局
木
崎
店
内

に
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
「
み

ん
な
の
保
健
室
敦
賀
」
を
設
置
し
、
来
店

客
や
地
域
の
お
年
寄
り
ら
に
無
料
開
放
し

て
い
る
。
昨
年
6

月
の
開
設
後
、
健
康
や

美
容
、
暮
ら
し
に
関
す
る
月

2

回
の
講
座

も
開
い
て
お
り
、
気
軽
に
交
流
で
き
る
拠

点
と
し
て
徐
々
に
定
着
し
て
い
る
。

(
青
木
伸
方
)

運
営
し
て
い
る
の
は
、
市

内
な
ど
で
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
展
開
す
る
「
リ
ハ
ぷ
ら

す
」
(
本
社
・
同
市
白
銀
町
)
。

達
川
仁
路
社
長
(
羽
)
は
「
健

康
や
暮
ら
し
の
こ
と
に
少
し

不
安
を
持
つ
人
、
関
心
の
あ
る

人
ら
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、

専
門
機
関
で
は
な
い
『
敷
居
の

低
い
冨
所
を
提
供
し
た
か
っ

た
」
と
開
設
の
狙
い
を
話
す
。

み
ん
な
の
保
健
室
は
、
福

井
市
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、
定
付
事
例
を
参
考
に
し

た
。
開
設
場
所
に
人
の
出
入

り
が
多
い
所
を
探
す
中
、
カ

ド
ノ
薬
局
が
趣
旨
に
賛
同
し

て
く
れ
た
と
い
う
。
木
崎
店

の
元
エ
ス
テ
コ
ー
ナ
ー
の
約

ロ
平
方
肘
を
借
り
て
改
装

し
、
ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
な

ど
を
配
置
し
た
。

開
設
日
は
水
曜
と
日
曜
な

ど
存
一
除
く
週
4
3
5

日
で
、

基
本
は
午
前
叩
時
か
ら
午
後

4
時
。
ス
タ
ッ
フ1
人
が
常

駐
し
、
専
門
樋
闘
の
紹
介
な

ど
を
し
て
い
る
。
火
曜
は
午

後
1

時
1
4

時
で
、
理
堂
療

法
士
の
達
川
社
長
が
リ
ハ
ビ

リ
や
介
護
予
防
の
相
談
会
を

行
っ
て
い
る
。

血
圧
測
定
器
や
身
畏
、
体

重
計
を
置
き
、
無
料
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。
漫
画
本

や
テ
レ
ビ
な
ど
も
置
き
、
来

店
客
が
自
由
に
く
つ
ろ
げ
る

ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

月
2

回
の
講
座
は
主
に
土

曜
日
で
、
こ
れ
ま
で
メ
ン
ズ
エ

ス
テ
、
リ
ン
パ
ケ
ア
、
怒
り
を

抑
制
す
る
ア
ン
ガ
l

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
扶
養
控
除
の
改
正

な
ど
多
種
多
様
な
テ
ー
マ
で

開
催
。
お
年
寄
り
ゃ
主
婦
ら

を
含
め
月
却
人
程
度
は
保
健

室
に
訪
れ
て
い
る
と
い
う
。

薬
を
買
っ
た
つ
い
で
に
保

健
室
に
立
ち
寄
っ
た
市
内
の

印
歳
女
性
は
「
こ
の
年
齢
に

な
る
と
、
病
院
に
ワ
\
ほ
ど

じ
ゃ
な
い
け
ど
健
康
の
こ
と

で
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

気
軽
に
入
れ
る
し
、
ま
た
来

た
い
」
と
話
し
た
。

今
後
は
講
座
を
さ
ら
に
充

実
す
る
考
え
で
、
高
齢
者
向

け
の
I
T

教
室
や
子
育
て
世

代
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
。
達
川
社
長

は
「
1

人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
ら
が
伸
聞
を
増
や
し
、
気

持
ち
が
落
ち
着
く
よ
う
な
拠

点
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
幻
日
(
土
)

奈
良
県
北
部
に
あ
り
、
高
齢
化
率
が
叫
婦
に

達
す
る
山
添
吋
村
内
に
数
少
な
い
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
(
G
S
)の
一
つ
に
毎
週
、
若
い
女

性
看
護
師
が
現
れ
る
。
訪
れ
る
人
が
い
る
と
積

極
的
に
声
を
掛
け
、
体
調
を
尋
ね
た
り
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け
た
り
。

看
護
師
は
横
浜
市
出
身
の
荏
原
優
子
さ
ん

(
訂
)
。
地
域
住
民
と
日
常
的
に
接
し
、
病
気
の

早
期
発
見
や
病
院
へ
の
橋
渡
し
に
あ
た
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナl
ス
」
と
し
て
活
動
す
る
た
め

昨
春
、
村
に
移
り
住
ん
だ
。
「
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
が
立
ち
寄
る
」
と
拠
点
に
選
ん
だ
の
が

G
S
。

悦
ふ
ら
っ
と
訪
れ
た
お
年
寄
り
が
農
作
業
の
話

塗
p
G
S

の
看
護
師

亙
岬
弘
司

一
町
を
し
な
が
ら
「
体
、
し
ん
ど
い
ね
ん
」
と
漏

ち
す
こ
と
も
。
「
病
院
に
は
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

か
つ
て
総
合
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で

日
々
、
死
と
向
き
合
っ
た
。
「
身
近
に
相
談
で

き
る
人
が
い
て
、
早
く
医
療
行
為
を
受
け
ら
れ

て
い
れ
ば
」
。
そ
の
悔
し
さ
が
、
活
動
の
原
点

に
あ
る
。
村
で
は
住
民
と
一
緒
に
流
し
そ
う
め

ん
会
を
開
く
な
ど
地
域
活
動
に
も
参
加
し
、
少

し
で
も
溶
け
込
も
う
と
躍
起
だ
。

人
は
、
集
い
、
突
わ
れ
る
場
が
あ
っ
て
こ
そ

元
気
で
い
ら
れ
る
。
高
齢
化
の
村
を
変
え
る
潤

滑
油
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
【
塩
路
佳
子
】

毎

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
7

日
(
水
)

8 
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態
審
者
も
高
齢
者
も
若
者
も

|佐伯市の医療関係者ら法人設立1
佐伯市の医療・介護関係者らが集まり、一般社団法人「共生社会実現サポ

ート機構とんとんとんJ (理事長・山内勇人わかば台クリニック副院長)を

設立した。 5月には市中心部の空き店舗に地域交流拠点をオープン予定で「障

害がある人もない人も住みやすい社会」の実現を目指していく。

住
み
や
す
い
社
会
へ

設
立
の
き
っ
か
け
は
山
内
理

事
長
ら
が
2
0
1
5

年
6

月
か

ら
月
2

回
開
い
て
い
る
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
ら
が
集
う

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
精
神
疾
患
を
抱

え
る
人
や
地
域
住
民
、
高
校
生

も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
頃
は
施
設
で
支
援
を
受
け

る
側
の
高
齢
者
も
、
カ
フ
ェ
で

は
お
茶
を
出
し
た
り
特
技
を

披
露
。
参
加
者
が
生
き
生
き
と

過
ご
す
姿
を
見
た
メ
ン
バ
ー

は
「
立
場
や
肩
書
な
ど
関
係
な

く
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
が
必
要
」
と
機
構
を
立
ち
上

ず
た
。

仲
町
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

借
り
て
、
拠
点
と
な
る
「
と
ん

と
ん
と
ん
広
場
」
を
開
設
す
る
。

子
ど
も
も
集
え
る
よ
う
不
定
期

で
食
堂
も
開
く
予
定
。
副
理
事

長
で
費
護
師
の
藤
崎
郁
さ
ん
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
集
ま
り
、

交
流
で
き
る
場
所
は
あ
ま
り
な

い
。
互
い
を
理
解
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
誰
も
が
過
ご

来月、交流拠点オープン市中心部の
空き店舗に

し
や
す
い
社
会
に
つ
な
が
る
」

と
話
す
。

同
機
構
は
商
店
街
に
拠
点
を

設
け
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に

も
つ
な
げ
た
い
考
え
。
「
と
ん

と
ん
と
ん
」
の
由
来
は
ド
ア
を

ノ
ッ
ク
す
る
音
、
肩
を
た
た
く

音
。
山
内
理
事
長
は
「
誰
も
が

認
知
症
に
な
っ
た
り
、
病
気
を

抱
え
た
り
す
る
。
誰
も
が
そ
っ

と
肩
の
荷
を
下
ろ
せ
る
よ
う
な

場
所
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
(
安
里
莱
冬
)

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

問
機
構
は
活
動
資
金
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
募
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
鈎
日
ま
で

行
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

問
機
構
(
宮0
9
7
2

・
羽
・

9
3
4
0
)
。

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
3

日
(
火
)

対
話
が
支
え
る
医
療

i

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

石浜実花さん(33)

Sta作dbyyou!

訪問看護
ステーション所長

「
自
宅
こ
そ
リ
ハ
ビ
リ
の

現
場
」
と
い
う
思
い
で
、
7

年
前
に
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
高
松
市
に
開
い
た
。
医
療

機
関
併
設
の
場
合
が
多
く
、

作
業
療
法
士
が
開
設
し
た
の

は
香
川
県
で
初
だ
っ
た
。

動
機
は
、
県
内
在
住
の
祖

母
の
認
知
症
だ
。20
0
8

年
に
作
業
療
法
士
の
資
格
を

取
得
し
、
勤
務
し
た
大
阪
府

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
作
業

療
法
土
の
派
遣
依
頼
に
ほ
ぼ

応
じ
た
。
だ
が
、
祖
母
の
場

合
は
、
ほ
と
ん
ど
依
頼
を
受

け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

国
の
資
料
を
見
て
合
点
が

い
っ
た
。
当
時
、
県
内
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
数
が
少
な

く
、
的
年
の
訪
問
回
数
は
最

世代間交流の準備も
多
の
和
歌
山
の
約3割
し
か

な
い
全
国
最
下
位
。
「
格
差

是
正
は
急
務
」
と
痛
感
し
た
。

現
在
、
看
護
師
色
白
人
の

職
員
が
約
切
人
の
高
齢
者
ら

の
自
宅
療
養
生
活
を
支
え

る
。
「
で
き
た
こ
と
を
評
価

す
る
と
、
利
用
者
は
表
情
が

明
る
く
な
り
、
次
の
目
標
に

向
か
う
。
心
が
動
け
ば
体
も

動
く
」
と
力
説
す
る
。
こ
う

し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
日

年
の
地
元
の
青
年
会
議
所
主

催
の
「
高
松
人
間
力
大
賞
準

グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
輝
い
た
。

視
野
を
広
げ
よ
う
と
大
学

院
に
進
み
、
修
了
後
は
「
青

年
療
法
士
ま
ち
づ
く
り
塾
」

を
設
立
。
児
童
福
祉
施
設
に

い
る
子
ど
も
は
、
高
齢
者
と

同
様
に
孤
立
し
が
ち
と
知
っ

た
。
両
者
が
一
緒
に
お
遍
路

さ
ん
や
観
光
客
を
も
て
な
せ

ば
、
世
代
間
交
流
と
観
光
支

援
に
な
る
は
ず
だ
。
「
社
会

貢
献
は
生
き
が
い
」
と
準
備

を
進
め
る
。
【
田
中
泰
義
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月

7
日
(
水
)
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対
話
が
支
え
る
医
療

i
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
へ

i
y

医
療
現
場
で
グ
笑
顔
処
方
d

笑いを引き出し、自己治癒力の向上を

目指す「笑い療法士J 。民間団体により
2005年に導入された資格で、現在、全国

で892人、うち県内では65人が認定され、

医療や福祉の現場で活躍している。 I笑

顔J という薬を処方する笑い療法士はど

んな活動をしているのか。(小出菜樟子)

-
相
手
を
ほ
っ
と
さ
せ
る

元
日
本
医
科
大
助
教
授
の
高
柳
和
江
理

事
長
が
病
院
環
境
の
改
善
を
目
的
に
、
病

院
長
や
看
護
師
ら
と
1
9
9
4

年
に
会
を

墾
斗
。
現
在
、
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
(
東

京
)
の
武
久
洋
三
会
長
や
小
林
祥
泰
・
前

島
根
大
大
学
長
ら
が
役
員
を
務
め
、
会
員

は
約4
0
0

人
。
笑
い
療
法
士
に
な
る
に

は
、
キ
省
主
動
機
や
論
文
を
書
い
た
書
類
審

査
を
経
て
、
患
者
心
理
や
笑
い
の
医
学
的

効
能
を
学
ぶ2
日
間
の
講
習
を
受
け
る
。

そ
の
後
レ
ポ
ー
ト
変
属
す
れ
ば
笑
い
療

法
土3
級
に
認
定
。
「
相
手
を
ほ
っ
と
さ

せ
る
笑
い
」
を
目
指
し
、
堂
ん
だ
こ
と
を

現
場
で
生
か
す
意
欲
が
大
事
だ
と
い
う
。

-
ま
さ
に
「
マ
ジ
ッ
ク
」

熊
一
議
合
病
院
(
熊
谷
市
)
に
勤
務
す

る
全
国
で
も
珍
し
い
診
療
看
護
師
の
肩
書

を
持
つ
多
田
朋
子
さ
ん
が
、
笑
い
療
法
士

に
認
定
さ
れ
た
の
は
2
0
0
7

年
。
糖
尿

病
外
来
の
診
察
を
行
一
つ
笑
い
療
法
土

2

級

の
多
田
さ
ん
が
「
笑
い
」
の
力
を
実
感
し

た
例
が
あ
る
。
3

月
上
旬
、
糖
尿
病
の
男

性
患
者
(
邸
)
は
食
事
制
限
が
守
れ
ず
、
診

察
室
で
下
を
向
い
た
ま
ま
だ
っ
た
。
男
性

が
「
(
指
示
が
守
れ
な
い
か
ら
)
も
う
来

な
く
て
い
い
っ
て
一
言
つ
ん
だ
ろ
」
と
つ
ぶ

や
く
と
、
多
田
さ
ん
は
す
か
ざ
す
笑
い
療

法
を
N

発
動u
し
、
「
ふ
ー
ん
、
誰
が
『
来

な
く
て
い
い
』
っ
て
一
言
つ
の
?
」
と
ち
ゃ

め
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
問
診
セ
続
行
。
思
わ

ぬ
掛
け
合
い
に
男
性
は
頬
を
緩
ま
せ
、
暴

食
ぶ
り
を
素
直
に
打
ち
明
け
、
そ
の
後
は

自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
患

者
に
心
を
聞
か
せ
た
ま
さ
に
「
笑
い
の
マ

ジ
ッ
ク
」
だ
。

多
国
さ
ん
は
「
(
笑
っ
て
)
心
の
交
流

が
で
き
る
と
倍
以
上
の
結
果
を
出
す
こ
と

が
あ
る
。
一
番
う
れ
し
い
の
は
、
患
者
が

私
に
萎
縮
せ
ず
伸
び
伸
び
と
話
す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
」
と
話
す
。

-
赤
ち
ゃ
ん
を
手
本
に

新
座
市
の
言
語
揺
賛
士
、
守
谷
ゆ
み
え

さ
ん
(
幻
)
は
東
京
都
練
馬
区
の
介
章
夫

保
健
施
設
「
み
ん
な
の
笑
顔
」
で
主
に
言

語
機
能
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
担
当
。
守
谷

さ
ん
に
と
っ
て
笑
い
療
法
土
の
お
手
本
は

1

歳
の
長
男
。
赤
ち
ゃ
ん
の
寝
顔
を
見
る

時
、
な
ぜ
か
肩
の
力
が
抜
け
て
笑
み
が
こ

ぼ
れ
る
。
そ
ん
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境

を
つ
く
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
や
る
気
を
引 治癒力向上狙い

民間団体が認定
き
出
し
た
い
と
、2
年
前
、
笑
い
療
法
士

の
講
習
を
受
講
し
た
。

守
谷
さ
ん
は
「
決
ま
っ
た
や
り
方
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
地
道
な
活
動
」
と
説

明
。
あ
い
さ
つ
や
会
話
を
繰
り
返
す
う
ち

に
、
リ
ハ
ビ
リ
を
拒
否
し
て
い
た
高
齢
者

に
笑
顔
が
浮
か
ぶ
と
い
う
。
守
谷
さ
ん
は

同
僚
や
上
司
に
も
頻
繁
に
ジ
ョ
ー
ク
を
飛

ば
す
。
「
職
場
が
い
い
雰
囲
気
で
あ
れ
ば
、

患
者
に
も
い
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
笑
い
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
た
い
」
と
、

ほ
ほ
笑
ん
だ
。

笑
い
療
辻2
4
「
癒
し
の
環
境
研
究
会
」

が
養
成
、
認
定
す
る
資
格
。
患
者
か
ら
笑
い

を
引
き
出
し
た
り
、
自
然
に
笑
い
が
生
ま

れ
る
環
境
を
つ
く
り
出
し
た
り
し
て
、
自

己
治
癒
力
を
高
め
る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

l
s
3

級
ま
で
あ
り
、
2
0
0
5

年
か
ら

こ
れ
ま
で89
2

人
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

7

月
お
、m
a両
日
に
講
習
が
あ
る
。
費
用

は
2

万
5

千
円
。
申
し
込
み
受
け
付
け
は

5

月
間
日
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務

局
(
2
0
3・6
8
0
5

・
9
9
2
1
)へ
。

埼
玉
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
泣
日
(
日
)

10 
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会話で患者を前向きに
視
覚
に
障
害
が
あ
る
理
学
療
法
士
、
矢
口
拓
宇
さ
ん
(
お

)
Hひ
た
ち
な

か
市
出
身H
が
、
真
に
患
者
に
寄
り
添
う
た
め
の
話
し
方
や
聴
き
方
を
ま

と
め
た
本
「
患
者
さ
ん
が
み
る
み
る
元
気
に
な
る
リ
ハ
ビ
リ
現
場
の
会

話
術
」
(
秀
和
シ
ス
テ
ム
、
四
六
判
、

2
4
0

内l
)を
発
刊
し
た
。
矢
口

さ
ん
は
「
自
身
も
障
害
者
だ
か
ら
書
け
た
」
と
言
い
、
会
話
こ
そ
が
リ
ハ

ビ
リ
患
者
の
気
持
ち
を
前
向
き
に
す
る
鍵
と
説
い
て
い
る
。

~リ雲歪害
25t ハ~蚕元
詰ピふ目

立\墨量リ 2: る fk
別事現善・リ重
鳴き白雪
の 2 リ患

現者

携え
会が
話み
術る
」み

矢
口
さ
ん
は
、
都
内
の
医
療

機
関
で
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

す
る
。
平
均
年
齢
が
辺
歳
と
い

わ
れ
る
理
学
療
法
士
に
お
い

て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
達
し
つ

つ
あ
る
。

年
間
1
5
0
0

件
の
利
用
者

宅
の
訪
問
な
ど
、
現
場
に
身
を

置
き
な
が
ら
、
職
場
で
は
チ
ー

ム
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍
す

る
。
2
0
1
6

年
に
は
、
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
会
な
ど
を
行
う
「
日
本
エ

ン
カ
レ
ッ
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
協
会
」
を
立
ち
上
げ
、

代
表
を
務
め
る
。

「
患
者
べ
瓦
と
共
に
歩
む
の

が
理
学
療
法
士
。
自
分
も
障
害

が
あ
り
、
つ
ら
い
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
気
付
け
る
患
者
さ
ん
の

気
持
ち
ゃ
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
。

障
害
が
な
か
っ
た
ら
出
合
え
て

い
な
い
仕
事
。
今
で
は
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
と
思
え
る
」

四
歳
で
発
症
し
た
病
気
で
極

「自身も障害者だから」ひたちなか市出身
理学療法士が出版

度
の
弱
視
に
な
っ
た
。
中
高
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
み
、

一
度
も
学
校
を
休
ん
だ
こ
と
が

な
い
ほ
ど
丈
夫
な
体
を
襲
っ
た

突
然
の
病
。
発
症
か
ら
わ
ず
か

半
年
で
、
眼
鏡
を
掛
け
て
も
0

・
ー
ま
で
視
力
が
落
ち
た
。

当
時
、
教
師
を
夢
見
る
受
験

生
。
細
か
な
文
{
宝
生
読
む
ス
ピ

ー
ド
が
遅
く
な
り
、
試
験
時
間

内
の
解
答
が
難
し
く
、
希
望
の

進
路
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
視
力
と
夢
を
同
時
に
失
い
、

「
な
ん
で
自
分
だ
け
こ
ん
な
目

に
」
。
事
実
を
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
た
。
母

親
に
八
つ
当
た
り
も
し
た
。

そ
の
母
親
が
、
視
覚
障
害
者

を
受
け
入
れ
る
大
学
を
必
死
に

探
し
て
く
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
、

筑
波
技
術
短
期
大
学
(
現
筑
波

技
術
大
学
)
理
学
療
法
制
。
「
人

の
た
め
に
な
る
仕
事
」
と
漠
然

と
分
か
っ
て
は
い
た
が
、
考
え

対
話
が
支
え
る
医
療

i

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

ロ
メ
ハ
同

た
こ
と
も
な
か
っ
た
進
学
先
に

渋
々
入
学
し
た
。

だ
が
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
視

覚
障
害
の
あ
る
仲
間
た
ち
が
冷

え
切
っ
た
心
を
変
え
て
く
れ

た
。
「
自
転
車
で
車
止
め
に
ぶ

つ
か
っ
て
こ
け
た
ら
変
な
目
で

見
ら
れ
た
よ
。
恥
ず
か
し
か
っ

た
よ
、
あ
は
は
!
」
と
、
明
る

く
笑
い
飛
ば
す
。
「
自
分
だ
け

が
不
幸
」
と
い
う
考
え
方
を
改

め
、
前
向
き
に
な
れ
た

o

n
歳
で
以
前
か
ら
興
昧
の
あ

っ
た
語
学
留
学
を
決
め
、
約
1

年
間
休
学
し
て
渡
米
。
「
理
学

療
法
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

な
の
か
迷
っ
て
い
た
時
期
だ
っ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
医
師
と

同
じ
ぐ
ら
い
尊
敬
さ
れ
、
広
く

認
知
さ
れ
る
仕
事
だ
と
知
っ

た
。
視
力
が
弱
く
て
も
ア
メ
リ

カ
で
1

年
間
ゃ
れ
た
こ
と
が
自

信
に
な
っ
た
」
。
迷
い
も
消
え
、

意
志
を
固
め
た
。

お
歳
で
理
学
療
法
士
と
な

~l~ 

り
、
臼
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

だ
。
リ
ハ
ビ
リ
に
前
向
き
に
な

れ
な
い
患
者
と
も
数
多
く
向
き

合
っ
た
。
そ
の
中
で
知
っ
た
コ

ー
チ
ン
グ
。
患
者
へ
の
声
掛
け

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
を
学
び
実
践
す
る

と
、
患
者
は
前
向
き
に
な
っ
て

く
れ
た
。

そ
れ
ら
の
経
験
を
基
に
、
実

際
に
あ
っ
た
患
者
と
の
会
話
の

や
り
と
り
を
例
に
挙
げ
、
リ
ハ

ビ
リ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
専
門
職

に
お
け
る
話
し
方
や
聴
き
方
の

大
切
さ
を
本
に
ま
と
め
た
。

「
昔
、
自
分
が
自
暴
自
棄
に
な

っ
た
よ
う
に
『
や
っ
て
も
し
ょ

う
が
な
い
』
と
い
う
患
者
さ
ん

も
い
る
。
そ
れ
は
当
た
り
前
。
自

分
も
障
害
を
受
け
入
れ
る
の
に

凶
年
か
か
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
は

患
者
さ
ん
が
一
歩
踏
み
出
さ
な

け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
。
技
術
を

磨
く
と
同
時
に
、
患
者
さ
ん
の

心
に
寄
り
添
い
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
大
切
」
(
勝
村
真
悟
)

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
訂
日
(
火
)

L 
11 



Kirlnukl Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2018 年7 号

対
話
が
支
え
る
医
療

ー
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

い
わ
き
の
新
村
浩
明
医
師

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
福
島

県
い
わ
き
市
の
財
団
法
人
と
き
わ
会

「
儒
動
病
院
」
院
長
、
紙
一
郎
浩
明

さ
ん
(
印
)
は
、
ふ
さ
ぎ
が
ち
な
高
齢

の
患
者
た
ち
に
笑
顔
を
取
り
戻
し
て

も
ら
お
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
時

代
劇
の
主
人
公
に
ふ
ん
し
て
の
訪
問

診
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
気
の

定
番
は
「
銭
形
平
次
」
で
、
「
遠
山

の
金
さ
ん
」
「
水
戸
黄
門
」
な
ど
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
演
じ
分
け
、
女

性
看
護
師
も
町
娘
役
を
兼
ね
て
同
行

す
る
。
「
お
年
寄
り
が
住
み
た
く
な

る
」
街
づ
く
り
が
新
村
さ
ん
の
夢
だ
。

「
ど
う
で
い
、
こ
こ
し
ば
ら
く
の
体

調
は
」
。
岡
市
常
磐
上
湯
長
谷
町
の
一

〆

ち
ょ
ん
ま
げ
姿
で
訪
問
診
療

「どうでい、体調はJ
角
に
あ
る
住
宅
で2
月
止
句
捕
物

道
具
の
十
手
を
握
り
、
雪
駄
で
玄
関

の
敷
居
を
ま
た
い
だ
「
銭
形
平
次
」
の

新
村
さ
ん
に
、
出
迎
え
た
住
人
の
初

代
女
性
が
パ
ッ
と
笑
み
を
広
げ
た
。

約
3

年
前
か
ら
続
く
、
月
に1
度

の
訪
問
診
療
日
。
「
顔
色
い
い
ね
」

と
話
し
か
け
る
新
村
さ
ん
に
、
居
間

に
座
っ
て
い
た
女
性
の
夫
は
「
あ
の

世
は
い
っ
ぱ
い
だ
か
ら
、
ま
だ
来
ち

ゃ
ダ
メ
だ
っ
て
さ
」
と
笑
い
、
「
先

生
が
来
る
と
、
ど
う
い
う
わ
け
か
元

気
が
出
て
き
て
ね
」
。

震
災
直
後
、
県
内
最
多
の
人
工
透

析
患
者
約7
0
0

人
が
い
た
常
磐
病

院
は
、
断
水
と
停
電
で
施
設
が
使
え

な
く
な
っ
た
。1
人
週3
回
は
必
要

な
透
析
が
で
き
な
く
な
り
、
新
村
さ

ん
は
県
や
県
内
各
地
の
医
療
機
関
に

助
け
を
求
め
た
。
だ
が
、
原
発
事
故

で
県
内
全
域
が
混
乱
し
て
お
り
、
県

外
に
打
診
。
東
京
、
千
葉
、
新
潟
の

施
設
や
行
政
が
患
者
と
家
族
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
。
患
者
全
員
が
助
か

会話が弾み患者に笑顔
っ
た
。

安
堵
の
患
者
に
、
新
村
さ
ん
は
「
絶

対
に
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
イ
ン
フ

ラ
の
も
ろ
さ
と
、
命
の
は
か
な
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
。
今
で
さ
る
こ
と

は
す
ぐ
に
や
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」
口

2
0
1
1

年
3

月
下
旬
に
常
磐
病

院
に
戻
り
、
原
発
事
故
の
避
難
者
た

ち
も
含
め
て
多
く
の
患
者
を
診
察
す

る
う
ち
、
表
情
の
暗
さ
や
元
気
の
な

さ
が
気
に
な
っ
た
。
外
出
を
避
け
る

た
め
か
、
足
腰
が
悪
く
な
っ
て
通
院

で
き
な
く
な
る
患
者
も
増
え
、
訪
問

診
療
が
震
災
前
よ
り
も
必
要
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
白
衣
を
着
た
医
者
や

看
護
師
の
姿
で
は
、
診
察
室
の
よ
う

で
会
話
は
弾
ま
な
い
。
あ
る
日
、
入

院
患
者
の
イ
ベ
ン
ト
に
時
代
劇
風
の

着
物
姿
で
登
場
す
る
と
大
喜
び
さ

れ
、
新
村
さ
ん
は
「
乙
れ
だ
」
と
膝

を
打
っ
た
。
舞
台
衣
装
を
作
っ
て
い

る
企
業
か
ろ
か
つ
ら
や
着
物
、
小
道

具
を
購
入
し
た
。
銭
形
平
次
で
診
療

訪
問
す
る
と
、
お
年
寄
り
た
ち
が
そ

れ
ま
で
口
に
し
な
か
っ
た
日
常
の
出

来
事
や
思
い
を
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の 悩

み
や
喜
び
、
生
活
習
慣
さ
え
も
が

見
え
て
き
た
。

新
年
は
縁
起
を
か
つ
い
だ
「
大
黒

様
、
梅
が
咲
け
ば
「
水
戸
黄
門
」
、

桜
の
季
節
は
「
遠
山
の
金
さ
ん
」
な

ど
時
代
劇
の
主
人
公
か
ら
、
「
金
太

郎
」
な
ど
童
話
の
登
場
人
物
ま
で
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
切
を
下
ら
な
い
。

「
お
年
寄
り
が
住
み
た
く
な
る
地
域

を
つ
く
る
の
が
夢
。
ス
テ
キ
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
」
。
新
村
さ
ん
が
銭
形

平
次
の
顔
で
言
っ
た
。

m
m年
4

月
の
熊
本
地
震
で
は
、
被

災
し
た
病
院
の
透
析
患
者
を
受
け
入

れ
た
熊
本
市
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
い

ち
早
く
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
「
震

災
の
思
返
し
」
も
続
け
る
。
き
ょ
う

も
常
磐
病
院
の
正
面
玄
関
を
ち
ょ
ん

ま
げ
姿
の
新
村
さ
ん
が
出
発
す
る
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
も
待
合
室
の
患
者
た

ち
も
笑
い
な
が
ら
「
い
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
」
と
手
を
振
る
。

毎

【
栗
田
慎
一
】

2
0
1
8

年
4

月
刊
日
(
水
)

日
(
東
京
)
・
朝
刊
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イ勢
歴長
史Lの

台
風
刊
号
が
北
海
道
に
接
近
し
た

2
0
1
6

年
8

月
初
日
夜
。
私
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
あ
る
上
川
管
内
南
富
良

野
町
の
幾
寅
地
区
は
停
電
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
大
雨
で
も
な

く
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
2

階
の
自
宅
で
就
寝
し
ま
し
た
。

大
雨
が
降
っ
た
の
は
、
町
を
流
れ
る

空
知
川
の
上
流
部
だ
っ
た
の
で
す
。

白
日
未
明
。
違
和
感
が
あ
っ
て
窓

か
ら
外
を
見
る
と
、
地
聞
が
キ
ラ
キ

ラ
光
っ
て
い
る
の
で
す
。
目
を
凝
ら

す
と
、
激
し
い
濁
流
の
中
で
し
た
。

も
う
逃
げ
ら
れ
な
い
。
妻
を
起
こ
し
、

浸
水
し
た1
階
に
下
り
、2
人
で
カ

ル
テ
を
少
し
で
も
高
い
所
へ
と
移
し

ま
し
た
。
2

階
ヘ
戻
り
、
ど
う
な
る

の
か
と
、
窓
か
ら
大
河
の
よ
う
に
な

っ
た
国
道
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

東
の
空
が
明
る
く
な
っ
た
こ
ろ
、

こ
と
ば
で
癒
や
す
①

けん

憲さん

水
の
勢
い
が
衰
え
、
水
位
も
下
が
り

始
め
ま
し
た
。
再
び
妻
と
1

階
に
下

り
、
除
雪
ス
コ
ッ
プ
で
排
水
を
始
め

ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
の
浸
水
は

床
上
却
問
ン
に
達
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
泥
出
し
と
清
掃
消

毒
、
水
に
漬
か
っ
た
物
の
処
分
の
毎

日
。
患
者
さ
ん
と
の
対
話
で
生
ま
れ

た
詩
を
墨
書
し
、
来
院
者
の
心
を
癒

や
し
、
僕
も
生
き
る
力
を
も
ら
っ
て

き
た
「
こ
と
ば
」
を
初
年
近
く
書
き

た
め
て
残
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く

被
災
者
の
共
感
で
支
え
合
う

た
。
被
災
し
た
患
者
さ
ん
た
ち
は
、

最
初
は
気
負
い
も
あ
り
元
気
で
す

が
、
だ
ん
だ
ん
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
!
の

よ
う
に
体
の
不
調
が
出
て
き
ま
し

た
。
血
圧
の
上
昇
、
食
欲
不
振
、
胃

腸
の
不
具
合l
。
じ
っ
く
り
話
を
聞

く
と
、
疲
れ
て
心
身
共
に
傷
つ
い
た

人
ば
か
り
で
す
。
頑
張
り
す
ぎ
る
と

心
が
折
れ
る
。
心
と
体
を
休
め
、
ち

ょ
っ
と
緩
く
や
っ
た
方
が
い
い
と
声

を
か
け
ま
し
た
。
「
頑
張
れ
」
な
ん
て

言
葉
よ
り
、
「
大
変
だ
ね
」
と
の
共
感

で
支
え
合
え
た
の
は
収
穫
で
し
た
。

被
災
し
た
医
師
に
で
き
る
こ
と

は
、
笑
顔
で
患
者
さ
ん
を
迎
え
、
話

を
聞
く
こ
と
。
そ
れ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
自
然
舎
を
避
け
る
こ
と
は
で

き
な
く
て
も
、
ど
う
受
け
止
め
、
ど

う
歩
む
か
で
す
。
嘆
い
た
顔
ば
か
り

見
せ
る
よ
り
、
や
れ
る
限
り
の
こ
と

を
や
る
し
か
な
い
。
被
災
し
た
こ
と

は
、
医
師
と
し
て
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

水
害
の
ま
ち
で

が
水
没
。
ぼ
う
ぜ
ん
と
し
ま
し
た
。

あ
る
日
、
体
が
動
か
な
く
な
り
ま

し
た
。
疲
労
が
極
限
に
達
し
た
の
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
死
ぬ
。
職
員
に

指
示
す
る
だ
け
に
し
て
腰
掛
け
て
休

み
、
何
と
か
回
復
で
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
被
災
地
を

大
変
だ
と
思
い
な
が
ら
、
本
当
に
大

変
な
の
は
何
か
を
知
ら
な
か
っ
た
。

「
災
害
関
連
死
」
の
一
言
葉
も
自
ら
被

災
し
て
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

復
旧
作
業
と
は
、
肉
体
的
に
も
精 神

的
に
も
過
酷
な
も
の
で
す
。
普
通

の
労
働
に
は
対
価
が
与
え
ら
れ
ま
す

が
、
災
害
復
旧
は
被
災
者
に
と
っ
て

む
な
し
い
作
業
な
の
で
す
。
泥
ま
み

れ
に
な
っ
た
思
い
出
の
品
々
を
「
こ

れ
も
使
え
な
い
。
あ
れ
も
だ
め
だ
」

と
諦
め
る
ば
か
り
。
持
ち
出
せ
た
の

は
子
ど
も
の
へ
そ
の
緒
だ
け
だ
っ
た

お
母
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
思
い
出
を

諦
め
な
が
ら
の
重
労
働
を
強
い
ら
れ

る
と
心
身
に
こ
た
え
ま
す
。

9

月
9

日
に
診
療
を
再
開
し
ま
し

しもだ・けん
1947年埼玉

県生ま才弘長崎
県育ち。北大医
学部卒。 78隼
長崎県の離島医
療に従事。 83年

に富良野市山部、 96年に南富良野
町幾寅の病院や診療所で勤務医。
98年ごろから患者と対話して感じ
た心の「ことば」を詩にして墨書
で表現。 2004年、幾寅に「けん三
のことば館クリニック」開院。「け
ん三」は詩作の筆名。 14年、日本
医師会「赤ひげ大賞」受賞。 70歳。

空
知
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
濁
流
に
の
み
こ
ま
れ
た
商

富
良
野
町
の
幾
寅
地
区

H
2
0
1
6

年
8

月
幻
日
(
本
社
ヘ
リ
か
ら
)

対
話
が
支
え
る
医
療

i

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

しもだ

下回けん三のことぱ館クリニック院長

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
旧
日
(
月
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。13 
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私
の
窓ρ

歴
史

1
9
4
7

年
、
生
ま
れ
た
の
は
埼

玉
県
戸
田
市
で
す
が
、
故
郷
と
言
え

る
の
は
、
育
っ
た
長
崎
県
佐
世
保
市

で
す
。
高
校
卒
業
ま
で
い
ま
し
た
。

埼
玉
に
何
歳
ま
で
い
た
の
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
生
ま
れ
た
だ
け

の
場
所
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

父
は
証
券
マ
ン
だ
っ
た
ら
し
い
で

す
。
僕
が3
歳
の
時
に
結
核
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
記
憶
に
あ
る
の
は
、

仏
間
で
白
い
布
に
顔
を
覆
わ
れ
寝
か

さ
れ
て
い
る
姿
だ
け
で
す
。

母
は
僕
と2
歳
上
の
姉
を
連
れ
て

再
婚
し
ま
し
た
。
相
手
に
も
4

人
の

子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
再
婚
し
て
女

の
子2
人
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
僕
よ

り
5

歳
下
と7
歳
下
の
妹
で
す
。

対
話
が
支
え
る
医
療

i

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
へ

r
〉

こ
と
ば
で
癒
や
す
②

けん

憲さん

新
し
い
父
は
中
学
校
の
理
科
教
師

で
し
た
。
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

の
お
父
さ
ん
「
波
平
」
と
見
た
目
も

性
格
も
そ
っ
く
り
。
着
物
を
着
て
ス

テ
ッ
キ
を
つ
い
て
歩
く
。
頑
聞
だ
け

ど
、
そ
れ
な
り
に
い
い
人
だ
っ
た
と

しもだ

下回
さん

けん三のことぱ館クリニック院長

署員

2歳か3歳の僕(右)と姉

親
を
憎
む
遠
縁
に
預
け
ら
れ

敵
だ
と
恨
み
、
憎
ん
で
い
た
の
で

す
。
な
ぜ
な
の
か
。
印
年
も
た
つ
て

和
解
し
て
か
ら
聞
く
と
、
そ
の
家
族

の
誰
か
が
、
が
ん
か
何
か
で
亡
く
な

っ
た
い
き
さ
つ
が
絡
ん
で
い
た
よ
う

で
し
た
。
身
内
が
つ
ら
い
思
い
を
し

て
病
気
で
死
ん
だ
の
は
、
あ
ん
た
の

親
が
悪
い
、
と
。

当
時
は
み
じ
め
で
し
た
。
食
べ
物

も
ま
と
も
に
与
え
ら
れ
ず
、
盗
み
食

い
を
し
ま
し
た
。
お
ね
し
ょ
を
す
る

と
、
手
に
お
き
ゅ
う
を
す
え
ら
れ
ま

し
た
。
何
か
あ
る
と
す
ぐ
た
た
か
れ
、

泣
く
と
大
笑
い
さ
れ
ま
し
た
。

今
か
ら
思
え
は
虐
待
を
受
け
て
い

た
の
で
す
が
、
子
ど
も
心
で
は
、
自

分
が
悪
い
子
だ
か
ら
叱
ら
れ
た
の
だ

と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
な
ん

と
、
ω
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
そ
れ
を
疑

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

故
郷
・
佐
世
保

今
思
え
ば
分
か
り
ま
す
。
母
の
こ
と

も
大
事
に
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

家
は
佐
世
保
市
内
の
佐
世
保
川
の

河
川
敷
に
あ
っ
た6
畳
二
問
。
そ
の

半
分
は
母
が
営
む
教
派
神
道
の
教
会

で
し
た
。
信
者
か
ら
少
し
の
お
布
施

を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
教
会
運

賞
が
軌
道
に
乗
り
、
神
殿
の
よ
う
な

μ
畳
ほ
ど
の
大
広
間
が
あ
る
大
き
な

家
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

そ
の
前
後
の
頃
で
す
。
僕
は
遠
縁

の
家
に
、
姉
は
ま
っ
た
く
他
人
の
家

に
、
そ
れ
ぞ
れ
預
け
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
戦

後
の
食
糧
事
情
も
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
懇
意
に
し
て
い

る
か
ら
大
切
に
扱
わ
れ
る
だ
ろ
2

考
え
、
預
け
た
の
で
し
ょv?か
。

と
こ
ろ
が
、
僕
が
預
け
ら
れ
た
遠

縁
の
一
家
は
、
僕
の
母
と
義
父
を

預
け
ら
れ
て
い
た
頃
、
親
が
三
輪

車
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。
喜
ん
で
外

に
出
て
、
階
段
か
ら
舗
装
道
路
に
下

ろ
し
て
も
ら
い
、
夕
暮
れ
ま
で
乗
っ

て
い
ま
し
た
。
家
に
帰
ろ
う
と
し
た

ら
、
階
段
が
壁
の
よ
う
に
高
く
二
二

輪
車
を
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
の
で

す
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
遠
縁
の

大
人
に
頼
ん
で
も
手
伝
っ
て
く
れ
な

い
。
仕
方
な
く
、
階
段
の
下
に
三
輪

車
を
置
い
て
い
た
ら
、
翌
朝
に
は
も

う
な
か
っ
た
。
な
く
な
っ
た
と
は
親

に
言
え
ま
せ
ん
。

ω
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
そ
こ
を
訪

ね
た
ら
、3
段
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
階

段
な
の
で
す
。
当
時
の
自
分
の
幼
さ

を
知
り
、
涙
し
ま
し
た
。
置
き
去
り

だ
っ
た
三
輪
車
を
、
心
に
取
り
戻
し

た
瞬
間
で
し
た
。

(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
初
日
(
火
)

14 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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私
/の

歴会
史、広

遠
縁
の
家
に
何
年
い
た
の
か
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
虐
待
さ
れ
て
植
え

付
け
ら
れ
た
劣
等
感
を
引
き
ず
っ
て

い
ま
し
た
。
自
分
は
悪
い
子
な
ん
だ
、

だ
め
な
子
な
ん
だ
、
と
。

学
校
で
は
偉
ぷ
っ
て
、
は
っ
た
り

を
き
か
せ
て
い
ま
し
た
。
成
績
は
良

か
っ
た
。
国
語
と
生
物
が
得
意
で
し

た
。
で
も
、
い
い
亥
だ
ち
は
で
き
ま

せ
ん
。
不
良
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
悪

い
こ
と
も
し
ま
し
た
。
町
中
の
表
札

を
盗
ん
で
川
に
流
し
た
り
、
共
同
墓

地
で
墓
石
を
倒
し
た
り
、
プ
ラ
ン
タ

l

の
花
を
引
き
抜
き
逆
さ
に
刺
し
た

n
J
:・
。

皆
で
大
き
な
家
で
暮
ら
し
た
の
も

つ
か
の
間
、
上
の
子
た
ち
は
巣
立
ち
、

こ
と
ば
で
癒
や
す
③

けん

憲さん

家
に
は
義
父
、
母
、
妹
2

人
と
自
分
。

多
感
な
時
期
に
実
の
親
に
甘
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う

も
M。自

分
が
い
る
と
家
の
中
が
ぎ
く
し

ゃ
く
す
る
。
い
な
く
な
れ
ば
、
い
い

家
族
に
な
る
は
ず
。
家
か
ら
離
れ
た

い
。
で
き
る
だ
け
遠
く
へ
ー
。
高
校

3

年
の
時
に
そ
う
考
え
て
北
大
を
受

ダ

しもだ

下回けん三のことぱ館クリニック院長

「
遠
く
ヘ
」
の
思
い
で
北
大
ヘ

分
か
ら
ず
、
放
浪
の
旅
先
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
探
り
ま
し
た
。
禅

寺
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
、
共
産
党

系
、
新
左
翼
党
派
な
ど
、
声
を
か
け

ら
れ
る
と
集
会
に
行
き
ま
し
た
が
、

落
ち
着
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ず
っ

と
、
さ
ま
よ
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
四
歳
。
体
力
に
自
信

は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
月
末
に
、
体

調
を
崩
し
て
重
い
蓄
膿
症
に
な
り

ま
し
た
。
高
熱
を
出
し
、
親
元
に
戻

っ
て
頭
を
下
げ
ま
し
た
。
す
ぐ
入
院
、

手
術
。2
週
間
は
入
院
し
ま
し
た
。

何
と
か
ロ
月
末
に
回
復
し
ま
し

た
。
さ
あ
、
ど
う
し
よ
う
。
も
う
一

度
大
学
入
試
に
挑
戦
す
る
か
。
年
が

明
け
、
猛
勉
強
を
8

週
間
し
ま
し
た
。

ト
イ
レ
と
食
事
、
寝
る
時
間
以
外
は

部
屋
に
こ
も
っ
て
受
験
勉
強
で
す
。

大
学
を
出
て
、
医
師
か
弁
護
士
、

放
浪
の
日
々

験
し
ま
し
た
が
、
落
ち
ま
し
た
。

故
郷
か
ら
逃
げ
る
た
め
大
学
を
目

指
し
た
の
に
、
入
試
に
失
敗
し
た
ら

か
な
い
ま
せ
ん
。
親
の
勧
め
で
予
備

校
に
入
り
ま
し
た
が
、1
カ
月
も
た

た
ず
に
や
め
、
家
出
を
し
ま
し
た
。

リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、
廃
品
を
回
収

し
ま
し
た
。
古
物
商
で
い
い
値
段
で

売
れ
、
1

日
回
る
と
何
千
円
か
稼
げ

ま
し
た
。
一
つ
の
町
で
何
日
か
廃
品

回
収
し
て
、
ま
た
別
の
町
ヘ
。
学
校

の
校
庭
に
潜
り
込
み
、
水
飲
み
場
で

水
を
飲
み
、
寝
袋
で
寝
ま
し
た
。
服

は
川
で
洗
濯
。
風
呂
に
は
た
ま
に
入

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
九
州
、
四
国
、

中
園
地
方
を
放
浪
し
ま
し
た
。

で
も
、
見
つ
け
た
い
も
の
が
何
か

高
校
3

年
の
僕
。
文
芸
部
で
文
学
散
歩

し
た
長
崎
県
平
戸
市
の
寺
で

対
話
が
支
え
る
医
療

ー
気
軽
に
相
談
で
ざ
る
関
係
へ

i
L
W

あ
る
い
は
教
師
、
そ
れ
も
だ
め
な
ら
、

安
っ
ぽ
い
物
書
き
に
な
れ
ば
い
い
。

そ
ん
な
思
い
で
し
た
。

中
央
大
の
法
学
部
に
受
か
り
、
そ

の
勢
い
で
北
大
医
学
部
に
も
合
格
し

ま
し
た
。
や
は
り
、
遠
く
ヘ
行
き
た

か
っ
た
の
で
す
。
親
も
医
師
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。

義
父
は
医
師
に
な
り
た
か
っ
た
が

か
な
わ
ず
、
鹿
児
島
大
の
理
学
部
を

出
て
、
中
学
の
理
科
教
師
に
な
り
ま

し
た
。
あ
ま
り
か
わ
い
が
ら
れ
た
思

い
出
は
な
い
の
で
す
が
、
僕
が
医
学

部
に
入
っ
た
こ
と
で
期
待
し
て
く
れ

た
よ
う
で
す
。
か
な
わ
な
か
っ
た
夢

を
僕
に
託
し
た
の
で
し
ょ
う
。
僕
が

医
師
に
な
っ
て2
年
目
に
亡
く
な
り

ま
し
た
が
、
満
足
し
て
逝
っ
た
よ
う

で
す
。

(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
引
日
(
水
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。15 
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私
の

雪2

知
っ
た
人
が
誰
も
い
な
い
地
で
生

き
る
ん
だ
と
の
決
意
で
、
1
9
6
7

年
に
北
大
に
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
式
会
場
前
で
は
サ
ー
ク
ル
の

勧
誘
を
受
け
ま
し
た
。
誘
わ
れ
て
、

当
時
盛
ん
だ
っ
た
「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
」

の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
し
た
。
学
生

が
貧
困
地
域
で
子
ど
も
に
勉
強
を
教

え
、
勤
労
青
年
と
語
り
合
い
、
貧
し

さ
か
ら
抜
け
出
す
の
を
助
け
る
社
会

運
動
で
す
。
北
大
以
外
の
札
幌
の
他

の
大
学
や
看
護
学
校
、
保
育
専
門
学

校
な
ど
の
学
生
も
一
緒
で
し
た
。

札
幌
の
豊
平
川
に
架
か
る
東
橋
た

も
と
の
河
川
敷
に
は
、
ト
タ
ン
や
板

張
り
の
家
が
立
ち
乾
ひ
「
サ
ム
ラ
イ

部
落
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

対
話
が
支
え
る
医
療

j

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
へ

i

こ
と
ば
で
癒
や
す
④

けん

憲さん
しもだ

下回けん三のことぱ館クリニック院長

FF 北
大
1

年
生
の
大
学
祭
当
時
の
私

学
生
時
代

サ
ー
ク
ル
通
じ
て
社
会
運
動

を
運
ん
だ
り
の
肉
体
労
働
。
大
工
の

手
伝
い
も
し
ま
し
た
。
住
宅
建
築
の

現
場
で
、
ム
婦
も
着
け
ず
2

階
の
屋

根
に
材
木
を
持
っ
て
上
が
り
ま
し
た

ね
。一

時
期
、
こ
の
サ
ム
ラ
イ
部
落
に

住
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
テ
キ
屋

の
親
分
か
ら
「
俺
の
部
屋
、
安
く
借

り
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

円
山
球
場
の
巨
人
戦
で
倍
値
で
缶
ビ

ー
ル
も
売
り
ま
し
た
。

そ
の
時
期
、
サ
ム
ラ
イ
部
落
で
火

事
が
あ
り
、
ロ
世
帯
が
焼
也
ま
れ

ま
し
た
。
「
お
ー
い
、
家
を
建
て
る

ぞ
。
大
工
や
っ
て
た
ん
だ
べ
。
手
伝

え
や
」
。
焼
け
出
さ
れ
た
人
た
ち
が

入
居
で
き
る
住
ま
い
を
再
建
す
る
の

を
手
伝
い
ま
し
た
。
材
料
は
川
か
ら

集
め
た
流
木
な
ど
。
屋
根
も
外
壁
も

板
張
り
。
部
屋
の
内
壁
は
新
聞
紙
を

貼
っ
た
だ
け
。
朝
に
建
て
始
め
、
夕

方
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
犬

肉
の
鍋
で
す
。
サ
ム
ラ
イ
部
落
で
学

ん
だ
こ
と
は
良
い
思
い
出
で
す
。

北
大
に
は7
年
在
学
し
ま
し
た
。

1

年
目
で
留
年
し
た
の
で
す
が
、
大

学
紛
争
の
激
し
い
時
代
で
勉
強
は
し

な
か
っ
た
。
僕
は1
年
生
で
教
養
部

の
自
治
会
議
長
に
立
候
補
し
て
当

選
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
議
決
さ
せ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
セ
ク
ト

の
分
裂
と
対
立
、
火
炎
瓶
を
投
げ
て

機
動
隊
が
導
入
さ
れ
て
:
・
。
こ
ん
な

こ
と
や
っ
て
も
仕
方
な
い
な
と
、
学

生
運
動
か
ら
脱
落
し
ま
し
た
。

医
学
部
で
は
実
習
だ
け
は
真
面
目

に
出
ま
し
た
。
卒
業
前
は
医
師
国
家

試
験
を
目
指
し
、
一
生
で
こ
ん
な
に

勉
強
し
た
こ
と
は
な
い
ほ
ど
や
り
ま

し
た
。
(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
包
日
(
木
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
の
学
生
た
ち
ア
ノ
を
習
い
ま
し
た
が
、
男
の
僕
に

は
、
こ
の
集
落
で
幼
児
か
ら
若
雪
a

は
習
わ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
で
も
、

で
世
代
を
分
け
て
、
無
償
の
奉
仕
に
子
ど
も
用
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
僕
は
小
学
い
た
り
、
姉
と
妹
の
ピ
ア
ノ
教
本
で

校
低
学
年
の
子
を
教
え
た
り
、
ア
コ
練
習
し
て
覚
え
ま
し
た
。

ー
デ
イ
オ
ン
を
弾
い
て
、
み
ん
な
で
当
時
は
歌
声
喫
茶
が
全
盛
。
狸
小

歌
っ
た
り
し
ま
し
た
ね
。
路
の
整
戸
喫
茶
「
こ
だ
ま
」
に
よ
く

音
楽
は
好
き
で
、
ア
コ
l

デ
ィ
オ
行
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
店
の
ア
コ

ン
は
今
も
弾
き
ま
す
。
姉
と
妹
は
ピ
l

デ
イ
オ
ン
伴
奏
者
か
ら
「
あ
ん
た

d
f
a
k

喝
も
弾
く
ん
だ
っ
て
な
」
と
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
別
の

伴
奏
者
一
人
が
辞
め
た
そ
う

で
、
隔
日
で
伴
奏
の
ア
ル
バ

イ
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
流
行

歌
「
若
者
た
ち
」
や
ロ
シ
ア

民
謡
「
と
も
し
び
」
な
ど
、

リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
ら
何
で

も
弾
き
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
は
他
に
国
鉄

で
貨
車
を
押
し
た
り
、
枕
木

16 
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/ノイ秘
北
大
医
学
部
で1
年
の
留
年
を
除

き
、
最
初
の4
年
は
一
般
教
養
と
生

建
子
や
薬
理
学
、
解
剖
学
な
ど
で
、

そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
後
の2
年
で
、
あ
ら
ゆ
る

臨
床
科
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
卒
業
試
験
は
難
し
く
、
学
生
の

3

分
の
l

は
落
ち
ま
し
た
が
、
何
と

か
及
第
で
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
に

学
ん
だ
こ
と
は
今
も
臨
床
の
現
場
で

役
立
っ
て
い
ま
す
。

国
家
試
験
は
僕
が
受
け
た
年
か
ら

難
し
く
な
る
と
分
か
り
、
み
ん
な
猛

勉
強
し
ま
し
た
が
、
北
大
生
で
4

分

の
1

は
落
ち
た
か
な
。
僕
は
か
ろ
う

じ
て
合
格
。
学
生
結
婚
し
て
、
子
ど

も
も
い
た
の
で
、
医
師
に
な
れ
な
い

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑤

けん

憲さん

と
大
変
困
る
の
で
必
死
で
し
た
。

大
学
紛
争
の
結
果
、
北
大
医
学
部

は
医
局
(
教
授
を
頂
点
と
す
る
人
事

組
織
)
が
崩
壊
し
、
医
局
の
組
織
と

し
て
残
っ
て
い
た
の
は
小
児
科
講

神
科
だ
け
。
大
学
に
残
っ
て
勉
強
す

しもだ

下回けん三のことぱ館クリニック院長

現
在
の
勤
医
協
札
幌
病
院

対
話
が
支
え
る
医
療

医
師
の
道
ヘ

る
に
は
大
学
院
に
進
む
し
か
な
く
、

家
族
を
持
つ
貧
乏
場
正
エ
に
大
学
院
に

進
む
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
札
幌
市
内
の
勤
医
協
札
幌

病
院
に
勤
め
ま
し
た
。
消
化
器
科
で

内
視
鎖
を
使
っ
た
犀
子
を
究
め
た
く

て
、
こ
こ
で
勉
強
し
よ
う
、
と
。
当

時
、
胃
腸
の
診
断
は
バ
リ
ウ
ム
が
主
。

ま
だ
出
始
め
た
ば
か
り
の
内
視
鏡
の

開
発
と
研
究
で
知
ら
れ
た
北
大
の
並

木
正
義
先
生
(
旭
川
医
大
名
誉
教
授
、

2
0
0
6

年
死
去
)
の
一
番
弟
子
が

勤
医
協
札
幌
病
院
に
い
て
、
バ
リ
ウ

ム
と
内
視
鏡
の
診
断
法
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

と
て
も
厳
し
い
職
場
で
し
た
。
そ

の
一
番
弟
子
が
内
科
医
の
ト
ッ
プ
で

す
が
、
総
回
診
で
は
胃
バ
リ
ウ
ム
検

査
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
見
せ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
患
者
の
前
で
、
僕

j

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
へ

厳
し
い
体
験
に
育
て
ら
れ
て

が
撮
っ
た
写
真
を
窓
に
か
ざ
し
、
投
て
く
れ
な
い
。
患
者
を
何
と
か
し
た

げ
捨
て
る
の
で
す
。
「
こ
れ
で
は
役
い
と
デ

l

タ
を
先
輩
に
見
せ
て
相
談

に
立
た
な
い
。
下
敷
き
に
し
か
な
ら
し
て
も
「
こ
の
本
を
読
み
な
さ
い
」

な
い
」
と
。
患
者
に
「
申
し
訳
あ
り
と
、
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
原
書
を
紹

ま
せ
ん
」
と
謝
っ
て
撮
り
直
し
て
も
、
介
す
る
だ
け
。
で
も
、
後
に
な
っ
て

次
の
回
診
で
ま
た
机
旬
「
げ
ら
れ
る
。
で
理
解
し
ま
し
た
。
答
え
を
す
ぐ
教
え

も
l

年
で
バ
リ
ウ
ム
診
断
も
何
百
回
て
も
ら
っ
た
ら
、
そ
れ
し
か
覚
え
な

か
手
が
け
、
内
視
鏡
に
よ
る
診
断
も
い
。
本
を
調
べ
る
と
、
背
景
に
あ
る

七
十
数
回
は
で
き
ま
し
た
。
膨
大
な
知
識
も
得
ら
れ
る
の
で
す
。

他
に
眼
底
写
真
を
撮
る
な
ど
何
で1
年
が
過
ぎ
、2
年
目
か
ら
は
小

も
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。
受
け
持
つ
患
樽
市
の
勤
医
協
小
樽
診
療
所
に
移
り

者
の
治
療
計
画
を
立
て
、
専
門
書
を
ま
し
た
。

1

年
目
は
先
輩
医
師
の
下

読
み
、
患
者
の
容
体
が
悪
い
時
は
ナ
で
研
修
。

2

年
目
は
さ
ま
ざ
ま
な
患

l

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ベ
ッ
ド
で
仮
者
を
実
践
的
に
診
る
方
針
で
し
た
。

眠
し
ま
し
た
。
午
前
1

時
ご
ろ
ま
で
念
願
の
医
師
に
な
り
、
札
幌
と
小

働
く
こ
と
も
、
ざ
ら
で
し
た
。
樽
で
勤
務
し
た
最
初
の

2
年
間
で
、

大
学
を
出
た
ば
か
り
の
医
者
は
何
こ
の
仕
事
の
重
み
を
痛
感
し
、
僕
の

も
で
き
ま
せ
ん
。
大
学
は
医
学
の
学
一
生
を
決
め
た
三
つ
の
忘
れ
ら
れ
な

聞
を
教
え
て
も
、
臨
床
の
実
践
は
教
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

え
な
い
。
病
院
の
先
輩
医
師
も
教
え
(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
お
日
(
金
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。17 
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医
師
免
許
を
得
て
、
勤
医
協
札
幌

病
院
で
初
当
直
の
時
で
し
た
。

入
院
し
て
い
た
叩
代
後
半
の
男
性

患
者
が
「
頭
が
痛
い
」
と
看
護
師
を

通
じ
て
訴
え
て
き
ま
し
た
。
急
性
前

骨
髄
球
性
白
血
病
と
い
う
重
い
病
の

方
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
僕
は
形
ば

か
り
の
診
察
を
し
て
、
風
邪
薬
を
処

方
し
て
病
室
を
離
れ
ま
し
た
。

2

時
間
後
、
そ
の
患
者
さ
ん
は
亡

く
な
り
ま
し
た
。
直
接
の
死
因
は
小

脳
出
血
。
正
し
く
診
断
で
き
て
も
、

命
は
救
え
な
い
状
態
で
し
た
。

で
も
悔
い
が
残
る
の
は
、
大
部
屋

病
室
で
家
族
に
み
と
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
死
な
せ
た
こ
と
で
す
。
危
機
を

察
知
で
き
れ
ば
、
家
族
を
呼
び
、
個

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑥

けん

憲さん

室
に
移
す
こ
と
も
で
き
た
。

医
師
免
許
を
得
て
有
頂
天
だ
っ
た

自
分
を
恥
じ
ま
し
た
。
い
い
か
げ
ん

な
診
療
は
許
さ
れ
な
い
。
医
師
の
第

一
歩
で
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

別
の
当
直
の
目
、
日i
ω
代
の
独

しもだ

下回けん主のことぱ館クリニック院長

1
2
弓

ι
p

sav

, 

4
-
u
s
a
 

-

-

医
療
の
重
み

居
女
性
か
ら
「
お
な
か
が
痛
い
」
と

連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
自
宅
を
往
診

す
る
と
、
室
内
で
自
に
入
っ
た
の
は
、

散
乱
し
た
酒
瓶
。
痩
せ
細
っ
て
い
て
、

た
だ
事
で
は
な
い
。3
人
部
屋
に
入

院
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
病
室
に
はω
1
初
代
の
太
っ

た
女
性
が
意
識
の
な
い
「
植
物
状
態
」

と
言
わ
れ
、8
年
も
入
院
し
て
い
ま

し
た
。
何
の
反
応
も
な
く
、
チ
ュ
ー

ブ
で
栄
養
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

隣
の
ベ
ッ
ド
に
腹
痛
の
女
性
を
入

れ
ま
し
た
が
、
重
篤
で
す
。
家
族
を

呼
び
、
病
状
を
説
明
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
そ
れ
ま
で
意
識
の
な
か
っ
た

は
ず
の
隣
の
女
性
が
呼
吸
を
荒
ら
げ

た
の
で
す
。
「
お
姉
さ
ん
だ
」
。
家

族
の
誰
か
が
気
付
き
ま
し
た
。
体
形

も
名
字
も
違
う
の
で
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、2
人
は
姉
妹
で
し
た
。 寄

り
添
う
心
患
者
に
学
ぶ

後
か
ら
来
た
妹
は
入
院
し
て
1

日

3

時
間
に
1

本
注
射
し
ま
し
た
。

か
2

日
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
「
ご
強
い
信
仰
を
持
っ
て
道
を
選
ん
だ

臨
終
で
す
」
と
告
げ
る
と
、
寝
た
き
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
麻
薬
の
モ
ル
ヒ

り
の
隣
の
ベ
ッ
ド
の
姉
が
大
粒
の
涙
ネ
を
求
め
る
の
か
。
僕
も
悩
ん
だ
末
、

を
流
し
た
の
で
す
。
姉
は
妹
が
死
ん
聖
書
の
言
葉
「
狭
き
門
よ
り
入
れ
(
天

だ
翌
日
か
ら
発
熱
し
て
容
体
が
悪
国
に
通
じ
る
道
は
厳
し
い
)
」
を
引

化
。
妹
の
死
か
ら
お
日
目
に
亡
く
な
用
し
、
「
せ
っ
か
く
選
ん
だ
狭
い
道

り
ま
し
た
。
解
剖
診
断
で
妹
の
死
因
を
最
後
ま
で
歩
み
ま
せ
ん
か
」
と
語

は
種
審
死
。
震
胆
の
う
が
溶
り
か
け
ま
し
た
。

け
て
い
ま
し
た
。
妹
を
亡
く
し
た
ス
「
分
か
り
ま
し
た
」
と
女
性
は
笑

ト
レ
ス
が
原
因
で
し
ょ
う
。
顔
に
変
わ
り
、
以
後
、
モ
ル
ヒ
ネ
を

「
植
物
状
態
」
な
ん
て
、
と
ん
で
求
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

3

も
な
い
。
意
識
が
低
下
し
た
串
箸
も
週
間
を
生
き
、
亡
く
な
る

3

旦
別
に

感
情
が
あ
る
こ
と
を
学
立
諒
し
た
。
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

勤
医
協
小
樽
診
療
所
で
は
、
末
期
言
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
眠
り
に
入
り
、

の
胃
が
ん
で
入
院
し
て
い
るωi
初
安
ら
か
な
顔
で
旅
立
ち
ま
し
た
。

代
の
女
性
が
い
ま
し
た
。
宗
教
上
の
痛
み
は
孤
独
が
も
た
ら
し
て
い
た

理
由
で
輸
血
を
拒
ま
れ
た
た
め
手
術
の
で
す
。
可
能
な
限
り
寄
り
添
う
。

を
断
念
。
で
も
、
激
痛
の
た
め
泣
き
末
期
か
ん
患
者
に
接
す
る
心
を
学
び

叫
ひ
ま
す
。
鎮
痛
剤
の
モ
ル
ヒ
ネ
を
ま
し
た
。
(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
お
日
(
月
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。 18 
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不ム
の

歴会
史i お

医
師
2

年
目
で
小
樽
に
い
た19

7
5

年
ロ
月
、
長
崎
の
義
父
か
亡
く

な
り
ま
し
た
。
妹
ら
は
東
京
に
出
て

お
り
、
長
崎
の
離
島
で
教
師
だ
っ
た

姉
か
ら
「
母
が
心
配
だ
か
ら
近
く
に

い
て
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
初
年
、

九
州
に
帰
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

義
父
の
次
男
が
長
崎
県
職
員
で
、

衛
生
部
門
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
「
離
島
医
療
は
医
師
不
足
で
危

機
的
だ
」
と
言
い
、
長
崎
県
大
村
市

の
国
立
長
崎
中
央
病
院
(
現
国
立
病

院
機
構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
)
で
の

勤
務
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
離
島
医

療
の
拠
点
病
院
で
す
。
島
の
病
院
に

半
年
勤
め
る
と
、
あ
と
の
半
年
は
国

立
病
院
で
自
由
に
研
修
で
き
る
制
度

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑦

けん

憲さん

が
始
ま
り
、
そ
の
話
に
乗
り
ま
し
た
。

国
立
長
崎
中
央
病
院
は
学
間
も
な

く
、
何
で
も
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気

が
あ
り
ま
し
た
。
学
び
た
い
分
野
が

再
び
長
崎
ヘ

あ
れ
ば
専
門
医
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
手
術
に
も
立
ち
会
い
た
い
と
頼

む
と
「
手
伝
い
な
が
ら
見
て
い
な
さ

い
」
と
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

勤
務
し
た
離
島
生
霊
(
星

清
照
明
平
戸
市
)
と
五
島
列
島
・

中
通
島
の
旧
上
五
島
町
(
現
新
上

五
島
町
)
の2
カ
所
。
一
人
で
何
で
も

診
る
地
域
医
療
に
は
ま
り
ま
し
た
。

当
時
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
こ
そ
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
衛
隊
ヘ
リ
が

必
要
に
応
じ
て
島
の
患
者
を
国
立
病

院
へ
運
ん
で
お
り
、
私
も
同
乗
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
立
病
院
勤
務
の
頃
、
離
島
に
住

む
悪
性
繊
毛
上
皮
腫
の
女
性
を
自

衛
隊
ヘ
リ
で
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。

子
宮
の
胎
盤
を
構
成
す
る
繊
毛
細
胞

が
が
ん
に
な
り
、
肺
に
転
移
し
や
す

い
。
「
重
症
の
肺
炎
だ
」
と
島
の
医

対
話
が
支
え
る
医
療

1

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

しもだ

下回けん三のことぱ館クリニック院長

長
崎
県
平
戸
市
の
生
月
島
(
旧
生
月

町
)
。
現
在
は
生
月
大
橋
で
主
戸
島

と
結
ぼ
れ
て
い
る
(
平
戸
市
提
供
)

離
島
で
地
域
医
療
に
目
覚
め
る

師
は
言
い
ま
す
。
ヘ
リ
離
陸
後
1

分
り
が
見
え
る
船
上
で
、
死
産
の
赤
ち

も
た
た
ず
、
患
者
は
呼
吸
停
止
。
気
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

圧
の
変
化
に
肺
が
も
た
な
か
っ
た
の
島
に
助
産
師
は
い
ま
し
た
が
、
医

で
し
ょ
う
。
家
族
が
手
を
振
っ
て
見
師
の
支
援
が
必
要
な
お
産
も
あ
り
、

送
っ
た
の
に
・
:
。
国
立
病
院
に
運
ん
一
緒
に
赤
ち
ゃ
ん
を

2
0
0

人
ぐ
ら

で
か
ら
死
亡
確
認
を
し
ま
し
た
。
い
取
り
上
げ
ま
し
た
。
「
島
医
者
」

島
の
勤
務
で
も
悲
し
い
思
い
を
し
と
し
て
何
で
も
や
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。
「
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
、
国
立
長
崎
中
央
病
院
と
島
の
病
院

動
か
な
く
な
っ
た
」
。
妊
婦
さ
ん
が
勤
務
を
半
年
ご
と

2

回
繰
り
返
し
、

夜
、
病
院
に
駆
け
込
ん
で
き
ま
し
た
。
百
年
か
ら

5

年
間
は
生
月
島
の
長
崎

勝
診
器
で
聴
く
と
、
胎
児
、
富
が
聞
県
警
固
医
療
圏
組
金
貫
病
院
に
内

こ
え
な
い
。
「
だ
め
か
も
し
れ
な
い
」
科
医
と
し
て
勤
め
ま
し
た
。
国
立
病

と
告
げ
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
は
納
院
が
拠
点
と
な
っ
て
島
の
医
療
を
支

得
し
な
い
。
「
本
土
の
病
院
ヘ
連
れ
援
し
て
く
れ
て
理
想
的
で
し
た
。

て
っ
て
」
。
フ
ェ
リ
ー
の
最
終
便
は
と
こ
ろ
が
毎
晩
、
北
海
道
の
夢
を

出
た
後
で
す
。
漁
船
を
借
り
る
し
か
見
る
の
で
す
。
草
原
や
雪
原
、
札
幌

な
い
。
で
も
、
女
性
を
乗
せ
る
の
を
の
街
ー
。
長
崎
で
臨
床
医
療
の
学
び

嫌
が
る
漁
師
ば
か
り
。
か
け
合
っ
て
た
い
こ
と
も
学
べ
た
。
北
海
道
ヘ
戻

頼
み
倒
し
、
や
っ
と
漁
船
1

隻
を
借
り
た
い
。
思
い
は
募
り
ま
し
た
。

り
、
出
港
し
ま
し
た
が
、
港
の
明
か
(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月

U
日
(
火
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。19 
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対
話
が
支
え
る
医
療

i

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

;私長
崎
の
離
島
で
は
集
落
を
保
健
師

と
巡
回
し
、
住
民
の
健
康
調
査
や
講

話
を
担
い
ま
し
た
。
大
き
な
病
院
よ

り
、
手
作
り
感
の
あ
る
、
き
め
細
か
い

医
療
が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
北
海
道
へ
戻
り
、
ニ
セ
コ

付
近
で
地
域
医
療
に
取
り
組
も
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
娘
が
「
お

父
ち
ゃ
ん
、
(
富
良
野
市
の
)
山
部

に
来
る
と
い
い
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
と
こ
ろ
、
医
者
が
い
な
く
て
困
っ

て
い
る
っ
て
」
と
言
う
の
で
す
。

当
時
の
妻
は
、
僕
の
母
と
の
折
り

合
い
の
悪
さ
と
僕
の
未
熟
さ
故
に
、

子
ど
も
を
連
れ
て
先
に
北
海
道
ヘ
引

き
あ
げ
、
そ
の
後
、
離
婚
し
ま
し
た
。

娘
が
僕
に
会
い
に
長
崎
ヘ
来
た
時
、

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑧

けん

憲さん

富
良
野
市
山
部
地
区
で
の
病
院
勤
務

を
勧
め
た
の
で
す
。
山
部
に
は
元
妻

の
実
家
が
あ
り
ま
し
た
。

1
9
8
3

年
、
北
海
道
厚
生
連
が

運
営
し
て
い
た
山
部
厚
生
病
院
に
勤

しもだ

下回けんさのことぱ館クリニック院長

山
部
厚
生
病
院
か
ら
南
富
良
野
町

幾
寅
へ
訪
問
診
療
し
て
患
者
と
語

ら
う
H
1
9
9
2

年

山
部
の
病
院

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
山
部
出
身

の
当
時
の
富
良
野
市
長
、
滝
口
国
一

郎
さ
ん
(
2
0
1
5年
死
去
)
が
僕

を
招
請
し
、
元
妻
の
両
親
も
医
師
と

し
て
の
僕
を
信
頼
し
て
「
ぜ
ひ
来
て

ほ
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

着
任
前
の
病
院
は
非
常
勤
の
医
師

が
月
替
わ
り
に
派
遣
さ
れ
、
外
来
患

者
は1
日
8

人
ぐ
ら
い
。
入
院
ベ
ッ

ド
ロ
床
にm
m人
が
入
院
し
て
い
ま
し

た
が
、
5
、

6

年
い
る
人
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。

心
臓
疾
患
と
高
血
圧
を
理
由
に
入

院
し
て
い
た
加
代
の
女
性
が
い
ま
し

た
。
診
察
す
る
と
心
臓
も
血
圧
も
悪

く
な
い
。
「
も
う
大
丈
夫
だ
よ
」
と

退
院
さ
せ
ま
し
た
。
病
気
だ
と
信
じ

て
い
た
女
性
は
喜
ん
で
帰
り
ま
し

た
。
暑
い
夏
で
し
た
。
気
温
お
度
の

中
、
富
良
野
市
東
山
地
区
の
バ
ス
停

主
会

J
C
E
E

一
丞
長
こ
り

4
t
会
防
I
K
V
1
4
t

記
寸
E
L
F
薪
μ
t
v
J
J

で
そ
の
女
性
は
倒
れ
、
救
急
車
で
運

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
脳
卒
中
で
意
識

は
戻
ら
ず
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。

女
性
は
入
院
中
に
世
話
に
な
っ
た

人
、
お
見
舞
い
に
来
た
人
に
お
礼
を

一
言
う
た
め
、
何
時
間
も
訪
ね
歩
い
て

い
た
の
で
す
。
パ
ス
は1
日
数
便
し

か
運
行
し
ま
せ
ん
。
道
内
の
農
村
過

疎
地
は
長
崎
の
狭
い
離
島
と
違
う
。

交
通
弱
者
に
は
大
変
な
地
域
だ
と
思

い
知
り
ま
し
た
。
地
域
の
実
情
を
知

ら
ず
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
は
で

き
な
い
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
の
不
便
な
地
域
な
ら
、
僕
が

患
者
の
家
を
訪
ね
れ
ば
何
か
が
見
え

る
か
も
し
れ
な
い
と
、
外
来
、
入
院

を
問
わ
ず
、
串
箸
の
家
庭
訪
問
を
始

め
ま
し
た
。
血
圧
計
な
ど
を
持
ち
「
顔

を
見
に
来
た
よ
」
と
言
っ
て
。

「
懐
か
し
い
の
う
。
先
生
」
。
年

老
い
た
男
性
が
僕
の
訪
問
を
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
「
わ
し
ゃ
、
こ
こ
で

八
十
何
年
暮
ら
す
が
、
医
者
が
家
を

訪
ね
て
く
れ
た
の
は
初
め
て
だ
。
い

や
あ
、
懐
か
し
い
」
。
数
旦
別
に
診

察
室
で
会
っ
て
い
る
の
に
、
思
い
が

け
な
く
出
会
っ
た
う
れ
し
さ
を
表
現

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
人
と
人
と

の
距
離
を
縮
め
る
言
葉
で
す
。

家
庭
訪
問
を
続
け
て
親
近
感
が
伝

わ
っ
た
の
か
、
往
診
依
頼
が
増
え
ま

し
た
。
訪
問
診
療
の
患
者
は
最
終
的

に
は
1
2
0

人
に
達
し
、
毎
日
目
人

は
往
診
し
ま
し
た
。
病
院
経
営
は
1

年
目
で
黒
字
に
転
換
し
、
医
師
は
私

を
含
め3
人
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、

山
部
に
は
日
年
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

病
院
は
医
院
に
縮
小
さ
れ
、
的
年
に

廃
院
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
担
日
(
水
)

20 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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ベ私
富
良
野
市
山
部
で
忘
れ
ら
れ
な
い

患
者
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

乳
が
ん
で
旭
川
の
病
院
に
入
院
し

て
い
た
初
代
前
半
の
お
母
さ
ん
で

す
。
僕
が
訪
問
診
療
を
し
て
い
る
と

知
っ
て
退
院
し
、
山
部
の
自
宅
で
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
、
6

歳
を
頭
に3
人
の
娘
さ
ん
が

い
ま
し
た
。
が
ん
は
肺
、
頚
椎
、
脳

に
転
移
。
死
を
悟
り
家
族
と
の
時
間

を
大
切
に
す
る
た
め
帰
宅
し
た
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
往
診
し
た
あ
る
日
、

「
先
生
、
ど
う
し
よ
う
。
私
、
死
ん

じ
ゃ
v
つ
ん
だ
わ
」
と
悲
痛
空
表
情
で

言
う
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
死
ぬ
と
思

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
彼
女
の

会
氏
、

聞
い
て
ご
ら
ん
」
と
答
え
た
の
で
す
。

必
死
の
問
い
か
け
か
ら
逃
げ
て
し
ま

っ
た
。
数
時
間
後
、
彼
女
は
亡
く
な

り
ま
し
た
。
な
ぜ
「
大
丈
夫
だ
よ
。

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
は
神
様

が
守
っ
て
く
だ
さ
る
か
ら

ね
」
と
答
え
て
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
。
命
の
ぎ
り
ぎ

り
を
支
え
き
る
覚
悟
が
足
り

な
か
っ
た
と
、
今
も
切
な
く

思
い
出
し
ま
す
。

1
9
9
5

年
叩
月
、
隣
町

の
上
川
管
内
南
富
良
野
町
の

中
心
部
で
あ
る
幾
寅
地
区

で
、
内
科
・
小
児
科
の
医
院

を
約
ω
年
開
い
て
い
た
医
師

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑨

けん

憲さん

胸
中
は
自
ら
の
命
よ
り
、
幼
子
た
ち

の
行
く
末
を
案
じ
る
思
い
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

な
の
に
僕
は
「
あ
な
た
の
神
様
に

「
福
祉
の
ま
ち
」
に
感
動
後
任
に

池
野
量
さ
ん
か
ら
、
「
俺
、
来
週
診
療
所
の
建
物
と
医
療
機
器
は
町
が

で
辞
め
る
か
ら
、
あ
と
頼
む
ね
」
と
用
意
し
、
経
営
は
自
力
で
賄
う
「
委

電
話
が
突
然
あ
り
ま
し
た
。
託
璽
東
」
方
式
で
す
。1
9
9
6

年
、

驚
き
ま
し
た
が
、
次
の
医
師
が
決
南
富
良
野
町
幾
寅
診
療
所
で
働
き
始

ま
る
ま
で
、
毎
週
土
曜
日
の
週

1

回
、
め
ま
し
た
。
胃
内
視
鏡
や
墨
田
波
診

山
部
か
ら
出
張
診
療
し
ま
し
た
。
町
断
装
置
は
す
ぐ
に
導
入
。
コ
ン
ピ
ユ

は
全
力
で
後
任
を
探
し
ま
し
た
。
道
1

タ
l

断
層
撮
影
装
置(
C
T
)な

外
か
ら
日
人
の
医
師
が
見
に
来
ま
し
ど
は
新
診
療
所
に
設
置
予
定
と
な
り

た
が
、
志
の
あ
る
人
で
も
雪
に
閉
ざ
ま
し
た
。

さ
れ
た
冬
の
光
景
に
二
の
足
を
踏
南
富
良
野
町
は
「
福
祉
の
ま
ち
」

み
、
断
っ
て
き
ま
し
た
。
を
掲
げ
、
社
会
福
祉
関
係
の
複
数
の

山
部
の
病
院
に
は
南
富
良
野
か
ら
施
設
が
幾
寅
市
街
地
の
中
心
部
に
あ

約
別
人
が
通
院
し
て
い
ま
し
た
。
こ
り
ま
す
。

れ
は
、
そ
こ
に
行
き
な
さ
い
と
い
う
多
く
の
市
町
村
で
は
障
害
者
施
設

天
の
声
で
は
な
い
か
。
無
医
地
区
と
は
隔
離
さ
れ
た
郊
外
に
あ
っ
た
り
す

な
っ
た
幾
寅
へ
行
こ
う
と
決
め
ま
し
る
の
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
ま
ち
な

た
。
か
で
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
。
す
ご

当
時
の
楯
大
亮
町
長
(
2
0
0
い
と
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
町
に
来

9

年
死
去
)
は
「
新
し
い
診
療
所
を
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

造
る
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

幾
寅
ヘ

か
つ
て
勤
め
た
移
転
前
の
商

富
良
野
町
幾
寅
診
療
所
(
同

町
提
供
)

対
話
が
支
え
る
医
療

i

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

しもだ

下回
さん

けん三のこと lët館クリニック院長

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
3

月
1

日
(
木
)

21 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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私
の
挙
が
?

/
歴
史

南
富
良
野
町
幾
寅
診
療
所
に
、
帯

広
か
ら
書
家
の
小
林
翠
山
さ
ん(2

0
0
8

年
死
去
)
が
通
っ
て
い
た
時

の
こ
と
で
す
。
突
然
「
あ
ん
た
の
字

を
見
た
い
。
書
を
書
け
」
と
言
う
の

で
す
。
1
9
9
8

年
ご
ろ
で
し
た
。

最
初
は
、
と
ん
で
も
な
い
、
と
。

高
校
の
授
業
で
い
ち
ば
ん
嫌
い
だ
っ

た
の
が
書
道
で
し
た
。
カ
ナ
ク
ギ
流

の
下
手
な
字
で
す
。

そ
の
こ
ろ
、
は
り
治
療
を
学
び
に

年
1

回
、
中
国
の
北
京
へ1
週
間
か

ら
日
日
ほ
ど
集
中
講
座
を
受
け
に
行

っ
て
い
ま
し
た
。
滞
在
中
、
青
空
市

だ
っ
た
か
店
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
名
品
の
端
渓
の
す
ず
り
を

気
付
い
た
ら
ご
く
自
然
に
買
っ
て
い 対

話
が
支
え
る
医
療

{
〉
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
へ

i

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑩

けん

憲さん

た
の
で
す
。
こ
れ
は
書
を
書
け
と
い

う
こ
と
か
、
と
思
い
ま
し
た
ね
。

小
林
先
生
は
「
す
ず
り
と
筆
は
洗

う
な
。
紙
は
ざ
ら
ざ
ら
の
面
で
書
く

と
、
か
す
れ
た
渇
筆
を
生
む
」
と
し

しもだ

下回
さん

けん三のごとぱ館クリニック院長

け
ん
三
の
こ
と
ば
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
待

合
室
に
掲
示
し
て
い
る
「
ご
と
ぱ
」

一
回
霊
を
詩
に
患
者
と
の
共
鳴
墨
書
で
表
現

か
教
〉
丞9、
字
の
書
き
方
は
教
え
て

く
れ
ま
せ
ん
。
「
自
分
の
字
で
書
き

な
さ
い
。
最
初
は
下
手
で
も
、
い
つ

か
昧
の
あ
る
字
に
な
る
」
と
。

手
生
文
(
漢
字
の
手
習
い
用
の
長

い
詩
文
)
を
楢
書
と
草
書
で
書
き
、

般
若
心
経
も
何
十
回
と
書
き
ま
し

た
。
「
そ
れ
な
り
に
い
い
字
だ
」
と

小
林
先
生
か
評
し
て
く
れ
ま
し
た
。

次
に
何
を
書
こ
う
。
思
い
つ
い
た

の
が
、
串
箸
さ
ん
と
語
り
合
う
中
で

得
た
言
霊
を
短
い
詩
に
し
て
書
け
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
病
に
苦

し
み
、
悩
み
を
抱
え
る
患
者
の
心
と
、

複
雑
な
生
い
立
ち
の
自
分
の
心
が
共

鳴
し
て
生
ま
れ
た
詩
を
墨
書
で
表
現

す
る
の
で
す
。
そ
れ
を
「
こ
と
ば
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最
初
の

「
こ
と
ば
」
は
こ
う
で
し
た
。

空
身
で
歩
い
て
も
人
生
は
充
分

荷
物
を
少
し
下
ろ
す
と
良

重
い

い
よ頑

張
り
す
ぎ
て
疲
れ
果
て
て
通
っ

て
く
る
患
者
さ
ん
に
は
、
こ
ん
な
「
こ

と
ば
」
を
か
け
た
く
な
り
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
歩
き
続
け
て
疲

れ
た
ん
だ
ね
貴
方
休
ん
だ
ら
良

い
よ
泣
い
た
ら
良
い
よ
少
し
の

間
た
け

時
に
は
弱
さ
を
さ
ら
け
出
し
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。

悲
し
み
苦
し
み
を
一
人
で
背
負
っ

て
歩
く
の
は
よ
そ
う
よ
人
間
っ
て

そ
ん
な
に
強
く
な
く
て
も
良
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ

墨
書
し
た
「
こ
と
ば
」
を
院
内
に

貼
る
と
、
そ
れ
を
見
た
患
者
さ
ん
は

「
私
の
た
め
の
こ
と
ば
だ
。
こ
れ
は

私
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
」
と
感
じ

て
く
れ
ま
す
。
生
身
の
人
間
の
心
の ぶ

つ
か
り
合
い
が
「
こ
と
ば
」
に
な

る
。
僕
も
患
者
さ
ん
と
語
り
合
っ
て

感
動
し
た
心
を
失
わ
ず
保
つ
た
め
、

詩
に
し
た
た
め
る
。
そ
う
し
て
価
値

あ
る
「
こ
と
ば
」
に
な
り
ま
す
。

詩
に
親
し
ん
だ
の
は
血
筋
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
母
と
実
父
が
短
歌
安
詠

み
、
詩
人
で
歌
人
の
北
原
白
秋
(
1

8
8
5
1
1
9
4
2

年
)
の
晩
年
の

弟
子
で
し
た
。
白
秋
が
発
行
し
た
歌

誌
「
多
磨
」
に
父
母
の
短
歌
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
母
は
「
お
父
さ
ん

の
短
歌
に
は
か
な
わ
な
い
」
と
ほ
め

て
い
ま
し
た
。
僕
の
姉
と
妹
2

人
も

3

姉
妹
で
歌
集
を
出
し
て
い
ま
す
。

僕
も
詩
や
短
歌
を
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
妹2
人
の
短
歌
の
斬
新
さ
に
衝

撃
を
受
け
、
初
歳
を
機
に
自
分
で
見

切
り
を
つ
け
、
や
め
て
い
ま
し
た
。

(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
3

月
5

日
(
月
)

22 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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病
ん
だ
体
と
心
の
両
方
を
診
る
心

療
内
科
と
と
も
に
、
私
が
取
り
入
れ

て
い
る
の
が
東
洋
医
学
で
す
。

医
師
に
な
っ
て
初
め
て
勤
め
た
勤

医
協
札
幌
病
院
に
、
漢
方
薬
を
調
合

で
き
る
薬
局
長
が
い
ま
し
た
。
先
輩

医
師
は
何
も
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
薬
局
長
は
「
こ
の
症
状
に
は

こ
の
薬
が
い
い
」
と
親
身
に
教
え
て

く
れ
て
、
担
当
す
る
患
者
に
安
心
し

て
使
え
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
担
当
に

は
中
国
で
学
ん
だ
鋪
灸
師
も
い
ま

し
た
。
医
師
の
出
発
点
当
時
か
ら
東

洋
医
学
に
な
じ
ん
で
い
た
の
で
す
。

国
立
長
崎
中
央
病
院
で
は
、
あ
る

医
師
か
ら
乳
び
尿
の
患
者
に
つ
い

て
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
尿
が
牛
乳
の

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑪

けん

憲さん

よ
う
に
白
く
濁
り
、
発
熱
す
る
症
状

で
す
。
僕
は
漢
方
薬
の
建
議
の
服

用
を
提
案
し
ま
し
た
。
飲
ま
せ
る
と

血
尿
が
大
量
に
出
て
、1
日
で
き
れ

い
な
尿
に
な
り
完
治
し
ま
し
た
。

生
薬
、
は
り
治
療
の
効
果
実
感

そ
れ
で
信
頼
を
得
て
院
内
で
漢
方
ア
ト
ピl
性
皮
魔
炎
や
ア
レ
ル
ギ
ー
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
す
る
と
、
指

を
教
え
、
や
が
て
佐
世
保
市
や
長
崎
疾
患
、
自
己
免
疫
疾
患
な
ど
や
、
大
の
骨
が
変
形
し
て
い
た
。
で
す
が
、

市
の
医
師
会
で
も
講
義
す
る
こ
と
に
手
術
後
の
串
著
に
も
処
方
し
ま
す
。
は
り
を
指
で
は
な
く
、
肝
(
西
洋
医

な
り
ま
し
た
。
人
に
教
え
る
と
、
自
一
方
、
は
り
治
療
も
と
き
ど
き
試
学
の
肝
臓
で
は
な
く
、
気
の
流
れ
を

分
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
み
ま
し
た
が
、
当
初
は
効
か
な
か
っ
調
節
す
る
五
臓
の
一
つ
)
の
働
き
に

医
師
は
大
学
で
西
洋
医
学
を
学
た
。
効
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
山
部
効
く
体
の
ツ
ボ
に
刺
す
と
、
指
が
即

び
、
昔
は
多
く
が
「
漢
方
な
ん
て
効
厚
生
病
院
に
い
た
こ
ろ
か
ら
で
す
。
座
に
真
っ
す
ぐ
伸
び
た
の
で
す
。

く
の
」
と
半
信
半
疑
で
し
た
。
今
は
東
洋
医
学
の
基
本
は
触
診
で
す
。
は
り
治
療
は
無
償
で
行
い
、
リ
ウ

か
な
り
認
知
さ
れ
、
何
ら
か
の
漢
方
診
察
で
は
、
必

9
患
者
に
触
り
ま
す
。
マ
チ
な
ど
の
穆
原
病
、
変
形
性
脊

薬
を
使
う
医
師
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
手
の
ひ
ら
の
真
ん
中
に
あ
椎
症
、
富
里
な
ど
に
効
き
ま
す
。

西
洋
匡
子
の
医
薬
品
は
ほ
と
ん
ど
る
ツ
ボ
「
労
宮
」
か
ら
気
(
根
源
う
つ
、
不
安
神
経
症
、
ス
ト
レ
ス
性

が
化
学
物
質
。
お
年
寄
り
が
多
種
の
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
)
が
出
入
り
し
て
、
疾
患
な
ど
心
の
病
気
に
も
、
緊
張
を

薬
を
服
用
す
る
と
具
合
が
悪
く
な
る
患
者
と
気
の
や
り
と
り
を
す
る
。
そ
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

の
は
、
体
が
処
理
し
き
れ
ず
、
薬
そ
の
結
果
、
自
然
に
僕
の
気
が
高
ま
る
。
こ
こ
が
痛
い
、
あ
そ
こ
が
つ
ら
い

の
も
の
が
負
担
に
な
る
か
ら
で
す
。
1

日
の
診
察
の
後
に
は
体
温
が
上
昇
と
症
状
が
あ
る
ほ
ど
問
題
の
中
心
は

漢
方
薬
は
自
然
由
来
の
生
薬
が
原
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
医
師
に
な
こ
こ
だ
と
見
極
め
る
の
が
東
洋
医
学

料
。
風
邪
薬
で
知
ら
れ
る
葛
根
湯
は
っ
て
叩
年
た
っ
た
こ
ろ
、
突
然
は
り
の
神
髄
。
病
気
の
時
は
患
者
さ
ん
の

7

種
類
の
生
薬
し
か
使
わ
な
い
の
で
が
効
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
心
身
す
べ
て
が
自
分
の
弱
い
部
位
を

安
く
、
さ
じ
加
減
で
ほ
と
ん
ど
の
風
山
部
の
病
院
に
リ
ウ
マ
チ
で
指
の
表
現
す
る
も
の
で
す
。
そ
こ
を
診
断

邪
に
効
き
ま
す
。
他
に
も
漢
方
薬
は
曲
が
っ
た
串
箸
さ
ん
が
来
院
し
ま
し
し
ま
す
。
(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

東
洋
医
学

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
3

月
6

日
(
火
)

しもだ

下回
対
話
、
が
支
え
る
医
療

r
〉
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

さん

けん三のととぱ館クリニック院長

漢
方
薬
の
原
料
と
な
る
朝
鮮
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
生
薬
の
標
本
が
並
ぶ
棚

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。23 
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私
の
な
か
の

歴
史

患
者
さ
ん
と
対
話
し
て
生
ま
れ
た

詩
「
こ
と
ば
」
を
書
く
時
は
「
け
ん

三
」
の
号
を
記
し
ま
す
。
「
け
ん
」

は
僕
の
名
の
「
憲
」
。
「
三
」
は
東

洋
医
学
の
思
想
的
背
景
で
あ
る
老
子

の
「
道
徳
経
」
か
ら
採
り
ま
し
た
。

道
生
一
一
生
二
二
生
三
三

生
方
物
(
道
は
一
を
生
じ
、
一
は

二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は

万
物
を
生
じ
る
)

道
と
は
牢
歯
が
生
ま
れ
た
ビ
ッ
グ

バ
ン
、
無
の
こ
と
。
そ
こ
か
ら
一
つ

の
有
機
体
が
生
ま
れ
、
陰
と
陽
(
世

界
を
創
る
二
つ
の
異
な
る
性
質
)
に

分
か
れ
た
。
陰
と
陽
は
新
た
な
も
の

を
生
み
、
新
た
な
も
の
は
あ
ら
ゆ
る

も
の
へ
と
広
が
る
ー
そ
ん
な
意
味
で 対

話
が
支
え
る
医
療

3

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑫

けん

憲さん

す
。
三
は
現
害
喬
一
界
の
始
ま
り
で
、

東
洋
医
学
を
実
践
す
る
原
点
で
す
。

墨
書
し
た
「
こ
と
ば
」
は
増
え
、

も
う
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
南
富
良
野

町
幾
寅
診
療
所
に
ベ
タ
ベ
タ
貼
る
の

も
、
か
っ
こ
悪
い
。
「
こ
と
ば
」
の

展
示
館
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
動
援
所
向
か
い
の
土
地
が

売
り
に
出
さ
れ
た
の
で
購
入
し
、
2

0
0
0

年
に
多
目
的
ホl
ル
「
け
ん

三
の
こ
と
ば
館
」
を
開
き
ま
し
た
。

書
き
た
め
た
「
こ
と
ば
」
を
展
示

しもだ

下回
さん

けん三のことぱ館クリニック院長

患
者
と
魂
で
触
れ
合
う

入
門
を
申
し
出
る
と
、
2
0
0
5

年

7

月
に
札
幌
芸
術
の
森
で
聞
か
れ
た

「
札
幌
薪
能
」
の
舞
台
で
花
を
活
け

る
か
ら
見
に
来
な
さ
い
と
言
う
の
で

す
。
演
目
は
源
氏
物
語
の
「
夕
顔
」

が
題
材
の
「
半
蔀
」
。
夕
顔
の
霊
を

等
身
大
の
生
け
花
で
表
現
さ
れ
た
の

で
す
が
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
花

が
演
者
に
負
け
ず
に
舞
っ
て
い
る
か

の
よ
う
で
す
。
弟
子
入
り
し
、
ω
年

に
師
範
免
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

造
花
を
見
て
も
感
動
し
な
い
。
生

き
た
花
だ
か
ら
心
が
動
く
。
僕
も
、

生
の
花
を
活
け
、
患
者
さ
ん
の
生
の

心
の
「
こ
と
ば
」
を
書
く
。
脈
を
取

り
、
心
か
ら
目
を
離
さ
ず
に
語
り
か

け
な
が
ら
生
身
の
人
間
と
し
て
、
患

者
さ
ん
と
魂
で
触
れ
合
う
医
者
で
あ

り
た
い
の
で
す
。

(
聞
き
手
・
佐
々
木
学
)

「
夢
の
城
」
開
設

す
る
と
と
も
に
、
映
画
や
落
語
、
人

形
劇
な
ど
を
公
演
し
ま
し
た
。
町
民

へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
を
込
め
た
の

で
す
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
や
ラ
ー
メ
ン
、
日
替
わ
り
定
食
を

提
供
し
ま
し
た
。
地
元
の
人
と
町
内

の
障
害
者
施
設
の
知
的
障
害
が
あ
る

人
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
の

理
想
を
具
現
す
る
夢
の
城
で
し
た
。

4

年
後
の
例
年
、
幾
寅
診
療
所
を

辞
め
、
こ
と
ば
館
を
診
療
所
に
改
装

し
て
独
立
開

業
し
ま
し

た
。
今
に
至

診
察
室
の
近

く
に
飾
っ
た

「
こ
と
ぱ
」

と
生
け
花

る
「
け
ん
三
の
こ
と
ば
館
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
で
す
。
変
わ
っ
た
名
称
な
の
で
、

よ
く
コ
言
語
療
法
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
。

院
内
に
は
「
こ
と
ば
」
と
一
緒
に

生
け
花
を
飾
り
ま
す
。
華
道
嵯
峨
御

流
師
範
の
僕
が
活
け
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は1
9
9
8

年
、
院
外

薬
局
で
働
き
な
が
ら
僕
の
診
療
所
で

漢
方
を
学
ん
で
い
た
帯
広
出
身
の
薬

剤
師
の
女
性
か
ら
「
お
花
を
習
っ
て

い
ま
す
が
、
飾
る
場
所
が
あ
り
ま
せ

ん
。
診
療
所
に
飾
っ
て
い
い
で
す
か
」

と
聞
か
れ
た
こ
と
で
す
。
花
は
好
き

で
、
喜
ん
で
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
活
け
た
花
を
見
て
感
動
し
ま
し

た
。
き
れ
い
な
花
を
た
だ
飾
る
の
で

は
な
い
。
生
け
花
で
精
神
世
界
を
表

現
し
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
す
。

札
幌
の
華
道
家
、
南
秀
月
先
生
に

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
3

月
7

日
(
水
)

24 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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気
付
い
た
らω
年
近
く
離
島
や
農

村
の
過
疎
地
で
勤
め
て
い
ま
し
た
。

「
山
医
者
」
と
し
て
の
生
涯
を
、
こ

の
南
富
良
野
町
幾
寅
で
う
ず
め
よ
う

と
覚
情
を
決
め
た
こ
ろ
で
し
た
。
2

0
1
4

年
、
地
域
医
療
に
尽
く
し
た

医
師
に
日
本
医
師
会
な
ど
が
贈
る

「
赤
ひ
げ
大
里
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

驚
き
ま
し
た
。
分
不
相
応
な
の
で

一
度
は
辞
退
を
申
し
出
ま
し
た
。
で

す
が
、
患
者
さ
ん
と
向
き
合
い
、
語

り
合
っ
て
「
こ
と
ば
」
を
い
た
だ
き
、

E
い
に
心
を
癒
や
し
合
う
僕
の
医
療

を
発
信
す
る
こ
と
に
役
立
つ
か
と
、

賞
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

道
内
の
小
さ
な
町
や
村
で
医
師
が

定
着
し
な
い
の
は
単
に
過
疎
地
だ
か

こ
と
ば
で
癒
や
す
⑬

けん

憲さん

ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
が
地
域

医
療
を
志
し
て
赴
い
て
も
、
何
年
か

た
つ
と
、
来
る
患
者
は
い
つ
も
同
じ
。

聴
診
器
を
当
て
な
く
て
も
体
調
が
分

か
り
、
急
患
も
出
な
く
な
る
。
良
い

こ
と
で
す
が
、
一
生
懸
命
や
る
意
欲

を
失
い
が
ち
に
な
る
の
で
す
。

自
治
体
も
医
師
不
足
の
時
は
医
療

翠
零
重
視
す
る
が
、
医
師
が
定
着

す
る
と
安
心
し
て
産
業
振
興
な
ど
他

の
施
策
に
関
心
を
向
け
、
医
師
に
医

療
問
題
を
丸
投
げ
す
る
場
合
も
見
受

赤
ひ
げ
大
賞

悲
し
み
ゃ
喜
び
患
者
と
共
に

け
ら
れ
ま
す
。
緊
張
感
を
保
つ
た
め
、

市
町
村
が
掻
疋
を
結
び
、
医
師
の
任

期
を
決
め
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
配
置

す
る
仕
組
み
が
あ
っ
て
も
い
い
。

な
ぜ
人
は
医
療
に
か
か
る
の
で
し

ょ
う
か
。
病
気
を
治
し
て
ほ
し
い
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
が
人
生
を

損
な
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

が
あ
る
か
ら
で
す
。
子
ど
も
は
発
熱

や
腹
痛
で
も
自
分
の
意
思
で
は
通
院

し
な
い
。
親
が
子
ど
も
に
何
か
あ
っ

て
は
大
変
と
不
安
に
感
じ
る
か
ら
、

医
師
に
診
て
も
ら
う
の
で

す
。
こ
の
場
合
、
子
ど
も

だ
け
を
治
療
し
て
も
答
え

歌
声
喫
茶
の
ア
ル
バ
イ
ト

で
演
奏
し
た
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
は
今
も
、
趣
昧
で
続

け
て
い
ま
す

対
話
が
支
え
る
医
療

i

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
ヘ
ー

しもだ

下回
さん

けん三の乙とぱ館クリニック院長

に
な
ら
な
い
。
親
の
心
も
ほ
ぐ
さ
な

く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

今
ま
で
常
に
納
得
で
き
る
医
療
を

提
供
で
き
た
か
と
問
わ
れ
る
と
、
ど

う
で
し
ょ
う
。
僕
な
り
の
最
大
限
の

こ
と
を
尺
ミ
し
て
も
、
反
発
さ
れ
る

こ
と
は
あ
る
し
、
不
満
を
も
っ
人
も

い
た
。
ど
れ
だ
け
患
者
の
気
持
ち
に

応
え
ら
れ
た
か
。
病
気
が
よ
く
な
る

と
う
れ
し
い
。
よ
く
な
ら
な
い
人
も

当
然
い
る
が
、
人
生
に
満
足
し
て
過

ご
し
て
く
れ
た
ら
、
そ
れ
で
い
い
。

も
っ
と
も
、
治
る
の
は
医
師
の
力

で
は
な
く
患
者
本
人
の
自
然
治
癒

力
。
治
ら
な
い
の
は
医
師
の
責
任
か

も
し
れ
な
い
。
命
を
救
え
な
か
っ
た

患
者
に
は
自
分
の
限
界
を
感
じ
ま

す
。家

族
で
す
が
、
富
良
野
市
山
部
の

病
院
勤
務
の
こ
ろ
に
再
婚
し
ま
し
た が

、
そ
の
後
ま
た
離
婚
。
再
々
婚
し

た
今
の
妻
は
却
歳
年
下
で
す
。
で
も
、

彼
女
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
僕
は

子
ど
も
の
こ
ろ
の
虐
待
の
呪
縛
か
ら

解
き
放
た
れ
、
そ
の
結
果
、
患
者
さ

ん
と
悲
し
み
、
苦
し
み
を
共
有
し
て

歩
む
今
の
僕
が
い
る
の
で
す
。

夏
は
自
転
車
、
冬
は
ス
キ
ー
を
楽

し
み
、
元
気
を
養
っ
て
い
ま
す
。
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
生
演
奏
で
老
人
ホ

ー
ム
を
慰
問
に
訪
れ
て
も
い
ま
す
。

音
楽
も
、
生
け
花
も
、
「
こ
と
ば
」

も
、
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
と
は
違
う
生

の
も
の
を
大
切
に
し
て
得
ら
れ
る
深

い
喜
び
の
世
界
で
す
。
そ
れ
を
示
し

な
が
ら
医
師
を
全
う
し
ま
す
ね
。

(
聞
き
手
・
佐
々
木
尚
子
)

日
お
わ
りH

北
海
道
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
3

月
8

日
(
木
)

25 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
2
0
2

5

年
に
認
知
症
患
者
は
7
0
0

万
人

に
上
る
と
推
計
さ
れ
る
。

2

月
U
目
、

か
ほ
く
市
の
豊
か
な
自
然
に
固
ま
れ

た
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
認
知
症
看
護
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
全
国
に
飛
び
立

っ
た
。
「
認
知
症
看
護
の
新
し
い
道

が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
」
と
、

石
川
発
の
看
護
人
材
の
活
躍
に
自
信

を
見
せ
る
。

昨
年7
月
、
看
護
大
に
認
知
症
看

護
の
認
定
看
護
師
の
資
格
取
得
を
目

指
す
教
育
課
程
を
新
設
し
た
。
石
川

県
を
は
じ
め
、
東
北
や
九
州
な
ど
全

国
各
地
か
ら
現
役
の
看
護
師
犯
人
が

入
学
し
、
約7
カ
月
間
、
認
知
症
の

専
門
知
識
を
み
っ
ち
り
と
学
ん
だ
。

認
知
症
患
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
接
す
る
の
が
良
い
の
か
。
そ
れ

に
は
「
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
」
と

強
調
す
る
。
例
え
ば
、
よ
く
俳
佃
す

る
人
は
、
何
か
必
要
だ
と
感
じ
て
う

ろ
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
を
否
定
し
た

ら
混
乱
す
る
。
だ
か
ら
、
相
手
を
理

解
し
て
刺
激
し
な
い
よ
う
な
ケ
ア
が

看
護
師
に
は
求
め
ら
れ
る
と
説
く
。

も
と
も
と
は
「
リ
ケ
ジ
ョ
」

自
身
が
看
護
の
道
を
歩
み
始
め
た

認
知
症
看
護

い
し
が
き
・
か
ず
こ
金
沢
市
生
ま
れ
。
東
大
医
学
系
研
究
糾
保
健

学
専
門
修
士
課
程
修
了
。

1
9
7
9

年
か
ら
保
健
師
を
H
年
間
務
め
た
。

東
大
医
学
部
健
康
糾
学
・
看
護
学
制
助
教
授
、
浜
松
医
制
大
看
護
学
制

教
授
、
千
葉
大
看
護
学
部
長
な
ど
を
経
て
、

2
0
1
1

年
か
ら
現
職
。

趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
。
特
に
好
き
な
コ

l

ス
は
能
登
半
島
巡
り
。

η
歳
。

石
川
県
立
看
護
大
学
長

石
垣

和
子
氏

き
っ
か
け
を
尋
ね
る
と
「
あ
ん
ま
り

考
え
て
い
な
く
て
、
流
れ
で
自
然
と
」

と
意
外
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
も

と
も
と
は
実
験
が
好
き
で
、
今
で
言

う
「
リ
ケ
ジ
ョ
(
理
系
女
子
)
」
だ

っ
た
そ
う
だ
。

看
護
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
身
近

に
あ
っ
た
。
病
気
が
ち
の
母
親
を
看

病
す
る
父
親
の
姿
を
見
て
い
た
か
ら

だ
。
そ
の
父
親
は
高
校
3

年
生
の
時

に
脳
出
血
で
急
死
。
的
日
後
に
母
親

も
後
を
追
う
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
。

「
何
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
が
す

ご
く
悔
し
か
っ
た
。
た
だ
、
両
親
が

病
気
だ
っ
た
こ
と
が
、
自
分
が
今
こ

う
し
て
い
る
こ
と
に
影
響
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
」

思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
、
看
護
に
携
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
大
を
卒
業
後
、

保
健
師
と
な
り
、
三
宅
島
に
勤
務
し

て
い
た
こ
ろ
、
長
男
が
病
気
を
患
っ

た
。
島
で
暮
ら
せ
な
く
な
り
、
都
内

に
戻
る
こ
と
を
決
意
。
「
仕
事
を
捨

て
て
、
母
で
あ
る
こ
と
を
取
り
ま
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

何
で
も
や
る
っ
と
仕
事
を
探
し
て

い
た
時
、
東
大
か
ら
「
看
護
を
教
え

て
ほ
し
い
」
と
誘
い
が
あ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
看
護
学
を
猛
勉
強
し
、
教
壇

に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

看
護
学
を
「
赤
ん
坊
の
学
問
」
と

例
え
る
。
「
ま
だ
初
年
か
幼
年
し
か

た
っ
て
い
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
ま

だ
ま
だ
成
長
で
き
る
学
問
な
ん
で

す
」
。
認
知
症
看
護
の
教
育
課
程
を

導
入
し
た
の
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。 26 

海
外
の
大
学
と
連
携

学
長
に
就
任
し
て
7

年
。
良
か
っ

た
こ
と
は
、
「
い
ろ
い
ろ
と
提
案
で

さ
る
こ
と
。
意
外
と
学
長
に
向
い
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
笑
う
。
今

ま
で
の
成
果
と
し
て
、
米
国
、
中
園
、

韓
国
の
看
護
学
部
と
連
携
協
定
を
結

ん
だ
こ
と
を
挙
げ
る
。
今
後
は
看
護

と
は
違
う
分
野
の
大
学
と
協
力
関
係

を
築
き
た
い
と
意
欲
を
示
す
。

学
生
に
期
待
す
る
こ
と
を
問
う

と
、
母
親
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
、

こ
う
語
っ
た
。
「
哲
学
や
社
会
学
、

工
学
な
ど
、
別
の
世
界
を
知
っ
た
上

で
看
護
を
知
れ
ば
、
看
護
学
の
進
歩

も
夢
で
は
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
人
材
を
う
ち
か
ら
出

し
た
い
」
。
時
代
に
合
っ
た
新
し
い

看
護
を
石
川
か
ら
つ
く
り
た
い
と
意

気
込
ん
で
い
る
。
(
松
一
冗
友
樹
)

北
園
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
5

日
(
月
)
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浪路

看
護
師
と
総
合
的
ケ
ア
の
経
験
を

生
か
し
、
最
期
の
看
取
り
ま
で
を
約

束
す
る
認
知
症
中
心
の
終
身
ホ

l

ム

を
創
設
し
て
お
年
に
な
り
ま
す
。
私

た
ち
の
介
護
理
念
は
、
人
と
し
て
の

尊
厳
を
失
わ
ず
生
を
全
う
で
き
る
よ

'
2文
援
す
る
こ
と
。
「
孤
独
に
せ
ず
、

人
生
を
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら

う
」
と
、
常
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

認
知
症
、
寝
た
き
り
で
あ
っ
て
も
、

大
切
に
さ
れ
る
べ
き
個
々
の
尊
厳
を

「
い
の
ち
の
花
」
と
名
付
け
、

1
9

9
4
年
に
設
立
し
た
協
会
(
有
限
会

社
)
の
名
称
と
し
ま
し
た
。
要
芯
を

形
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
l

ム
「
高
野

の
花
の
家
」
(
錦
年
開
設
、
京
墾
巾

左
京
区
)
は
、
認
知
症
対
象
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
付
き
民
間
ホ
l

ム
と
し

て
は
、
国
内
初
の
施
設
で
し
た
。

現
在
の
忠
施
設
は
「
北
・
同
の

花
の
家
」
(
左
京
区
、
必
室
)
で
す
。
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
。
入
所
者
は
、
広
く
取
っ
た
リ
ビ
ン

グ
を
中
心
に
過
ご
し
、
食
事
と
リ
ハ

ビ
リ
を
と
く
に
重
視
し
て
い
ま
す
。

私
は
九
州
・
天
草
で
生
ま
れ
、
主
に

祖
父
母
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
加
歳

で
看
護
師
を
志
し
た
の
は
、
困
っ
た

人
の
世
話
を
い
と
わ
な
い
祖
母
の
影

さよ子さん宮田

日本いのちの花協会代表

深
め
る
場
を
」
と
要
請
さ
れ
位
年
、

京
都
在
宅
ケ
ア
研
究
所
を
設
立
。
ケ

ア
ワ
l

カ
l

養
成
と
地
域
で
の
在
宅

ケ
ア
を
始
め
、
多
忙
に
な
っ
た
研
究

所
を2
年
後
、
日
本
い
の
ち
の
花
協 会

と
改
称
し
た
の
で
す
。

病
院
勤
務
の
こ
ろ
、
将
来
を
展
望

し
て
考
え
た
の
は
、
医
師
に
で
き
な

い
私
の
介
護
得
意
技
で
勝
負
す
る
こ

と
。
お
い
し
い
食
事
が
作
れ
る
、
優
し

ケ
ア
得
意
技
で
尊
厳
守
る

響
で
す
。
准
看
護
師
学
校
を
経
て
福

祉
専
門
大
学
に
進
み
、
さ
ら
に
京
都

の
高
等
看
護
専
門
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
。
既
婚
出
歳
、

3

カ
月
の
長
女
を

抱
え
た
マ
マ
さ
ん
新
入
生
で
し
た
。

大
学
、
学
校
で
は
一
貫
し
て
勤
労

学
生
で
通
し
、
昼
は
病
院
に
勤
め
ま

し
た
。
内
科
か
ら
精
神
科
ま
で
、
多

く
の
診
療
科
を
体
験
し
た
こ
と
が
私

の
血
と
な
り
骨
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
を
出
て
働
い
た
西
陣
の
診
療

所
で
は
、
訪
問
看
護
に
携
わ
り
「
老

老
介
護
」
な
ど
在
宅
ケ
ア
の
実
情
を

肌
で
知
り
ま
し
た
。
医
療
、
介
護
の

知
識
や
境
術
を
持
た
な
い
介
護
の
限

界
。
「
こ
れ
か
ら
の
介
護
は
、
ヘ
ル
パ

ー
や
看
護
師
、
医
師
な
ど
の
チ

l

ム

に
よ
る
ケ
ア
で
な
け
れ
ば
、
立
ち
行

か
な
い
」
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

病
院
勤
務
が
一
段
落
し
た
こ
ろ
、

京
墾
巾
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パl
養
成
講
座
の
講
師
を

頼
ま
れ
ま
し
た
。2年
間
の
修
了
生

の
中
か
ら
「
学
ん
だ
知
識
を
さ
ら
に

認
知
症
看
護

一
看
取
り
婆
(
ば
ば
)
」
を
自
称
す
る
宮
田
さ
ん
。
「
入
所
者
に
こ
こ
を
わ
が
家
と

信
じ
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
の
が
私
た
ち
の
仕
事
」
と
語
る

〈
京
都
南
左
京
区
、
北
白
川
の
花
の
家
本
館
〉

い
排
せ
つ
ケ
ア
が
で
き
る
、
患
者
に

見
合
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
提
供
の
三
つ
で

す
。
病
院
や
他
で
は
難
し
い
こ
れ
ら

の
ケ
ア
を
実
現
さ
せ
た
の
が
、
私
た

ち
の
協
会
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

介
護
現
場
に
い
て
、
い
ま
気
に
な

る
の
は
将
来
の
自
分
の
認
知
症
や
介

護
に
備
え
る
人
が
少
な
す
ぎ
る
こ

と
。
今
こ
そ
「
国
民
総
介
護
員
化
」

が
必
要
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も

い
い
。
認
知
症
介
護
を
自
ら
実
体
験

し
ま
し
ょ
う
。
私
は
認
知
症
サ
ボ
ー

タ
l

養
成
用
に
ケ
ア
や
予
防
法
を
ま

と
め
た
映
像
テ
キ
ス
ト
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
使
っ
た
啓
発
活
動
を
、

今
後
の
大
切
な
仕
事
に
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

み
や
た
・
さ
よ
こ
1
9
4
8

館
、
熊
本
県
天
覇
市
生
ま
れ
。
日
本

語
祉
大
卒
業
後
、
近
能
高
等
看
護
専

門
学
校
を
卒
業
。
盛
業
と
並
行
し
て

却
年
に
及
ぶ
病
腕
勤
務
のm
wち
舵

年
、
日
本
い
の
ち
の
括
協
会
の
母
体

と
な
っ
た
「
京
都
在
宅
ケ
ア
研
究
所
」

を
翻
設
。
混
在
、
事
鱒
考
人
ホ
!
ム

.
北
自
制
川
の
花
の
家
な
ど
そ
運
営
す

る
。
著
書
に
「
私
は
高
齢
介
護
韓
げ

負
い
人
」
〈
出
謡
準
高
e
ほ
か
。

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
2

日
(
月
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。27 
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認
知
症
看
護

認
知
症
ケ
ア
目
見
て
優
し
く

福
岡
市
が
、
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
認
知
症
ケ

ア
の
技
法
「
ユ
マ
ニ
テ
ュl
ド
園
」
を
介
護

の
現
場
に
導
入
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
相
手
の
目
を
見
て
優
し
く
接
す
る
こ
と

で
、
認
知
症
の
人
の
行
動
が
穏
や
か
に
な
り
、

介
護
者
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
日
本

で
は
5

年
ほ
ど
前
か
ら
一
部
の
介
護
施
設
な

ど
で
実
践
さ
れ
て
い
る
が
、
自
治
体
が
普
及

を
図
る
ケ
l

ス
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
い

う
。
(
鰭
波
あ
ゆ
み
)

行
動
穏
や
か
に

福
岡
市
西
区
の
下
島
康
則
さ

ん
(
η
)が
、
認
知
症
の
妻
節
子

さ
ん
(
船
)
の
背
中
を
優
し
く
な

で
な
が
ら
、
耳
元
で
声
を
か
け

た
。
関
節
が
曲
が
っ
た
節
子
さ

ん
の
腕
を
ほ
ぐ
す
た
め
、
下
か

「
せ
っ
ち
ゃ
ん
、
腕
を
上
げ

る
よ
。
力
を
抜
い
て
、
協
力
し

て
ね
」

ら
支
え
て
ゆ
っ
く
り
と
伸
ば
し

て
い
く
。
「
す
ご
い
、
よ
く
頑

張
っ
た
ね
」

節
子
さ
ん
は2
0
1
1

年
に

若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、

現
在
は
要
介
護5
。
下
島
さ
ん

は
ず
っ
と
自
宅
で
介
護
し
て
お

り
、
以
前
は
節
子
さ
ん
の
腕
を

伸
ば
す
た
め
引
っ
張
っ
て
い

た
。
す
る
と
節
子
さ
ん
に
も
力

が
入
り
、
思
う
よ
う
に
伸
ば
せ

ず
、
着
替
え
さ
せ
る
の
も
大
変

だ
っ
た
と
い
う
。

日
年
に
ユ
マ
ニ
チ
ュl
ド
の

専
門
家
と
福
岡
市
が
協
力
し
て

行
っ
た
講
習
会
で
技
法
を
学
ん

で
か
ら
は
、
目
を
見
て
優
し
く
技法fユマニチュードJ 福岡市が導入、普及へ

2

ユ
マ
ニ
テ
ュl
ド
「
人
間
ら
し
く
あ
る
状
態
」
を
意

E

昧
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
体
育
学
教
師2
人
が
高
齢
者
ケ

ア
に
携
わ
っ
た
際
に
考
案
。
欧
州
や
カ
ナ
ダ
な
ど
で
実
践
さ

れ
て
い
る
。
認
知
症
の
人
は
な
ぜ
介
護
を
さ
れ
て
い
る
か
分

か
ら
ず
ケ
ア
を
拒
絶
す
る
傾
向
が
あ
り
、
「
見
る
」
「
触
れ

る
」
な
ど
不
安
や
困
惑
を
和
ら
げ
る
た
め
の

1
5
0

以
上
の

技
法
が
あ
る
。

触
れ
、
ほ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

腕
を
引
っ
張
る
の
を
や
め
る

と
、
節
子
さ
ん
の
力
も
自
然
と

抜
け
て
い
っ
た
。
「
相
手
の
気

持
ち
に
な
っ
て
行
動
す
れ
ば
、

思
い
が
伝
わ
る
と
実
感
し
た
」

と
下
島
さ
ん
は
話
す
。

ユ
マ
ニ
チ
ュl
ド
は
約
却
年

前
、
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
。

「
正
面
か
ら
顔
を
近
づ
け
、
視

線
を
捉
え
る
」
「
前
向
き
な
言

葉
を
使
い
、
ケ
ア
の
様
子
を
伝

え
る
」
「
腕
や
足
を
つ
か
ま
な

い
」
な
ど
の
技
法
が
あ
る
。
日

大
阪
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
と
枚
方
市
が
実
践

症予防

府
立
病
院
機
構
「
大
阪
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
」
(
枚
方
市
)
と
枚
方
市
が
実
践
中
の
認
知

症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
吉
本
興
業
が
「
笑
っ
て
認
知
症
予
防

1

脳

に
効
く1
土
口
本
新
喜
劇
i

」
を
岡
市
の
メ
セ
ナ
枚
方
会
館
で
上
演
し
た
。

川
畑
泰
史
座
長
ら
の
熱
演
を
抽
選
で
選
ば
れ
た
市
民
ら
約

1
0
0

人
が

鑑
賞
、
一
緒
に
な
っ
て
認
知
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
(
畑
山
博
史
)

ク

新
喜
劇
は
、
島
田
一
の

介
え
や
松
浦
真
也
『
瓦

嫌
。
そ
の
点
、
ナ
マ
吉
本

新
喜
劇
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
今
日
は
と
て
も
楽
し

く
て
た
め
に
な
っ
た
。
ま

た
来
た
い
」
と
に
っ
こ
り
。

見
守
っ
た
伏
見
隆
市
長

は
「
健
康
医
療
都
市
を
唱

え
て
い
る
わ
が
市
は
心
と

体
の
生
き
生
き
教
育
が
モ

算
間
違
え
て
、
お
客
三

に
ツ
ッ
コ
ま
れ
た
り
と
い

本
で
は
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
の

本
田
美
和
子
・
総
合
内
科
医
長

が
中
心
と
な
っ
て
、
介
護
や
看

護
の
専
門
職
向
け
の
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

福
岡
市
で
は
凶
年
、
市
健
康

先
進
都
市
戦
略
の
策
定
会
議
で

委
員
か
ら
ユ
マ
ニ
チ
ュl
ド
導

入
の
意
見
が
出
た
こ
と
か
ら
本

田
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
市
内
で

実
証
研
究
が
行
わ
れ
た
。
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
市
民
ら15

0

人
に
技
法
を
伝
え
、3
か
月

間
実
践
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、 ケ

ア
に
対
す
る
拒
否
行
動
な
ど

が
減
り
、
介
護
者
の
負
担
感
が

軽
減
す
る
効
果
が
み
ら
れ
た
。

市
も
専
門
職
向
け
の
研
修
を

実
施
。5
施
設
の
約ω
人
が
参

加
し
、
同
様
の
効
果
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
日
年3
月
に
策

定
し
た
市
健
康
先
進
都
市
戦
略

に
ユ
マ
ニ
チ
ュl
ド
の
普
及
を

盛
り
込
ん
だ
。
四
年
度
も
市
民

向
け
の
講
習
会
や
施
設
で
の
研

修
な
ど
を
進
め
る
。
市
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
は
「
実
践
し
や

す
く
、
短
期
間
で
効
果
も
表
れ

や
す
い
。
認
知
症
の
人
の
生
活

の
質
も
上
が
る
。
施
設
で
普
及

す
れ
ば
、
介
護
人
材
の
減
少
に

も
つ
な
が
る
」
と
し
て
い
る
。

読

官
冗
(
福
岡
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
3

日
(
土
)

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
I
ド
」
普
及
を

東
区
市
民
向
け
講
座
に
印
人

認
知
症
の
人
と
効
果
的
に
対

話
す
る
ケ
ア
技
法
「
ユ
マ
ニ
チ

ュ
l

ド
」
の
普
及
を
目
指
す
市

民
向
け
講
座
が
剖
目
、
福
岡
市

東
区
の
和
白
公
民
館
で
あ
っ

た
。
約
印
人
が
参
加
し
、
相
手

と
の
重
要
性
を
強
調
。
正
面
か

ら
水
平
に
相
手
の
瞳
を
見
る
マ

低
め
の
ト
!
ン
で
穏
や
か
に
前

向
き
な
言
葉
を
掛
け
る
マ
体
に

触
れ
る
と
き
は
手
指
を
開
い
て

広
い
面
積
で
指
先
か
ら
ゆ
っ
く

28 
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笑って認知
ツエ吉本新喜劇でチ認知症患者カフェで笑顔

県認定看護師会知識生かし交流

つ
も
の
新
喜
劇
に
は
な
い

展
開
冷
や
汗
か
き
ま
し

た
」
と
苦
笑
す
る
一
幕
も
。

舞
台
を
企
画
し
た
同
病

院
の
岩
田
和
彦
医
師
は

「
認
知
と
は
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
外
か
ら
の
情
報

を
脳
が
処
理
す
る
力
。
認

知
症
は
突
然
発
症
す
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
日
ご

ろ
か
ら
人
と
の
交
流
な
ど

の
刺
激
が
必
要
」
と
説
明
。

観
客
の
女
性
(
剖
)
は
「
い

く
ら
刺
激
が
必
要
と
分
か

っ
て
い
て
も
、
興
味
の
な

い
物
に
参
加
す
る
の
は

ッ
ト
!
。
『2
0
2
5

年

に
は
白
歳
以
上
の
5

人
に

1

人
が
認
知
症
に
な
る
』

と
い
う
国
の
試
算
も
あ

り
、
予
防
が
何
よ
り
大
切
」

と
真
剣
な
表
情
だ
っ
た
。

大
阪
日
日
新
間
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
2

日
(
月
)

の
目
を
見
る
、
低
め
の
声
で
ゆ

っ
く
り
話
し
か
け
る
な
ど
の
技

法
を
学
ん
だ
。

福
岡
市
が
取
り
組
む
認
知
症

フ
レ
ン
ド
リ
l

シ
テ
ィ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
。
宇
一
旬
護
師
資

格
を
持
つ
ユ
マ
ニ
チ
ュl
ド
認

定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
盛
真

知
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
基

本
技
術
の
「
見
る
」
「
話
す
」

「
触
れ
る
」
を
中
心
に
、
実
債

を
交
え
て
仏
発
祥
の
ケ
ア
技
法

を
紹
介
し
た
。

盛
さ
ん
は
「
大
切
な
存
在
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、
尊
重
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
も
ら
う
」
こ

り
と
重
み
を
か
け
る
ー
な
ど
の

コ
ツ
を
伝
授
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
2

人
一

組
で
交
互
に
介
護
者
、
被
介
護

者
役
と
な
っ
て
技
法
を
実
践
。

相
手
と
の
距
離
感
な
ど
を
探
り

な
が
ら
接
し
方
を
体
感
し
た
。

(
童
福
幸
子
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
白
日
(
火
)

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
お
話
を
す
る

の
が
楽
し
い
し
、
あ
り
が
た
い
。

生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
」

と
話
し
た
。

次
回
は
今
月
口
日
午
後
1

時
か

ら
山
梨
県
立
大
池
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
く
。
認
知
症
の
人
や
家
族
の

ほ
か
、
一
般
の
参
加
も
可
能
。
予

約
不
要
で
参
加
費30
0

円
。
問

い
合
わ
せ
は
同
大
看
護
実
践
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
5
5
(
2

6
9
)
7
2
3
5
0
 

県
認
知
症
轟
轟
認
定
看
護
師
会
は
月
に

1

度
、
甲
府
市
の
山
梨
塁
美
池
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
認
知

症
患
者
や
そ
の
家
族
ら
が
集
う
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
る
。
認
知
症
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ん
だ

認
定
看
護
師
が
、
そ
の
知
識
を
生
か
し
て
患
者
ら
と
交
流
す
る
の
が
特
徴
。
運
営
す
る
認
定
看
護
師
の

狩
野
英
美
さ
んa
)
は
「
よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
広
げ
る
き
っ
か

け
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
〈
本
田
未
来
〉

「
仕
事
で
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て
え
る
の
は
苦
手
だ
が
、
昔
の
記
憶

い
た
ん
で
す
ね
」
。
1

月
幻
日
に
は
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い

同
大
の
食
堂
で
聞
か
れ
た
カ
フ
う
。
狩
野
さ
ん
は
「
会
話
一
つ
で

ェ
。
認
知
症
の
高
齢
女
性
に
認
定
も
そ
の
人
が
話
し
た
い
こ
と
は
何

看
護
師
が
付
き
、
ゆ
っ
く
り
と
話
か
を
見
極
め
、
自
己
尊
厳
を
取
り

し
掛
け
た
。
会
話
の
内
容
は
高
齢
戻
す
機
会
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て

者
の
過
去
の
体
験
が
中
心
だ
。
「
商
い
る
」
と
説
明
す
る
。

業
高
で
学
ん
だ
の
よ
」
。
話
が
進
同
日
は
認
知
症
の
高
齢
者

6

人

む
に
つ
れ
、
険
し
い
顔
を
し
て
い
と
家
族

1

人
が
カ
フ
ェ
を
訪
れ
、

た
高
齢
者
か
穏
や
か
な
表
情
に
変
体
操
や
工
作
な
ど
を
し
た
。
参
加

わ
っ
て
い
っ
た
。
し
た
認
知
症
を
患
う
市
内
の
女
性

カ
フ
ェ
は
「
お
れ
ん
じ
癒
(
い
(
引
)
は
「
家
に
い
る
と
寝
て
ば
か

や
)
し
カ
フ
ェ
」
と
睡
し
、
同
会
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
カ
フ
ェ
で

が
昨
年9
月
か
ら
始
め
た
。
5

年

以
上
の
実
務
経
験
が
あ
り
専
門
の

教
育
課
程
を
修
了
し
た
認
定
看
護

師
が
運
営
を
担
当
。
参
加
者
は
毎

回
2

時
間
半
、
認
定
看
護
師
が
用

意
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
親

睦
を
深
め
て
い
る
。

昔
遊
び
ゃ
パ
ペ
ッ
ト
シ
ョ
l

、

体
操
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
共
連9
る
の
は
「
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
や
っ
て
も
ら
う
」
(
狩

野
さ
ん
)
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
認

知
症
患
者
は
最
近
の
出
来
事
を
覧

認
知
症
看
護

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
2

日
(
金
)

29 

ら
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み

の
メ
ン
バ
ー7
人
が
出

演
。
途
中
で
出
演
者
が
着

替
え
て
再
登
場
し
、
「
ど

こ
が
変
わ
っ
た
か
?
」
を

答
え
た
り
、
飲
食
店
の
出

前
注
文
で
メ
ニ
ュ
ー
を
覚

え
合
計
金
額
を
計
算
し
た

り
と
観
客
側
も
大
忙
し
。

約
叩
分
の
新
喜
劇
の
中

で
、
ク
イ
ズ
形
式
で
計
7

聞
を
盛
り
込
み
、
会
場
は

答
え
に
対
す
る
笑
い
と
拍

手
が
交
錯
し
て
和
気
あ
い

あ
い
。
終
了
後
、
川
畑
座

長
は
「
ぼ
く
ら
の
方
が
計
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認知症の予防、早府発見、J診療に一俊

認
知
症
看
護

鳥
取
大
大
学
院
医
学
系
研
究
科
(
米
子
市
西
町
)
に

2
0
1
6

年
度
に
開
設
さ
れ
た
全
国
唯
一
の
「
認
定
認

知
症
領
域
検
査
技
師
コl
ス
」
の1
期
生
3

人
が
今
春
、

巣
立
っ
た
。
認
知
症
検
査
技
師
は
専
門
的
な
知
識
を
持

空E主
主基
宅号ア

てコ

ち
認
知
症
の
予
防
、
早
期
発
見
、
治
療
に
一
役
買
う
。

認
定
を
受
け
る
に
は
実
務
経
験
や
試
験
合
格
が
必
要

で
、
3

人
は
コ
I

ス
で
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
、
現
場

で
実
力
を
磨
く
。
(
狩
野
樹
理
)

学
ん
だ
知
識
現
場
で
生
か
す
鳩
山
献

臨
床
検
査
で
は
、
磁
気
共
鳴

画
像
装
置
(
M
R
I
)や
神
経

心
理
検
査
な
ど
で
認
知
症
の
兆

候
や
進
行
度
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
判
定
に
は
認
知
症
の

専
門
的
な
知
識
が
必
要
。
こ
の

た
め
、
専
門
知
識
を
備
え
た
臨

床
検
査
技
師
と
し
て
日
本
認
知

症
予
防
学
会
な
ど
が
凶
年
度
に

認
定
制
度
を
設
け
た
。3
年
以

上
の
実
務
経
験
を
積
み
、
同
学

会
な
ど
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
す
れ
ば
受
験
資
格
が
得
ら
れ

る
。
口
年4
月
現
在
、
全
国
で

1
2
6

人
が
活
躍
し
て
い
る
。

一
方
、
認
知
症
を
専
門
的
に

学
べ
る
臨
床
検
査
技
師
養
成
機

関
は
全
国
で
も
少
な
い
た
め
、

鳥
取
大
が
認
知
症
検
査
技
師
養

成
に
特
化
し
た
博
士
前
期
課
程

2

年
間
の
同
コl
ス
を
創
設
し

た
。
認
定
制
度
創
設
に
携
わ
り
、

同
コ
l

ス
の
講
義
を
受
け
持
つ

浦
上
克
哉
教
授
(
剖
)
は
「
専
門

的
な
知
識
が
あ
る
か
な
い
か
で

診
断
や
治
療
評
価
に
も
影
響
す

る
。
臨
床
検
査
技
師
の
職
域
が

広
が
る
中
で
、
重
要
度
も
増
す
」

と
話
す
。

1

期
生
の1
人
で
、
4

月
か

ら
島
根
県
立
中
央
病
院
(
出
雲

市
)
で
勤
務
す
る
白
鷺
大
輝
さ

ん
(
払
)
リ
川
本
町
出
身
H

は

「
検
査
技
師
の
仕
事
を
通
し
て
、

島
根
の
医
療
に
貢
献
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
9

日
(
金
)

「
お
ど
る
認
知
症
」
到
付

愛
あ
る
笑
い
を
込
め
活
写

「
お
ど
る
認
知
症
」
(
岸
香
里
著
)

が
到
付
さ
れ
た
け
写
真
。
著
者
は
漫
画

家
。
看
護
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
漫

画
を
描
い
て
き
た
。
本
書
は
、
認
知
症

と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
約
初
年
前
の
「
老
人
病
棟
」
で
の
経

験
に
基
づ
く
エ
ッ
セ
ー
本
を
べ

l

ス
と

し
て
、
新
た
な
漫
画
を
加
え
る
な
ど
し

た
。い

つ
も
椅
子
を
背
負
っ
て
い
る
男

性
、
乙
女
の
よ
う
に
恥
ず
か
し
が
る
女

性
・
:
。
個
性
的
な
患
者
た
ち
と
看
護
師

た
ち
と
の
や
り
と
り
が
、
愛
の
あ
る
笑

い
を
込
め
て
活
写
さ
れ
て
い
る
。
著
者

は
今
回
、
同
じ
病
棟
を
取
材
し
、
改
善

さ
れ
て
い
た
と
い
う
院
内
の
現
状
も
紹

介
。
時
代
の
変
化
も
伝
わ
っ
て
く
る
。

い
そ
っ
ぷ
社
・14
0
4

円
。

"司hlllを

〈
共
同
通
信
〉

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
ロ
日
(
月
)

30 
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夜
中
に
歩
き
回
る
、
食
事
や
入
浴
を
拒
む
、
幻
覚
や
妄
想
を
訴
え
る
|
認
知
症
高
齢
者
が

繰
り
返
す
様
々
な
行
動
が
、
介
護
施
設
な
ど
で
問
題
視
さ
れ
る
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

受
け
入
れ
の
継
続
が
困
難
と
ほ
の
め
か
さ
れ
て
、
困
惑
す
る
家
族
も
。
最
近
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
法
を
導
入
し
て
、
改
善
を
促
す
施
設
や
病
院
が
登
場
し
て
い
る
。

介
護
現
場
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法

「
認
知
症
の
夫
が
「
夜
中
に

歩
き
回
り
、
職
員
が
疲
弊
し
て

い
る
』
と
入
居
先
に
言
わ
れ
て
、

別
の
施
設
を
探
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
」
と
語
る
の
は
名
古

屋
市
に
住
むF
さ
ん
(
前
)
。

グ
ル
ー
プ
ホ1
ム
な
ど
の
介

護
施
設
は
、
ケ
ア
が
難
し
く
な

っ
た
利
用
者
の
退
去
を
求
め
る

際
は
他
の
施
設
や
病
院
を
紹
介

す
る
よ
う
自
治
体
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
定
め
て
い
る
。
施
設
側

が
利
用
を
は
っ
き
り
断
る
例
は

ま
れ
だ
が
「
他
の
利
用
者
が
迷

惑
し
て
い
る
」
「
職
員
が
疲
弊
す

る
」
と
い
っ
た
遠
回
し
な
表
現

で
伝
え
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

困
っ
た
F

さ
ん
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
談
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
エ
ル
・
シ
l

・
エ
ス

(
名
古
屋
市
)
の
、
介
護
施
設

併
設
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

E
P
 

フ
一

イ
ポ
ラ
サ

思い探る認知症の行動
向
け
住
宅
(
サ
高
住
)
に
夫
(
邸
)

を
託
し
た
。

同
社
は
他
の
施
設
で
「
ケ
ア

の
継
続
が
難
し
い
」
と
さ
れ
た

認
知
症
高
齢
者
を
、
サ
高
住
や

グ
ル
ー
プ
ホl
ム
な
ど
で
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
現
場

で
は
「
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
法
を
実
践
。
言
葉
で
の
意

思
疎
通
が
難
し
い
利
用
者
に
対

し
、
非
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
傾
聴
を
併
用
す
る
。

施
設
で
の
認
知
症
高
齢
者
の

認
知
症
高
齢
者
の
中
に

は
、
周
囲
を
困
ら
せ
る
行
動

が
理
由
で
介
護
施
設
の
利
用

が
難
し
く
な
り
、
精
神
糾
病

院
に
入
院
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
た
だ
精
神
糾
医
で
千
葉

大
学
医
学
部
付
属
病
院
地
域

医
療
連
携
部
の
特
任
准
教

授
、
上
野
秀
樹
氏
は
「
精
神

糾
病
院
へ
の
入
院
は
認
知
機

能
や
身
体
機
能
の
低
下
を
伴

う
こ
と
が
多
く
、
症
状
の
改
「適応できなしリサイン

善
に
逆
効
果
に
な
る
こ
と
も

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

精
神
糾
で
は
行
動
・
心
理

症
状
(
B
P
S
D
)を
薬
物

療
法
な
ど
で
取
り
除
こ
う
と

試
み
る
こ
と
が
多
い
。
上
野

氏
に
よ
る
と
B
P
S
D

は

「
周
囲
の
環
境
に
適
応
で
き

な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
状

態
」
。
施
設
な
ど
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
を
採
用

す
る
動
き
に
つ
い
て
つ
問

題
行
動
uと
見
な
さ
ず
に
、

認
知
症
患
者
の
隠
さ
れ
た
ニ

ー
ズ
を
示
す
貴
重
な
サ
イ
ン

だ
と
受
け
止
め
る
」
観
点
か

ら
歓
迎
す
る
と
い
う
。

「
認
知
症
の
症
状
改
善
に

は
、
住
ま
い
に
近
い
生
活
環

境
で
過
ご
す
こ
と
が
最
も
効

果
的
。
工
夫
を
す
れ
ば
、
B

P
S
D

が
あ
っ
て
も
地
域
で

支
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
」

と
強
調
す
る
。

た
り
、
正
面
に
座
り
向
き
合
っ

て
高
齢
者
の
表
情
を
再
現
し
た

り
し
て
、
訴
え
の
背
後
に
あ
る

思
い
を
語
る
よ
う
働
き
か
け

る
。
精
神
安
定
剤
な
ど
に
は
ほ

と
ん
ど
頼
ら
ず
「
行
動
・
心
理

症
状
(
B
P
S
D
)」
を
解
消

し
て
い
る
と
い
う
。

施
設
を
移
っ
たF
さ
ん
の
夫

伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
が

あ
る
」
と
解
説
す
る
。

ス
タ
ッ
フ
が
バ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
を
実
践
す
る
病
院
も
登
場
し

た
。
そ
の
一
つ
、
さ
く
ら
会
病

院
(
大
阪
府
大
阪
狭
山
市
)
の

笹
山
久
美
代
看
護
部
長
は
「
認

知
症
高
齢
者
の
人
生
の
歩
み
を

看
護
師
が
尊
重
す
る
よ
う
に
な

「
帰
り
た
い
」
↓
「
誰
に
会
い
に
?
」

介
助
拒
否
↓
「
あ
な
た
が
大
切
」

N

問
題
行
動Hは
こ
れ
ま
で
、
抑

え
込
む
対
象
と
見
な
さ
れ
て
き

た
。
高
齢
者
が
「
家
に
帰
り
た

い
」
と
訴
え
て
も
、
は
ぐ
ら
か

す
の
が
一
般
的
。
バ
リ
デ
ー
シ

ョ
ン
の
技
法
で
は
「
家
に
帰
っ

て
何
を
す
る
の
で
す
か
」
「
誰

が
待
っ
て
い
る
の
で
す
か
」
な

ど
と
話
を
進
め
る
。

肩
や
手
に
触
れ
な
が
ら
話
し

認
知
症
看
護

は
「
家
族
を
守
る
た
め
働
き
続

け
て
き
た
の
に
、
急
に
病
人
扱

い
さ
れ
て
つ
ら
か
っ
た
」
と
打

ち
明
け
た
。
以
来
、
問
題
な
く

共
同
生
活
を
続
け
て
い
る
。

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
詳
し
い

関
西
福
祉
税
学
大
学
社
会
福
祉

学
部
の
都
村
尚
子
教
授
は
「
認

知
症
高
齢
者
が
繰
り
返
す
行
動

の
根
底
に
は
、
思
い
が
う
ま
く

っ
た
」
と
語
る
。
そ
の
結
果
、

患
者
と
の
や
り
と
り
が
円
滑
に

な
り
、
「
困
っ
た
行
動
も
少
し

ず
つ
減
っ
た
」
。

「
介
助
を
拒
む
の
は
、
高
齢

者
の
防
御
姿
勢
の
表
れ
」
と
語

る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
発
の
介
護

技
術
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
l

ド
」
の

普
及
に
取
り
組
む
、
国
立
病
院

機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
(
東

京
・
目
黒
)
総
合
内
糾
医
長
の

本
田
美
和
子
氏
。
視
線
や
言
葉
、

触
れ
る
技
術
な
ど
を
総
動
員
し

て
「
あ
な
た
を
大
切
に
思
っ
て

い
る
」
と
相
手
に
理
解
で
き
る

形
で
伝
え
る
。
介
護
職
員
や
看

護
師
に
広
が
り
始
め
た
。

こ
れ
ら
の
技
法
の
習
得
に
は

専
門
の
研
修
が
必
要
だ
が
、
都

村
教
授
は
「
介
護
す
る
側
が
そ

の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
相
手
に

寄
り
添
う
だ
け
で
も
、
認
知
症

高
齢
者
の
言
動
は
驚
く
ほ
ど
変

わ
る
」
と
語
る
。
公
認
日
本
バ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
協
会
(
仙
台
市
)

は
一
般
を
対
象
に2
日
間
の
入

門
研
修
を
実
施
。
東
京
医
療
セ

ン
タ
ー
は
ユ
l

チ
ュ
ー
ブ
の

「
高
齢
者
ケ
ア
研
究
室
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
で
ユ
マ
ニ
チ
ュ
l

ド
の

家
族
向
け
動
両
を
公
開
し
て
い

る
。
(
相
川
浩
之
)

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
7

日
(
水
)
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認
知
症
看
護

日
歳
以
上
の7
人
に1
人
が
認
知
症
を
患
う
今
、
当
事
者
が
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
す
に
は
、
住
民
の
理
解
と
助
け
合
い
が
重

要
だ
。
そ
ん
な
中
、
認
知
症
の
当
事
者
が
町
内
会
、
学
校
、
企
業
な
ど

で
自
分
の
日
常
生
活
を
語
り
、
病
気
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
広
め
る

活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

認
知
症
の
日
常

当
事
者
が
発
信

東
京
都
町
田
市
の
グ
ル
ー
プ

「
認
知
症
と
と
も
に
歩
む
人
・

本
人
会
議
」
は
、
2
0
1
6

年

に
発
足
。
市
内
在
住
の
当
事
者

日
人
と
サ
ポl
タ
1
6

人
か
ら

な
り
、
悩
み
を
話
し
合
っ
た
り
、

各
地
に
出
掛
げ
て
自
分
に
つ
い

て
語
っ
た
り
し
て
き
た
。

開
会
議
の
メ
ン
バ
ー
3

人
と

世
話
係
の
松
本
礼
子
さ
ん
(
刊
)

は
2

月
、
横
浜
市
港
北
区
の
「
師

岡
女
性
の
会
」
な
ど
に
招
か
れ

講
演
を
行
っ
た
。

鈴
杢
兄
彦
『
ヤ
ん
(
初
代
)
は

日
年
に
「
自
分
が
ど
こ
に
い
る

の
か
、
何
者
な
の
か
分
か
ら
な く

な
る
」
こ
と
が
頻
発
。
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
直
後
は
家
に

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た

が
、
家
族
か
ら
「
じ
っ
と
し
て

い
た
ら
駄
目
に
な
る
よ
」
と
背

中
を
掬
さ
れ
た
。
鈴
木
セ
」
ん
は

よ
く
外
出
す
る
よ
う
に
な
り
、

道
に
迷
っ
た
時
は
「
タ
ク
シ
ー 東京のグループ各地で講演

の
運
転
手
に
住
所
を
伝
え
て
帰

っ
て
き
ま
す
よ
」
と
明
る
く
話

し
た
。

富
田
文
乏
」
ん
(
花
)
は

1

人

暮
ら
し
。
日
年
に
認
知
症
と
診

断
さ
れ
、
日
中
は
自
宅
で
過
ご

し
、
夜
は
近
所
の
介
護
施
設
に

泊
ま
っ
て
い
る
。
「
な
る
べ
く

出
掛
け
て
生
活
に
変
化
を
つ
け

て
い
ま
す
。
仲
間
に
会
う
と
、 認

知
症
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か

ら
、
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
ね
』

と
さ
ら
り
と
言
え
た
り
、
買
い

物
に
行
っ
た
り
、
非
常
に
活
発

な
人
で
す
」
と
紹
介
し
た
。

会
に
参
加
し
た
住
民
の
女
性

(
布
)
は
「
私
は

1

人
暮
ら
し
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
普
段

か
ら
周
囲
の
人
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し

い
ま
す
よ
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ

た
。
「
で
も
近
く
に
い
る
人
が

支
え
れ
ば
何
と
か
な
る
。
当
事

者
が
語
る
こ
と
で
、
『
認
知
症

に
な
る
と
何
も
で
き
な
く
な

る
』
と
い
う
固
定
観
念
が
壊
さ

れ
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
る

こ
と
が
重
要
だ
、
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で

は
」
と
活
動
に
手
応
え
を
感
じ

地
域
の
理
解
、
支
援
訴
え

自
分
の
問
題
を
話
せ
て
助
言
も

も
ら
え
ま
す
し
」
と
淡
々
と
語

っ
た
。

介
護
ヘ
ル
パ
!
と
し
て
働
い

て
い
た
市
川
美
津
子
さ
ん
(
ね
)

も
約2
年
前
に
認
知
症
が
分
か

っ
た
。
市
川
三
は
民
生
委
員
、

婦
人
会
長
も
務
め
た
経
験
が
あ

る
。
世
話
係
の
松
本
守
」
ん
は
「
市

川
セ
ヤ
ん
は
近
所
の
人
に
『
私
、

た
」
と
感
想
を
口
に
し
た
。
ま

た
、
夫
と2
人
暮
ら
し
の
女
性

(
印
)
は
、
若
年
性
認
知
症
だ
っ

た
義
母
を
ロ
年
間
介
護
し
た
経

験
が
あ
り
、
「
本
人
会
議
の
よ

う
な
場
が
地
域
に
あ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

松
本
『
」
ん
は
「
き
ょ
う
も
誰

か
が
電
車
の
切
符
を
忘
れ
る
な

ど
、
毎
日
何
か
問
題
は
起
き
て

て
い
る
。

共
同
通
信
)

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
3

日
(
火
)
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患者と家族の会「つぼみの会j

悩
み
共
有

二
丙
の
毒
性
認
知
症
串
章
、
そ
の
家
族
ら
で
っ
く
{
己

ぼ
み
の
会
」
(
相
霊
宣
子
代
表
、
会
員
初
人
)
が
活
動
叩
年

一
目
を
迎
え
た
。
悩
み
を
語
れ
る
場
と
し
て
、
秋
田
市
上
北
手
の

一
遊
学
金
宅
月
1

国
交
流
会
を
開
催
し
た
り
、
電
話
翼
を
受
け

一
た
り
し
て
き
た
。
柏
原
代
表
(
臼

)
H岡
市
川
は
「
周
囲
に
相
談

=
し
に
く
い
た
め
患
者
と
家
族
は
孤
立
し
が
ち
。
同
じ
悩
み
を
抱

ニ
え
る
人
同
士
で
交
流
し
、
気
持
ち
を
楽
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
」

=
と
、
今
ノ
手
U
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

柏
原
代
表
の
夫
は
日
年
ほ
ど

前
、
回
代
半
ば
で
若
年
性
認
知
症

の
一
種
「
前
頭
側
頭
型
認
知
症
(
ピ

ッ
ク
病
)
」
と
診
断
さ
れ
た
。
脳

の
神
経
細
胞
内
に
タ
ウ
と
い
う
異

常
タ
ン
パ
ク
質
が
沈
着
す
る
病
気

で
、
無
気
力
に
な
っ
た
り
、
状
況

に
合
わ
な
い
身
勝
手
な
行
動
を
取

っ
た
り
す
る
症
状
が
出
る
。

柏
原
代
表
は
「
真
面
目
で
き
ち

ょ
う
め
ん
だ
っ
た
の
に
周
囲
へ
の

配
慮
が
な
く
な
っ
た
。
理
由
も
な

く
近
く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に

通
い
、
毎
日
の
よ
う
に
車
の
部
品

を
買
F
2令
つ
に
な
っ
た
」
と
振
り

返
る
。
職
場
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

す
こ
と
も
多
く
な
り
、
退
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。

図

的
歳
未
満
で
発
症
す
る
認
知
一
患
率
が
女
性
よ
り
高
く
、
発
症

症
の
こ
と
。
厚
生
労
働
省
の

2

一
年
齢
は
平
均
で
日
・
3

歳
。
約

0
0
9

年
の
推
計
で
は
、
全
国
一
3

割
は
叩
歳
未
満
で
発
症
し
て

に
3

万
7
8
0
0

人
の
患
者
が
一
い
る
。
一
般
の
認
知
症
は
ア
ル

お
り
、
本
県
に
は25
0

人
前
一
ツ
ハ
イ
マl
型
が
半
数
だ
が
、

後
い
る
と
さ
れ
る
。
男
性
の
擢
一
若
年
性
は
脳
血
管
型
が
多
い
。

若
年
性
認
知
症

認
知
症
看
護

交流と電話相談

当
時
は
今
以
上
に
若
年
性
認
知

症
へ
の
理
解
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

情
報
収
集
に
苦
労
。
支
援
制
度
に

つ
い
て
教
え
て
も
ら
お
う
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
窓
口
を
訪
ね
る
中

で
、
墓
尽
に
家
族
全
が
あ
る
こ
と

を
知
り
講
演
舎
な
ど
に
通
っ
た
。

「
秋
田
に
も
こ
う
い
う
集
ま
り
が

あ
れ
ば
」
と
考
え
、
2
0
0
9

年

3

月
、
「
つ
ぼ
み
の
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
現
在
、
相
原
代
表
の
友

人
ら
4

人
が
サ
ボl
タ
!
と
し
て

会
の
運
営
を
手
伝
っ
て
い
る
。

夫
は
ロ
年
に
胃
が
ん
で
亡
く
な

っ
た
。
臼
歳
だ
っ
た
。
「
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
と
き
は
手
遅
れ
。
認

知
症
の
影
響
で
本
人
が
症
状
に
気

付
か
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

妻
と
し
て
早
く
分
か
っ
て
あ
げ
た

か
っ
た
」
と
悔
や
む
。

今
年
の3
月
日
日
に
開
か
れ
た

交
流
会
に
は
、
秋
田
市
や
湯
沢
市
、

に
か
ほ
市
、
八
郎
潟
町
な
ど
か
ら
、

患
者
や
家
族
ら
日
人
が
参
加
し
悩

み
を
口
に
し
た
。
「
夫
の
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
、
受
診
し
た
と
こ
ろ
ア

ル
ツ
ハ
イ
マl
型
の
認
知
症
と
分

か
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」

「
主
人
の
様
子
が
子
ど
も
に
返
っ

た
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
毎
日
、
俳
個
す
る
よ
う
に
な

っ
た
」

売
が
見
え
な
い
介
護
の
悩
み
を 話

す
う
ち
に
涙
を
浮
か
べ
、
声
を

詰
ま
ら
せ
る
家
族
も
。
そ
の
都
度
、

柏
原
代
表
は
「
日
々
大
変
な
状
況

な
の
は
よ
く
分
か
る
。
悩
み
は
い

つ
で
も
聞
く
よ
」
と
励
ま
し
て
い

た
。県

の
若
年
性
認
担
狂
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タl
を
務
め
る
県
立
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
(
大
仙
市
)
の
戸
堀
由

貴
子
さ
ん
は
「
若
年
性
認
知
症
は

本
人
だ
け
で
な
く
、
失
職
に
よ
る

経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
や
配
偶
者
の

介
護
疲
れ
、
子
ど
も
へ
の
影
響
な

ど
、
家
族
に
も
大
き
な
影
を
落

と
す
。
悩
み
を
語
り
合
え
る
つ

ぼ
み
の
会
は
貴
重
な
存
在
」
と
話

す
。-

ヌ
流
会
は
主
に
第

4

日
曜
日
の

午
前
日
時1
午
後2
時
。
電
話
相

談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会
(
柏
原

代
表
)
宮0
8
0

・
3
3
3
5

・

3
6
2
4
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| きっかけは人間ドック

患
者
の
思
い
を
知
る

手ム
の

昨
年
1

月
η
目
、
新
潟
市
中

央
区
の
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新

潟
病
院
が
ん
予
防
総
合
セ
ン
タ

ー
。
乳
腺
外
来
の
診
察
室
で
、 刺

す
「
細
胞
診
」
も
受
け
た
。

医
師
に
よ
る
と
、
石
灰
化
が
見

ら
れ
る
範
囲
は
乳
房
の4分
の

ー
ほ
ど
に
広
が
り
、
乳
頭
に
も

.1 ・

取
材
を
通
し
て
が
ん
の
早
期

発
見
に
は
定
期
的
な
自
己
触
診

が
大
切
だ
と
知
り
、
し
ば
ら
く

前
か
ら
入
浴
時
に
し
て
い
た
。

し
こ
り
や
乳
房
の
ひ
き
つ
れ
な

ど
は
な
か
っ
た
が
、
少
し
前
に

分
泌
物
の
よ
う
な
も
の
が
出
た

こ
と
も
あ
っ
て
何
と
な
く
心
配

で
、
人
間
ド
ッ
ク
の
機
会
を
利

近
い
。
悪
性
だ
っ
た
場
合
は
、

全
摘
が
必
要
そ
う
だ
と
い
う
。

「
ま
さ
か
」
。
ど
こ
か
他
人
の

こ
と
の
よ
う
に
感
じ
た
の
を
覚

え
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
そ
の
前
月
に

受
け
た
職
場
の
人
間
ド
ッ
ク
で

の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
だ
。
「
要

精
密
検
査
」
の
結
果
だ
っ
た
。

ま
さ
か
の
診
断
に
シ

な
か
っ
た
。

し
か
し
精
密
検
査
か
ら
1

週

間
後
。
夫
と
聞
い
た
細
胞
診
の

結
果
は
や
は
り
「
悪
性
」
だ
っ

た
。
そ
の
場
で
組
織
を
取
っ
て

調
べ
る
「
針
生
検
」
を
受
け
、

さ
ら
に
1

週
間
後
の1
月
末
に

確
定
診
断
が
下
っ
た
。

部
位
は
違
う
が
、
祖
父
母
も

母
も
が
ん
を
経
験
し
て
い
る
。

い
つ
か
自
分
も
、
と
い
う
思
い

は
あ
っ
た
が
、
「
ど
う
し
て
今

な
ん
だ
ろ
う
」
と
悔
し
さ
が
先

に
立
っ
た
。
治
療
と
な
れ
ば
生

活
は
一
変
す
る
だ
ろ
う
。
こ
ん

な
こ
と
に
な
っ
て
と
い
う
罪
悪

感
も
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
は
、

白
黒
付
い
た
こ
と
に
何
だ
か
安

心
も
し
た
。

今
振
り
返
る
と
、
最
も
つ
ら

か
っ
た
の
は
精
密
検
査
か
ら
診 断

ま
で
の
聞
だ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
約
2

年
間
、
が
ん
を
テl
マ

に
し
た
生
活
面
の
企
画
を
担

当
。
「2
人
に
1

人
が
が
ん
に

な
る
時
代
」
「
あ
り
ふ
れ
た
病

気
」
と
記
事
で
何
度
も
紹
介
し
、

知
識
は
あ
っ
た
つ
も
り
だ
っ

た
。
で
も
い
ざ
自
分
に
降
り
か

か
る
と
、
精
神
的
な
打
撃
は
大

き
か
っ
た
。

ﾗ

ﾗ

 

ち
ょ
う
ど1
年
前
、
初
期
の

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
左
胸
の
全
摘
手
術
や
再
建

手
術
を
受
け
た
。
乳
が
ん
と
向

き
合
っ
た
日
々
を
振
り
返
る
。

(
報
道
部
・
江
森
美
奈
子
)
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医
師
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィl

(
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
)
の

画
像
を
示
し
「
悪
性
っ
ぽ
い
で

す
ね
」
と
私
に
告
げ
た
。
目
を

凝
ら
す
と
、
砂
粒
の
よ
う
に
石

灰
化
し
た
部
分
が
キ
ラ
キ
ラ
し

て
い
た
。

マ
ン
モ
と
霊
長
検
査
(
エ

コ
l
)
に
続
き
、
病
変
に
針
を

ヨ

ツ

ク

用
し
て
検
査
を
受
け
た
。

精
密
検
査
に
行
く
の
も
緊
張

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
要
精
検

で
も
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人

は
数
%
と
さ
れ
る
。
乳
が
ん
の

ピ
l

ク
は
却
代
後
半
か
ら
。
泊

歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
喫
煙

な
ど
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
い
う

条
件
も
当
て
は
ま
る
項
目
は
少
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すム
の

最
終
的
な
が
ん
の
進
み
具
合
説
明
さ
れ
た
病
状
や
治
療
方
針

や
治
療
方
針
は
手
術
後
に
決
ま
に
納
得
で
き
た
の
で
、
夫
と
も

る
が
、
事
前
の
検
査
で
は
、
母
話
し
合
い
、
優
柔
不
断
な
私
が

乳
が
流
れ
る
乳
管
で
発
生
し
た
迷
わ
な
い
よ
う
自
分
な
り
の
ル

.2 圃

2

カ
月
弱
。
余
計
な
こ
と
を
考

え
な
い
よ
う
、
そ
れ
ま
で
通
り

の
呈
活
を
心
掛
け
た
。
飲
み
会

に
も
参
加
し
た
。

そ
れ
な
の
に
、
落
と
し
穴
に

は
ま
っ
た
。
医
師
は
「
ネ
ッ
ト

を
見
る
よ
り
も
」
と
患
者
向
付

の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
勧
め

て
く
れ
た
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト い

て
「
大
丈
夫
。
待
っ
て
い
る

か
ら
」
と
何
度
も
励
ま
し
、
手

を
握
っ
て
手
術
室
ヘ
送
り
出
し

て
く
れ
た
。

私
の
場
合
は
、
手
術
中
の
検

査
で
リ
ン
パ
節
転
移
が
な
い
と

確
認
で
き
れ
ば
、
乳
房
再
建
の

た
め
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
た
め

の
組
織
拡
張
器
(
エ
キ
ス
パ
ン き

も
衝
撃
は
な
か
っ
た
。

翌
日
か
ら
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
全
摘
手
術
だ
け
な
ら
5

日
前
後
で
退
院
だ
が
、
再
建
に

着
手
し
た
の
で
約2週
間
入
院

し
た
。
手
術
か
ら
約
1

カ
月
後
、

病
理
検
査
の
結
果
が
分
か
っ

た
。
当
初
の
医
師
の
見
立
て
通

り
、
が
ん
は
乳
管
内
に
と
ど
ま
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ネ
ッ
ト
情
報
に
う
ろ
た
え
る

が
ん
で
、
「
非
浸
潤
性
」
と
呼

ば
れ
る
ご
く
早
期
の
段
階
と
み

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た

だ
、
乳
管
内
で
は
広
が
り
が
あ

り
、
や
は
り
全
摘
が
勧
め
ら
れ

る
と
い
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど
、

ち
ま
た
に
が
ん
に
関
す
る
情
報

は
あ
ふ
れ
で
い
る
。
医
師
か
ら ー

ル
を
決
め
た
。

①
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
は

求
め
な
い
②
い
わ
ゆ
る
民
間
療

法
な
ど
の
「
補
完
代
替
医
療
」

は
一
切
し
な
い
③
代
わ
り
に
、

病
院
が
提
示
し
た
治
療
は
何
で

も
受
け
る
ー
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。診

断
確
定
か
ら
手
術
ま
で
はか

っ
た
ん
だ
」
と
怒
っ
た
。
謝
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
に
変
化
が
実
感
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

争
いw

る
し
か
な
か
っ
た
。
あ
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し
い
と
お
昨
年

6

月
下
旬
、
フ
リ1
ア

ム
ろ
、

i
f
u

。
人

5
4
J
F
/

岨
一
方
、
保
育
園
の
年
中
だ
っ
願
い
し
た
。
近
所
の
マ
マ
友
に
ナ
ウ
ン
サ
!
の
小
林
麻
央
さ
ん

主
体
験
記
町
村
詩
的
日
間
も
鴻
諮
問

M
M訪
れ
謀
議
い
脱
出

た
。
し
ば
ら
く
黙
っ
て
い
た
が
、
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
母
さ
ん
も
死
ん
じ
ゃ
う
の
」
と

子
ど
も
に
病
気
を
ど
う
伝
え
「
針
生
検
」
の
た
め
に
胸
に
当
あ
る
日
突
然
、
次
男
が
「
入
も
面
会
に
来
る
と
、
私
の
前
で
口
を
そ
ろ
え
、
麻
央
さ
ん
の
こ

る
か
ー
。
て
た
綿
に
気
づ
い
て
し
ま
っ
院
し
て
手
術
す
る
ん
で
し
ょ
」
よ
そ
よ
そ
し
い
感
じ
が
す
る
こ
ュ
1

ス
に
な
る
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

以
前
、
が
ん
企
画
の
取
材
で
た
。
と
言
っ
て
き
て
驚
い
た
。
専
と
が
あ
り
、
気
掛
か
り
だ
っ
た
。
を
変
え
よ
う
と
し
た
。
「
悪
い

退
院
の
翌
日
、
長
男
は
「
手
と
こ
ろ
は
取
っ
た
ん
だ
よ
。
大

「
大
丈
夫
」
何
度
も
言
い
聞
か
せ
術
が
1
カ
月
前
の
よ
う
に
感
じ
丈
夫
」
。
何
度
も
一
官
い
聞
か
せ

る
。
長
か
っ
た
な
」
と
つ
ぶ
や
る
し
か
な
か
っ
た
《

も
テ
l

マ
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
ご
ま
か
せ
ず
「
お
っ
ぱ
い
に
門
家
が
「
病
気
を
隠
し
て
も
子
い
た
。
次
男
は
そ
の
言
葉
で
ス
(
報
道
部
・
江
森
美
奈
子
)

た
。
専
門
家
は
「
病
気
に
つ
い
悪
い
で
き
も
の
が
あ
り
、
取
ら
ど
も
は
敏
感
に
感
じ
取
り
、
不
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
よ
う
に
抱
き

て
子
ど
も
に
も
分
か
り
ゃ
す
く
な
い
と
体
中
に
広
が
っ
て
し
ま
安
や
疎
外
感
を
募
ら
せ
る
」
と
つ
い
て
き
て
、
な
か
な
か
離
れ

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
う
」
と
話
し
た
。
普
段
落
ち
着
話
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
退
院
後

た
。
そ
れ
が
頭
に
あ
り
、
小
学
い
て
い
る
長
男
ら
し
く
冷
静
な
た
。
は
そ
れ
ぞ
れ
と
過
ご
す
時
間
を

1

年
だ
っ
た
長
男
に
は
説
明
す
反
応
を
期
待
し
た
の
に
、
「
そ
入
院
は

2

週
間
。
仕
事
で
出
持
つ
よ
う
心
掛
け
た
。

る
つ
も
り
だ
っ
た
。
せ
り
ふ
ま
ん
な
の
嫌
だ
」
と
泣
き
だ
し
た
。
張
し
た
の
は
そ
れ
ま
で

1

泊
2
2

人
の
子
ど
も
の
存
在
は
病

で
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
さ
ら
に
父
親
や
祖
父
母
も
既
に
日
ま
で
で
、
精
神
的
に
不
安
定
と
向
き
合
う
励
み
と
な
っ
た
。

に
、
確
定
診
断
が
出
る
前
の
昨
知
っ
て
い
る
と
分
か
る
と
「
ど
に
な
る
こ
と
も
心
配
だ
っ
た
。
半
面
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
子
ど

年
1

月
下
旬
、
前
日
に
度
け
た
う
し
て
俺
に
は
教
え
て
く
れ
な
学
校
と
保
育
園
に
は
事
情
を
も
の
不
安
は
梢
え
な
い
の
だ
と

で
調
べ
る
こ
と
を
や
め
ら
れ

ず
、
治
療
を
否
定
す
る
よ
う
な

書
き
込
み
を
見
つ
け
て
は
動
揺

し
た
。
「
見
な
け
れ
ば
よ
か
っ

た
」
と
反
省
し
た
。

昨
年
3

月
下
旬
。
手
術
前
日

に
入
院
し
、
そ
の
夜
は
よ
く
眠

れ
な
い
ま
ま
朝
を
迎
え
た
。
胸

の
手
術
を
受
け
た
同
室
の
人
も

患
者
の
思
い
を
知
る

ダ
l
)
を
入
れ
る
こ
と
に
し
て

い
た
。
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

手
術
時
間
は
短
く
な
る
。
夫
は

途
中
か
ら
「
手
術
室
か
ら
早
く

出
て
来
る
な
」
と
、
再
建
ま
で

進
め
て
い
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

た
そ
う
だ
。
病
室
に
戻
っ
た
の

は
約
4
時
間
後
だ
っ
た
。

左
胸
は
横
方
向
に
店
内

J
ほ
ど

の
傷
が
あ
っ
た
。
エ
キ
ス
パ
ン

ダ
ー
に
よ
る
わ
ず
か
な
膨
ら
み

の
お
か
げ
か
、
初
め
て
見
た
と つ過るつ

(た観必て
報。察要い
道をはた
部続な。

けく i昌
江る、加

森方定の
美針期治
奈が的療
子決にを
) ま経す
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が
の

患
者
の
思
い
を
知
る

胸
の
左
右
の
違
い
が
気
に
な
っ

.
た
。
誰
も
見
て
い
な
い
と
分
か

4

っ
て
い
て
も
、
外
出
時
は
首
か

.
ら
掛
け
る
ス
ト
ー
ル
が
手
放
せ

ま
か
っ
た
。

て
再
建
す
る
人
も
い
る
が
、
入
私
の
場
合
は
、
再
建
の
道
の

院
や
手
術
の
回
数
が
増
え
れ
ば
り
は
平
た
ん
で
な
か
っ
た
。
退

家
庭
や
仕
事
へ
の
影
響
が
大
き
院
か
ら
約

3

週
間
、
昨
年
の
ゴ

く
な
る
と
考
え
て
い
た
。
幸
い
、
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直
前
、
突

体
験
記

経
験
者
少
な
く

心
細
さ
募
る

ら
な
い
と
言
わ
れ
た
時
は
動
揺

し
た
が
、
何
と
か
気
持
ち
を
落

ち
着
か
せ
ら
れ
た
の
は
、
医
師

が
同
時
に
「
で
も
、
今
は
再
建

も
で
き
ま
ず
か
ら
」
と
話
し
て

く
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

「
少
し
で
も
元
の
状
態
を
取
り

戻
し
た
い
」
と
思
っ
た
。

が
ん
手
術
か
ら
期
間
を
置
い

然
の
高
熱
を
き
っ
か
け
に
手
術

し
た
部
分
の
感
染
症
が
判
明
し
、

2

週
間
入
院
し
た
。
体
内
に
異

物
が
入
る
こ
と
で
感
染
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
説
明
さ
れ
て

い
た
が
、
自
分
に
起
こ
る
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

症
状
が
悪
化
す
れ
ば
、
エ
キ

ス
パ
ン
ダi
抜
去
の
可
能
性
が あ

る
と
言
わ
れ
、
退
院
後
も
毎
ま
な
体
験
を
聞
い
て
参
考
に
で

日
恐
る
恐
る
過
ご
し
た
。
き
な
い
の
も
心
細
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
ほ
か
の
乳
が
再
建
手
術
を
受
け
た
の
は
、

ん
経
験
者
か
ら
「
皮
膚
の
上
か
昨
年
日
月
下
旬
。
医
師
と
相
談

ら
着
け
る
人
工
乳
房
を
使
う
方
し
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
決
め
た
。

法
も
あ
る
」
と
助
言
し
て
も
ら
不
安
の
中
で
の
手
術
だ
っ
た

っ
て
も
、
諦
め
た
く
な
か
っ
た
。
が
、

1

週
間
余
り
で
退
院
で
き

自
分
の
胸
に
実
は
こ
だ
わ
り
が
た
。
感
触
は
か
な
り
違
う
が
、

あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
わ
れ
な
右
胸
と
そ
っ
く
り
の
膨
ら
み
が

が
ら
意
外
な
思
い
が
し
た
。
で
き
た
。
今
で
は
胸
に
つ
い
て

迷
っ
た
の
は
、
最
終
的
に
何
気
に
す
る
こ
と
は
減
り
、
胸
を

に
入
れ
替
え
る
か
だ
っ
た
。
2

失
っ
た
さ
み
し
さ
も
軽
く
な
っ

0
1
4
年
に
保
険
適
用
さ
れ
た
た
気
が
す
る
。
ス
ト
ー
ル
は
も

シ
リ
コ
ー
ン
製
の
人
工
乳
房
う
巻
か
な
く
な
っ
た
。

(
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
)
を
入
れ
る
(
報
道
部
・
江
森
美
奈
子
)

か
、
背
中
や
腹
部
な
ど
体
の
組

織
を
移
植
す
る
か
で
悩
ん
だ
。

体
の
負
担
や
合
併
症
の
リ
ス
ク

な
ど
を
考
え
る
と
、
一
長
一
短

に
思
え
た
。
そ
も
そ
も
再
建
し

た
人
は
ま
だ
少
な
い
。
さ
ま
ざ

36 

が
ん
で
乳
房
を
失
う
こ
と
に

な
っ
て
も
、
膨
ら
み
を
取
り
戻

す
「
乳
房
再
建
」
と
い
う
方
法

が
あ
る
。
全
摘
し
な
け
れ
ば
な手

術
と
同
時
に
着
手
で
き
る
こ

と
と
な
り
、
「
エ
キ
ス
パ
ン
ダ

l

」
と
呼
ば
れ
る
シ
リ
コ
ー
ン

製
の
風
船
を
筋
肉
の
下
に
挿

入
。
退
院
後
は
月1回
ほ
ど
の

ペ
l

ス
で
通
院
し
、
生
理
食
塩

水
を
入
れ
て
少
し
ず
つ
膨
ら
ま

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

エ
キ
ス
パ
ン
ダl
挿
入
後
は

新
潟
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を
失
う
よ
う
で
寂
し
さ
や
焦
り

・
も
あ
っ
た
。
2

週
間
の
入
院
後

5

は
自
宅
に
い
て
も
落
ち
着
か

.
ず
、
退
院
か
ら
1

週
間
で
職
場

復
帰
し
た
。

が
あ
る
。
治
療
開
始
前
に
離
職
そ
れ
な
の
に
ー
。
復
帰
か
ら

を
決
断
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
わ
ず
か

2

週
間
。
手
術
し
た
部

い
と
い
う
。
分
の
感
染
症
で
突
然
の
再
入
院

治
療
に
よ
る
仕
事
へ
の
影
響
に
な
り
、
自
宅
療
養
を
含
め
て

が
の

昨
年
1

月
、
が
ん
と
一
一
一
口
わ
れ

た
と
き
に
真
っ
先
に
頭
に
浮
か

ん
だ
の
は
、
実
は
仕
事
の
こ
と

だ
っ
た
。
新
年
ス
タ
ー
ト
の
企

く
、
体
調
も
な
か
な
か
安
定
し
る
。
が
ん
は
軽
か
っ
た
は
ず
な

な
か
っ
た
。
仕
事
の
ペ
l

ス
を
の
に
こ
ん
な
調
子
で
は
、
副
作

取
り
戻
せ
ず
、
復
帰
当
初
は
休
用
が
強
く
て
費
用
も
か
さ
む
治

ん
だ
り
、
早
退
し
た
り
す
る
こ
療
が
重
な
っ
て
い
た
ら
、
や
り

と
も
続
い
た
。
職
場
や
周
囲
ヘ
く
り
で
き
た
か
心
も
と
な
い
。

の
心
苦
し
さ
か
ら
、
「
こ
れ
以
療
養
が
続
く
と
、
仕
事
へ
の

上
迷
惑
を
掛
け
ら
れ
な
い
」
と
自
信
や
意
欲
を
失
い
、
復
帰
が

退
職
を
選
ん
で
し
ま
う
人
の
気
怖
く
な
っ
た
。
不
安
い
っ
ぱ
い

持
ち
が
分
か
る
気
が
し
た
。
た
で
出
社
す
る
た
び
、
上
司
や
同
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「
お
帰
りL
の
笑
顔
が
励
み
に

画
を
担
当
し
、
最
初
の
連
載
が

終
わ
っ
た
ば
か
り
。
た
だ
で
さ

え
、
子
育
て
の
た
め
に
時
間
外

勤
務
を
免
除
し
て
も
ら
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
「
ど
う
し
よ

う
」
と
思
っ
た
。

働
く
世
代
で
が
ん
に
な
る
人

は
多
い
が
、
診
断
後
、
約
3

割

が
離
職
す
る
と
い
う
調
査
結
果 を

尋
ね
よ
う
と
し
た
私
に
、
医

師
は
ま
ず
「
仕
事
を
辞
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
く
ぎ
を

刺
し
た
。
離
職
を
考
え
る
人
が

多
い
こ
と
の
裏
返
し
な
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
。

手
術
前
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
が
手
を
離
れ
て
い
っ
た
。
配

慮
に
感
謝
す
る
一
方
、
居
場
所

2

カ
月
近
く
休
む
こ
と
に
な
っ

た
。
無
理
し
た
つ
も
り
は
な
か

っ
た
が
、
体
の
抵
抗
力
が
落
ち

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
た
。
上
司
は
「
心
配
し
な
い

で
ゆ
っ
く
り
休
み
な
さ
い
」
と

言
っ
て
く
れ
た
が
、
落
ち
込
ん

だ
。長

期
療
養
後
は
疲
れ
や
す

だ
、
記
者
の
仕
事
は
担
当
に
も

よ
る
が
、
私
の
場
合
は
自
分
で

仕
事
の
進
め
方
や
時
間
の
融
通

を
つ
け
ら
れ
る
面
が
あ
り
、
幸

い
だ
っ
た
。

最
初
の
手
術
後
に
感
染
症
を

経
験
し
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年

日
月
下
旬
の
再
建
手
術
後
は
大

事
を
取
っ
て
、1
カ
月
近
く
自

宅
療
養
し
た
。
計
算
す
る
と
、

昨
年
は
通
院
を
含
め
、
3

分
の

1

近
く
を
休
ん
だ
こ
と
に
な

き
か
っ
た
。
抗
が
ん
剤
治
療
を
年
に
1

回
の
検
査
が
必
要
だ

0

.
し
な
が
ら
、
登
山
な
ど
の
趣
味
長
く
付
き
合
う
病
気
で
あ
る
こ

6

を
楽
し
む
友
人
は
と
て
も
前
向
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い

.
き
で
、
病
と
の
向
き
合
い
方
も
る
。
一
日
一
日
を
大
切
に
週
こ

学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
し
た
い
と
思
え
る
の
は
、
病
気

こ
れ
ま
で
記
者
と
し
て
が
ん
た
。
治
療
や
病
状
は
そ
れ
ぞ
れ
乳
が
ん
が
分
か
っ
て

1

年
が
に
な
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な

に
つ
い
て
の
取
材
に
関
わ
り
、
違
う
が
、
「
自
分
だ
け
で
は
な
過
ぎ
た
。
再
建
ま
で
終
え
、
今
い
。

多
く
の
人
か
ら
体
験
談
を
聞
か
い
」
と
思
え
る
だ
け
で
心
強
か
こ
う
し
て
以
前
と
変
わ
ら
な
い
「

2

人
に
1

人
が
か
か
る
あ

り
ふ
れ
た
病
気
」
と
よ
く
言
わ

「
が
ん
友
」
の
存
在
心
強
く
れ
る
が
、
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
ら
や
っ
ぱ
り
つ
ら
い
。
そ

せ
て
も
ら
っ
た
。
手
前
み
そ
に
っ
た
。
生
活
を
送
れ
る
あ
り
が
た
み
を
れ
な
の
に
、
が
ん
で
あ
る
こ

な
る
が
、
い
ざ
自
分
が
病
気
に
入
院
中
に
「
が
ん
友
」
も
で
感
じ
て
い
る
。
一
方
、
健
康
は
と
を
周
囲
に
隠
し
て
生
活
せ
ざ

直
面
し
た
時
、
そ
の
一
つ
一
つ
き
た
。
乳
房
全
摘
と
再
建
の
方
当
た
り
前
の
も
の
で
は
な
い
こ
る
を
得
な
い
患
者
も
少
な
く
な

が
大
き
な
励
み
や
助
け
に
な
っ
針
が
同
じ
で
、
退
院
後
も
診
察
と
を
思
い
知
っ
た
。
病
を
経
験
い
。
家
族
や
友
人
が
実
は
闘
病

た
。
日
を
合
わ
せ
て
会
っ
た
り
、
メ
し
て
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
と
中
と
い
う
人
は
大
勢
い
る
だ
ろ

が
ん
と
分
か
っ
て
間
も
な
いl
ル
で
頻
繁
に
や
り
と
り
し
た
仕
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
生
活
う
。

う
ち
に
、
乳
が
ん
患
者
会
「
あ
り
し
た
。
治
療
や
仕
事
、
今
後
の
め
り
は
り
を
以
前
よ
り
意
識
私
よ
り
ず
っ
と
大
変
な
経
験

け
ぼ
の
会
」
に
も
入
っ
た
。
入
の
不
安
を
語
り
合
い
、
時
に
心
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
を
し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い

院
中
は
集
ま
り
に
参
加
し
、
不
細
さ
を
感
じ
る
中
で
、
同
じ
立
今
後
も
し
ば
ら
く
経
過
観
察
る
の
は
分
か
っ
て
い
る
。
そ
れ

安
な
気
持
ち
を
聞
い
て
も
ら
っ
場
で
話
せ
る
と
い
う
存
在
は
大
が
続
く
。
再
建
し
た
乳
房
も
数
で
も
、
今
回
の
体
験
記
を
書
く

手ム
の

.. 
・ . 

. 

. 

. 

. 

・.

" 

" 

" 

. 

. 

. 

. 
・.

・.

" 

" 

・ . 

. 

. 

. 

・.

" 

" 

" 

" 

・.

・ . 

. 

. 

・.

・ . 

. 

. 

. 

・.

・.

体
験
記患

者
の
思
い
を
知
る

僚
に
「
待
っ
て
た
よ
」
「
お
帰

り
」
と
笑
顔
で
声
を
掛
け
て
も

ら
い
、
う
れ
し
か
っ
た
。
「
や

れ
る
だ
け
頑
張
っ
て
み
よ
う
」

と
思
え
た
。

(
報
道
部
・
江
森
美
奈
子
)
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新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
間
山
日
(
金
)

こ
と
に
し
た
の
は
、
同
じ
状
祝

の
誰
か
に
と
っ
て
少
し
で
も
参

考
に
な
っ
た
り
、
早
く
病
気
が

見
つ
か
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

り
し
た
ら
、
う
れ
し
い
と
の
思

い
か
ら
だ
。

病
気
へ
の
理
解
が
広
が
り
、

患
者
本
人
や
周
囲
の
人
が
暮
ら

し
ゃ
す
い
環
境
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

連
載
中
、
自
身
や
家
族
が
が

ん
を
経
験
さ
れ
た
と
い
う
方
か

ら
多
く
の
手
紙
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

(
報
道
部
・
江
森
美
奈
子
〉

H

お
わ
りH

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
呂
田
(
金
)
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なの?かわいそう髪を失う

寄
付
活
動
取
材

病
気
や
け
が
で
髪
を
失
っ
た
人
た
ち
が

使
う
ウ
ィ
ッ
グ
(
か
つ
ら
)
の
た
め
に
自

分
の
髪
を
寄
付
す
る
「
ヘ
ア
ド
ネ
I

シ
ヨ

ン
」
。
そ
の
活
動
を
取
材
し
て
き
た
児
童

文
学
作
家
が
一
冊
の
本
を
出
版
し
た
。

「
ウ
ィ
ッ
グ
が
必
要
な
人
は
か
わ
い
そ
う

な
の
か
」
と
い
う
問
い
と
向
き
合
っ
て
書

い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
だ
。

「
髪
が
つ
な
ぐ
物
語
」
(
文

研
出
版
)
を
ま
と
め
た
の
は
、

福
井
県
敦
賀
市
の
別
司
芳
子
さ

ん
(
貯
)
。
2
0
1
5

年
秋
、
新

聞
で
紹
介
さ
れ
て
い
たNP
O

法
人
「J
H
D
&
C

」
(
大
阪

市
北
区
)
の
渡
辺
貴
一
代
表

(
必
)
の
話
に
目
が
釘
付
け
に
な

語ip!禁

児
童
書
に

っ
た
。
寄
付
さ
れ
た
髪
で
子
ど

も
用
の
ウ
ィ
ッ
グ
を
作
っ
て
届

け
る
。
「
こ
ん
な
活
動
が
あ
る

ん
だ
。
直
接
話
を
聞
き
た
い
」

と
事
務
所
を
訪
ね
た
。

別
司
さ
ん
に
は
円
形
脱
毛
症

の
経
験
が
あ
る
。
小
学
生
の
こ

ろ
か
ら
で
高
校
時
代
に
頭
頂
部

が
5
0
0

円
玉
ほ
ど
の
大
き
さ

に
援
け
た
と
き
は
「
笑
わ
れ
な

い
か
不
安
で
た
ま
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
。

活
動
に
共
感
し
た
別
司
さ
ん

は
休
日
に
事
務
所
に
通
い
、
髪

の
仕
分
け
作
業
な
ど
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
。

あ
る
日
、
渡
辺
さ
ん
が
聞
い

た
。
「
ウ
ィ
ッ
グ
が
必
要
な
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
つ
て
な
い
?
」
。
そ

れ
は
、
別
司
さ
ん
の
話
す
言
葉

や
表
現
に
「
哀
れ
み
」
の
視
点

を
感
じ
た
か
ら
だ
っ
た
。
渡
辺

さ
ん
に
は
「
『
哀
れ
み
』
は
、

自
分
と
は
無
関
係
だ
と
思
っ
た

と
き
に
出
る
表
現
だ
」
と
の
思

い
が
あ
っ
た
。

別
司
さ
ん
は
と
っ
さ
に
「
思

っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

で
も
、
「
正
直
に
い
う
と
か
わ

い
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
る
自

分
」
が
い
た
。
な
ぜ
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
う
の
か
。
渡
辺
さ
ん

の
問
い
の
意
味
を
考
え
た
い
と

思
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
学
校
を
舞
台
に

し
た
小
学
生
の
物
語
な
ど
を
書

い
て
き
た
が
、
活
動
を
紹
介
す

る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
書
く

こ
と
を
決
め
、
同
年
春
か
ら
そ

の
た
め
の
取
材
を
始
め
た
。

髪
を
伸
ば
し
て
寄
付
し
た

子
、
ウ
ィ
ッ
グ
を
受
け
取
っ
た

子
、
活
動
を
映
像
作
品
に
ま
と

め
た
高
校
生
、
ウ
ィ
ッ
グ
を
扱

う
企
業
な
ど
全
国
各
地
で
印
人

以
上
の
話
を
聞
い
て
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
集
め
た
。

全
頭
脱
毛
で
普
段
は
帽
子
を

か
ぶ
っ
て
過
ご
す
女
の
子
の
話

を
聞
い
た
と
き
の
こ
と
。
鉄
棒

で
遊
ん
で
い
た
ら
、
帽
子
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
姿
を
見

た
友
だ
ち
は
大
爆
笑
。
た
だ
、

彼
女
は
そ
れ
が
う
れ
し
か
っ
た

と
い
う
。

別
司
さ
ん
は
最
初
、
彼
女
の

気
持
ち
が
理
解
で
き
な
か
っ

た
。
で
も
、
彼
女
の
母
親
に

「
引
い
て
し
ま
っ
た
り
、
変
な

も
の
を
見
た
と
い
う
顔
を
さ
れ

た
り
し
た
方
が
傷
つ
く
で
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
、
ハ
ッ
と
し
た
。

取
材
を
通
じ
、
「
髪
で
悩
む

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
『
か
わ

い
そ
う
』
と
思
わ
れ
る
こ
と
は

つ
ら
い
こ
と
だ
と
気
づ
い
た
」

と
い
う
別
司
さ
ん
。
作
品
を
読

ん
だ
渡
辺
さ
ん
は
「
色
々
な
人

が
髪
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一

人
ひ
と
り
に
聞
い
た
こ
と
を
並

べ
た
ら
深
み
が
出
た
。
哀
れ
み

で
は
な
く
、
差
異
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
多
様
性
を
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
。
本

は
A
5
判
1
5
9
m
1、
税
込
み

1
4
0
4

円
。
(
寺
尾
佳
恵
)

38 

朝

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
1

月
引
日
(
水
)
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闘
?丙

明
る
く
生
き
る

「
難
病
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
」
。
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
名
前
の
ブ
ロ
グ
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
発
信
者
は
運
動
機
能
が
衰
え
て
い
く
神
経
難
病
と
が
ん
を
患

う
水
谷
八
香
さ
ん
(
三
邑
U

浜
松
市
中
区
。
医
師
か
ら
余
命
わ
ず
か
と
宣
告
さ
れ
な
が
ら
、
明
る

く
前
向
き
に
日
々
の
暮
ら
し
を
つ
づ
っ
て
い
る
。
(
古
根
村
進
然
)

今
月
上
旬
、
入
院
し
て
い
た

静
岡
県
磐
田
市
内
の
病
院
。
水

谷
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
の
脇
の
点
滴

棒
に
は
色
と
り
ど
り
の
千
羽
鶴

が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
水
谷
さ

ん
の
ブ
ロ
グ
を
見
た
と
い
う
県

外
の
中
学
三
年
生
の
女
子
生
徒

が
「
力
に
な
り
た
い
」
と
送
っ

て
く
れ
た
。
女
子
生
徒
の
呼
び

掛
け
に
応
じ
た
同
級
生
ら
一
一
盲

人
ほ
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
折
っ

た
の
だ
と
い
う
。
「
見
た
こ
と

も
話
し
た
こ
と
も
な
い
お
ば
さ

ん
の
た
め
に
作
っ
て
く
れ
て
。

こ
れ
ほ
ど
の
う
れ
し
泣
き
を
し

た
の
は
初
め
て
で
す
」

水
谷
さ
ん
は
名
古
屋
市
内
の

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
た
十
九

歳
の
頃
、
上
咽
頭
が
ん
を
発
症

し
、
放
射
線
と
抗
が
ん
剤
治
療

で
克
服
し
た
。
会
社
員
の
夫
と

結
婚
、
二
人
の
息
子
に
恵
ま
れ

た
。
二
十
九
歳
の
時
、
重
護
師

だ
っ
た
母
親
の
原
田
み
ず
え
さ ん

(
六
六
)
に
憧
れ
て
、
浜
松
市
の

医
療
専
門
学
校
に
入
学
。
お
湯

を
注
ぐ
の
が
難
し
く
な
っ
た

り
、
歩
く
時
に
ふ
ら
つ
い
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
卒
業
し

て
地
元
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
看
護
師
と
し
て
働
き
始
め

た
が
、
や
が
て
症
状
が
悪
化
。

二
O
一
六
年
五
月
、
検
査
で
病

名
が
分
か
っ
た
。
「
脊
髄
小
脳

変
性
症
」
と
い
う
難
病
だ
っ

た
。実

は
祖
母
も
父
親
も
同
じ
病

気
で
亡
く
な
り
、
妹
も
発
症
し

て
い
た
。
い
つ
か
自
分
も
、
と

恐
れ
て
い
た
が
、
本
当
に
な
る

な
ん
て
・
:
。
「
娘
二
人
と
も

(
病
気
に
)
な
っ
て
ご
め
ん
」
。

泣
き
な
が
ら
母
親
に
謝
っ
た
。

そ
ん
な
娘
に
み
ず
え
さ
ん
が
勧

め
た
の
が
ブ
ロ
グ
だ
。
「
大
変

な
人
生
を
歩
ん
で
き
て
も
、
へ

こ
た
れ
な
い
姿
は
、
み
ん
な
の

励
み
に
な
る
よ
」

ブ
ロ
グ
の
名
前
は
自
分
で
考

え
た
。
「
(
病
気
が
ち
な
)
自

分
の
こ
と
を
明
る
く
伝
え
た
か

っ
た
」
と
話
す
。

「
進
行
が
超
ゆ
っ
く
り
で
あ

れ
息
子
に
は
ぜ
1
1
1
1

っ

た
い
遺
伝
し
て
な
い
で
」
(
一

六
年
六
月
二
十
三
日
)
、
「
い

つ
ま
で
も
働
き
た
い
の
に
帰
り

道
は
足
が
フ
ラ
フ
ラ
で
杖
ヨ
タ

ヨ
タ
し
な
が
ら
歩
い
て
ま
す
」

(
一
七
年
十
二
月
八
日
)
。
ブ

ロ
グ
に
は
闘
病
の
日
々
を
明
る

い
調
子
で
記
し
て
き
た
。

「難病サラブレッド J 浜松の女性ブログ話題に

内
圃
脊
髄
小
脳
変
性
症
小
脳

F
L

や
脊
髄
の
神
経
細
胞
が
少
し

ず
つ
壊
れ
、
運
動
機
能
が
失
わ
れ
て

い
く
病
気
の
総
称
。
ふ
ら
つ
き
ゃ
手

の
震
え
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
な
ど

患
者
の
患
い
を
知
る

の
症
状
を
伴
う
。
症
状
を
和
ら
げ
る

対
症
療
法
は
あ
る
が
、
根
治
療
法
は

な
い
。
国
の
医
療
受
給
者
証
を
持
つ

患
者
は
2
0
1
6

年
度
末
時
点
で
全

国
に
約
2

万
7
0
0
0

人
い
る
。

「
急
展
開
」
と
題
し
て
発
信

し
た
の
は
今
月
七
日
。
過
去
の

放
射
線
治
療
が
原
因
と
さ
れ
る

が
ん
が
見
つ
か
り
「
余
命
宣

止E
さ
れ
た
こ
と
を
打
ち
明
け

た
。
首
に
で
き
た
腫
療
が
神
経

な
ど
を
傷
つ
け
、
い
つ
首
か
ら

下
が
動
か
せ
な
く
な
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
状
態
だ
と
い
う
。

「
が
ん
ば
れ
私
、
お
こ
せ
奇
跡

!
み
ん
な
の
願
い
届
けl
」
。

大
き
く
赤
字
で
そ
う
書
い
た
。

最
近
で
は
十
七
日
、
家
族
で

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
出

掛
け
た
こ
と
を
つ
づ
っ
た
。
写

真
の
中
、
水
谷
さ
ん
は
ミ
ニ
l

マ
ウ
ス
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
着

て
、
楽
し
そ
う
に
ピl
ス
サ
イ

ン
を
出
し
て
い
る
。
「
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
子
ど
も
た
ち

を
学
校
に
送
り
出
し
、
帰
つ
で

き
た
ら
叱
っ
て
っ
て
い
う
生
活

を
続
け
て
い
き
た
い
」
。
水
谷

さ
ん
は
そ
う
願
っ
て
い
る
。

東
京
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
初
日
(
金
)

人一
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Z
H
I
-
-
2
悶
)
で
紹
介
し
て
い
る
0
.一
…
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
通
常
、
「
あ

私
が
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
と
出
合
っ
た
川
な
た
が
異
変
に
気
付
か
れ
て
か
ら
今

の
は
2
0
0
5

年
。
大
学
卒
業
後
は
川
ま
で
の
こ
と
を
自
由
に
お
話
し
く
だ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
雑
誌
の
編
集
に
携
一
山
さ
い
」
と
い
う
問
い
か
け
か
ら
始
め

わ
っ
て
い
た
が
、19
8
9

年
、
結
ι…
る
。
質
問
を
限
定
せ
ず
、
体
験
し
た

婚
を
機
に
海
外
留
学
に
踏
み
切
り
、
川
人
に
し
か
話
せ
な
い
こ
と
を
語
っ
て

米
東
海
岸
の
大
学
院
で
ア
メ
リ
カ
文
，
・
…
も
ら
う
た
め
だ
。

化
や
ジ
ェ
ン
ダl
の
社
会
学
に
つ
い
・
山
同
じ
乳
が
ん
の
体
験
で
も
、
病
気

て
学
ん
で
部
年
に
帰
国
し
た
。
し
か
・
…
…
の
進
行
度
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

し
、
子
供
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
不
山
家
族
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
影
響
は
異

妊
治
療
を
受
け
た
り
、
婦
人
税
疾
患
.
・
…
な
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
た
人
が

「
患
者
の
語
り
が
医
療
を
変
え
る
」
の
患
者
会
に
関
わ
っ
た
り
す
る
う
ち

ι…
「
個
々
の
患
者
の
体
験
の
デ
l

タ
自
分
に
近
い
体
験
と
出
合
え
る
よ
う

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
こ
に
、
次
第
に
関
心
が
医
療
へ
と
移
つ
川
べ

l

ス
」
を
意
味
す
る
単
語
の
頭
文
に
、
な
る
べ
く
立
場
の
異
な
る
人
た

の
叩
年
間
、
私
た
ち
、
認
定
N
P
O

て
い
っ
た0

・
.
…
字
を
組
み
合
わ
せ
た
「

D
I
P
E
x

ち
を
探
し
て
い
る
。

法
人
「
健
康
と
病
い
の
語
り
デ
ィ
ペ
そ
ん
な
中
で
関
わ
っ
て
い
た
厚
生
以
(
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
)
」
と
い
う
活
動
「
患
者
の
語
り
」
に
つ
い
て
は
一

ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
」
は
2
5
0

人
労
働
省
研
究
班
の
班
員
と
し
て
、
診
…
…
…
を
知
っ
た
の
は

2
0
0
5

年
。
当
時
部
の
医
療
関
係
者
か
ら
「
素
人
の
思

を
超
え
る
患
者
、
家
族
と
向
き
合
い
、
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
へ
の
患
者
参
…
.
…
は
客
観
的
な
統
計
デ

l

タ
を
用
い
た
い
込
み
や
ク
レ
ー
マ

l

的
な
不
平
不

そ
の
言
葉
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
画
の
状
況
を
調
べ
に
英
国
を
視
察
し
川
「
根
拠
に
基
づ
く
医
療
」

(
E
B
M
)

満
ば
か
り
に
な
る
の
で
は
」
と
疑
問

し
て
き
た
。
た
際
、
初
め
て
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
の
存
以
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
私
は
大
勢
の
視
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

「
個
々
の
患
者
の
体
験
の
デ
ー
タ
在
を
知
っ
た
。
当
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
川
患
者
を
診
る
医
師
に
は
有
益
な

E
B

私
た
ち
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開

べ
!
ス
」
を
意
味
す
る
単
語
の
頭
文
ト
の
普
及
に
よ
り
、
顔
の
見
え
な
い
…
…
・

M
も
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
の
意
思
す
る
「
患
者
の
語
り
」
は
専
門
医
、

字
を
組
み
合
わ
せ
た
「DI
P
E
x

匿
名
の
患
者
体
験
の
情
報
が
急
速
に
一
決
定
に
は
何
か
足
り
な
い
も
の
が
あ
専
門
看
護
師
、
患
者
会
ス
タ
ッ
フ
な

(
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
)
」
と
い
う
こ
の
増
殖
し
て
い
た
。
名
前
は
伏
せ
ら
れ
…
…
・
る
と
感
じ
て
い
た
。
ど
か
ら
な
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

l

委
員

取
り
組
み
は
「
病
気
の
苦
し
さ
や
悩
て
い
た
も
の
の
、
患
者
が
顔
を
出
し
川
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
は
患
者
や
家
族
が
会
が
事
前
に
医
学
的
な
間
違
い
や
誤

み
を
も
っ
と
も
良
く
知
っ
て
い
る
の
で
自
ら
の
体
験
に
つ
い
て
語
っ
て
い
山
一
病
気
や
医
療
と
向
き
合
っ
て
得
た
経
解
を
招
く
よ
う
な
表
現
を
チ
ェ
ッ
ク

は
、
そ
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
本
る
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
に
強
い
衝
撃
を
受
川
験
を
活
用
す
る
た
め
に
オ
ッ
ク
ス
フ
し
て
い
る
。
語
り
手
も
顔
が
出
る
た

人
だ
」
と
い
う
、
ご
く
当
た
り
前
の
け
た
の
で
あ
る

0

・
…
・
ォ

l

ド
大
学
が
開
発
し
た
。
集
め
ら
め
、
匿
名
投
稿
で
時
折
見
か
け
る
無

こ
と
に
気
づ
い
た2
人
の
英
国
人
医
一
患
者
や
家
族
が
主
体
的
に
病
気
と
一

i
l
i
l
i
-
-
i
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
!

日
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
談
は
、
確
率
一
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
設
立
準
一
責
任
な
発
言
は
全
く
な
か
っ
た
。

師
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
一
向
き
合
う
た
め
の
情
報
と
心
の
支
え
一
さ
く
ま
・
り
か

1
9
5
9

年
生
ま
…
…
…
論
で
は
割
り
切
れ
な
い
患
者
の
心
に
一
備
会
を
立
ち
上
げ
た
。
一
こ
う
し
た
決
め
ら
れ
た
手
法
で
体

近
年
、
「
串
著
中
心
の
医
療
」
と
一
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
映
一
れ
。
回
年
東
京
大
学
文
学
部
心
理
学
制
…
響
く
も
の
が
あ
っ
た
。
一
町
年
に
国
の
研
究
費
助
成
を
受
け
一
系
的
に
体
験
談
を
集
め
て
い
る
の
が

一

T

ム
一
卒
。
月
刊
誌
の
編
集
者
な
ど
を
経
て

2
.

…
一
一

い
う
言
葉
が
医
療
者
中
心
で
唱
え
ら
一
像
・
音
声
と
と
も
に
届
け
る
の

p

一0
0
7年
4
月
か
ら
現
職
。
凶
年
に
米
…
…
帰
国
後
、
私
は
受
講
し
て
い
た
社
一
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
乳
三
一
「
健
康
と
病
い
の
語
り
デ

l

タ
ベ
l

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
私
た
ち
は
一
た
ち
の
仕
事
だ
。
現
在
、
乳
か
ん
、
一
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
大
学
院
社
会
学
制
…
…
会
人
講
座
で
日
本
版
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
一
と
前
立
腺
か
ん
の
語
り
で
あ
る
メ
十
ス
」

(
Fご
唱
え
\
言
語
・
丘
三
H
F
C

患
者
が
た
だ
単
に
中
心
に
い
る
だ
け
一
前
立
腺
が
ん
の
体
験
者
、
認
知
症
の
一
修
士
号
取
得
。
…
…
…
の
開
設
を
研
究
テ

l

マ
に
選
ん
だ
。
一
ン
パ

l

は
「
患
者
が
顔
を
出
し
て
語
一
司
問
)
の
最
大
の
特
長
な
の
で
あ
る
。

で
は
な
く
、
患
者
が
主
体
と
な
っ
て
一
本
人
と
介
護
家
族
、
が
ん
検
診
や
臨
一
・
…
…
受
講
生
仲
間
の
紹
介
で
、
英
国
デ
ィ
一
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
心
配
し

選
び
取
っ
て
い
く
医
療
が
必
要
だ
と
一
床
試
験
の
体
験
者
の
「
語
り
」
を
ウ
一
川
ペ
ッ
ク
ス
の
創
設
者
と
旧
知
の
間
柄
一
た
が
、
大
多
数
の
協
力
者
が
映
像
の

考
え
て
い
る
。
ェ
ブ
サ
イ
ト
(
宝
石
田
え
\
当
者
戸
丘
一
山
だ
っ
た
別
府
宏
国
医
師
と
出
会
い
、
一
収
録
に
同
意
し
て
く
れ
た
。

患
者
の
患
い
を
知
る

胞を3fラ

患者らの体験談、心に響く

席者全ラ

患者の語りが医療を変える

佐久間りかさん②

佐久間りかさん①

健康と病いの語り
ディペックス・ジャパン事務局長

健康と病いの語り
デ.ィペックス・ジャパン事務局長

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
間
町
田
(
月
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
笥
日
(
月
)
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分
ひ
と
り
が
そ
の
よ
う
な
思
い
を
し
…
…
一
ペ
ー
ジ
近
い
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
の
制
作

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
知
る
。
…
…
…
等
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。

体
験
者
の
言
葉
を
借
り
て
家
族
や
医
山
一
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
大

療
者
に
説
明
も
で
き
る
。
…
…
…
学
に
所
属
す
る
研
究
者
と
協
働
し
て

「
語
り
」
が
新
た
な
「
語
り
」
を
一
一
獲
得
し
た
公
的
な
研
究
助
成
金
を
原

生
み
、
前
に
踏
み
出
す
き
っ
か
け
を
出
資
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
。
研
究
助

作
る
触
媒
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
…
…
…
成
金
で
は
利
益
相
反
の
問
題
は
生
じ

て
い
る
の
だ
。
…
…
…
に
く
い
が
、
患
者
サ
イ
ド
か
ら
デ
|

「
乳
が
ん
の
語
り
」
が
公
開
さ
れ
一
…
…
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

た
2

年
後
、
私
は
人
間
ド
ッ
ク
で
乳
…
…
一
て
も
、
そ
の
疾
患
に
関
心
を
持
つ
研

が
ん
が
見
つ
か
っ
た
。
数
多
く
の
体
以
究
者
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
動
き

「
そ
こ
に
は
患
者
に
し
か
語
れ
な
験
者
の
声
を
聴
い
て
い
た
お
か
げ
以
患
者
の
体
験
を
体
系
的
に
集
め
て
出
せ
な
い
。

い
言
葉
が
あ
る
」
。
私
た
ち
は
2
0

で
、
孤
独
感
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
よ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
発
信
す
そ
こ
で

2
0
1
7

年
度
か
ら
立
ち

0
9

年
目
月
、
こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
「
語
り
」
に
何
度
も
救
わ
れ
た
。
治
一
…
一
る
「
健
康
と
病
い
の
語
り
デ
ー
タ
ベ
上
が
っ
た
「
ク
ロ
ー
ン
病
の
語
り
」

ピ
!
と
と
も
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
健
療
の
副
作
用
な
ど
も
「
い
つ
か
は
終
日

l

ス
」
(
『
ご
ま
に
\
巧
巧
巧
・

ι
ζ
3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

康
と
病
い
の
語
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
わ
る
ん
だ
」
と
落
ち
着
い
て
受
け
止
日

l
l」
・0『
同
)
。
色
々
な
面
で
ユ
ニ

1

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
も
活
用
し
て
、
広

を
公
開
し
た
(
宝
石
田
「
\
\
巧
巧
毛

-
E

め
ら
れ
た
。
…
一
ク
な
活
動
だ
が
、
中
で
も
特
に
私
が
く
一
般
の
方
々
、
利
益
相
反
の
問
題

言
H
i
l
-
-
2

開
)
。
「
認
知
症
の
語
り
」
で
は
「
ス
ト
…
…
…
共
鳴
し
た
の
は
「
利
益
相
反
」
に
つ
が
な
い
企
業
・
団
体
か
ら
の
寄
付
を

最
初
は
「
乳
が
ん
の
語
り
」
だ
け
レ
ス
の
か
か
る
一
言
で
毒
を
飲
ん
だ
…
一
…
い
て
の
考
え
方
で
あ
る
。
募
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

だ
っ
た
が
、
「
前
立
腺
が
ん
」
「
認
よ
う
に
ぐ
っ
た
り
し
て
し
ま
う
」
と
以
デ
ィ
ペ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
だ
け
今
後
は
、

7

月
に
「
慢
性
の
痛
み

知
症
」
「
大
腸
が
ん
検
診
」
「
臨
床
語
っ
て
い
る
の
を
聞
き
、
高
齢
の
母
一
…
…
で
な
く
、
世
界
出
力
国
に
広
が
る
デ
の
語
り
」
を
公
開
す
る
ほ
か
、
「
歯

試
験
・
治
験
」
の
「
語
り
」
が
加
わ
の
心
身
の
不
調
は
、
私
が
発
し
た
思
…
…
…
ィ
ペ
ッ
ク
ス
の
姉
妹
組
織
(
デ
ィ
ペ
・
口
の
健
康
と
病
い
の
語
り
」
「
心

っ
た
。
現
在
で
は
語
り
手
は
2
3
0

い
や
り
の
な
い
言
葉
の
せ
い
だ
っ
た
以
ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
不
全
の
語
り
」
「
障
害
学
生
の
語
り
」

人
を
超
え
、
お
よ
そ
印
時
間
分
の
イ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
気
…
…
…
加
盟
国
体
)
は
皆
、
特
定
の
「
医
薬
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
始
ま
っ
て
い

ン
タ
ビ
ュ
1

動
画
を
公
開
し
て
い
づ
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
…
…
…
品
・
医
療
機
器
、
そ
の
他
保
健
医
療
る
。

5

月
に
は
教
育
や
研
修
に
体
験

る
。
公
開
し
て
い
る
の
は
イ
ン
タ
ビ
医
療
者
か
ら
は
、
臨
床
の
現
場
で
一
一
…
関
連
製
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
者
の
語
り
を
使
い
た
い
人
向
け
の

ユ
f

で
収
録
し
た
膨
大
な
「
語
り
」
は
な
か
な
か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
…
…
…
企
業
・
団
体
」
か
ら
財
政
的
支
援
を
「
教
育
的
活
用
専
用
サ
イ
ト
」
も
開

の
約
2

割
。
残
り
は
研
究
や
教
育
用
一
副
作
用
や
術
後
の
合
併
症
の
リ
ス
ク
一
患
者
の
本
音
や
、
日
常
生
活
の
悩
み
…
…
…
受
け
な
い
こ
と
を
室
一
目
し
て
い
る
。
一
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
ら
を
律
す
一
設
す
る
。
既
に
公
開
さ
れ
て
い
る
デ

に
整
理
・
保
管
し
て
い
る
。
一
を
説
明
さ
れ
て
も
具
体
的
に
イ
メ

l

一
に
触
れ
ら
れ
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
…
…
…
当
事
者
の
経
験
か
ら
発
せ
ら
れ
た
一
る
意
昧
で
、
厳
密
な
ル
ー
ル
を
定
め
一

l

夕
べ
l

ス
も
定
期
的
に
見
直
し
、

こ
の
よ
う
な
当
事
者
の
尋
問
り
」
一
ジ
で
き
な
い
と
き
、
同
じ
よ
う
な
経
一
く
。
今
で
は
看
護
学
部
、
薬
学
部
な
…
…
…
言
葉
に
は
、
患
者
・
家
族
だ
け
で
な
一
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
新
た
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
追
加
し
て

が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
役
に
立
一
験
を
し
た
人
の
生
の
甫
は
治
療
選
択
一
ど
で
、
患
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
…
…
…
く
、
医
療
関
係
者
や
健
康
な
人
々
の
一
一
方
で
、

1

つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動

つ
の
だ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
も
過
去
一
の
際
の
一
助
に
な
る
。
一
た
め
の
教
育
に
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
…
…
…
行
動
さ
え
も
変
え
う
る
力
が
あ
る
。
一
を
作
る
た
め
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
一
を
ぜ
ひ
、
皆
様
の
善
意
で
支
え
て
い

の
体
験
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
の
だ
一
さ
ら
に
患
者
が
痛
み
や
し
び
れ
、
一
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
一
一
そ
れ
だ
け
に
「
語
り
」
を
通
し
て
病
一
日
人
分
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
集
め
る
一
た
だ
き
た
い
。
(
こ
の
項
お
わ
り
)

か
ら
、
最
先
端
の
治
療
法
の
情
報
源
一
不
安
や
孤
独
な
ど
自
分
の
心
身
の
状
一
…
一
一
気
や
死
に
対
す
る
不
安
を
あ
お
っ
た
一
た
め
の
旅
費
、

1
0
0

時
間
近
い
録

と
は
な
り
え
な
い
。
一
態
を
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
と
一
…
…
…
り
、
特
定
の
治
療
法
や
商
品
の
利
用
一
音
記
録
の
文
字
起
こ
し
、

4
0
0

を

と
こ
ろ
が
医
師
か
ら
抗
が
ん
剤
の
一
き
、
体
験
者
の
語
り
に
触
れ
れ
ば
「
自
一
以
を
誘
導
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
一
超
す
動
画
・
音
声
の
編
集
、

5
0
0

向者2m

体験者の声不安受け止める

③ りかさん佐久間健康と病いの語り
ディペックス・ジャパン事務局長

局当3fう

m
p
 利害なき「語り」のために

④ 佐久間りかさん健康と病いの語り
ディペックス・ジャパン事務局長

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
5

日
(
月
)

患
者
の
患
い
を
知
る

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
ロ
目
(
月
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。41 
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一一寸

県内のがん診療連携拠点病院や産婦人税診療所など18施設が17 日までに、 40歳未満の小児・若年

がん患者らの生殖医療充実に向け「県がん生殖医療ネットワーク (EON) J を立ち上げた。患者

の子どもをつくる能力「妊苧(にんよう)性」の温存に関する情報提供や的確な治療、未受精卵子

・精子や受精卵の凍結保存、がん治療後の妊娠サポートなどで連携する。

18施設ネットワーク設立 ・・・・|磐
年
が
ん
患
者
の

理
殖
医
療
充
実

E
O
N

事
務
局
の
愛
媛
大
医

学
部
附
属
病
院
(
東
温
市
)
産

婦
人
税
に
よ
る
と
、
治
療
技
術

の
進
歩
で
が
ん
患
者
の
生
存
率

が
高
ま
る
一
方
、
抗
が
ん
剤
や

放
射
線
治
療
な
ど
で
妊
苧
性
を

失
う
患
者
が
少
な
く
な
い
た

め
、
将
来
を
考
え
た
医
療
体
系

整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
中
予
の
四
国
が
ん

セ
ン
タ
ー
、
県
立
中
央
病
院
、

医
学
部
附
属
病
院
を
中
心
に
病

院
や
医
師
の
つ
な
が
り
で
妊
苧

性
温
存
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
病
院
や
医
師
に
よ
っ
て
提

供
す
る
情
報
や
医
療
に
差
が
出

妊
苧
性
温
存

連
携
拠
点
病
院
の
四
国
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
東
中
南
予
の

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

と
が
ん
診
療
連
携
推
進
病
院
の

計
日
病
院
が
参
加
。
生
殖
医
療

施
設
と
し
て
は
松
山
市
の
民
間

3

診
療
所
が
協
力
す
る
。

が
ん
診
療
施
設
は
患
者
に
妊

苧
性
温
存
に
関
す
る
情
報
を
早

期
提
供
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
希
望
が
あ
れ
ば
、
医
学
部
附

属
病
院
に
つ
な
ぐ
。
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
結
果
は
、
治
療
に
当
た

る
が
ん
診
療
施
設
や
受
精
卵
の

凍
結
保
存
な
ど
を
担
う
生
殖
医

療
施
設
と
共
有
し
、
ス
ム
ー
ズ

J¥ 

が
ん
生
殖
医
療
小
児
・
若

年
が
ん
患
者
ら
の
が
ん
治
療
を

最
優
先
に
し
つ
つ
、
配
慮
可
能

な
場
合
は
放
射
線
や
抗
が
ん
剤

な
ど
の
治
療
で
損
な
わ
れ
る
妊

苧
性
を
温
存
す
る
。
未
受
精
卵

子
・
精
子
、
受
精
卵
、
卵
巣
の

凍
結
保
存
の
ほ
か
、
卵
巣
を
つ

り
上
げ
て
放
射
線
照
射
を
極
力

避
け
る
方
法
、
一
部
切
除
で
子

宮
や
卵
巣
を
残
す
方
法
な
ど
が

あ
る
。

山
隆
教
授
(
日
)
リ
産
婦
人
税
学

川
の
試
算
で
は
、
が
ん
を
経
験

し
た
全
国
の
小
児
・
若
年
サ
パ

イ
パ
ー
が1
年
間
に
男
性
約5

42 

と
推
定
し
て
い
る
。

圏
内
で
は2
0
1
2

年
に
日

本
が
ん
・
生
殖
医
療
学
会
が
発

足
。
愛
媛
で
は
同
年
、
県
内
の

産
婦
人
斜
医
ら
約
別
人
で
つ
く

る
「
愛
媛
生
殖
医
学
研
究
会
」

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を

協
議
し
、E
O
N

の
設
立
準
備

情
報
共
有
や
治
療
連
携

..参断・治療

.フ::t口一アップ
・疑事後灘存に
測する穣織の
情報鍵侠
・迅速綜療疾患の
治療介入

生
殖
医
療
の
周
知
を
図
る
。
医

学
部
附
属
病
院
は
日
年
3

月
か

ら
生
殖
医
療
の
専
門
医
不
足
で

受
精
卵
な
ど
の
凍
結
保
存
を
休

止
中
だ
が
、
長
期
保
存
を
見
据

え
幻
年
を
め
ど
に
再
開
す
る
予

定
。
杉
山
教
授
は
「
患
者
が
ス

ム
ー
ズ
に
が
ん
生
殖
医
療
を
受

け
ら
れ
て
い
る
か
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
患
者
が
国

の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

(
多
和
史
人
)
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光を見たい治療も出産も

な
い
よ
う
、
日
本
癌
(
が
ん
)

治
療
学
会
策
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
診
療
す
る
。

E
O
N

に
は
、
県
が
ん
診
療

な
妊
苧
性
温
存
と
迅
速
な
が
ん

治
療
を
目
指
す
。

E
O
N

代
表
を
務
め
る
愛
媛

大
大
学
院
医
学
系
研
究
糾
の
杉 5

0
0

人
、
女
性
約1
万
1

千

人
の
ペ
ー
ス
で
増
加
。
県
内
で

は
男
性
約
別
人
、
女
性
約
1
0

0

人
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る を

進
め
て
い
た
。

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
え

ひ
め
」
な
ど
でE
O
N

ゃ
が
ん

一ー

…ー
一ー
~-~ 

U1 

L::J・圃園

町句r 寸圃
... 工 I

u劦!!: 
lO!!お!!It

一~・・・…-

I 伊岬4・
b 電i蝿a・

Lお1・

県
内
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
や
産
婦
人
糾
診
療
所
な
ど
四
施

設
が
連
携
し
、
将
来
的
に
子
ど
も
を
望
む
小
児
・
若
年
が
ん
患
者
ら

の
生
殖
医
療
体
系
を
整
備
す
る
「
県
が
ん
生
殖
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
E
O
N
)」が
始
動
し
た
。
元
患
者
ら
は
設
立
を
歓
迎
す
る
一
方
、

が
ん
生
殖
医
療
情
報
や
家
族
を
含
め
た
心
理
面
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

充
実
を
求
め
る
声
も
上
が
っ
た
。

「
ど
う
し
よ
う
・
・
・
」
。
松
山
市
の
判

代
の
女
性
は2
0
1
5

年
2

尺
県

外
病
院
で
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
頭

の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
結
婚
か

ら
約4
カ
月
。
晩
婚
で
、
す
ぐ
に
子
ど

も
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
た
め
、

妊
娠
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

う
と
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。

「
妊
娠
し
た
い
」
。
県
外
病
院
で
紹

介
さ
れ
た
四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
医

師
に
伝
え
る
と
、
採
卵
を
勧
め
ら
れ
、

日
年4
月
の
が
ん
摘
出
か
ら
放
射
線

治
療
開
始
ま
で
の
約2
カ
月
の
聞
に

市
内
の
産
婦
人
税
診
療
所
で
受
精
卵

を
凍
結
保
存
し
た
。
「
治
療
と
妊
娠
が

両
立
で
き
る
と
分
か
り
、
安
心
し
た
」

が
ん
の
ホ
ル
モ
ン
治
療
は
月
経
が

慣
久
的
に
止
ま
る
可
能
性
な
ど
も
考

慮
し
、
延
期o
m
年
に
受
精
卵
を
子

宮
内
に
移
植
し
、
打
年
に
双
子
を
出

産
し
た
。
「
出
産
ま
で
安
心
で
き
な

か
っ
た
が
、
無
事
に
た
ど
り
着
け
て

本
当
に
ほ
っ
と
し
た
。
双
子
の
子
育

て
は
大
変
だ
が
喜
び
は
2

倍
以
上
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

「
が
ん
と
分
か
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
て
い
る
と
き
に
、
妊
娠
の
こ
と

ま
で
考
え
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。

先
が
見
え
な
く
て
す
ご
く
不
安
な
状

態
で
次
々
と
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

が
ん
治
療
と
妊
娠

ト重要に心のサボー
な
い
の
で
、
本
当
に
目
ま
ぐ
る
し
か

っ
た
」
。
女
性
は
当
時
を
振
り
返
り

「
が
ん
と
生
殖
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
の

情
報
は
あ
る
が
、
が
ん
生
殖
医
療
の

情
報
は
少
な
い
。
似
た
よ
う
な
境
遇

の
人
の
体
験
が
情
報
と
し
て
入
手
で

き
れ
ば
心
強
い
」
と
話
す
。

が
ん
を
経
験
し
た
「
サ
パ
イ
パ
!
」

か
ら
は
、
情
報
提
供
の
在
り
方
に
改

善
を
求
め
る
声
も
上
が
る
。

患
者
や
家
族
ら
を
支
援
す
る
松
山

市
の
N
P
O

法
人
「
愛
媛
が
ん
サ
ポ

ー
ト
お
れ
ん
じ
の
会
」
に
よ
る
と
、

県
内
の
初
代
の
女
性
乳
が
ん
患
者

は
、
治
療
医
に
ホ
ル
モ
ン
治
療
と
妊

娠
・
出
産
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
た
が
「
治
療
が
優
先
で
し
ょ
」

と
言
わ
れ
、
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
。

お
歳
の
と
き
に
子
宮
頚
(
け
い
)

が
ん
が
見
つ
か
り
、
子
宮
を
全
摘
し

た
会
の
松
本
陽
子
理
事
長
(
臼
)
は

「
子
ど
も
を
産
め
な
く
な
っ
た
こ
と

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
沼
田
(
水
)

は
大
き
な
心
の
傷
に
な
っ
て
い
て
、

今
で
も
し
ん
ど
い
」
と
吐
露
。
「
妊

娠
、
出
産
は
と
て
も
繊
細
な
話
。
そ

れ
が
難
し
い
と
な
っ
た
と
き
の
ダ
メ

ー
ジ
は
計
り
知
れ
な
い
」
と
し
、
臨

床
心
理
士
や
看
護
師
ら
多
職
種
と
連

携
し
た
心
理
面
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ

く
り
が
必
要
と
指
摘
す
る
。

「
可
能
性
が
あ
る
の
に
、
情
報
が

な
い
た
め
に
妊
娠
で
き
な
く
な
る
こ

と
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
は
な
い
。
情
報

は
全
て
の
患
者
に
確
実
に
届
け
て
ほ

し
い
」
と
要
望
。
一
方
、
周
囲
の
過

度
の
期
待
が
患
者
の
重
荷
に
な
ら
な

い
か
危
倶
し
「
本
人
が
納
得
し
て
選

択
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ

っ
て
、
初
め
て
患
者
は
医
療
技
術
の

進
歩
を
思
恵
と
し
て
受
け
取
れ
る
」

と
強
調
し
た
。

(
多
和
史
人
)

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
沼
田
(
水
)
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医
療
関
係
者
が
組
織
構
築

妊
娠
中
、
が
ん
に
な
っ
た
母
親
と
生
ま
れ
て
く

る
子
ど
も
の
二
つ
の
命
を
守
ろ
う
と
、
医
療
関
係

者
ら
が
手
を
組
み
、
相
執
慧
口
の
設
置
や
患
者
情

報
の
共
有
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
(
追
跡
調
査
)
な

ど
に
取
り
組
む
「
県
妊
娠
期
か
ん
診
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
」
(
会
長
・
玉
城
研
太
朗
那
覇
西
ク

リ
ニ
ッ
ク
診
療
部
長
)
が
今
月
か
ら
本
格
始
動
す

る
。
妊
娠
期
の
が
ん
診
療
に
特
化
し
、
医
療
機
関

を
ま
た
い
だ
関
係
者
ら
が
連
携
し
て
診
療
に
当
た

る
組
織
の
構
築
は
全
国
で
初
め
て
。

玉
城
会
長
ら
が
四
目
、
県
庁
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ

l
(
精
神
腫

記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
、
「
以
虜
学
)
専
門
医
、
看
護
師
ら
お

前
は
中
絶
し
て
が
ん
治
療
を
す
人
が
役
員
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
妊
娠
を
就
任
。
県
医
師
会
や
県
看
護
協

継
続
し
な
が
ら
化
学
療
法
や
手
会
、
琉
球
大
学
、
県
立
病
院
、

術
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
那
覇
市
立
病
院
な
ど
も
加
わ

き
た
。
今
ま
で
助
け
る
こ
と
が
り
、
連
携
体
制
を
構
築
し
た
。

で
き
な
か
っ
た
母
親
と
子
ど
も
妊
娠
中
に
が
ん
に
な
る
の
は

の
二
つ
の
命
を
助
け
る
の
が
使
千
人
に

1

人
の
割
合
で
、
県
内

命
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
で
は
年
間
凶

1

口
人
程
度
の
試

県
内
外
の
が
ん
専
門
医
や
産
算
に
な
る
。

婦
人
科
医
、
新
生
児
・
小
児
科
同
会
は
妊
娠
中
の
が
ん
患
者

医
、
精
神
・
心
理
的
分
野
の
サ
が
、
が
ん
治
療
施
設
を
受
診
し 「母と子二つの命守る」全国初

た
際
、
患
者
の
同
意
を
得
た
上

で
主
治
医
か
ら
会
に
連
絡
し
、

関
係
す
る
専
門
医
ら
に
よ
る
緊

急
会
議
を
開
い
て
患
者
の
診
療

情
報
を
共
有
。
多
く
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
治
療
に
当
た

る
。
ま
た
、
治
療
に
よ
る
子
ど

も
へ
の
影
響
も
長
年
に
わ
た
っ

て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。

啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、

県
内
の
全
医
療
機
関
に
配
布
す

る
。
日
本
乳
が
ん
学
会
と
協
力

し
、
患
者
が
治
療
経
過
な
ど
を

書
き
込
み
、
主
治
医
と
専
門
医

ら
で
共
有
す
る
た
め
の
「
妊
娠

期
が
ん
手
帳
」
も
作
成
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
那
覇
西
ク
リ

ニ
ッ
ク
内
の
同
協
議
会
事
務

局
、
電
話0
9
8
(
8
5
8
)

F
b
-
b
F
D
司t
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
初
日
(
金
)

「A
Y
A
世
代
」
専
用

が
ん
患
者
ら
の
病
棟

大
阪
で
開
設

日
歳
か
ら
初
歳
代
の
「A
Y

A
(
ア
ヤ
)
世
代
」
の
が
ん
患

者
を
中
心
と
し
た
専
用
病
棟

(
幻
床
)
が
、
大
阪
市
都
島
区

の
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に

開
設
さ
れ
た
。
緩
和
ケ
ア
や
心

理
・
社
会
的
な
支
援
な
ど
に
、

医
師
や
専
任
の
看
護
師
ら
が
チ

ー
ム
で
取
り
組
む
。A
Y
A
世

代
専
用
の
病
棟
が
で
き
る
の

は
、
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン

タ
ー
に
次
い
で2
例
目
。

こ
の
世
代
は
、
が
ん
患
者
が

少
な
く
、
精
神
的
に
も
不
安
定

な
こ
と
が
多
い
。
進
学
や
就
職
、

結
婚
な
ど
、
人
生
の
節
目
と
治

療
の
時
期
が
重
な
り
、
孤
立
感

を
深
め
や
す
い
。
市
立
総
合
医 療

セ
ン
タ
ー
日
階
の
専
用
病
棟

に
は
、
ゲ
ー
ム
機
や
漫
画
本
、

楽
器
な
ど
を
備
え
た
プ
レ
ー
ル

ー
ム
を
設
置
し
、
患
者
同
士
が

交
流
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

年
齢
の
近
い
患
者
が
共
通
す

る
不
安
や
悩
み
を
語
り
合
い
、

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
「
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
」
を
促
す
狙
い
も

あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
副
院
長
の
原
純

一
さ
ん
は
「
成
人
と
小
児
の
医

療
の
は
ざ
ま
で
十
分
な
対
応
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
たA
Y
A
世

代
の
患
者
を
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
担
目
(
土
)
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拠
点
・
連
携
病
院
を
整
備
/
思
春
期
世
代
の
担
当
明
記

厚労省報告書案

厚
生
労
働
省
の
有
識
者
検
討
会
が
ま
と
め
た
小
児
が
ん
(
日
歳
未
満
)
拠
点
病
院

の
指
定
に
関
す
る
報
告
書
案
の
全
容
が
紅
白
、
判
明
し
た
。
現
在
、
圏
内
に
は
日
カ

所
の
拠
点
病
院
が
あ
る
が
、
厚
労
省
は
今
年
度
内
に
改
め
て
拠
点
病
院
を
指
定
す

る
。
そ
の
後
、
拠
点
病
院
が
連
携
病
院
を
指
定
し
て
小
児
が
ん
へ
の
対
応
を
強
化
す

る
。
厚
労
省
は
報
告
書
案
を
正
式
決
定
し
た
上
で
、

6

月
に
拠
点
病
院
の
整
備
指
針

を
ま
と
め
る
c

小
児
が
ん
対
応
強
化

K1nnukl Sokuhou 

摩擦と安全管理総集版 2018 年 7 号

が
ん
治
療
と
妊
娠

報
告
書
案
に
よ
る
と
各
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
拠
点
病
院
、

連
携
病
院
、
都
道
府
県
な
ど
に

よ
る
連
絡
協
議
会
を
設
げ
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。
現
在

の
北
海
道
や
九
州
な
ど7
プ
ロ

ッ
ク
の
区
分
け
は
、
そ
の
ま
ま

踏
襲
す
る
貝
込
み
だ
。

拠
点
病
院
は
医
療
安
全
管
理

部
門
を
設
置
し
、
安
全
管
理
者

と
し
て
、
常
勤
の
医
師
、
薬
剤

師
、
看
護
師
を
配
置
す
る
こ
と

を
指
定
要
件
と
し
た
。

日
i

ぬ
歳
の
思
春
期
・
若
年

成
人
期
を
指
す
「A
Y
A

〈A

d
o
l
e
s
c
e
n
t
a
n
 

d
Y
o
u
n
g
A
d
u
l
 

t
)
世
代
」
の
が
ん
患
者
に
対

応
す
る
役
割
を
、
拠
点
病
院
が

担
う
こ
と
も
明
記
し
た

c

相
談
支
援
体
制
も
拠
点
病
院

に
整
備
し
、
年
代
に
よ
っ
て
就

学
、
就
労
、
生
殖
機
能
の
状
況

が
異
な
る
患
者
視
点
で
対
応
す

る
G

教
育
機
関
と
も
連
携
す

る
。一

方
、
連
携
病
院
は
①
地
域

の
小
児
が
ん
診
療
を
行
う
病
院

と
の
連
携
②
専
門
性
の
高
い
が

ん
種
に
関
す
る
情
報
集
約
③
小

児
が
ん
患
者
の
長
期
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
ー
な
ど
が
役
割
だ
。

子
供
は
発
育
途
中
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
合
併
症
が
治
療
後
何

年
も
た
つ
て
か
ら
表
れ
る
一
晩

期
合
併
症
」
に
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
つ

小
児
が
ん
は
年
間2
0
0
0

1
2
5
0
0

人
に
発
症
し
て
お

り
、
厚
労
省
は
平
成
お
年
に
日

カ
所
の
拠
点
病
院
を
整
備
し
て

「
診
療
の
集
約
化
」
を
図
っ
て

き
た
。
だ
が
、
患
者
の
カ
パl

率
は
4

割
程
度
と
さ
れ
る
。
こ

の
た
め
、
報
告
書
案
は
「
必
ず

し
も
高
度
な
専
門
性
を
必
要
と

し
な
い
病
態
に
つ
い
て
は
、
小

児
が
ん
拠
点
病
院
以
外
で
も
診

療
が
可
能
な
体
制
が
必
要
一
と

明
記
し
た
。

拠
点
病
院
がA
Y
A
世
代
の

対
応
を
担
う
こ
と
を
明
記
し
た

の
は
、
小
児
と
成
人
の
は
ざ
ま

世
代
で
、
対
応
す
べ
き
医
療
機

関
や
診
療
制
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
が
大
き
い
。

今
年
3

月
に
閣
議
決
定
し
た

第
3

期
の
「
が
ん
対
策
推
進
基

本
計
画
」
は
小
児
が
ん
、A
Y

A
世
代
の
が
ん
に
つ
い
て
「
乳

幼
児
か
ら
小
児
期
、
活
動
性
の

高
い
思
春
期
・
若
年
成
人
世
代

と
い
っ
た
特
徴
あ
る
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
で
発
症
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
世
代
の
が
ん

は
、
成
人
の
希
少
が
ん
と
は
異

な
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
一
と

指
摘
し
て
い
る
。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
包
日
(
日
)
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「
お
め
で
と
う
」
。
そ
の
週
に

誕
生
日
を
迎
え
る
費
護
師
ら
の
姿

福井県済生会病院 福井市
在の場所に新築移転したっ l
職員数は、正職員やパート、 l
派遣などを含めて約 1300
入。福井市和田中町舟橋7
の

1941 (昭和iI3l年に思賜財 l
団済生会福井診療所として l
開設。[;D]年に県済生会病院 l
に改称した。~年に総合病l
院の承認を受け、 131年に現 l

笑顔生んだ柔軟勤務

女
性
医
療
者
の
労
働
環
境

を
見
つ
け
る
と
、
登
谷
大
修
医
長

(
六
五
)
が
お
祝
い
の
力

l

ド
を
手
渡

し
、
声
を
掛
け
る
。
患
者
か
ら
届

く
感
謝
の
気
持
ち
も
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
と
と
も
に
伝
え
る
。

福
井
県
済
生
会
病
院
で
毎
週
月
曜

の
午
後
、
院
内
に
広
が
る
光
景

だ

「
ラ
ウ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
、
院

長
や
看
護
部
長
ら
各
部
署
の
ト
ッ

プ
四
人
が
院
内
を
回
る
。
病
院
の

一
階
か
ら
八
階
ま
で
階
段
で
上
が

り
、
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
回
る
。

誕
生
日
を
祝
う
だ
け
で
な
く
、
職

場
の
環
境
も
併
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。長

時
間
勤
務
や
夜
勤
が
求
め
ら

れ
る
医
療
従
事
者
。
そ
れ
が
負
担

と
な
り
、
出
産
を
機
に
退
職
す
る

看
護
師
も
多
か
っ
た
。
出
産
後
も

病
院
で
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

二
O
O
六
年
に
短
時
間
勤
務
や
夜

勤
免
除
の
制
度
な
ど
を
導
入
。
そ

れ
ま
で
の
勤
務
は
、
日
勤
と
二
つ

の
夜
勤
の
み
だ
っ
た
が
、
子
育
て

中
の
職
員
ら
の
生
活
に
合
う
よ
う

細
分
化
し
、
現
在
十
九
パ
タ
ー
ン

に
ま
で
増
え
た
。

頃
院
内
に
は
三
百
六
十
五
日
、
二

十
四
時
間
預
か
っ
て
く
れ
る
保
育

所
も
。
看
護
師
に
な
っ
て
二
十
年

の
広
瀬
明
子
さ
ん
(
四
乙
H

福
井
市

H

は
日
中
、
二
歳
の
長
女
を
預
け

て
い
る
。
午
前
九
時1
午
後
四
時

の
短
時
間
勤
務
で
働
き
、
月
に
二

回
の
夜
勤
も
こ
な
す
。
限
ら
れ
た

勤
務
パ
タ
ー
ン
の
み
だ
っ
た
時
と

比
べ
、
「
本
当
に
働
き
や
す
く
な

っ
た
」
と
言
い
、
「
人
生
設
計
に

合
わ
せ
て
、
働
き
方
を
選
ん
で
い

け
る
」
と
多
様
な
勤
務
形
態
を
歓

迎
す
る
。

一
年
間
の
産
休
後
、
職
場
復
帰

し
た
主
任
費
護
師
の
広
瀬
百
恵
さ

ん
(
コ
一
四

)
H福
井
県
永
平
寺
町l
も

短
時
間
勤
務
の
利
用
者
。
「
出
産

前
と
違
う
状
況
で
職
場
に
戻
る
こ

と
に
な
る
。
今
の
よ
う
な
勤
務
形

態
が
な
か
っ
た
ら
復
帰
は
厳
し
か

っ
た
か
も
」
と
話
す
。

[J 
県
済
生
会
病
院
の
看
護
師
の
離

職
率
は
、
O
五
年
度
は
日
%
、O

六
年
度
は
叩
%
だ
っ
た
。
多
様
な

勤
務
形
態
に
よ
り
、
費
謹
師
ら
も

自
分
た
ち
の
生
活
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
働
け
る
よ
う
に
な
る
と
一
五

年
度
に
は
6
・
6
%
、
二
ハ
年
度

に
は
4

・
5
%
と
、
ぐ
っ
と
下
が

っ
た
。

時
間
外
労
働
の
削
減
に
も
効
果

が
出
て
い
る
。
月
平
均
でO
六
年

度
の
九
・
四
時
間
か
ら
四
・
六
時

間
に
半
減
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
も
後
押
し
し
、
特
定
の
看
護
分

野
で
水
準
の
高
い
看
護
を
実
践
で

き
る
認
定
看
護
師
も
三
十
二
人
と

な
っ
た
。

病
院
に
寄
せ
ら
れ
る
利
用
者
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
以
前
は
感

謝
と
苦
情
が
半
々
だ
っ
た
。
し
か

し
ソ
フ
ト
、
ハ
l

ド
の
両
面
で
働

き
や
す
い
環
境
の
整
備
が
進
み
、

職
員
ら
の
満
足
度
も
高
ま
っ
た
こ

タト
手L

里臣室
♀数

芸 7
F ス
3 ト
ふ 3
皇位

2

倍
の
差
が
あ
る
。
す
。
県
も
医
師
不
足
の
克
服
に

そ
も
そ
も
外
科
医
不
足
は
全
頭
を
悩
ま
せ
る
。
県
外
に
い
る

国
共
通
の
課
題
に
な
っ
て
い
県
内
出
身
者
や
、
県
外
出
身
の

る
。
手
術
や
緊
急
時
の
呼
び
出
新
潟
大
生
ら
を
対
象
に
、
ガ
イ

し
が
あ
り
、
他
の
診
療
科
目
と
ダ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

比
べ
長
時
間
勤
務
も
多
い
か
ら
本
県
で
外
科
医
を
含
め
た
医

だ
。
同
省
の
調
査
で
は
、
医
師
師
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
な
の

と
で
「
感
謝
の
言
葉
が
、
苦
情
の

倍
に
な
っ
た
」
と
登
谷
院
長
。
職

員
の
満
足
が
、
病
院
を
利
用
す
る

人
た
ち
の
満
足
度
も
高
め
て
い
る

よ
う
だ
。
(
清
兼
千
鶴
)

j膏兼子摘記者

2018年4月 3日(火~

感謝の言葉すてきな魔法

1.........-I ... " I 病院長自らが病院で働く人たちの誕刈ったし喜~I
己主三里竺日生日を祝い、利用者の感謝の気持ちを
伝える姿が新鮮だった。「おめでとうJiありがとう」。
家族や友人間では素直に出てくるが、職場ではそう
はいかないことも。院内を巡って実感した。この言
葉が病院内にすてきな魔法をかけていることを。

|北陸中日新聞・朝刊|

は
医
師
が
少
な
い
分
、
多
く
の

経
験
が
で
き
る
と
い
う
利
点
も

あ
る
。
土
田
教
授
は
「
新
潟
で

は
多
く
の
経
験
が
積
め
る
か

ら
、
手
術
が
若
い
と
き
か
ら
う

ま
く
な
れ
る
。
首
都
圏
だ
け
で

な
く
地
域
か
ら
で
も
世
界
に
羽
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の
総
数
は1
9
9
4

年
か
ら2

か
。
多
く
の
関
係
者
が
「
人
口

0
1
4
年
の
初
年
間
で1
・

M

に
比
べ
、
医
師
を
供
給
す
る
大

倍
増
加
し
た
が
、
外
科
医
数
は
学
が
新
潟
大
学
し
か
な
い
」
こ

0
・

ω
倍
と
減
少
し
た
。
と
を
理
由
に
挙
げ
る
。
ま
た
、

新
潟
大
大
学
院
医
歯
学
総
合
専
門
的
な
研
究
や
先
進
医
療
が

研
究
科
の
土
田
正
則
教
授
(
呼
経
験
し
や
す
い
首
都
圏
と
距
離

吸
循
環
外
科
学
分
野
)
は
「
外
科
的
に
近
い
た
め
、
都
会
志
向
が

神
奈
川
(
日
・7
人
)
に
次
い
の
勤
務
は
厳
し
い
が
、
学
生
ら
強
い
学
生
ら
を
引
き
留
め
ら
れ

で
、
3

番
目
に
少
な
く
、
最
多
に
や
り
が
い
を
伝
え
、
志
望
者
て
い
な
い
と
い
う
。

の
京
都
(
お
・0
人
)
と
は
約
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
話
一
方
で
、
外
科
医
に
と
っ
て

医
師
不
足
に
悩
む
本
県
で
、
人
口
叩
万
人

当
た
り
の
外
科
医
の
数
が
日
・
9

人
(
2
0

1
6

年
末
時
点
)
と
、
全
国
で
3
番
目
の
少

な
さ
に
な
っ
て
い
る
。
内
科
な
ど
他
の
診
療

科
目
も
全
国
平
均
を
下
回
る
が
、
特
に
外
科 医

不
足
を
指
摘
す
る
人
は
多
い
。
厳
し
い
勤

務
環
境
な
ど
か
ら
全
国
的
に
外
科
の
な
り
手

不
足
が
一
冨
わ
れ
て
い
る
中
、
医
師
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

(
報
道
部
・
江
森
美
奈
子
、
三
木
ゆ
か
り
)

厚
生
労
働
省
の20
1
6

年
外
科
や
小
児
外
科
な
ど
を
含

の
調
査
に
よ
る
と
、
人
口
叩
万
む
)
は
、
全
国
平
均
で
辺
・

1

人
当
た
り
の
外
科
医
(
消
化
器
人
。
本
県
は
埼
玉

(
H・
4
人
)
、

ば
た
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
た
い
」
と
語
る
。

新
大
医
歯
学
総
合
病
院
外
科
医

杉
本
愛
さ
ん

民基五妥当理総集版 2018 年 7 号

外
科
医
が
少
な
い
本
県
の

中
で
、
子
育
て
と
両
立
し
な

が
ら
奮
闘
す
る
女
性
医
師
が

い
る
。
新
潟
大
医
歯
学
総
合

病
院
で
小
児
の
心
臓
血
管
外

科
を
専
門
と
す
る
杉
本
愛
さ

ん
(
釘
)
だ
。
多
く
の
症
例
を

求
め
首
都
圏
に
進
む
医
師
ら

が
い
る
中
、
「
外
科
の
症
例

は
他
県
に
比
べ
て
少
な
く
な

い
。
医
師
が
少
な
い
か
ら
多

く
の
症
例
を
経
験
で
き
る
の

で
、
後
進
に
は
『
外
科
医
に

な
る
な
ら
新
潟
が
い
い
よ
』

と
伝
え
た
い
」
と
訴
え
る
。

主
に
子
ど
も
の
先
天
性
心

疾
患
の
治
療
を
担
当
し
て
い

る
。
執
万
だ
け
で
な
く
、
麻

酔
科
や
小
児
科
の
医
師
と
も

連
携
し
、
手
術
全
体
を
管
理

す
る
。
同
病
院
の
小
児
心
臓

血
管
外
科
医
は
現
在3
人
。

や
り
が
い
が
あ
る
一
方
、
激

数多く症例経験が積める

師
が
患
者
の
成
長
を
考
え
て
「
若
い
人
は
生
活
の
質

(
Q
0…

縫
合
方
法
を
話
し
合
う
姿
にL
)重
視
の
傾
向
が
あ
る
が
、
…

触
れ
た
。
「
未
来
を
作
り
出
す
自
分
の
時
間
を
犠
牲
に
し
て
・

務
の
現
場
で
も
あ
る
。
手
術
住
事
」
だ
と
感
じ
た
。
杉
本
さ
も
自
己
研
さ
ん
を
積
み
重
ね
…

は
短
く
て
も3

、

4
時
間
掛
ん
は
「
治
療
で
苦
労
し
た
子
る
時
期
は
必
要
で
は
な
い
…

か
り
、
術
後
は
集
中
治
療
室
が
元
気
に
な
り
、
声
を
掛
け
か
」
と
杉
本
さ
ん
。
研
修
で
会
…

か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
。
処
置
て
く
れ
る
と
報
わ
れ
る
」
と
う
医
学
生
に
は
前
向
き
に
働
…

や
急
変
も
多
く
、
拘
束
時
間
外
科
医
の
魅
力
を
語
る
。
く
姿
を
見
せ
、
「
面
白
い
と
思
…

は
ど
う
し
て
も
長
く
な
る
。
当
時
、
女
性
外
科
医
は
少
っ
た
ら
外
科
医
を
諦
め
な
い
…

一
線
で
働
き
な
が
ら
昨
年
な
く
、
結
婚
や
出
産
な
ど
を
で
」
と
呼
び
掛
げ
て
い
る
。

子
育
て
環
境
の
充
実
を
要
望

8

月
、
長
男
を
出
産
。
産
後
考
え
る
と
迷
い
は
あ
っ
た
。
ま
た
、
都
会
に
行
か
な
く
…

2

カ
月
で
復
帰
し
た
。
夫
婦
激
務
の
た
め
に
外
科
を
諦
め
て
も
本
県
で
充
実
し
た
仕
事
一

と
も
県
外
出
身
で
、
両
親
か
た
り
、
出
産
後
に
働
き
方
を
が
で
き
る
と
強
調
す
る
。
新
…

ら
子
育
て
の
助
け
を
得
る
の
変
え
た
り
す
る
女
性
医
師
は
大
病
院
は
県
内
の
小
児
心
臓
…

は
難
し
い
。
精
神
科
医
の
夫
今
も
い
る
。
「
女
性
に
限
ら
血
管
外
科
手
術
の
ほ
と
ん
ど
…

と
協
力
し
、
ベ
ビl
シ
ッ
タ
ず
男
性
も
含
め
、
子
育
て
し
を
担
い
、
年
間

1
3
0

件
ほ
…

ー
を
頼
り
な
が
ら
仕
事
と
子
な
が
ら
働
け
る
環
境
が
必
ど
に
上
る
。
「
外
科
の
症
例
.

育
て
を
両
立
す
る
。
要
」
と
力
を
込
め
る
。
外
科
は
多
い
し
、
研
究
成
果
な
ど
…

働
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
医
を
増
や
す
た
め
に
も
、
本
を
国
内
外
に
論
文
な
ど
で
積
一

そ
れ
に
勝
る
達
成
感
が
あ
県
で
そ
の
環
境
を
整
え
て
ほ
極
的
に
警
信
も
し
て
い
る
。
.

る
。
小
児
の
外
科
を
選
ん
だ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
新
潟
の
医
療
に
"

の
は
実
習
が
き
っ
か
け
だ
っ
最
近
は
若
い
医
師
の
「
外
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
い

た
。
立
ち
会
っ
た
手
術
で
、
医
科
離
れ
」
も
指
摘
さ
れ
る
。
顔
で
話
し
た
。

女
性
医
療
者
の
労
働
環
境

診療科によって医師数ぱらつき
く産婦人科・産科医数は37.3人(全国

43.6人)で埼玉、福島、千葉に次いで
全国で4番目の少なさ。 15歳未満人
口から算出した小児科医数は98.5人

(全国107.3人)で、下から 18番目だ。
県福祉保健課の神田健史参与は
「どの診療科も医師不足ではあるが、
医師が少ないからといって(実際の)
医療需要と聞きがあるとは限らな

いJ と指摘。「新大で学んだ他県出身
者や、他県で、学んだ本県出身者ら臨

床研修医の確保を進めたいJ と話す。

厚生労働省の I医師・歯科医師・薬

剤師調査」では、人口 10万人当たりの
本県医師数は全国平均に比べて軒並
み少ないが、診療科によってばらつ
きもあった。
外科医は 3番目の少なさだった

が、眼科は7.8人(全国10.4人)で青
森に次ぎ、福島と並ぶ2番目の少な
さ。臨床研修医も埼玉に次ぎ、宮崎

と並ぶ少なさだった。麻酔科も下か
ら 3番目、泌尿器科は4番目だ、った。

一方、 15"-'49歳の女子人口に基づ

|新潟日報・朝刊 I 2018年4月 11 日(水) I 
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こ
れ
ま
で
は
「
非
常
勤
で
は

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担
保
で

き
な
い
」
と
し
て
、
医
療
機
関
に

は
常
勤
の
医
師
を
置
く
必
要
が

あ
っ
た
が
、
医
師
不
足
や
働
き

方
改
革
が
叫
ば
れ
る
中
、
2
0

1
8

年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で

向
け
た
柔
軟
な
働
き
方
を
進
め
基
準
を
緩
和
。
「
週

3

日
以
上
」

る
こ
と
で
、
離
職
防
止
や
休
職
か
っ
「
週
μ
時
間
以
上
」
働
く
複

中
の
人
の
早
期
復
帰
に
つ
な
げ
数
の
非
常
勤
の
医
師
を
組
み
合

る
の
が
狙
い
。
わ
せ
れ
ば
、
常
勤
医
を
配
置
し

女
性
医
師
女
性
の
医
師
は
以
上
低
い
。
女
性
医
師
の
割
合

近
年
、
増
加
傾
向
。
大
学
医
学
が
高
い
診
療
糾
は
、

2
0
1
4

部
入
学
者
、
国
家
試
験A落
者
年
の
デ
l

タ
で
は
皮
膚
税
の
刊

の
い
ず
れ
も
約3
分
の
1

を
女
・
1
%
が
ト
ッ
プ
。
次
い
で
眼
糾

性
が
占
め
る
。
厚
生
労
働
省
に
幻
・
9
%
、
麻
酔
糾
幻
・
7
%
、
小

よ
る
と
、
出
産
・
子
育
て
期
と
児
糾
泊
・
2
%
、
産
婦
人
税
お
・

重
な
る
初
代
後
半
の
女
性
医
師7
%

な
ど
の
順
。
一
方
、
外
糾

の
就
業
率
はη
・

4
%
で
、
男

(
7・
8
%
)や
脳
神
経
外
料(
5

性
医
師
の
鈎
・9
%
よ
り
目
げ
・

2
%
)で
は
低
い
。

女
性
医
師
両
立
後
押
し

厚労省

非
常
勤
で
も
常
勤
扱
い

厚
生
労
働
省
は4
月
か
ら
、

小
児
糾
や
麻
酔
糾
な
ど
女
性
医

師
が
比
較
的
多
い
診
療
税
で
常

勤
医
の
配
置
基
準
を
緩
め
、
非

常
勤
で
も
働
き
や
す
い
環
境
づ

25 

20 

15 

女性医師数の推移

く
り
に
乗
り
出
し
た
。
女
性
医

師
は
増
え
て
い
る
が
、
子
育
て

や
家
族
の
介
護
の
た
め
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
く
こ
と
が
難
し
い
人

が
少
な
く
な
い
た
め
、
両
立
に

旧
寸ii
i

全
体唾同
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35 
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0
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引
h

働
き
続
け
や
す
く

「
こ
の1
、

2

年
で
症
状
が
変
わ

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
。
東
京

女
子
医
斜
大
学
病
院
(
東
京
・
新
宿
)

わ
な
い
。
口
年1
月
ま
で
に2
3
3

人
が
相
談
し
、
間
四
人
が
研
修
を
受
け

た
。
休
職
し
て
い
た
相
談
者
の
う
ち修

事
は
「
女
性
に
は
妊
娠
・
出
産
な
ど

男
性
と
異
な
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
女
性
に
働
い
て
も
ら
わ
な た

と
見
な
す
こ
と
に
し
た
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
医
師
の

う
ち
女
性
の
割
合
は
口
・
2
%

(
何
年
)
か
ら
幻
・
1
%
(凶

年
)
と
増
え
、
全
体
の
5

人
に

1

人
を
占
め
る
。
し
か
し
日
本

医
師
会
の
調
査
で
は
、
育
児
中

の
女
性
医
師
の
働
き
方
は
お
・

8
%
が
時
短
勤
務
、
お
・6%

が
勤
務
日
数
を
減
ら
し
て
い

た
。
通
常
勤
務
は
お
・
8
%
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。

今
回
の
基
準
緩
和
は
主
に
、

小
児
斜
や
麻
酔
税
、
精
神
税
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
斜
な
ど

専
門
性
が
高
い
一
方
で
、
夜
間

・
早
朝
の
緊
急
対
応
が
少
な
い

診
療
糾
が
対
象
。
た
だ
、
夜
間

対
応
が
多
い
産
婦
人
料
も
女
性

医
師
が
多
い
現
状
を
踏
ま
え
、

開業を支援

緩
和
対
象
に
し
た
。

ま
た
、
自
宅
な
ど
職
場
外
で

の
テ
レ
ワ
l

ク
を
進
め
る
た

め
、
勤
務
場
所
の
基
準
も
柔
軟

化
。
治
療
方
針
な
ど
を
話
し
合

う
院
内
会
議
へ
の
ビ
デ
オ
電
話

で
の
参
加
も
可
能
と
し
た
。
自

宅
で
エ
ッ
ク
ス
線
の
画
像
診
断

や
病
理
診
断
を
す
る
際
、
こ
れ

ま
で
は
夜
間
と
休
日
以
外
は
診

療
報
酬
の
加
算
を
受
け
取
れ
な

か
っ
た
が
、
平
日
の
日
中
に
在

宅
勤
務
し
た
場
合
で
も
加
算
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

(
共
同
通
信
)

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
包
日
(
日
)

話
す
。

働
く
場
を
自
ら
作
る
こ
と
で
子
育

て
と
の
両
立
を
図
ろ
う
と
す
る
試
み

も
あ
る
。
医
療
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

大
手
の
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
は
開
業
を

希
望
す
る
女
性
医
師
向
け
に
四
年

4

月
に
複
数
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
集
ま
る

「
女
医
モ1
ル
」
の
開
業
を
都
内2

カ
所
で
目
指
す
。
社
内
に
女
性
社
員

主
体
の
「J
O
Y
食
W
o
r
k
-
-
n
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遅れていた女性医師のキャリアと出産・育児との両立を後押しする動きが

広がっている。 20代では医師の 3割超が女性になった。日本の医療を支えるた

めに女性の活躍は不可欠で、復職支援や働き続けやすい環境づくりを進める。

の
総
合
診
療
制
で1
月
上
旬
、
山
口

あ
け
み
医
師
(
却
)
が
精
密
検
査
に

訪
れ
た
男
性
を
診
察
し
て
い
た
。

山
口
さ
ん
は2
0
1
7

年
秋
、
約

叩
年
間
の
専
業
主
婦
生
活
か
ら
、
非

常
勤
医
師
と
し
て
医
療
現
場
に
復
帰

し
た
。
同
大
学
卒
業
後
、
付
属
の
医

療
機
関
に
勤
め
て
い
た
が
、
4

年
目

に
夫
の
仕
事
の
都
合
で
米
国
に
引
っ

越
す
た
め
離
職
し
た
。
現
在
4
1

叩

歳
の2
男
2

女
を
育
て
て
い
る
。

口
年
1

月
の
帰
国
を
機
に
、
医
師

の
仕
事
を
通
じ
て
社
会
に
役
割
を
持

ち
た
い
と
復
帰
を
願
っ
た
も
の
の
、

長
く
現
場
を
離
れ
不
安
が
あ
っ
た
。

「
仕
事
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
」
「
ミ

ス
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
」
。
後

押
し
し
た
の
が
同
大
の
女
性
医
師
再

研
修
部
門
が
提
供
す
る
「
再
研
修

l

復
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
っ
た
。

原
則3
カ
月
で
希
望
者
の
要
望
に

沿
っ
た
頻
度
、
内
容
の
研
修
を
す
る
。

制
度
は
凶
年
度
に
始
ま
り
、
結
婚
や

育
児
な
ど
で
医
療
現
場
か
ら
離
れ
た

女
性
医
師
が
対
象
だ
。
率
業
校
は
問

25 

20 

15 

10 

% 女性医師数・割合
万人8 

6 

市
%
が
復
職
し
た
。

山
口
さ
ん
は
子
育
て
と
の
両
立
を

考
え
週1
度
、
総
合
診
療
制
で
研
修

し
た
。
指
導
医
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
な
が
ら
実
際
に
診
療
を
し
て

「
自
分
に
も
で
き
る
役
割
が
あ
る
」

と
前
向
き
に
な
れ
た
と
い
う
。
再
研

修
部
門
の
唐
沢
久
美
子
部
門
長
は

「
キ
ャ
リ
ア
が
多
様
化
し
、
一
巨
離

職
す
る
医
師
も
増
え
た
。
復
職
し
た

い
と
き
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

こ
と
が
課
題
。
人
材
と
い
う
宝
を
掘

り
起
こ
す
必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
医
療
機
関

で
働
く
同
年
末
の
女
性
医
師
数
は

6

万
4
3
0
5

人
で
全
体
の
引
%
。
た

だ
男
女
比
は
年
齢
層
が
若
い
ほ
ど
女

性
の
割
合
が
高
く
、
羽
議
以
下
は
お

%
、
初
代
は
剖
%
を
占
め
る
。
加
年

前
と
比
べ
る
と
却
歳
以
下
も
、
全
世

代
で
み
て
も8
W
高
く
な
っ
た
。

日
本
医
師
会
の
今
村
定
臣
常
任
理

育児での離職者再研

0 
1994年 98 2002 06 10 14 16 
(;主)庫労省{医師・歯科医姉・薬剤師調査の慨況J より

取
材
を
終
え
て

ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
医
師
に
全

く
お
世
話
に
な
ら
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ

う
。
安
心
し
て
過
ご
せ
て
い
る
の
も
、
救
急

対
応
し
て
く
れ
る
現
在
の
医
療
の
お
か
げ

だ
取
材
で
医
師
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
難
し
い

の
だ
と
知
っ
た
。
大
学
に
6

年
通
っ
た
後
、

研
修
を
経
て
専
門
医
の
資
格
を
取
る
と
初
代

け
れ
ば
医
療
現
場
は
立
ち
ゆ
か
な
く

な
る
」
と
指
摘
。
医
師
会
は
厚
労
省

か
ら
委
託
を
受
け
、
就
業
希
望
者
に

医
療
機
関
を
無
糾
で
紹
介
す
る
「
女

性
医
師
パ
ン
ク
」
を
つ
く
っ
た
。

一
方
、
凶
年
か
ら
子
育
て
や
介
護

中
の
医
師
ら
に
基
本
3

年
間
の
「
キ

ャ
リ
ア
支
援
制
度
」
を
提
供
す
る
の

が
岡
山
大
学
病
院
(
岡
山
市
)
。
そ

れ
ま
で
の
定
員
と
別
に
応
募
医
師
を

配
置
す
る
。
勤
務
時
間
や
頻
度
が
比

較
的
自
由
に
な
る
。
制
度
利
用
後
は

大
学
病
院
で
常
勤
復
帰
し
た
り
、
地

域
の
病
院
に
就
職
し
た
り
。
希
望
者

が
増
え
、
来
年
度
か
ら
は
受
け
入
れ

可
能
時
間
を
増
や
す
予
定
だ
。

働
き
方
改
革
も
進
む
。
久
留
米
大

学
病
院
(
福
岡
県
久
留
米
市
)
は
同

年
度
、
小
児
糾
の
ワl
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
進
め
る
取
り
組
み
を
、
他

糾
に
紹
介
し
広
げ
る
意
向
だ
。

マ
マ
さ
ん
医
師
が
活
躍
中
の
小
児

桝
は
凶
年
末
か
ら
土
日
に
し
っ
か
り

休
め
る
よ
う
体
制
を
整
備
。
休
日
に

も
主
治
医
が
担
当
患
者
の
見
回
り
ゃ

市民の安心感に直結

モール設立

ガ
ー
ゼ
交
換
を
し
て
い
た
の
を
、
基

本
的
に
全
て
当
直
医
が
対
応
す
る
よ

う
変
更
し
た
。
入
院
患
者
ら
に
対
応

す
る
医
師
約
加
人
の
土
日
の
平
均
勤

務
時
間
は
、1
日
平
均3
・
5

時
聞

か
ら
2

・
7

時
間
に
減
少
。
患
者
か

ら
大
き
な
不
満
は
な
い
と
い
う
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
担
当
す
る
一

人
、
守
屋
普
久
子
医
師
は
「
結
婚
出

産
を
控
え
る
若
手
の
女
性
医
師
が
増

え
る
中
、
働
き
続
け
や
す
い
環
境
作

り
が
必
要
。
大
学
病
院
で
人
材
が
不

足
す
れ
ば
地
域
に
医
師
を
派
遣
で
き

な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
地
域
医

療
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
」
と

に
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
間
多
く
の
症
例

を
学
び
、
専
門
医
取
得
後
も
更
新
の
た
め
の

要
件
が
あ
る
。
岡
山
大
学
病
院
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
制
度
は
義
務
で
は
な
い
も
の
の
、
目
安

と
し
て
「
週4
日
」
「
週
出
時
間
」
な
ど
と

勤
務
時
聞
を
提
示
す
る
。
片
岡
仁
美
医
師
は

「
専
門
医
取
得
の
た
め
週

4

日
以
上
勤
務
な

ど
の
条
件
が
あ
る
場
合
が
多
い
。
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
た
め
に
推
奨
し
て
い
る
」
と
い
う
。

ど
の
先
生
も
医
師
と
し
て
の
使
命
感
を
語

っ
て
い
た
。
他
職
種
か
ら
の
転
職
が
で
き
な

い
専
門
性
の
高
い
仕
事
だ
。
一
方
で
育
児
中

女
性
医
療
者
の
労
働
環
境

g
T
e
a
m

」
を
設
け
、
医
師
の

募
集
や
開
業
地
の
選
定
に
当
た
る
。

将
来
は
子
育
て
中
の
女
性
が
ワ
l

ク

シ
ェ
ア
で
き
る
体
制
の
医
療
モ
ー
ル

開
設
も
目
指
す
。

保
育
園
と
小
学
校
に
通
う
3

人
の

子
を
育
て
な
が
ら
首
都
圏
の
病
院
に

勤
め
る
却
代
女
性
医
師
は
開
業
を
検

討
中
だ
。
同
医
師
は
「
自
宅
近
く
で

開
業
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
の
下
校
後

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
宿
題
を
さ
せ
る
な

ど
、
そ
ば
に
い
ら
れ
る
」
と
話
す
。

今
は
父
母
の
力
も
借
り
な
が
ら
午

前
8

時
半1
午
後
5

時
半
を
定
時
と

し
て
働
く
が
、
緊
急
時
に
は
突
如
の

時
間
外
勤
務
や
深
夜
の
対
応
が
必
要

な
こ
と
が
あ
る
。
い
つ
ま
で
こ
の
生

活
を
続
け
ら
れ
る
か
不
安
を
感
じ
る

そ
う
だ
。
た
だ
、
「
こ
れ
ま
で
約
加

年
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
来
ら
れ
た
の

は
、
大
学
や
患
者
さ
ん
か
ら
多
く
の

機
会
を
与
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
。
医

師
と
し
て
返
し
続
け
る
こ
と
が
使

命
」
と
強
調
す
る
。
医
療
に
携
わ
り

続
け
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
。

の
働
き
方
な
ど
へ
の
支
援
制
度
の
な
い
病
院

が
多
い
と
い
う
。
使
命
を
果
た
そ
う
と
思
え

る
環
境
づ
く
り
が
市
民
の
安
心
感
に
直
結
す

る
は
ず
だ
。
(
定
方
美
緒
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
四
日
(
月
)
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女
性
医
療
者
の
労
働
環
境

医
師
の
残
業
規
制

「現場は疲れ切ってる」

「患者の理解ないと…・」

医
師
の
労
働
時
聞
を
ど
う
管
理
す
る
の
か

1
1
0

読
売
新

聞
の
調
査
で
先
月
、
明
ら
か
に
な
っ
た
全
国
の
中
核
病
院
で

の
過
酷
な
労
働
実
態
。
医
師
の
違
法
残
業
な
ど
で
労
働
基
準

監
督
署
か
ら
是
正
勧
告
を
受
け
た
病
院
は
1
0
0

を
超
え
、

現
場
か
ら
は
働
き
方
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
る
声
が
上
が

る
。
一
方
、
残
業
時
聞
を
一
律
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
戸
惑

い
の
声
も
聞
か
れ
、
労
務
管
理
の
難
し
さ
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
。

「
今
の
働
き
方
は
ハl
ド
す

ぎ
て
、
な
り
手
が
減
る
の
は
当

然
」
。
関
東
地
方
の
救
急
病
院

に
勤
務
す
る
判
歳
代
の
中
堅
医

師
は
そ
う
話
し
、
た
め
息
を
つ

い
た
。
週
末
や
夜
間
の
勤
務
が

頻
繁
に
あ
り
、
体
力
が
限
界
に

近
づ
い
て
い
る
と
感
じ
る
。

医
師
の
残
業
時
間
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
の
有
識
者
検

討
会
は
上
限
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
お
り
、
こ
の
医
師
も
「
今

。医曹機闘が受けた
是正勧告の内訳

複数回答

の
制
度
を
大
幅
に
変
え
な
い

と
、
現
場
は
疲
弊
す
る
ば
か
り

だ
」
と
訴
え
る
。

小
児
科
医
の
夫
を
過
労
自
殺

で
亡
く
し
た
「
東
京
過
労
死
を

考
え
る
家
族
の
会
」
の
中
原
の

り
子
代
表
も
、
「
医
師
を
特
別

な
職
業
だ
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
改
善
を
求
め
る
。

た
だ
、
残
業
時
間
の
一
律
管

理
に
困
惑
す
る
医
師
も
い
る
。

昨
年
、
是
正
勧
告
を
受
け
た

そ
の
他

~
括
協
定
締
結
手
続
きJ

一
の
不
備
、
就
業
規
則
の
一

/
届
け
出
漏
れ
芯
ど
」

。医師が長時間労働に
なる理由 復数日竺

残
業
代
未
払
い
・

劃
増
賃
金
不
足

労
使
協
定
を
上
回
る

芯
ど
の
違
法
残
業

解
が
な
い
と
難
し
い
の
で
は
な

い
か
」
と
懸
念
を
示
す
。

同
省
の
有
識
者
検
討
会
で
も

①
医
師
は
正
当
な
理
由
な
く
診

療
を
拒
め
な
い
と
す
る
「
応

召
義
務
」
の
考
え
方
の
整
理

②
残
業
時
間
の
上
限
や
宿
直
の

あ
り
方
③
自
己
研
さ
ん
が
「
労

働
」
に
該
当
す
る
の
か
ー
ー
な

ど
の
検
討
が
今
後
の
主
な
論
点

に
挙
げ
ら
れ
た
。

全
国
が
ん
患
者
団
体
連
合
会

の
天
野
慎
介
理
事
長
は
、
「
疲

全
国
部
の
特
定
機
能
病
院
を
は
じ
け
て
い
た
の
は
1
0
3

病
院
。
労
川

本
紙
全
国
調
査
め
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
総
合
基
署
か
ら
の
指
摘
内
容
(
複
数
回
一

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
基
答
)
は
、
残
業
時
間
の
上
限
を
定
川

読
売
新
聞
の
全
国
調
査
で
、
団
幹
災
害
拠
点
病
院
(
救
急
セ
ン
タ
め
た
労
使
協
定
(
部
協
定
)
を
上
山

川
答
期
限
(
2月
8

日
)
後
に
寄
せ

l

は
昨
年
8

月
、
そ
の
他
は
同4

回
る
な
ど
し
た
違
法
残
業
が
ね
病
川

川
ら
れ
た
分
を
含
め
て
集
計
し
直
し
月
現
在
)
に
認
定
さ
れ
て
い
る
計
院
、
残
業
代
の
未
払
い
や
割
増
賃
川

川
た
結
果
、
2
0
1
6

年
1

月
以
降
、

3
4
9

病
院
。
「
組
織
運
営
に
関
金
不
足
が
お
病
院
な
ど
と
な
っ
て
川

川
医
師
の
違
法
残
業
な
ど
で
労
働
基
わ
る
情
報
の
た
め
」
と
回
答
し
な
い
る
。

川
準
監
督
署
か
ら
是
正
勧
告
を
受
け
か
っ
た
帝
京
大
病
院
(
東
京
都
)
医
師
の
長
時
間
労
働
の
背
景
山

川
た
の
は
1
0
3

病
院
に
上
る
こ
と
や
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
(
複
数
回
答
)
に
つ
い
て
は
、
「
地
川

…
が
わ
か
っ
た
。
回
答
期
限
の
段
階
(
大
阪
府
)
な
ど
幻
病
院
を
除
き
、
域
や
診
療
科
ご
と
の
医
師
の
偏
川

川
か
ら4
病
院
が
増
え
た
。

3
0
2

病
院
か
ら
回
答
を
得
た
。
在
、
不
足
」
を
挙
げ
た
の
は

1
0

川

調
査
対
象
は
、
大
学
病
院
な
ど
分
析
の
結
果
、
是
正
勧
告
を
受

7

病
院
で
最
も
多
く
、
以
下
、
医
川

訳
師
が
原
則
と
し
て
診
療
を
拒
む
こ
川

病
と
が
で
き
な
い
「
応
召
義
務
が
あ
一

動
る
た
め
」
(
間
病
院
)
、
「
診
療
川

漏
報
酬
が
十
分
で
な
い
」
(
幻
病
院
)
、
川

劃
「
患
者
の
要
求
に
応
え
る
た
め
」

調
(
却
病
院
)
な
ど
が
続
い
た
。

院繍申

だ
と
言
わ
れ
で
も
・
」
と
表

情
を
曇
ら
せ
る
。

東
北
地
方
の
病
院
で
働
い
て

い
た
却
歳
代
の
若
手
医
師
は
経

験
を
積
む
重
要
な
機
会
と
思

い
、
自
ら
進
ん
で
月
叩
回
以
上
、

宿
直
勤
務
を
こ
な
し
て
い
た
と

い
う
。
「
長
時
間
労
働
の
解
消

に
は
シ
フ
ト
制
の
導
入
な
ど
が

必
要
だ
が
、
引
き
継
ぎ
の
際
に

ミ
ス
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
り
、

心
配
だ
。
ま
た
、
主
治
医
に
よ

る
診
察
を
求
め
る
患
者
側
の
理

問

東
日
本
の
大
学
病
院
の
医
師

は
、
勤
務
時
間
外
で
も
患
者
や

家
族
か
ら
病
状
の
説
明
を
求
め

ら
れ
れ
ば
応
じ
て
い
る
と
明
か

し
、
「
日
本
の
医
療
は
医
師
の

長
時
間
労
働
で
成
り
立
っ
て
き

た
面
が
あ
る
。
急
に
法
律
違
反

中核103病院に是正勧告

医
学
の
勉
強
な
ど
の

自
己
研
さ
ん

患
者
の
要
求
に

応
え
る
た
め

診
療
報
酬
が
不
十
分

応
召
義
務

医
師
不
足
(
診
療
科

地
域
健
在
含
む
)

/ 
れ
果
て
て
医
療
ミ
ス
を
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
医
師
に
命
を
預
け

た
い
と
思
う
患
者
は
い
な
い
。

チ
l

ム
医
療
も
進
め
る
べ
き

だ
」
と
指
摘
。
患
者
側
の
理
解

に
つ
い
て
は
、
「
主
治
医
が
休

む
前
に
直
接
、
患
者
に
説
明
し
、

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
チ1
ム
の

役
割
分
担
を
丁
寧
に
説
明
し
て

く
れ
れ
ば
、
安
心
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

島唾T

M: 

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
沼
田
(
日
)
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「3

割
強
が
切
迫
流
産
」

看
護
職
の
実
態
調
査

県
内
の
医
師
や
看
護
師

な
ど
医
療
や
介
護
現
場
の

労
働
者
で
つ
く
る
県
医
療

介
護
福
祉
労
働
組
合
連
合

会
(
県
医
労
連
、
熊
本
市
)

は
羽
目
、
厳
し
い
労
働
環

境
の
た
め
加
盟
す
る
女
性

看
護
職
員
の
3
割
強
が
切

迫
流
産
を
経
験
し
、
実
際

に
流
産
し
た
女
性
も2
割

弱
に
上
っ
た
と
の
実
態
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。

県
庁
で
会
見
し
た
田
中

直
光
執
行
委
員
長
は
「
安

全
安
心
な
医
療
実
現
の
た

め
に
も
夜
勤
や
サ
ー
ビ
ス

残
業
な
ど
、
過
酷
な
看
護

職
場
の
労
働
改
善
が
必
要

だ
」
と
指
摘
し
た
。

調
査
は
昨
年
5
1
7
月

に
、
上
部
団
体
で
あ
る
日

，Kir寄luki Sokuhou 
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県
医
労
連

本
医
労
連
が
看
護
師
や
保

健
師
な
ど
全
国
の
看
護
職

員
を
対
象
に
実
施
。
県
内

で
は
6
7
3
人
が
回
答
し

9

割
が
女
性
だ
っ
た
。

県
内
で
直
近
3
年
間
に

妊
娠
経
験
の
あ
る
女
性
看

護
職
員
百
人
の
う
ち
、
切

迫
流
産
と
な
っ
た
女
性
は

叫
・
6
%
に
当
た
る
幻
人

で
、
流
産
し
た
女
性
も
日

・
7
%
の
日
人
い
たυ

県

医
労
連
に
よ
る
と
、
い

ず
れ
も
一
般
的
な
妊
娠
時

の
2

倍
超
の
割
合
と
い

う
の会

見
に
同
席
し
た
玉
名

市
の
看
護
師
膏
藤
ま
り
子

さ
ん
(
臼
)
は
寸
給
料
は
安

く
、
妊
娠
し
て
い
て
も
夜

勤
を
し
な
い
と
生
活
で
き

な
い
た
め
に
無
理
を
す
る

若
い
人
も
い
る
。
人
手
不

足
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
骨

折
ぐ
ら
い
で
は
休
め
ず
に

鎮
痛
剤
を
飲
ん
で
勤
務
せ

ざ
る
を
得
な
い
実
態
が
あ

る
」
と
訴
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
夜
勤
時
の

拘
束
時
間
が
っ
同
時
間
以

上
」
と
の
回
答
が9
・
5

%
に
及
び
、
残
業
代
の
出

な
い
サ
ー
ビ
ス
残
業
が

「
前
の
月
に
叩
時
間
以
上

あ
っ
た
し
が
日
・
4
%
だ

っ
た
。
(
太
路
秀
紀
)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
幻
日
(
土
)

女
性
医
療
者
の
労
働
環
境

看
護
師
7
割
「
辞
め
た
い
」

県
医
霊
調
査
人
員
不
足
が
背
景
に

県
内
の
医
療
機
関
で
働
の
回
答
が
計
刀
・
7
%
に

く
看
護
師
や
助
産
師
ら
の
上
っ
た
。
医
療
ミ
ス
や
ニ

七
割
以
上
が
、
仕
事
を
辞
ア
ミ
ス
の
経
験
が
「
あ

め
た
い
と
感
じ
て
い
る
こ
る
」
と
答
え
た
割
合
は
部

と
が
、
県
医
療
介
護
福
祉
・
3
%
で
、
慢
性
的
な
疲

労
働
組
合
連
合
会
(
医
労
労
を
感
じ
て
い
る
人
も
前

連
)
の
調
査
で
分
か
つ
・
1
%
を
占
め
た
。

た
。
背
景
に
慢
性
的
な
人
仕
事
を
辞
め
た
い
と
感

員
不
足
に
よ
る
過
重
労
働
じ
た
理
由
で
は
「
入
手
不

が
あ
る
と
し
て
、
改
善
を
足
で
仕
事
が
き
つ
い
」
が

求
め
て
い
る
。
最
も
多
く
、
「
思
う
よ
う

昨
年
実
施
し
た
全
国
一
に
休
め
な
い
」
「
賃
金
が

斉
調
査
で
、
県
内
で
は
看
安
い
」
と
続
い
た
。

護
師
や
助
産
師
、
准
看
護
二O
一
四
年
四
月
以
降

師
、
保
健
師
の
計
三
千
九
に
妊
娠
し
た
女
性
を
対
象

百
十
九
人
が
回
答
し
た
。
に
し
た
妊
娠
、
出
産
時
の

調
査
に
よ
る
と
、
退
職
状
況
調
査
で
は
、
三
割
が

す
る
こ
と
を
「
い
つ
も
思
「
切
迫
流
産
(
早
産
)
」

う
」
「
と
き
ど
き
思
う
」
状
態
に
な
っ
た
と
回
答
し 「

流
産
」
も
一
割
に
上
っ

た
。二

十
三
日
、
県
庁
で
会

見
し
た
豊
橋
市
民
病
院
の

看
護
師
中
川
智
晴
さ
ん

(
三
九
)
は
「
多
い
人
で
は
月

に
十
回
以
上
の
夜
勤
を
し

て
い
る
。
患
者
の
命
を
守

る
た
め
、
看
護
師
た
ち
が

自
分
の
命
を
削
っ
て
い
る

の
が
実
態
」
と
訴
え
た
。

医
労
連
は
調
査
結
果
を
受

け
、
県
な
ど
に
看
護
師
確

保
の
施
策
の
拡
充
を
求
め

て
い
く
。
(
安
藤
孝
憲
)

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
白
日
(
火
)

51 



医療と安全管理総集版 2018 年7 号

病
院
調
査
手
当
請
求
は

1

割

看護師ら 6 割「始業前から勤務J

病
院
で
勤
務
す
る
看
護
師
や
医
師
ら
約
一

1

万
1
0
0
0

人
か
ら
回
答
を
得
た
日
本
一

医
療
労
働
組
合
連
合
会
(
医
労
連
)
の
実
一

態
調
査
で
、
半
数
を
超
え
る
町
物
が
始
業
一

時
間
前
か
ら
勤
務
を
始
め
、
始
業
前
の
残
一

業
代
を
全
額
請
求
し
て
い
る
の
は
全
体
の
一

1

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
つ
一

た
。
医
労
連
の
担
当
者
は
「
始
業
前
の
業
一

務
も
労
働
時
間
で
『
残
業
手
当
を
払
う
の
一

は
当
た
り
前
』
と
の
認
識
を
広
げ
る
こ
と
一

が
必
要
だ
」
と
し
て
い
る
。
一

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
始
業
時
間
前
か
一

ら
働
い
た
と
答
え
た
人
を
職
種
別
に
み
る
一

と
、
看
譜
職
で
はω俗
、
リ
ハ
ビ
リ
技
師
一

は
印
婦
、
医
師
は
白
川
切
に
上
っ
た
。
年
代
一

別
で
は
「
但
歳
以
下
」
と
「
お
ら
羽
歳
」
一

で
そ
れ
ぞ
れ6
割
を
超
え
、
若
い
世
代
で
一

高
い
傾
向
と
な
っ
た
。
一

就
業
時
間
前
や
後
に
残
業
し
て
も
残
業
一

代
を
全
額
請
求
し
な
い
理
由
を
問
う
と
一

「
請
求
で
き
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
」
と
し
一

た
人
が
最
も
多
か
っ
た
。
一

調
査
は
昨
年9
月
か
ら
今
年1
月
に
か
一

け
て
実
施
。
回
答
を
得
た
1

万
1
1
8
9

一

人
の
う
ち
、
看
護
職
が
5
2
9
5

人
と
最
一

多
で
、
検
査
技
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
「
医
一

療
技
術
職
」
が21
9
2

人
、
リ
ハ
ビ
リ
一

技
師1
2
7
6

人
、
医
師1
3
1

人
だ
っ
一

た

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
3

月
割
日
(
土
)

女
性
医
療
者
の
労
働
環
境

当
直
明
け
血
液
固
ま
り
ゃ
す
く

神
戸
労
災
病
院
(
神
戸
市
中
央
と
な
る
労
働
者
健
康
安
全
機
構

区
)
の
井
上
信
孝
副
院
長
(
引
)
が
(
川
崎
市
)
が
、
過
労
死
に
関
連

院
内
の
若
手
医
師
を
対
象
に
実
施
す
る
疾
病
の
予
防
を
重
点
的
に
研

し
た
調
査
で
、
当
直
勤
務
明
け
は
究
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

通
常
勤
務
時
に
比
べ
て
血
液
が
固
取
り
組
ん
だ
。
調
査
対
象
は
必
人

ま
り
や
す
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
で
、
平
均
年
齢
は
初
歳
。
睡
眠
時

分
か
っ
た
。
血
液
が
固
ま
り
ゃ
す
聞
の
平
均
は
通
常
時
の

6

時
間
に

い
と
、
過
労
死
に
つ
な
が
る
脳
血
対
し
、
当
直
時
は

2

時
間
日
分
と

管
疾
患
や
心
臓
疾
患
を
起
こ
す
可
大
幅
に
短
か
っ
た
。

能
性
も
高
ま
る
。
井
上
副
院
長
は
調
査
で
は
、
当
直
明
け
と
通
常

「
血
液
の
状
態
を
も
と
に
疲
労
度
勤
務
時
の
朝
に
そ
れ
ぞ
れ

1

回
ず

や
過
労
度
を
客
観
的
に
判
断
で
き
つ
採
取
し
た
血
液
を
、
検
査
機
器

る
よ
う
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
を
使
っ
て
比
較
。
そ
の
結
果
、
必

い
」
と
し
て
い
る
。
人
中
犯
人
は
当
直
明
け
の
方
が
血

全
国
各
地
の
労
災
病
院
の
母
体
液
が
固
ま
り
ゃ
す
く
な
っ
て
い

医
師
不
足
お
年
ま
で

「
働
き
方
改
革
」
反
映

4

年
遅
く

2
0
2
8

年
ご
ろ
ま
で
医
師

不
足
が
続
く
と
の
推
計
を
厚
生

労
働
省
が
ま
と
め
、
ロ
日
の
同

省
検
討
会
で
示
し
た
。
「
働
き

方
改
革
」
で
医
師
の
労
働
時
間

の
上
限
を
過
労
死
の
危
険
性
が

高
ま
る
週
印
時
間
に
制
限
し
た

ケ
l

ス
。
医
学
部
の
入
学
定
員

に
つ
い
て
同
省
は
当
面
増
や
さ

な
い
方
針
だ
。

推
計
で
は
、
高
齢
者
の
増
加 や

平
均
寿
命
の
延
ひ
な
ど
人
口

動
態
な
ど
に
よ
る
医
療
の
「
需

要
」
に
つ
い
て3
パ
タ
ー
ン
に

分
類
。
そ
の
上
で
、
今
後
の
医

学
部
定
員
を
今
年
度
の9
4
1

9

人
と
定
め
、
労
働
力
な
ど
か

ら
予
測
し
た
医
師
の
「
供
給
」

と
比
較
し
た
。

そ
の
結
果
、
需
要
は
初
年
ご

ろ
ま
で
増
え
続
け
、
そ
の
後
は

減
少
す
る
と
予
測
。
医
師
の
労

厚労省推計

た
。
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、
血

液
の
固
ま
り
ゃ
す
さ
を
示
す
指
標

に
は
最
大
で2
倍
近
い
差
が
あ
っ

た
。
内
臓
の
働
き
を
つ
か
さ
ど
る

交
感
神
経
が
活
発
生9
る
と
血
液

が
固
ま
り
ゃ
す
く
な
る
た
め
、
そ

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

井
上
副
院
長
は
今
後
も
デ
l

タ

の
蓄
積
を
進
め
、
「
血
液
の
固
ま

り
ゃ
す
さ
か
ら
疲
労
度
な
ど
を
数

値
化
し
、
『
見
え
る
化
』
す
る
方

法
も
考
え
た
い
」
と
す
る
。
長
時

間
勤
務
が
続
い
た
場
合
、
該
当
者

に
産
業
医
と
の
面
談
な
ど
を
実
施

す
る
企
業
や
事
業
所
も
増
え
て
お

働
時
間
の
上
限
を
過
労
死
の
労

災
認
定
基
準
の
目
安
で
あ
る

「1
カ
月
の
残
業
別
時
間
」
に

当
た
る
「
週
印
時
間
」
に
し
た

場
合
、
お
年
ご
ろ
に
必
要
な
医

師
数
約
担
方9
0
0
0

人
を
満

た
し
た
。
一
般
労
働
者
の
労
働

時
間
の
上
限
「
週
日
時
間
」
だ

と
、
お
年
ご
ろ
に
約
加
万
人
で

需
給
が
一
致
。
米
国
研
修
医
の

労
働
時
間
の
上
限
「
週
初
時
間
」

と
す
る
と
、
必
要
な
医
師
数
は

担
方
1
0
0
0

人
で
今
年
既
に

満
た
し
、
来
年
以
降
は
「
医
師

過
剰
」
に
な
る
と
し
た
。

前
回
の
推
計
は
同
年3
月
。

医竺(万人 2033年ごろに
師'! 38 ， 2028年ごろに 約36万人で均衡

giz-35方々均衡 <) /;3推計
世 f-- _...n�._ 労働上限羅量?三!t ..JHJμf穴一f勺.0........

計せi;弘;1; ムL一一一、、 --........6ω0時閑間
~f 32r~.. ---80時隠
:f 311 L-_---1ー l
肌 2016 20 25 30 35 40年

| 神戸労災病院、若手医師対動調査 l 
過労死につながる疾患高リスク

り
、
そ
う
し
た
際
の
判
断
材
料
と

し
て
期
待
で
き
る
と
い
う
。

働
き
方
改
革
は
今
国
会
最
大
の

焦
点
と
さ
れ
る
。
関
連
法
案
で
は

時
間
外
労
働
の
上
限
を
罰
則
付
き

で
定
め
る
こ
と
が
柱
の
一
つ
と
さ

れ
る
が
、
一
部
専
門
職
を
規
制
か

ら
外
す
「
高
酵
母
ノ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
割
設
も
盛
り
込
ま
れ

る
見
通
し
で
、
「
働
き
過
ぎ
を
助

長
す
る
」
と
の
愛
読
出
て
い
る
。

医
師
の
働
き
方
に
つ
い
て
も
、
厚

生
労
働
省
の
有
識
者
検
討
全
か
改

善
策
を
議
論
し
て
い
る
。

(
田
中
陽
一
)

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
ロ
日
(
月
)

給
が
一
致
し
た
。
今
回
は
、
働

き
方
改
革
を
加
味
し
た
た
め
医

師
の
仕
事
量
や
、
労
働
時
間
の

推
計
方
法
が
異
な
る
が
、
平
均

的
な
需
要
と
比
べ
る
と
医
師
不

足
の
解
消
は
前
回
よ
り4
年
遅

れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

【
酒
井
雅
浩
、
熊
谷
豪
】

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

平
均
的
な
医
療
需
要
で
算
定
す

る
と
、
目
年
に
約
加
万
人
で
需
2
0
1
8

年
4

月
沼
田
(
金
)
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医
療
機
関
向
け
に
患
者
や
職
員
の
満
足
度
調
査
の
支
援
を
行
う
ケ
ア
レ
ビ
ュ
ー
(
本
社
一

宮
市
相
生
、
加
藤
良
平
社
長
、
電
話
0
5
8
6

・
8
5

・

5
8
4
0
)は
、
公
益
財
団
法
人

・
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
用
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
調

査
し
、
簡
単
に
満
足
度
な
ど
を
集
計
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
問
機
構
は

2
0
1
8

年
度
か
ら
、
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
病
院
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
。
調
査
結
果
を

病
院
の
サ
ー
ビ
ス
や
経
営
の
改
善
に
役
立
て
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
(
一
宮
・
鵜
居
知
世
)

一
略
報
噌
咽
病
院
の
経
営
改
善
を
支
援

ケアレビューが
システム開発

同
社
は
、
医
療
法
人
で
病
院
経
営
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

の
経
営
改
革
に
携
わ
っ
て
い
た
る
。
加
藤
社
長
は
、
問
機
構
が

加
藤
社
長
が
、2
0
0
4

年
に
展
開
す
る
事
業
の
う
ち
、
各
病

設
立
。
調
査
ツl
ル
の
開
発
の
院
内
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

ほ
か
、
全
国
各
地
の
病
院
情
報
に
取
り
組
む
「
ク
オ
リ
テ
ィ

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
ウ
ェ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
を
育
成
す
る
講

ブ
サ
イ
ト
「
病
院
情
報
局
」
な
座
の
講
師
も
務
め
て
い
る
。

ど
、
一
般
お
よ
び
医
療
関
係
者
今
回
、
同
社
が
こ
れ
ま
で
提

向
け
サ
イ
ト
の
運
営
も
手
掛
け
供
し
て
い
た
調
査
ツ
l

ル
を
も

て
い
る
。
と
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
調
査
を
行

は
、
国
や
日
本
医
師
全
が
資
金
い
、
簡
単
に
集
計
で
き
る
シ
ス

を
寄
付
し
て
運
営
す
る
第
三
者
テ
ム
を
問
機
構
向
け
に
開
発
し

機
関
。
病
院
の
運
営
方
法
や
医
た
。
病
院
側
は
個
別
醤
否
確

療
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
評
価
し
、
認
に
加
え
、
他
の
病
院
と
結
果

女
性
医
療
者
の
労
働
環
境

の
比
較
が
で
き
る
。
病
院
内
部
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
。

の
改
善
に
役
立
て
る
だ
け
で
な
ま
た
、
同
社
は
、
開
発
し
た

く
、
「
高
評
価
の
場
合
、
各
病
シ
ス
テ
ム
を
、
診
療
所
や
介
護

院
の
判
断
で
外
部
に
結
果
を
公
事
業
所
向
け
に
独
自
で
サ

l

ビ

開
し
、
患
者
へ
安
心
感
を
与
え
ス
展
開
す
る
こ
と
も
計
画
し
て

る
使
い
方
も
で
き
る
」
(
加
藤
い
る
。
加
藤
社
長
は
「
満
足
度

社
長
)
。
調
査
が
普
及
し
、
医
療
業
界
で

問
機
構
は
口
年
度
、
全
国
約
情
報
開
示
が
進
め
ば
、
医
療
の

1
8
0

カ
所
の
病
院
に
参
加
し
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
」
と
期

て
も
ら
い
、
試
行
調
査
を
実
施
。
待
し
て
い
る
。

そ
の
報
告
の
た
め3
月
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
い
た
。
同
年
度
か
ら

の
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
患
者
満
足

度
・
職
員
や
り
が
い
度
活
用
支

援
」
で
正
式
に
ケ
ア
レ
ビ
ュ
ー

中
部
経
済
新
聞
・
朝
刊
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医
者
に
な
っ
た
当
時
、
三
重
県
で

不
妊
治
療
に
携
わ
る
中
で
出
会
う
医

師
は
軒
並
み
五
十
歳
以
上
。
研
修
先

の
大
阪
の
病
院
で
は
若
手
医
師
が
大

勢
い
る
の
を
見
て
、
格
差
に
驚
い
た
。

晩
婚
化
が
進
み
、
不
妊
に
悩
む
人
は

増
え
て
い
る
。
「
こ
れ
か
ら
伸
び
る

分
野
な
の
に
、
こ
れ
で
は
先
細
る
一

方
。
三
重
の
不
妊
治
療
を
し
よ
っ
て

立
つ
人
を
増
や
し
た
い
」
。
治
療
の

現
場
に
立
ち
つ
つ
、
不
妊
治
療
に
関

わ
る
医
師
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
。

三
重
県
伊
賀
市
出
身
。
浜
松
医
科

大
医
学
部
に
進
学
し
た
が
、
故
郷
で

医
師
に
な
り
た
い
と
三
重
県
松
阪
市

産
婦
人
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
併
設

さ
れ
た
小
児
科
に
勤
務
す
る
。
役
割

は
実
に
幅
広
い
。
年
間
八
百
件
を
超 (津市)

忠志さん (37)

三重大病院高度生殖医療センター

まえざわ

前沢

(名古屋市千種区)

敏之さん (57)

医
療
従
事
者

不
妊
治
療
の
裾
野
広
げ
る

助教

の
済
生
会
松
阪
総
合
病
院
や
三
重
大

病
院
(
津
市
)
で
勤
務
し
た
。
二O

一
四
年
か
ら
三
重
大
病
院
高
度
生
殖

医
療
セ
ン
タ
ー
で
助
教
と
し
て
臨
床

実
験
の
他
手
術
も
す
る
。
日
々
命
の

誕
生
と
い
う
奇
跡
に
立
ち
会
う
が
、

奇
跡
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
提
供
す

る
の
が
仕
事
と
自
負
す
る
。
昨
年
、

三
重
大
病
院
は
県
内
で
初
め
て
卵
巣

凍
結
が
認
め
ら
れ
、
不
妊
治
療
の
可

能
性
を
広
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。

病
院
で
は
死
に
ゆ
く
人
を
み
と
る

こ
と
が
多
い
が
、
唯
一
新
た
な
命
の

誕
生
に
携
わ
れ
る
科
だ
と
感
じ
る
。

病
気
が
治
る
の
と
は
ま
た
違
う
喜
び

を
昧
わ
い
、
家
族
全
員
が
「
お
め
で

と
う
!
」
と
喜
ん
で
帰
っ
て
い
く
の

を
見
る
の
が
至
福
の
瞬
間
だ
。

大
学
病
院
で
も
、
地
方
に
よ
っ
て

は
不
妊
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

病
院
も
多
い
。
個
人
の
診
療
所
は
、

技
術
を
あ
ま
り
よ
そ
に
教
え
た
が
ら

な
い
ケ
l

ス
も
あ
る
。
喫
緊
の
課
題

な
の
に
技
術
が
広
が
っ
て
い
か
な
い

現
状
に
、
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
い
る
。

「
大
学
病
院
な
ら
治
療
に
加
え
、

医
師
の
教
育
が
で
き
る
」
と
考
え
、

科
に
回
っ
て
き
た
研
修
医
に
は
、
採

卵
や
受
精
卵
の
移
植
も
体
験
し
て
も

ら
う
。
不
妊
治
療
が
ど
ん
な
も
の
か
、

医
師
自
身
が
知
ら
な
け
れ
ば
興
味
を

持
て
な
い
と
、
専
門
を
決
め
る
前
の

医
師
た
ち
が
不
妊
治
療
に
触
れ
る
機

会
を
つ
く
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

私
生
活
で
も
子
ど
も
三
人
の
父
。

伺
時
間
も
陣
痛
に
耐
え
る
妻
を
そ
ば

子
ど
も
の
心
と
向
き
合
う

や
せ
が
重
症
化
す
れ
ば
命
を
落
と
す

リ
ス
ク
も
あ
る
。
敬
遠
す
る
医
師
も

い
る
が
、
「
と
て
も
や
り
が
い
が
あ

る
」
と
言
い
切
る
。
「
患
者
の
多
く

は
『
手
の
か
か
ら
な
い
良
い
子
』
だ

っ
た
。
思
春
期
を
迎
え
て
勉
強
や
友

人
関
係
で
し
ん
ど
く
な
り
、
病
気
に

を
促
し
、
患
者
が
気
持
ち
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
交
換
日
記
を
す
る
こ
と

も
。子

ど
も
と
ま
っ
す
ぐ
向
き
合
う
姿

勢
は
、
経
験
や
出
会
い
の
中
で
培
わ

れ
た
も
の
だ
。
中
学
三
年
の
時
、
母

親
が
く
も
膜
下
出
血
で
亡
く
な
っ

で
見
て
、
患
者
の
苦
し
み
を
知
っ

た
。
子
ど
も
を
持
つ
喜
び
を
知
り
、

「
妊
娠
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
一
人

前
に
す
る
こ
と
が
ゴl
ル
。
そ
こ
ま

で
考
え
て
妊
娠
、
出
産
に
臨
ん
で
ほ

し
い
」
と
語
る
。

母
親
に
重
度
の
糖
尿
病
や
心
臓
病

が
あ
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
病
気
に
な

る
リ
ス
ク
も
高
ま
る
た
め
、
「
い
ろ

~ 

い
ろ
な
科
で
総
合
的
に
診
察
で
き
る

今
の
職
場
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

不
妊
治
療
の
研
究
を
続
け
た
い
」
と

大
学
病
院
で
の
診
療
に
こ
だ
わ
る
。

広
い
三
重
県
で
も
全
域
で
同
じ
レ
ベ

ル
の
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
育

て
た
医
師
を
派
遣
し
た
い
と
意
気
込

む
。
(
鈴
木
里
奈
)

中日新聞・朝刊

「
地
方
で
不
妊
治
療
に
取
り
組
む
若
手
医

師
を
育
て
た
いt
と
語
る
前
沢
忠
志
さ
ん

気
も
。
自
身
の
変
化
が
、
心
身
症
に

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

名
古
屋
市
立
大
に
進
学
し
、
心
身

障
害
児
や
家
族
を
支
援
す
る
サ
ー
ク

ル
に
所
属
。
「
本
人
や
家
族
の
気
持

ち
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
医

師
は
病
気
ご
と
に
患
者
を
分
け
て
考

え
が
ち
だ
が
、
そ
の
子
そ
の
子
を
見

る
こ
と
が
身
に
付
い
た
」
。
最
初
の

病
院
で
は
、
研
究
熱
心
な
先
輩
と
の

出
会
い
も
あ
っ
た
。

今
の
病
院
に
赴
任
し
て
二
十
年
。

発
達
障
害
の
相
談
な
ど
、
自
身
の
技

量
を
求
め
ら
れ
る
機
会
は
増
し
て
い

る
。
極
意
は
伺
か
。
「
結
局
は
人
と

人
。
信
頼
関
係
が
大
事
な
の
で
う
そ

は
絶
対
つ
か
な
い
。
子
ど
も
に
は
す

ぐ
見
抜
か
れ
る
」
と
敬
意
を
込
め
て

話
す
。
(
小
中
寿
美
)

54 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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す
お
産
の
う
ち
、
二
割
近
く
は
新
生

児
の
治
療
が
必
要
。
お
産
に
立
ち
会

う
た
め
当
直
を
し
、
外
来
で
は
健
診

や
予
防
接
種
、
風
邪
な
ど
一
般
的
な

症
状
を
診
つ
つ
、
母
親
の
産
後
う
つ

に
も
気
を
配
る
。
一
方
で
、
子
ど
も
の

摂
食
障
害
や
発
達
障
害
、
不
登
校
に

伴
う
体
の
不
調
な
ど
、
心
や
神
経
に

関
す
る
疾
患
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

特
に
摂
食
障
害
は
、
心
身
両
面
へ

の
き
め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
、

日
本
臓
器
移
檀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
を
十

八
年
務
め
た
後
、
二
年
前
に
大
学
教

員
に
転
身
。
大
学
院
で
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
1

の
専
門
性
を
高
め
る
た
め

の
教
育
に
取
り
組
む
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
は
、
病
院
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ほ
か
、
運
搬
な
ど

の
た
め
交
通
機
関
、
警
察
な
ど
多
く

の
機
関
を
つ
な
ぐ
要
だ
。
現
役
で
病

院
内
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
を
務
め

る
看
護
師
ら
に
、
自
ら
の
経
験
談
を

交
え
な
が
ら
制
度
や
実
務
を
解
説
し

て
い
る
。

愛
知
県
刈
谷
市
出
身
。
大
学
で
は

星ケ丘マタニティ病院

井口

藤田保健衛生大(愛知県豊明市〉

朋子さん (51)朝居 副院長、小児科部長

と
り
つ
か
れ
る
」
と
典
型
の
パ
タ
ー

ン
を
説
明
す
る
。
治
療
は
「
病
気
か

ら
脱
出
し
、
そ
の
子
ら
し
い
人
生
を

歩
ん
で
い
く
お
手
伝
い
を
す
る
重
要

な
仕
事
」
と
自
負
し
て
い
る
。

入
院
の
場
合
は
ま
ず
、
一
日
千
キ
ロ

官
程
度
の
食
事
を
完
食
す
る
こ
と
を

目
指
す
。
患
者
に
体
重
増
加
へ
の
強

い
恐
怖
が
あ
る
た
め
、
毎
日
回
診
し

て
太
ら
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。
お
な

か
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
胃
腸
の
働
き た

。
夜
中
に
頭
痛
を
訴
え
て
倒
れ
、

あ
っ
と
い
う
聞
に
。
伺
も
で
き
な
か

っ
た
悔
し
さ
か
ら
医
師
を
志
し
た
。

数
日
前
、
一
緒
に
出
掛
け
た
際
、
列

車
に
乗
り
遅
れ
そ
う
に
な
っ
た
た

め
、
母
と
と
も
に
ホ
l

ム
を
走
っ

た
。
母
の
死
か
ら
し
ば
ら
く
は
「
走

ら
せ
た
自
分
の
せ
い
だ
」
と
思
い
込

み
、
「
明
日
の
朝
に
は
自
分
も
生
き

て
い
な
い
か
も
」
と
お
び
え
た
。
高

校
三
年
の
時
に
は
原
因
不
明
の
吐
き

「
命
の
リ
レ
!
」
重
み
伝
え
る

医療科学部准教授

法
律
を
学
ん
だ
。
修
士
論
文
の
テ
ー

マ
に
臓
器
移
植
を
選
び
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
i

に
興
味
を
持
っ
た
。
東
京

の
法
律
事
務
所
で
働
い
た
後
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
採
用
さ
れ
た
。

最
初
に
担
当
し
た
ケl
ス
は
心
停

止
後
に
提
供
し
た
三
十
代
男
性
患
者

で
、
人
の
臨
終
に
初
め
て
立
ち
会
っ

た
。
男
性
は
妻
と
子
ど
も
二
人
を
残

し
た
。
終
末
期
を
迎
え
た
患
者
の
家

族
の
感
情
が
大
き
く
揺
れ
る
さ
ま
を

目
の
当
た
り
に
し
「
悲
し
む
家
族
に

ど
う
寄
り
添
え
ば
い
い
の
か
」
と
問

題
意
識
を
持
ち
、
グ
リl
フ
(
悲

嘆
)
ケ
ア
を
学
ん
だ
。

必
要
な
医
学
的
知
識
は
一
か
ら
学

ん
だ
。
一
方
で
「
医
療
が
専
門
で
な

く
て
良
か
っ
た
」
と
も
。
医
療
者
に

は
な
い
視
点
で
物
事
を
見
ら
れ
た

り
、
法
律
の
知
識
を
現
場
で
生
か
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

提
供
を
し
な
か
っ
た
例
を
含
め
八

十
例
ほ
ど
を
担
当
。
「
ド
ナ
ー
や
家

族
か
ら
人
の
優
し
さ
や
強
さ
を
教
え

て
も
ら
っ
た
。
ド
ナ
!
と
家
族
の
最

期
の
場
面
を
大
事
に
す
る
大
切
さ
を

院
生
に
伝
え
ら
れ
た
ら
」

印
象
に
残
る
の
は
二O

一O
年
施

行
の
改
正
臓
器
移
植
法
で
導
入
さ
れ

た
親
族
優
先
提
供
を
圏
内
で
初
め
て

実
現
し
た
事
例
だ
。
二
十
代
の
娘
へ

の
生
体
腎
移
植
を
準
備
し
て
い
た
四

十
代
女
性
が
、
偶
然
脳
死
状
態
と
な

っ
た
。
親
族
優
先
提
供
を
希
望
す
る

こ
と
を
本
人
が
記
し
た
書
面
が
必
要

だ
が
、
当
初
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

医
療
従
事
者

/ 

ダ

「臨
気床

雪量
が士
通の
つ資
た格一一一一

時も
ぎ持
τコ二J
れ井
し口
い敏

52 
す

夫
が
「
娘
に
提
供
し
た
か
っ
た
の

は
明
ら
か
」
と
書
面
不
備
の
ま
ま
の

親
族
優
先
提
供
を
主
張
し
た
が
、
譲

ら
な
か
っ
た
。
結
局
、
意
思
表
示
カ

ー
ド
が
見
つ
か
り
望
み
が
か
な
っ
た

が
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
は
家
族
に

寄
り
添
う
と
同
時
に
法
律
を
守
る
立

場
で
も
あ
る
。
厳
し
い
対
応
を
求
め

ら
れ
た
」
と
振
り
返
る
。

昨
年
か
ら
中
学
校
で
の
「
い
の
ち

日新聞・朝刊中

の
授
業
」
を
始
め
た
。
梼
来
、
医
師

や
看
護
師
と
な
る
学
生
が
先
生
と
な

り
、
心
臓
の
働
き
や
身
体
の
仕
組
み

を
教
え
る
。
一
人
一
人
の
体
に
小
宇

宙
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

る
。
「
い
か
に
生
き
て
死
ぬ
か
を
考
え

る
こ
と
で
、
人
生
の
豊
か
さ
が
決
ま

る
」
と
信
じ
て
い
る
。
(
稲
田
雅
文
)

~t 、のちの授業」で中学生と語ら
う朝居朋子さん=愛知県岡崎市で

中日新聞・朝刊

2018年3月 13 日(火)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。

2018年3月 27 日(火)
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号TT号室Eレクト吉井美香さん(28)

Sfand by you! 

そばにいるよ

東
京
都
世
田
谷
区
のNP

O
法
人
「
ウ
ブ
ド
ベ
」
は
、

高
齢
者
や
患
者
ら
を
支
え
る

仕
事
の
魅
力
を
若
者
に
伝
え

よ
う
と
「
医
療
福
祉
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
と
銘
打

っ
た
アl
ト
や
音
楽
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
企
画
す
る
集
団

だ
。
そ
の
一
員
と
し
て
、
全

国
の
福
祉
作
業
所
で
作
ら
れ

た
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

グ
ッ
ズ
な
ど
の
セ
レ
ク
ト
シ

ョ
ッ
プ
「H
A
L
U
(ハ
ル
)
」

の
運
営
を
担
当
す
る
。

有
料
老
人
ホl
ム
の
看
護

師
で
も
あ
る
。
高
校
時
代
か

ら
憧
れ
た
仕
事
で
、
資
格
を

取
っ
て
古
里
の
富
山
県
で
働

い
た
。
そ
こ
で
知
っ
た
超
高

齢
社
会
の
現
実
。
老
老
介
護

経験いつか古里に
や
認
知
症
の
独
居
が
増
え
る

中
、
若
手
の
医
療
従
事
者
が

圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
。
危

機
感
を
抱
い
て
同
世
代
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り

す
る
中
で
、
ウ
ブ
ド
ベ
に
出

合
い
、
昨
秋
上
京
し
た
。

先
月
、
路
面
店
か
ら
ウ
ェ

ブ
墜
冗
に
完
全
移
行
レ
た
H

A
L
U

は
、
デ
ザ
イ
ン
性
が

高
く
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
商
品
を
そ
ろ
え

る
。
売
れ
行
き
は
作
業
所
で

働
く
障
害
者
の
自
立
に
も
直

結
す
る
だ
け
に
、
今
後
は
全

国
の
福
祉
関
係
者
と
共
同
で

商
品
開
発
に
も
取
り
組
む
。

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
日

々
は
多
忙
だ
が
「
堅
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
な
福
祉

の
仕
事
の
魅
力
を
、
も
う
少

し
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
、
い
ろ
い

ろ
な
人
に
伝
え
た
い
」
と
意

気
込
む
。
ウ
ブ
ド
ベ
で
培
っ

た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
い

つ
か
古
里
に
還
元
す
る
の
が

夢
だ
。
【
谷
本
仁
美
】

AI で医療改革「一人でも救いたい」

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
白
日
(
水
)

「
頭
脳
流
出
一

の
懸
念
は
杷
憂
だ

っ
た
よ
う
だ
。
世

界
級
の
医
学
研
究

者
と
し
て
米
シ
カ
ゴ
大
医
学
部
に

籍
を
置
く
が
、6
年
ぶ
り
に
帰
国

し
、
日
本
の
た
め
に
働
く
。
内
閣

府
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

造
プ
ロ
グ
ラ
ム(
S
I
P
)の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
公
募
で
遷
ば
れ
、
加

日
に
任
命
さ
れ
た
。
担
当
す
る
の

は
最
先
端
技
官
官
駆
使
し
た
「A

I

ホ
ス
ピ
タ
ル
に
よ
る
高
度
診
断

・
治
療
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
だ
。

新
し
い
薬
や
医
療
機
器
が
次
々

に
登
場
す
る
な
ど
医
療
が
高
度
化

・
複
雑
化
す
る
中
で
、
人
工
知
能

(
A
I
)を
フ
ル
に
活
用
。
病
気

の
診
断
を
よ
り
正
確
に
行
う
と
と

も
に
、
医
療
従
事
者
の
負
担
を
軽

減
し
、
医
療
の
効
率
化
、
医
療
費

の
抑
制
を
目
指
す
。

専
門
は
ゲ
ノ
ム
(
全
遺
伝
情

報
)
研
究
。
2
0
0
3
(
平
成

日
)
年
に
ヒ
ト
の
全
遺
伝
情
報
が

解
読
さ
れ
た
が
、
そ
の
十
数
年
前

に
が
ん
の
関
連
遺
伝
子
を
発
見
す

る
な
ど
遺
伝
医
学
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ゲ
ノ
ム
に

も
着
目
し
、A
I
で
喧
伝
子
を
解

析
し
て
個
々
の
患
者
に
合
っ
た
治

療
法
を
提
示
す
る
。
「
人
間
愛
な

塵

なかむらゅうすげ

iA I ホスピタル」ディレクター中村祐輔さん (65)
昭
和
幻
年
、
大
阪
市
出
身
。
大
阪
大
医

学
部
卒
、
米
ユ
タ
大
留
学
を
経
て
東
京
大

医
税
学
研
窒
附
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
セ
ン
タ

ー
長
や
内
閣
官
房
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
室
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成M年
か
ら

米
シ
カ
ゴ
大
医
学
部
教
授
を
務
め
る
。
主

な
著
書
に
「
が
ん
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
療

法
」
(
中
山
書
店
)
な
ど
。

く
し
て
医
療
と
呼
ぶ
に
は
値
し
な

い
。
現
在
の
医
療
で
取
り
残
さ
れ

た
患
者
さ
ん
を
一
人
で
も
救
い
た

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
5

カ
年
計
画

で
、
異
例
の
大
型
予
算
が
組
ま
れ

る
見
込
み
だ
。
シ
カ
ゴ
大
は
永
年

契
約
だ
っ
た
が
、
6

月
末
で
辞

し
、
7

月
か
ら
本
格
活
動
す
る
と

い
う
。
民
主
党
政
権
に
は
し
ご
を

外
さ
れ
、
内
閣
官
房
医
療
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
推
進
室
長
を
途
中
で
辞

任
し
た
こ
と
も
。
こ
の
間
、
「
日

本
の
医
療
は
凶
年
遅
れ
た
」
と
焦

燥
感
を
抱
く
。
だ
か
ら
こ
そ
「A

ー
に
よ
っ
て
医
療
改
革
を
行
い
、

世
界
を
リ
ー
ド
し
た
い
」
と
意
気

込
む
。(

編
集
委
員
大
家
俊
夫
)

産

経
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
引
日
(
土
)

戸J量管の都合二、写真を割愛してJ;リます 56 



富
山
県
内
で
介
護
職
の
人
材
不
足

が
問
題
と
な
る
中
、
誠
友
病
院
(
富

山
市
上
千
俵
町
)
の
位
歳
の
看
護
師

木
下
シ
サ
さ
ん
(
病
院
顧
問
)
が
介

護
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
。
刊
年

に
及
ぶ
経
験
を
生
か
し
、
自
分
よ
り

年
下
の
高
齢
患
者
か
ら
「
頼
れ
る
お

姉
さ
ん
」
と
し
て
慕
わ
れ
て
い
る
。

木
下
さ
ん
は
四
日
、
富
山
老
人
保
健

施
設
で
「
介
護
は
、
究
極
の
お
も
て

な
し
」
と
題
し
て
講
演
し
、
介
護
職

の
魅
力
を
伝
え
る
。

晶玉会合理総集版 2018 年 7 号

木
工
」
ん
は
、
看
護
だ
け
で

は
な
く
介
護
に
携
わ
る
現
在
の

仕
事
に
つ
い
て
、
「
介
護
と
看

護
は
も
と
も
と
同
じ
も
の
で

す
」
と
言
い
切
る
。
患
者
の
回

復
に
心
を
配
り
、
元
気
に
な
っ

て
い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
す

る
喜
び
は
一
緒
と
し
て
、
「
医

師
も
看
護
師
も
介
護
福
祉
士
も

関
係
な
く
、
協
力
し
な
が
ら
い

い
病
院
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
す
。

月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
午
前

2 
患
者
、
親
し
み
込
め

9

時
i

午
後5
時
、
木
下
ベ
ヤ
ん

は
通
常
の
職
員
と
同
様
に
勤
務

す
る
。
顧
問
と
し
て
院
内
に
部

屋
が
あ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
看
護

師
が
詰
め
る
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
患
者
が
集
ま
る
談
話

室
に
身
を
置
き
、
若
い
看
護
師

や
患
者
と
の
交
流
を
大
切
に
し

て
い
る
。

入
院
患
者
は
、
木
下
ペ
ヤ
ん
よ お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
人
も
多
く
、
親
し
み
を
込

め
て
「
先
生
」
と
呼
ぶ
人
が
い

る
。木

下
さ
ん
は
、
現
在
の
富
山

市
医
師
会
看
護
専
門
学
校
に
学

び
、
看
護
の
道
を
歩
み
は
じ
め

た
。
1
9
5
8
(昭
和
白
)
年

に
正
看
護
師
と
な
り
、
現
在
の

上
市
総
合
病
院
に
初
年
ま
で
動

先
生

上
目
の
当
た
り
に
し
、
「
患
者

さ
ん
の
異
常
を
察
知
す
る
の

が
早
く
、
周
囲
の
職
員
へ
の
気

配
り
も
忘
れ
な
い
。
今
で
も
頼

り
に
な
る
先
輩
で
す
」
と
評
す

る
。木

下
さ
ん
は
、
経
験
を
後
進

に
伝
え
、
自
分
も
若
い
人
か
ら

知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
が
生
き

が
い
と
い
い
、
講
演
も
引
き
受

人
材
不
足
の
中
「
生
涯
現
役
」

り
も
年
下
で
あ
る
初
代
の
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
。
木
下
『
」
ん
と
の

介
護
職
員
の
人
材
不
足
富
山
労
働

}
t

局
に
よ
る
と
、
介
護
分
野
の

「
(
崎
有
効
求
人
倍
率
は
2
0
1
4

\
川
吋
年
平
均
が2
・
位
倍
、
日
年

i
L

平
均
が3
・
日
倍
、
凶
年
平

間
が4
・

U
倍
、
口
年
ロ
月
は
4

・
引

倍
と
慢
性
的
な
人
材
不
足
が
続
く
。
昨

年
9

月
に
改
正
入
管
難
民
法
が
施
行
さ

れ
、
留
学
生
が
日
本
の
養
成
校
で
学
ん

で
国
家
資
格
を
取
得
す
れ
ば
圏
内
で
働

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

務
し
、
「
外
税
や
内
税
、
産
婦

人
糾
と
い
っ
た
『
￥
品
ざ
ま
な
分

野
の
看
護
を
経
験
し
て
き
た
」

と
振
り
返
る
。

退
職
後
も
「
病
気
に
悩
む
人

た
ち
の
力
に
な
り
た
い
」
と
の

気
持
ち
は
消
え
ず
、
例
年
、
誠

友
病
院
の
開
設
と
同
時
に
再

就
職
し
た
。
看
護
課
の
道
江

千
恵
子
総
師
長(
η
)は
、
木
下

さ
ん
の
働
き
ぶ
り
を
初
年
以

医
療
従
事
者

け
た
。
「
今
、
健
康
で
い
ら
れ
る

の
は
仕
事
の
お
か
げ
。
生
涯
現

役
で
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
た
。

富
山
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
沼
田
(
水
)
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「

新人の挫折、早期離職防止へ E 

研修看護師制度始まる

臨
床
現
場
で
求
め
ら
れ
る
看
護
師
の
実
践
能
力
と
、
看
護
学
校
な
ど
で
習
得
し
た
技
術
レ
ベ
ル
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
う
新
人
看
護
師
は
少
な
く
な
い
。
学
生
か
ら
看
護
師
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を

支
え
よ
う
と
、
松
山
赤
十
字
病
院
(
松
山
市
文
京
町
、
横
田
英
介
院
長
)
は

2
0
1
8

年
度
か
ら
、

新
人
が
各
部
署
を3
カ
月
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
研
修
す
る
「
研
修
看
護
師
」
制
度
を
始
め
た
。

経
験
不
足
に
よ
る
挫
折
や
早
期
離
職
を
防
ぎ
、
病
院
全
体
の
看
護
の
質
向
上
に
つ
な
げ
る
。

4

月
に
配
属
先
を
決
め
、
各
病

棟
で
新
人
を
指
導
し
て
い
る
現
在

の
研
修
に
対
し
、
研
修
看
護
師
制

度
は
4
1
6

月
を
基
礎
期
間
、7

1
9

月
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ンI
、

叩
i

ロ
月
を
同E
と
設
定
。
新
人

は
各
病
棟
に
配
属
さ
れ
た
後
、
内

税
系
と
外
糾
系
の1
部
署
ず
つ
を

回
る
。

内
糾
系
は
関
連
外
来
、
救
急
外

来
、
地
域
医
療
連
携
室
を
、
外
糾

系
で
は
手
術
室
、
集
中
治
療
室

(
I

C
U
)
を
経
験
。
基
礎
技
術
の
習

得
に
加
え
、
診
療
の
流
れ
も
つ
か

み
、
患
者
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た 継

続
看
護
を
学
ぶ
。
1

月
以
降
は

2

年
目
に
所
属
予
定
の
部
署
で
研

べ
ヤ
ん
を
積
む
。

看
護
部
の
酒
井
富
美
看
護
副
部

長
(
日
)
は
「
移
行
期
の

1

年
は
学

び
を
優
先
さ
せ
た
い
。
社
会
人
と

し
て
必
要
と
さ
れ
る
行
動
や
心
構

え
も
身
に
付
け
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
説
明
す
る
。

制
度
導
入
の
背
景
に
は
新
人
看

護
師
の
早
期
離
職
や
医
療
の
高
度

化
が
あ
る
。
同
病
院
に
は
毎
年
約

ω
i
m
人
が
就
職
す
る
が
、1年

以
内
の
退
職
者
の
割
合
は
約
4
1

日
%
で
推
移
。
高
齢
化
に
伴
い
、

患
者
の
疾
患
も
複
雑
化
し
、
各
疾

患
に
配
慮
し
た
ケ
ア
や
知
識
が
問

わ
れ
る
。

新
人
を
対
象
に
し
た
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
研
修
は
開i
ω
年
度
に
も

実
施
さ
れ
、
看
護
技
術
の
習
得
に

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。

同
病
院
で
も
今
後
課
題
と
な
る
看

護
師
不
足
な
ど
を
考
膚
し
、
教
育

理
念
を
見
直
す
な
ど
し
て
今
回
新

た
に
導
入
。
臨
床
現
場
で
の
指
導

者
ら
の
養
成
強
化
に
日
年
度
か
ら

取
り
組
み
、
新
人
の
受
け
入
れ
態

勢
を
整
備
し
て
き
た
。

研
修
中
は
、
悩
み
や
不
安
を
抱

え
た
新
人
が
仲
間
と
語
り
合
え
る

場
を
定
期
的
に
開
く
ほ
か
、
勤
務

2
1
4

年
目
の
先
輩
看
護
師
「
ジ

ュ
ニ
ア
プ
リ
セ
プ
タ
l

」
が
サ
ポ

ー
ト
役
と
な
り
、
フ
ォ
ロ
ー
に
力

を
入
れ
る
。

部署をローテーション3カ月ごと

同
部
の
浅
野
光
教
育
担
当
係
長

(
必
)
は
「
従
来
と
比
べ
れ
ば
広
く

浅
く
に
は
な
る
が
、
経
験
で
当
旨

A
V

基
礎
技
術
は
増
え
る
」
と
強
調
。

多
職
種
の
職
員
と
出
会
う
機
会
に

も
な
る
と
し
「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
上
で
良
い
刺
激
に
な
れ

ば
。
病
院
全
体
で
新
人
を
育
て
、

と
も
に
成
長
し
た
い
」
と
意
気
込

む
。看

護
の
質
を
高
め
る
と
と
も
に

新
卒
者
の
早
期
離
職
を
防
ご
う

と
、
新
人
看
護
師
を
採
用
す
る
病

院
で
は
凶
年
度
か
ら
卒
後
臨
床
研

修
が
「
努
力
義
務
」
と
な
っ
て
い

る
。
全
国
の
赤
十
字
病
院
・
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
計
位
カ
所
の

う
ち
約3
割
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い

う
。
(
原
田
茜
)

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
4

日
(
水
)
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中
国
出
身
の
文
儒
さ
ん
(
部
)
は
大
阪
大
医
療

‘
・1
4

通
訳
養
成
コl
ス
で
体
や
病
気
の
基
礎
知
識
、

闘
で
福
田
本
の
医
療
制
度
、
倫
理
や
通
訳
技
術
な
ど
を

』

t

，
猛
勉
強
し
た
。

身
に
つ
い
た
の
は
知
識
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ

意
識
。
以
前
は
、
友
人
に
頼
ま
れ
る
と
患
者
の

代
理
人
と
し
て
通
訳
し
て
い
た
と
振
り
返
る
。

医
師
と
患
者
の
言
葉
を
正
確
に
忠
実
に
訳
し
、

中
立
の
立
場
を
守
る
の
が
プ
ロ
。
「
言
葉
を
足

さ
な
い
、
引
か
な
い
」
。
理
解
で
き
な
い
時

は
、
わ
か
ら
な
い
と
は
っ
き
り
言
い
、
あ
い
ま

い
に
し
な
い
。

文
さ
ん
は
、
大
阪
大
付
属
病
院
の
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
難
病
治
療
で

訪
日
し
た
人
、
手
術
の
現
場
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
通
訳
し
て
い
る
。

外
国
人
労
働
者
か
増
え
た
1
9
9
0

年
代
以

降
、
医
療
通
訳
の
ニl
ズ
が
認
識
さ
れ
た
。
通

訳
が
い
な
い
た
め
、
言
葉
の
上
達
か
早
い
子
ど

も
が
親
に
付
き
添
い
、
重
い
病
気
の
告
知
を
訳

す
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
外
国
人
の

支
援
団
体
と
自
治
体
の
連
携
で
医
療
通
訳
の
養

成
や
派
遣
が
始
ま
っ
た
。
多
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
支
え
る
。
大
学
な
ど
の
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
の
は
最
近
で
、
専
門
職
と
し
て
広
が
る
か

は
今
後
の
制
度
作
り
に
か
か
っ
て
い
る
。

(
編
集
委
員
)

足さない引かない

瀬川茂子タベに考える
朝

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
刊
日
(
水
)

指導を受けられる先輩医師の多さなどから研修医が大都市に偏る中、東京で生まれ育ち、

東京大医学部を卒業した前田裕斗さん (29)が、後期研修先に神戸市立医療センター中央市民

病院産婦人科を選び、 3月末に 3年間の日程を終えた。就職に有利な出身大の付属・系列病

院での研修が一般的だが、「関東と違う文化で視野や人脈を広げたい」と、ゆかりのない土地

を選択。["多くの症例を経験できたのも研修医が少ない地方ならではJ と成長を実感する。

4月から東京に戻り、国立成育医療研究センターで周産期医療のエキスパートを目指している。

(佐藤健介)

若
手
率
先
し
意
見
、
症
例
多
く
経
験

で鍛錬
東大卒の研修医

関西流ミ
‘ h ‘ h 

前
田
さ
ん
は
東
京
・
開
成
高
か
ら
た
。
「
医
師
が
集
ま
る
都
市
部
は
症

東
大
を
経
て
、
神
奈
川
県
の
病
院
で
例
の
取
り
合
い
。
そ
の
点
、
地
方
は

2

年
間
の
初
期
研
修
を
受
け
た
。
周
た
く
さ
ん
の
症
例
と
向
き
合
え
る
」
。

産
期
分
野
で
最
先
端
の
研
究
と
治
療
手
術
は
6
0
0

件
以
上
経
験
。
子
宮

を
担
う
医
師
を
±
包
9
中
で
、
「
複
数
か
ら
筋
腫
を
除
く
治
療
で
は
、
開
腹

の
視
点
や
解
塗
零
持
つ
に
は
、
さ
よ
り
も
体
の
負
担
が
少
な
い
「
腹
腔

ま
ざ
ま
な
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
る
鏡
」
に
習
熟
し
た
。

べ
き
。
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
を
離
れ
産
婦
人
科
医
を
蚕
9

過
程
で
、
超

ょ
う
」
と
、
後
期
研
修
先
に
神
戸
を
未
熟
児
を
帝
王
切
開
で
産
む
母
親
の

選
ん
だ
。
つ
ら
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

目
上
に
も
気
後
れ
し
な
い
関
西
人
「
産
声
が
聞
こ
え
な
い
の
で
、
赤
ち
ゃ

気
質
に
刺
激
を
受
け
た
。
卵
巣
の
悪
ん
の
状
態
が
悪
い
こ
と
は
わ
か
る
。

性
腫
虜
が
妊
娠
中
に
再
発
す
る
な
ど
こ
れ
は
母
親
に
と
っ
て
耐
え
難
い
こ

難
し
い
症
例
の
治
療
方
針
に
つ
い
と
だ
」
。
早
産
の
予
防
法
な
ど
を
追
究

て
、
若
手
医
師
が
率
先
し
て
意
見
を
し
、
確
立
す
る
た
め
、
周
産
期
の
医
療

述
べ
る
場
面
に
触
れ
、
「
他
人
に
あ
・
研
究
機
関
の
設
立
を
夢
に
掲
げ
る
。

ま
り
干
渉
し
な
い
関
東
人
に
比
べ
、
「
日
本
の
医
学
研
究
は
大
学
内
や

は
っ
き
り
物
を
言
う
。
自
分
の
弱
点
隣
接
す
る
地
域
内
で
完
結
す
る
」
と

だ
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
指
摘
し
、
「
地
理
的
な
制
約
に
と
ら

が
鍛
え
ら
れ
た
」
と
振
り
返
る
。
わ
れ
ず
、
人
材
を
流
動
さ
せ
る
方
策

技
量
を
磨
く
環
境
に
も
満
足
し
が
必
要
。
今
や
医
師
の
友
人
は
関
西

の
方
が
多
く
な
り
、
培
っ
た
人
脈
を

生
か
す
。
全
国
の
優
秀
な
人
材
を
結

び
付
け
、
世
界
に
通
用
す
る
研
究
を

発
信
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

養
成
・
研
修

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
叩
日
(
火
)
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騨
臓
の
希
少
が
ん
壊
死

岡山大病院圏内初臨床研究で成果

エタノール注入最長 2年再発なし

超
音
波
内
視
鏡
と
特
殊
な
針
を

使
い
、
膳
臓
に
生
じ
る
希
少
が
ん

「
神
経
内
分
泌
腫
一
場
一
に
エ
タ
ノ

ー
ル
を
注
入
し
て
壊
死
さ
せ
る
国

内
初
の
臨
床
研
究
で
、
岡
山
大
病

院
(
岡
山
市
)
が
患
者5
人
中
4

人
の
腫
壊
を
壊
死
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
再
発
は
最
長2
年
間

な
く
、
一
定
の
有
効
性
が
確
認
で

き
た
と
し
て
、
東
京
で
四
日
に
始

ま
る
日
本
消
化
器
病
学
会
総
会
で

発
表
す
る
。

こ
の
腫
虜
は
牒
臓
の
内
分
泌
細

胞
か
ら
発
症
し
、2
0
1
1

年
に

亡
く
な
っ
た
米
ア
ッ
プ
ル
の
創
業

者
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
が

患
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
腫
一
場

を
壊
死
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
エ
タ

ノ
l

ル
の
注
入
療
法
は
、
早
期
の

肝
臓
が
ん
治
療
な
ど
で
用
い
ら
れ

て
き
た
が
、
胃
や
十
二
指
腸
、
肝

臓
に
固
ま
れ
、
体
内
の
奥
深
く
に

位
置
す
る
た
め
高
度
な
技
術
が
求

め
ら
れ
る
騨
臓
で
の
成
功
は
、
同

種
腫
晴
朗
に
悩
む
患
者
に
福
音
と
な

り
そ
う
だ
。

臨
床
研
究
は
消
化
器
内
判
明
の
岡

田
裕
之
教
授
、
松
本
和
幸
助
教
ら

が
2
0
1
5

年
秋
に
着
手
し
た
。

腫
虜
の
大
き
さ
が
早
期
段
階
に
当

た
る
直
径2
ぜ
以
下
で
、
肝
臓
や

リ
ン
パ
節
へ
の
転
移
の
可
能
性
が

低
い
印
i

初
代
の
患
者
男
女5

人
に
実
施
。
口
か
ら
挿
入
し
た
超

音
波
内
視
鏡
を
胃
や
十
二
指
腸

ま
で
到
達
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
裏
側

に
あ
る
牒
臓
の
腫
虜
を
エ
コ
ー

画
像
で
特
定
し
て
針
を
刺
し
、
エ

タ
ノ
l

ル
約
1

、
ポ
以
を
注
入
し

た
。

岡
山
大
病
院
に
よ
る
と
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置(
C

T
)
に
よ
る
検
査
で
、
-
例
目
の

患
者
は
治
療2
年
後
で
再
発
が
な

く
、
他
の3
人
は
叩i
1

カ
月
後

で
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
残
る
1

人
は
エ
タ
ノl
ル
を
0

・
9

、
、
、
リ
れ

ず
つ
2

回
注
入
し
た
が
、
腫
晴
樹
の

膜
の
厚
さ
が
不
十
分
な
た
め
腫
虜

外
に
拡
散
し
て
効
果
を
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

神
経
内
分
泌
腫
一
場
は
、
園
内
の

年
開
発
生
率
が
叩
万
人
に
1

人
と

さ
れ
、
早
期
で
も
部
位
に
よ
り
牒

臓
の
半
分
や
周
辺
の
十
二
指
腸
、

胆
管
な
ど
の
切
除
が
必
要
と
な

る
。
今
回
の
臨
床
研
究
の
治
療
法

は
従
来
に
比
べ
、
体
へ
の
負
担
が

格
段
に
少
な
い
点
が
最
大
の
特
長

と
い
う
。

松
本
助
教
は
有
効
性
の
判
断
に

は
5

年
以
上
の
経
過
観
察
が
必
要

と
す
る
一
方
、
「
勝
臓
を
切
除
せ

ず
、
血
糖
値
を
下
げ
る
『
イ
ン
ス

リ
ン
』
の
分
泌
機
能
を
損
な
わ
な

い
た
め
糖
尿
病
と
な
る
心
配
も
な

い
」
と
し
て
お
り
、
岡
山
大
倫
理

委
員
会
で
承
認
を
得
て
症
例
を

積
み
重
ね
、
将
来
的
に
は
保
険
診

療
を
目
指
す
考
え
だ
。(

民
直
弘
)

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
間
日
(
木
)

2年かけ完成看護師と協力、

医
療
現
場
の
課
題
を
得
意

な
モ
ノ
づ
く
り
で
解
決
|
。

金
属
家
具
メ
ー
カ
ー
の
ト
ク

ヤ
マ
(
滋
賀
県
甲
賀
市
、
徳

山
哲
秀
社
長
、07
4
8

・

6
9

・

5
5
4
2
)は
、
大

阪
に
あ
る
八
尾
車
斗
病
院
の

看
護
師
と2
年
か
け
て
ナl

ス
ワ
ゴ
ン
を
共
同
開
発
し

た
。
こ
の
ほ
ど
同
病
院
に
ワ

ゴ
ン
を
初
台
納
入
し
た
。
1

台
当
た
り
の
価
格
は
消
費
税

抜
き
で
ロ
万
円
と
い
う
。

ワ
ゴ
ン
は
最
上
部
に
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
置
け
る
天
板

を
設
置
。
看
護
師
が
ワ
ゴ
ン

で
電
子
カ
ル
テ
を
作
成
す
る

際
、
無
理
な
姿
勢
に
な
ら
な

い
よ
う
、
天
板
の
位
置
を
高 大阪の市立病院に30台納入

め
に
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
の
落
下
を
防
ぐ

た
め
、
天
板
周
り
に
ガl
ド

を
付
け
た
。
大
き
さ
は
横
川
世

間
ン
×
高
さ
1
1
3

今
×
奥
行

き
釘
今
肘
で
、
重
さ
は
約
初

J
M一70
耐
荷
重
は
約1
0
0

J
M
1
7
あ
る
。

八
尾
E
v
一
病
院
は
こ
れ
ま

で
一
般
的
な
ワ
ゴ
ン
に
市
販

の
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
を
取

り
付
け
る
な
ど
工
夫
し
て
い

た
が
、
ワ
ゴ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

が
安
定
し
な
い
課
題
が
あ
っ

た
。
病
院
側
か
市
内
に
工
場

が
あ
る
縁
で
ト
ク
ヤ
マ
に
製

作
を
依
頼
し
た
。

徳
山
社
長
は
「
今
回
開
発

し
た
ワ
ゴ
ン
を2
0
1
8

年

中
に
全
国
の

病
院
に
売
り

込
み
た
い
」

と
意
気
込
ん

で
い
る
。

(
東
大
阪
)

ハ
尾
市
立
病

院
に
納
品
し

た
ナ
l

ス
ワ

ゴ
ン

日
刊
工
業
新
聞
・
朝
刊
2
0
1
8

年
4

月
間
日
(
火
)
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国
が
製
造
販
売
承
認
や
け
ど
治
療
な
ど
使
用

人工皮膚再生 3 倍速く

京
都
大
な
ど
は
回
目
、
重
症
の

や
け
ど
な
ど
の
治
療
に
使
用
で
き

る
新
し
い
人
工
皮
膚
を
開
発
し
、

医
療
機
器
と
し
て
製
造
販
売
す
る

国
の
承
認
を
得
た
と
発
表
し
た
。

治
療
効
果
は
従
来
の
人
工
皮
膚
よ

り
2
5
3

倍
向
上
す
る
と
い
う
。

承
認
は
凶
日
付
。
来
年
か
ら
本
格

的
に
実
用
化
さ
れ
る
見
通
し
。

や
け
ど
な
ど
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
皮
膚
に
コ
ラl
ゲ
ン
製
の
人

工
皮
膚
を
貼
っ
て
再
生
を
促
す
治

療
法
は
、1
9
9
6

年
に
実
用
化

さ
れ
た
。
だ
が
動
脈
硬
化
な
ど
で

血
流
が
少
な
い
患
者
に
は
効
果
が

低
く
、
治
療
で
き
な
い
ケ
!
ス
も

多
か
っ
た
。

京
大
の
鈴
木
茂
彦
名
誉
教
授

(
形
成
外
科
)
ら
は
2
0
0
5

年
、

皮
膚
の
細
胞
や
血
管
を
摺
や
す
作

用
が
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
を
加
え
た

新
し
い
人
工
皮
膚
を
考
案
。
繊
維

メ
ー
カ
ー
「
グ
ン
ゼ
」
(
大
阪
市
)

と
共
同
開
発
し
た
。

動
物
実
験
や
臨
床
試
験
の
結

果
、
こ
の
人
工
皮
膚
を
患
部
に
貼

る
と
1

週
間
以
上
か
け
て
徐
々
に

た
ん
ぱ
く
質
を
放
出
し
、
皮
膚
の

再
生
が2
1
3

倍
速
く
進
む
こ
と

京大、グンゼと共同開発

京都大などが開発し
た新しい人工皮膚

特

が
わ
か
っ
た
。

新
し
い
人
工
皮
膚
は
最
小
サ
イ

ズ
(
ロ
平
方
弓
-
M
)で
1

枚
約

5
5
0
0

円
。
や
け
ど
の
ほ
か
、

糖
尿
病
に
伴
う
皮
膚
の
病
気
の
治

療
も
保
険
適
用
さ
れ
、
年
間
数
万

人
の
治
療
に
使
え
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。

皮
膚
の
治
療
で
は
患
者
自
身
の

細
胞
を
増
や
し
て
作
る
「
培
養
表

皮
」
が
圏
内
で
実
用
化
さ
れ
て
い

る
が
、
皮
膚
の
深
い
部
位
が
傷
つ

い
た
患
者
に
は
使
え
な
い
。

読

売
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
げ
日
(
火
)

医療用ハルに 2Sサイズ
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
は
最
で
提
供
を
開
始
し
、
順
次

先
端
技
術
を
駆
使
し
た
ロ
ド
イ
ツ
や
米
国
で
展
開
し

ボ
ッ
ト
スl
ツ
「
H
A
L

て
い
く
。
米
国
で
は
脊
髄

(
ハ
ル
)
医
療
用
下
肢
タ
損
傷
の
治
療
で
活
用
す
る

イ
プ
」
の2
S

サ
イ
ズ
の
王
疋
だ
。

製
品
化
に
向
け
た
準
備
を
医
療
用
ハ
ル
を
使
っ
た

進
め
て
い
る
。
身
長1
0

医
療
が
普
及
す
る
中
、
小

O

今
M
か
ら
1
5
0

内
ン
が
柄
な
人
や
子
ど
も
が
装
着

の
人
に
対
応
す
る
も
の
で
き
る
大
き
さ
の
ハ
ル
を

で
、
サ
イ
ズ
別
で
はS
、
要
望
す
る
声
が
多
か
っ

M
、

L
、

X
に
続
く5
タ
た
。
サ
イ
ズ
を
増
や
す
こ

と
で
利
用
者
の
利
便
性
を

サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
高
め
る
。

ハ
ル
は
身
体
を
動
か
そ

イ
プ
目
。
こ
れ
に
よ
り
多
う
と
す
る
時
に
発
生
す
る

く
の
身
長
や
世
代
の
人
が
弱
い
生
体
電
位
信
喜
皮

ハ
ル
を
活
用
で
き
る
よ
う
膚
表
面
で
検
出
し
、
装
着

に
な
る
。

2
S

サ
イ
ズ
は
既
存
の

医
療
用
ハ
ル
同
様
、
下
肢

に
装
着
す
る
医
療
機
器
と

し
て
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
や

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど

難
病
患
者
の
歩
行
改
善
に

活
用
す
る
。
ま
ず
は
日
本

子どもなど低身長者向け
者
の
動
き
を
改
善
、
補

助
、
拡
張
、
再
生
す
る
。

医
療
用
と
し
て
は
、20

1
3

年
に
欧
州
で
医
療
機

器
の
認
証
を
取
得
し
、
米

国
や
日
本
で
も
医
療
機
器

の
承
認
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
片
側
の
脚
に
装

着
す
る
単
脚
タ
イ
プ
も
医

療
機
器
承
認
に
向
け
、
現

在
医
師
主
導
の
治
験
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
ず
日
本

で
脳
卒
中
患
者
の
治
療
で

活
用
し
、
米
国
で
は
脊
髄

損
傷
の
治
療
な
ど
に
も
適

用
範
囲
を
広
げ
て
い
く
予

定
と
い
う
。

戸、

サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
の
ハ
ル
医
療
用
下
肢
タ
イ

プ
。
難
病
患
者
の
歩
行
改
善
に
活
用
す
る

日
刊
工
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4
月
6

日
(
全
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川崎医糾大の西江宏行講師(麻酔学)と就実大の

岩佐和典准教授(心理学)らの研究グループは、腰

痛などが3カ月以上続く慢性摩痛患者に対し、心理

的アプローチによる治療で、成果を生んでいる。薬物

療法では改善しなかったケースで痛みが緩和し、 Q

o L (生活の質)が向上。園内には2000万人を超え

る患者がいるとされ、保険診療実現へ向け、全国規

模での臨床試験実施を目指す。(井上光悦)

l 川崎医科大・就実大グループ|

心
理
的
治
療
で

慢
性
疹
痛
緩
和

患
者
自
身
が
行
動
や
考

え
方
を
変
え
ら
れ
る
よ

う
促
す
認
知
行
動
療
法

が
治
療
の
柱
。
川
崎
医
糾

大
付
属
病
院
(
倉
敷
市
松

島
)
に3
カ
月
間
通
院
し

て
も
ら
い
、
痛
み
か
ら
気

を
そ
ら
す
心
の
持
ち
方
を

臨
床
心
理
士
か
ら
教
わ
り

な
が
ら
、
痛
み
で
で
き
な

か
っ
た
散
歩
や
体
操
と
い っ

た
活
動
の
時
間
を
徐
々

に
増
や
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
呼
吸
法
も
実
践
す

る
。2

0
1
6

、
口
年
に
、

過
去
の
薬
物
療
法
で
効

果
が
な
か
っ
た
男
女
の
患

者
8

人
(
m
i初
代
)
に

行
い
、
痛
み
の
感
じ
方
や

Q
O
L

の
変
化
を
調
べ

た
。
痛
み
は4
人
で
軽
減

し
、
感
じ
る
強
さ
が
叩

段
階
評
価
の8
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
感
じ
な
い2
へ
改

善
し
た
人
も
複
数
い
た
。

日
常
の
行
動
で
の
支
障
や

不
安
の
有
無
と
い
っ
た
Q

O
L

の
指
標
の
数
値
も
5

人
で
平
均4
割
上
昇
し

た
。慢

性
摩
痛
は
身
体
だ
け

で
な
く
心
理
的
な
要
因
も

腰
痛
や
関
節
痛
、
け
が
に
よ
る
痛
み
な
ど
が
3

カ
月
以
上
続
く
「
慢
性
廃
痛
(
と
う
つ
う
)
」
は
家
事
、
学
業
な
ど
日
常
生
活
に
悪
影
響
を

与
え
る
。
国
民
の11
2

割
が
こ
う
し
た
痛
み
を
抱
え
て
い
る
と
み
ら
れ
、
心
理
的
な
要
因
な
ど
身
体
的
な
も
の
以
外
が
関
係
す
る
こ
と
も
多

い
。
そ
の
た
め
医
師
だ
け
で
な
く
、
臨
床
心
理
土
や
理
学
療
法
士
な
ど
多
職
種
で
診
療
す
る
医
療
機
関
が
増
え
て
き
て
い
る
。

探る
保険適用へ大規模臨床試験目指す

大
き
い
と
さ
れ
る
。
一
度

痛
み
を
経
験
す
る
と
不
安

や
警
戒
心
が
増
幅
。
長
期

間
に
及
ぶ
と
う
つ
状
態
を

引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
強

い
痛
み
を
感
じ
て
悪
循
環

に
陥
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
(
東
京
)
に

よ
る
と
、
認
知
行
動
療
法

は
世
界
的
に
判
明
学
的
根
拠

に
基
づ
く
治
療
と
し
て
幅

広
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
薬
物
療
法
が
中

心
と
い
う
。

西
江
講
師
ら
は
今
後
、

同
セ
ン
タ
ー
や
大
阪
大

な
ど
と
連
携
し
、
保
険
適

用
を
目
指
し
た10
0

人

以
上
の
大
規
模
臨
床
試
験

行
な
ど
体
の
動
き
を
見
た
り
す
る
。

臨
床
心
理
士
は
精
神
面
を
中
心
に
睡

眠
の
状
況
や
ス
ト
レ
ス
の
程
度
を
聞

き
取
る
。
そ
の
う
え
で
こ
れ
ら
の
専

門
職
が
原
因
を
議
論
す
る
。

を
共
同
で
実
施
し
て
い

く
。西

江
講
師
は
「
長
引
く

痛
み
で
仕
事
を
辞
め
ざ
る

を
得
な
い
ケi
ス
も
あ

る
。
薬
物
療
法
と
比
べ
、

認
知
行
動
療
法
は
副
作
用

の
心
配
が
少
な
い
の
で
、

ぜ
ひ
広
め
て
い
き
た
い
」

と
し
、
岩
佐
准
教
授
は
「
今

後
よ
り
効
果
の
高
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
2

日
(
月
)

①
医
療
体
制
の
構
築
②
医
療
者
の
教

育
と
国
民
へ
の
啓
発
③
情
報
提
供
、

相
談
体
制
の
充
実
な
ど
を
提

言
。
医
学
部
教
育
の
指
針
と
な
る
「
医

学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

62 



がir恥ki Sok山ou

摩擦と安全管理能集版 2018 年 7 号

中
部
地
方
に
住
む
却
代
の
主
婦
、

山
間
綾
子
さ
ん
(
仮
名
)
は4
年
前

か
ら
全
身
の
痛
み
で
家
事
が
で
き

ず
、
終
日
横
に
な
っ
て
い
る
状
態
が

続
い
た
。
原
因
は
分
か
ら
ず
、
い
く

つ
も
の
病
院
に
通
っ
て
薬
を
処
店
さ

れ
て
も
改
善
し
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
山
田
さ
ん
は
2
0
0
7

年

に
愛
知
医
制
大
学
(
愛
知
県
長
久
手

市
)
の
「
学
際
的
痛
み
セ
ン
タ
ー
」

を
受
診
。
同
セ
ン
タ
ー
は
回
年
に
日

本
で
初
め
て
創
設
さ
れ
た
総
合
的
な

痛
み
の
診
療
・
研
究
施
設
。
牛
田
享

宏
セ
ン
タ
ー
長
は
「
整
形
外
税
、
麻

酔
相
、
精
神
糾
、
歯
糾
の
各
医
師
と

看
護
師
、
臨
床
心
理
士
、
理
学
療
法

士
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
で
、
併
任
が

多
い
他
の
病
院
と
違
っ
て
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
が
常
勤
な
の
が
特
徴
」
と
解

説
す
る
。

山
田
さ
ん
を
診
察
し
た
松
屋
貝
子

客
員
教
授
(
現
・
神
戸
学
院
大
学
教

授
)
は
「
活
動
的
な
人
な
の
で
、
運

動
を
組
み
込
ん
だ
治
療
法
が
向
く
」

と
判
断
。
心
理
療
法
の
一
つ
で
あ
る

認
知
行
動
療
法
の
理
論
を
採
り
入
れ

た
運
動
療
法
を
選
択
し
た
。

「
こ
の
治
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
治

療
の
ゴ
!
ル
(
目
標
)
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
」
と
松
原

客
員
教
授
。
山
田
さ
ん
は
ゴ
ー
ル
と

し
て
「
家
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

と
「
趣
昧
の
卜
レ
ッ
キ
ン
グ
を
再
開

す
る
」
の2
つ
を
設
定
。
食
事
の
配

膳
か
ら
始
め
、2
カ
片
目
に
洗
濯
物

の
取
り
込
み
を
加
え
る
な
ど
少
し
ず

つ
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
き
、

Z
J
 

く痛み長引
3

カ
月
目
に
は
調
理
が
で
き
る
ま
で

に
な
っ
た
。

慢
性
降
、
痛
の
患
者
は
活
動
し
す
ぎ

る
人
と
、
逆
に
活
動
し
な
さ
す
ぎ
の

人
が
多
い
と
い
う
。
山
田
さ
ん
は
活

動
量
が
少
な
す
ぎ
た
た
め
「
活
動
量

を
徐
々
に
増
や
し
て
痛
み
の
リ
ス
ク

が
少
な
い
、
程
よ
い
活
動
量
を
見
つ

け
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
」
(
松
原
客

員
教
授
)
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
痛

み
の
程
度
を
示
す
値
が
初
診
時
に
比

べ
4

分
の1
に
低
下
。
夫
と
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
行
く
ま
で
に
回
復
し
た
。

思
考
を
前
向
き
に

慢
性
時
痛
に
は
、
帯
状
庖
疹
(
ほ

う
し
ん
)
後
の
神
経
痛
や
、
脊
髄
の

障
害
で
神
経
が
異
常
に
興
奮
す
る
こ

と
で
起
こ
る
神
経
障
害
性
の
ほ
か
、 線

維
筋
痛
症
な
ど
原
因
が
分
か
ら
な

い
疾
患
に
よ
る
痛
み
な
ど
様
々
な
疾

患
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
重
症
患
者

の
中
に
は
心
理
的
要
因
が
強
く
影
響

し
て
い
る
患
者
も
い
る
。

「
魔
法
の
よ
う
な
特
効
薬
は
な
い
」

と
い
う
同
セ
ン
タ
ー
の
精
神
斜
医
、

西
原
真
理
教
授
は
「
『
痛
み
は
あ
る

け
れ
ど
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
』
と
い
う
よ
う
に
前
向
き
な
思
考

に
シ
フ
ト
さ
せ
る
の
が
精
神
斜
医
の

役
割
」
と
い
う
。

大
阪
大
学
病
院
(
大
阪
府
吹
田
市
)

の
庵
痛
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
初
診
患

者
に
医
師
、
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
、

臨
床
心
理
士
が
面
談
。
医
師
が
痛
み

の
部
位
や
程
度
、
頻
度
な
ど
を
問
診
。

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
土
は
生
活

や
仕
事
の
状
況
を
聞
き
取
っ
た
り
歩「身体的」以外の要因

同
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
糾
の

柴
田
政
彦
教
授
(
痔
痛
医
学
)
は
「
け

が
な
ど
が
治
っ
て
も
痛
み
が
続
く
場

合
は
家
族
関
係
や
仕
事
上
の
ス
ト
レ

ス
な
ど
が
背
後
に
隠
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
」
と
指
摘
。
多
職

種
で
原
因
を
議
論
す
る
の
は
「
身
体

的
以
外
の
要
因
を
見
つ
け
出
し
て
治

療
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
」
と
い
う
。

患
者
増
受
け
対
策

慢
性
痔
痛

脳
内
の
神
経
が
変
化
し
持
続

「
患
者
は
痛
み
を
積
極
的
に
医
療

者
に
訴
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う
考
え

が
強
い
欧
米
諸
国
に
は
専
門
の
セ
ン

タ
ー
が
多
い
が
、
「
痛
み
は
我
慢
す

る
の
が
美
徳
」
と
考
え
が
ち
な
日
本

で
は
普
及
が
遅
れ
て
き
た
。

そ
れ
で
も
患
者
の
増
加
を
受
け
て

対
策
が
動
き
始
め
た
。

厚
生
労
働
省
の
検
討
会
は
凶
年
、

進
化
の
過
程
で
獲
得
し
た
機
…
…

能
だ
」
と
指
摘
す
る
。

慢
性
時
痛
の
患
者
の
多
く
一

は
「
い
つ
も
痛
み
の
こ
と
ば
山

か
り
考
え
て
し
ま
う
」
と
訴
…
…

え
る
が
、
加
藤
教
授
は
「
痛
…
…

み
が
高
い
優
先
度
で
患
者
の
…
…

意
識
に
割
り
込
ん
で
警
告
信
ロ

号
を
発
し
続
け
る
た
め
」
と
…
…

説
明
。
そ
の
た
め
「
治
療
の
…
…

目
標
は
痛
み
を
な
く
す
こ
と
…
…

で
は
な
く
、
痛
み
を
気
に
な
・

ら
な
く
す
る
こ
と
に
な
る
」
山

と
話
し
て
い
る
。

①一次性(原発性)慢性痔痛

線維筋痛症など、原因不明なものが多い

②がん性癖痛

臆療携による接直接的痛的痛みと抗がん剤など治
による問 み

③術後痛、外傷後罪容痛

手術や外傷による持続する痛み

④神経障害性痩痛

座て骨起神き経る痛など神経の圧迫や損傷によっ

⑤頭痛、口腔顔面痛

片頭痛、緊張性頭痛や顎関節症など

⑥内蔵痛

持続する炎症によるものや血管痛など

⑦筋骨格系痔痛

腰変部化、に膝よ部る痛なみどの炎症や骨関節の構造的

(注)国際終痛学会の提言などを基に作成

痛
み
が
慢
性
化
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
脳
判
明
学
の
進
歩
で

朗
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

短
期
間
で
消
失
す
る
急
性

の
痛
み
は
け
が
な
ど
に
よ
っ

て
生
じ
る
痛
み
成
分
が
末
梢

(
ま
っ
し
よ
う
)
神
経
を
刺

激
す
る
た
め
起
き
、
病
巣
や

炎
症
な
ど
が
治
れ
ば
鎮
ま

る
。
慢
性
の
痛
み
は
苦
痛
に

関
わ
る
脳
内
の
神
経
団
路
が

変
化
し
て
苦
痛
が
持
続
的
に

生
じ
や
す
く
な
る
た
め
に
起

き
、
病
巣
や
炎
症
な
ど
が
無

慢性癖痛の分類

く
な
っ
て
も
痛
み
が
消
え
な

い
と
い
う
。

東
京
慈
恵
会
医
料
大
学

(
東
京
・
港
)
は
2
0
1
4

年
、
痛
み
の
機
構
解
明
と
治

療
法
の
開
発
を
目
指
し
「
痛

み
脳
斜
学
セ
ン
タ
ー
」
を
創

設
。
セ
ン
タ
ー
長
の
加
藤
総

夫
教
授
は
「
痛
み
は
、
生
体

に
起
き
て
い
る
何
ら
か
の
異

常
を
生
体
自
身
に
伝
え
る
警

告
信
号
。
有
害
状
況
を
回
避

し
て
生
き
延
び
る
た
め
に
不

可
欠
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て

ラ
ム
」
は
同
年
度
改
訂
版
で
慢
性
庵

一
冊
に
関
す
る
内
容
を
拡
充
し
た
。
同

年
3

月
に
は
関
連
学
会
な
ど
に
よ
る

治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
完
成
し
た
。

認
定N
P
O

法
人
「
い
た
み
医
学

研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
」
(
い
た
み
ラ

ボ
)
は
設
立
し
た
日
年
か
ら
電
話
相

談
窓
口
(
⑧05
6
1

・
5
7

・
3

0
0
0

、
平
日
の
午
前9
時
1

午
後

5

時
)
を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
約

2

8
0
0

件
の
相
談
に
対
応
し
た
。

周
年
に
は
愛
知
医
大
の
牛
田
セ
ン

タ
ー
長
を
中
心
に
叩
の
大
学
病
院
が

連
携
す
る
「
痛
み
セ
ン
タ
ー
連
絡
協

議
会
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
所
属
機

関
は
約
却
施
設
に
増
え
、
「
慢
性
の

痛
み
政
策
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
(
芝
日

司
・
\
\
巧
巧
巧
・
官
同
一
口
門
市
『
ニ

2

・
E
\
σ
z

m
-
D
2回
開
=
-
号
・
竺
ヨ
一
)
で
紹
介
し

て
い
る
。
(
編
集
委
員
木
村
彰
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
お
日
(
月
)
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が
ん
患
者
ら
の
緩
和
ケ
ア

を
目
的
と
し
た
名
古
屋
の
地

域
包
括
ケ
ア
拠
点
「
ま
ご
こ

ろ
の
社
(
も
り
)
」
。
看
護

師
や
理
学
療
法
土
に
加
え
、

併
設
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医

師
が
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
病

院
や
介
護
施
設
特
有
の
に
お

い
を
抑
え
る
た
め
、
地
元
企

医療・介護

む前線

業
の
機
能
性
内
装
材
を
採
用

す
る
な
ど
こ
だ
わ
り
抜
き
、

気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
施

設
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

ま
ご
こ
ろ
の
杜
を
訪
れ
る

と
、
-
人
の
患
者
が
理
学
療

法
士
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

受
け
て
い
た
。
連
携
す
る
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

の
リ
ハ
ビ
リ
は3
6
5

日
体

まごころの本土(名古屋市)

カ
ル
テ
開
示

が接訪 5 入苦患 40 までをビ「つアら尾大みロ なケ状食も制
入手す間人れし者人まる、コリこがモ生聡学が 1 ---，いア態べでで
居厚る看のてむや。こ， '--患ンのれ、デま土経必が患。とを、き受
者くク護施い患脳 3 こと者ト時かまルれ特営要で者 リ保歩るけ
はケリや設る者卒月ろ岩のロ代らごのた定管にきの ハっき限付
もアニ訪職。ら中末の尾生|がはこ中、教理なる退 ビた、りけ
ちすツ間員こ 26 の時杜氏活ル来痛ろ核地授大る施院 リめ雷、自る
ろるク介にの人後点のはのするみの拠域の学」設後 を、識分。
ん。の護加患を遣で定み質る。と社点包発院。やの 欠痛での退

医、え者受症が員るはこ痛リだの括案の京仕フ かみき力院
周 師隣てをけにんは。高とみハ。 1 ケか岩都組オ さのるで後

カ材同 いとは杜可受なる護辺----------------------------(施設概要:> -----: 
工をすこうリ、は欠ふか。のエ
業主るの位ハ痛地と議、高拠リ j マ所在地 名古屋市熱田区幡野町17-10
だ力企宕置ビみ域なが街齢点ア!マ電話 052 ・ 228 ・ 8865
。製業尾づリの包るでの化との i マ運営体制職員 5 人のほか、隣接するクリニ
ま品が氏けにコ括。き中がし訪: ックの医師や訪問看護ステーショ
ごと、のに強ンケまるで急て間 j ン、訪問介護ステーションと連携
こす住考ないトアご拠医速も看 i して患者をサポート
ろる宅える施ロのこ点療に機謹 i マ概要 痛みのコントロールやリハビりな。
のア内に。設|中ろはの進能・
杜イ装賛 とルでの不あむす介し一一一一一一一一空中戸空苧i'T 7竺空字型空一一一

後遺症、地域で緩和ケア
に
は
、
ア
イ
カ
工
業
の
機
能

性
内
装
材
が
数
多
く
使
わ
れ

て
い
る
。
居
住
す
る
患
者
に

気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら

う
た
め
の
工
夫
だ
。

開
設
前
に
介
護
や
看
護
の

現
場
の
声
を
聞
き
取
っ
た
。

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て

あ
が
っ
た
の
が
「
に
お
い
」

の
問
題
だ
っ
た
。

「
部
屋
が
き
れ
い
で
、
何

よ
り
に
お
い
が
気
に
な
り
ま

せ
ん
ね
」
。
ま
ご
こ
ろ
の
杜 を

見
学
に
訪
れ
た
多
く
の
人

か
ら
は
、
こ
ん
な
感
想
が
聞

こ
え
る
こ
と
が
多
い
。
病
院

や
介
護
施
設
特
有
の
に
お
い

を
取
り
除
く
た
め
、
ア
イ
カ

工
業
の
消
臭
タ
イ
プ
の
壁
材

を
取
り
入
れ
た
。

ア
ン
モ
ニ
ア
や
酢
酸
な
ど

の
に
お
い
成
分
を
吸
着
で
き

る
物
質
を
壁
材
の
表
面
に
練

り
込
む
こ
と
で
、
空
気
中
か

ら
に
お
い
成
分
を
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
る
。
居
住
者
が

3
割
が
手
数
料

厚労省調査

前
施
設
は
全
て
コ
ピ
l

代
な
ど
の
実
費
は
徴
収
し

て
い
た
。
私
立
病
院
を
中

心
に
お
施
設
は
実
費
に
加

え
手
数
料
を
取
る
一
方
、

ほ
と
ん
ど
の
国
公
立
病
院

「
診
療
記
録
の
開
示
手
数

料
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

に
よ
り
検
討
し
以
前
よ
り

設
定
し
て
い
る
金
額
で
あ

り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

答
え
し
か
ね
ま
す
」
と
の

主
要
町
病
院
柳
川
円
以
上
が
日
施
設

き
は
し
て
い
な
い
が
、
「
医

療
情
報
の
公
開
・
開
示
を

求
め
る
市
民
の
会
」
(
大

阪
市
)
が
「5
0
0
0

円

以
上
の
金
額
は
合
理
的
な

範
囲
を
超
え
て
い
る
の
は

リハビりやマッサージ、痛みのコントロー
ルで患者の生活の質を高める(名古屋市)

快
適
に
過
ご
せ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
お
見
舞
い
で
訪
れ
る

人
も
過
ご
し
ゃ
す
い
。
こ
の

壁
材
は
居
住
者
の
部
屋
や
食

堂
、
ト
イ
レ
な
ど
に
採
用
さ

れ
て
い
る
。

居
住
者
の
転
倒
に
よ
る
ケ

ガ
を
防
い
だ
り
、
車
い
す
で

の
利
用
を
意
識
し
た
洗
面
台

の
高
さ
に
し
た
り
な
ど
、
細

か
い
配
慮
も
欠
か
さ
な
い
。

ア
イ
カ
工
業
に
よ
る
と
「
実

際
に
顧
客
に
ま
ご
こ
ろ
の
杜

を
視
察
し
て
も
ら
う
こ
と
も

多
い
。
消
臭
タ
イ
プ
の
壁
材

は
、
介
護
施
設
や
病
院
な
ど

で
の
探
用
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
」
と
話
す
。

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、

医
療
・
介
護
が
必
要
に
な
る

人
も
増
え
る
。
地
域
ぐ
る
み

で
緩
和
ケ
ア
を
支
え
る
仕
組

み
は
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

(
長
縄
雄
騨
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
お
目
(
木
)

旨
。
中
小
の
私
立
病
院
の

中
に
は
、
手
数
料
を
取
っ

て
い
な
い
所
も
あ
る
。
現

状
は
医
療
機
関
側
に
と
っ

て
も
不
平
等
で
、
国
は
、

手
数
料
は
実
費
を
中
心
に
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全
国
の
主
要
な
病
院
の

う
ち
約
3

劃
が
カ
ル
テ

(
診
療
記
録
)
開
示
の
際
、

実
費
と
は
別
に
手
数
料
を

徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
厚

生
労
働
省
の
調
べ
で
分
か

っ
た
。
金
額
は50
0
0

円
以
上
が5
割
を
占
め

た
。
手
数
料
を
巡
っ
て
は
、

市
民
団
体
が5
0
0
0

円

医
療
費
不
払
い
訪
日
客

再
入
国
拒
否
の
提
言
案

自
民
P
T

Klrlnuki Sokuhou 

1医療と安全管理総集版 2018年 7 号

訪
日
外
国
人
観
光
客
が
医
療

費
を
支
払
わ
ず
に
出
国
す
る
ケ

ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を

受
け
、
自
民
党
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
l

ム
(
P
T
)は
釘
目
、

こ
う
し
た
訪
日
客
の
再
入
国
の

拒
否
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
提
言

案
を
ま
と
め
た
。5
月
に
も
政

府
に
提
出
す
る
予
定
で
、
今
夏

に
ま
と
ま
る
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
」
(
骨
太

の
方
針
)
に
盛
り
込
む
こ
と
を

求
め
た
。

訪
日
客
は2
0
1
7

年
、
約

2
8
6
9

万
人
と
過
去
最
高
を

更
新
。
訪
日
客
の3
割
が
医
療

以
上
は
高
額
で
個
人
情
報

保
護
法
の
規
定
に
反
す
る

と
指
摘
し
て
い
た
。
政
府

は
「
払
一
援
情
報
の
提
供
が

適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
、

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

必
要
な
対
応
を
行
い
た

い
」
と
の
答
弁
書
を
閣
議

決
定
し
た
。

調
査
は
大
学
病
院
な
ど

高
度
な
医
療
技
術
を
提
供

す
る
「
特
定
機
能
病
院
」

(
部
施
設
)
と
元
特
定
機

能
病
院
(
2施
設
)
を
対

象
に
昨
年
秋
ご
ろ
実
施

し
、
今
春
ま
で
に
ま
と
め

た
。
政
府
は
立
憲
民
主
党

の
阿
部
知
子
衆
院
議
員
の

質
問
主
意
書
に
対
し
、
今

月
凶
日
付
で
答
弁
し
た
。

費
を
カ
バ
ー
す
る
旅
行
保
険
に

未
加
入
と
さ
れ
、
医
療
現
場
で

は
、
医
療
費
の
不
払
い
や
、
対

応
す
る
た
め
の
負
担
増
な
ど
の

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

提
言
案
で
は
、
訪
日
客
が
入

国
後
で
も
入
れ
る
旅
行
保
険
の

周
知
や
、
カ
ー
ド
決
済
で
き
る

医
療
機
関
の
整
備
な
ど
を
求
め

た
。
ま
た
、
不
払
い
経
験
の
あ

る
訪
日
客
の
入
国
審
査
を
厳
格

に
し
、
再
度
の
不
払
い
の
恐
れ

が
あ
れ
ば
入
国
を
拒
否
す
る
こ

と
を
打
ち
出
し
た
。

読2
0
1
8

年
4

月
沼
田
(
土
)

売
(
東
京
)
・
夕
刊

は
手
数
料
が
不
要
だ
っ

た
。
徴
収
し
て
い
た
手
数

料
の
金
額
は2
1
6
0

ら

5
4
0
0

円
。
5
4
0
0

円
が
ロ
施
設
で
最
も
多

く
、
5
0
0
0

円
以
上
は

児
施
設
に
上
っ
た
。

5
4
0
0

円
だ
っ
た
慶

応
義
塾
大
学
病
院
は
取
材

に
対
し
、
金
額
に
つ
い
て

豊
橋
技
術
科
学
大
(
愛
知

県
豊
橋
市
)
と
、
鋳
造
設
備

な
ど
を
製
造
・
販
売
す
る
新

東
工
業
(
名
古
屋
市
)
な
ど

は
幻
日
、
介
護
士
や
看
護
師

に
代
わ
っ
て
病
院
な
ど
の
施

設
内
を
巡
回
し
、
倒
れ
た
り

俳
個
(
は
い
か
い
)
し
た
り

し
て
い
る
利
用
者
を
知
ら
せ

る
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
た
と

発
表
し
た
。

今
後
、
外
観
の
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
改
良
を
進
め
、
2
0

1
9

年
4

月
に
も
販
売
を
始

め
た
い
と
し
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
高
さ
倒
号
、

直
径
必
匂
の
円
筒
形
で
、
重

さ
約
四
キ
ロ
。
自
走
し
て
赤
外

線
セ
ン
サ
ー
な
ど
で
人
を
検

知
す
る
。
体
温
や
脈
拍
を
記

録
す
る
機
器
を
取
り
付
け
れ

回
答
を
寄
せ
た
。

個
人
情
報
保
護
法
は
本

人
に
対
し
遅
滞
な
く
デ
ー

タ
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
明
記
し
て
い

る
。
手
数
料
に
つ
い
て
は

「
実
費
を
勘
案
し
て
合
理

的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

範
囲
内
」
と
規
定
し
て
い

る
。
明
確
な
金
額
の
線
引

医療介護の巡回ロボ

病
院
運
営

明
ら
か
」
と
し
て
、
引
き

下
げ
を
医
療
機
関
に
指
導

す
る
よ
う
厚
労
省
に
求
め

て
い
た
。

医
療
問
題
に
詳
し
い
岸

本
達
司
弁
護
士
(
大
阪
弁

護
士
会
)
は
、
「
個
人
情

報
を
開
示
す
る
際
、
事
業

者
は
報
酬
を
得
て
は
い
け

な
い
と
い
う
の
が
法
の
趣 考

え
る
乙
と
を
、
改
め
て

通
知
す
る
な
ど
し
て
徹
底

す
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い

る
。
【
玉
木
達
也
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
白
日
(
月
)

手書
外技
線術

t 雪量
サ大
j と
T~新
ど東
工了工
本業
苦言な

知認
す画

?軽
自主
告示
官ツ

ト

窓石
署管

発開右
υ大礼イ

ヨ
8
f技

J

橋
一

豊
F
F

知
ば
、
見
回
り
以
外
の
業
務
支

検
援
も
可
能
と
い
う
。

J

上
部
の
液
晶
画
面
に
は
親

日
し
み
や
す
い
よ
う
動
画
で
顔

配
が
表
示
さ
れ
、
視
線
や
音
声

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
。
ボ
デ
ィ
ー
は
柔
ら
か

い
素
材
で
覆
わ
れ
て
お
り
、

人
と
接
触
し
て
も
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い る

。開
発
に
携
わ
っ
た
同
大
学

の
担
当
者
は
「
施
設
職
員
を

助
け
、
利
用
者
の
生
き
る
力

を
引
き
出
す
世
話
係
に
な
れ

れ
ば
」
と
話
し
た
。

(
共
同
通
信
〉

奈
良
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
お
目
(
土
)
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介助
「アドバンス助産獅J資格取得者

県内 5割超全国ト、ソフ。
安心の環境、充実めざす

実
践
能
力
が
高
い
と
し
て
日
基
準
で
評
価
し
、
認
証
す
る
制

本
看
護
協
会
な
ど
が
認
証
す
度
で
、
日
本
看
護
協
会
な
ど
助

る
「
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
」
の
産
関
連
5

団
体
が
主
体
と
な
り

資
格
取
得
が
全
国
的
に
進
ん
2
0
1
5

年
度
に
始
め
た
。
高

で
い
る
。
院
内
助
産
や
助
産
外
度
な
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て

来
に
関
し
、
専
門
的
で
質
の
高
院
内
助
産
な
ど
で
活
躍
す
る
こ

い
ケ
ア
提
供
へ
の
期
待
が
高
ま
と
で
、
す
べ
て
の
妊
産
婦
と
そ

っ
て
い
る
た
め
だ
。
本
県
は
就
の
家
族
へ
の
標
準
化
し
た
ケ
ア

業
助
産
師
に
お
け
る
資
格
取
得
提
供
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、

者
の
割
合
が
日
%
を
超
え
て
全
不
足
す
る
産
婦
人
科
医
の
負
担

国
で
最
も
高
く
、
県
看
護
協
会
を
軽
減
し
、
医
師
が
必
要
な
症

は
「
さ
ら
に
資
格
取
得
者
を
増
例
に
専
念
で
き
る
こ
と
も
狙
い

や
し
、
本
県
の
出
産
環
境
の
向
と
さ
れ
る
。
全
国
で
は
同
年
度

上
に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
ま
で
に

1

万
1
0
0
2

人
が
資

る
。
格
を
得
て
い
る
。

ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
は
、
助
認
証
は
計
5

段
階
あ
る
助
産

産
師
の
実
践
能
力
を
統
一
し
た
師
の
実
践
能
力
の
う
ち
、
上
か

病
院
や
診
療
所
で
、
助
産
師
が
主
体
に
な
っ
て
出
産
を
介
助
す
る
「
院
内
助

産
圏
」
が
増
え
て
い
る
。
経
過
が
正
常
な
出
産
の
み
が
対
象
で
、
妊
娠
中
か
ら

産
後
ま
で
切
れ
目
な
く
寄
り
添
っ
て
妊
産
婦
の
不
安
を
和
ら
げ
、
満
足
の
い
く

お
産
に
つ
な
げ
る
。
産
科
医
不
足
に
悩
む
地
域
の
出
産
を
支
え
る
仕
組
み
と
し

て
、
国
も
普
及
を
後
押
し
す
る
。
(
藤
本
綾
子
)

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
「
初
産
で

心
配
な
こ
と
も
助
産
師
さ
ん
が
丁

寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
」
と
振
り

返
る
。
今
回
も
院
内
助
産
を
選
訳
、

「
妊
婦
健
診
で
は
上
の
子
の
育
児

の
相
談
に
も
乗
っ
て
も
ら
え
、
あ

り
が
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

大
規
模
な
医
療
機
関
で
の
出
産

「
顔
見
知
り
の
助
産
師
さ
ん
が

付
い
て
い
て
く
れ
、
心
強
か
っ

ら
2

番
目
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
で
計1
6
3

人
を
数
え
る
。
こ
県
内
で
先
駆
的
に
取
り
組
む

い
る
こ
と
を
示
す
。
資
格
を
得
の
人
た
ち
が
離
職
し
て
い
な
い
山
形
済
生
病
院
は
更
新
制
度
に

る
に
は
出
産
の
介
助1
0
0

例
と
想
定
す
る
と
、
県
内
で
の
就
触
れ
、
「
日
々
進
歩
す
る
医
療

以
上
、
妊
婦
健
診2
0
0

例
以
業
助
産
師
が
凶
年
度
は3
1
5

の
中
で
、
助
産
師
自
ら
が
技
術

上
な
ど
の
実
績
が
要
件
と
な
人
い
る
た
め
、
資
格
取
得
者
の
を
維
持
し
、
向
上
さ
せ
る
た
め

り
、
新
生
児
の
蘇
生
法
や
出
産
割
合
は
日
・
7
%
と
な
り
、
同
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
課
す
こ
と

時
の
胎
児
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
法
な
協
会
の
調
査
で
は
、
全
国
で
最
に
つ
な
が
る
」
と
意
義
を
強
調
。

ど
の
専
門
的
な
研
修
を
受
け
、
も
高
い
と
い
う
。
県
看
護
協
会
の
井
上
栄
子
会
長

書
類
審
査
と
試
験
に
合
格
す
る
同
協
会
に
よ
る
と
、
ア
ド
バ
は
「
継
続
的
に
資
格
普
及
に
努

必
要
が
あ
る
。
ム
雇
者
に
は
認
ン
ス
助
産
師
は
院
内
助
産
で
山
め
、
安
心
し
て
出
産
し
て
も
ら

証
書
と
認
証
マl
ク
の
バ
ッ
ジ
形
済
生
病
院
(
山
形
市
)
、
日
え
る
環
境
を
充
実
さ
せ
た
い
」

が
交
付
さ
れ
、5
年
ご
と
に
書
本
海
総
合
病
院
(
酒
田
市
)
、
と
話
し
て
い
る
。

類
審
査
と
試
験
に
合
格
す
る
と
米
沢
市
立
病
院
で
活
躍
し
て
い

更
新
で
セ
》
@
仕
組
み
だ
。
る
。
実
践
能
力
が
可
視
化
さ
れ

県
看
護
協
会
に
よ
る
と
、
県
る
こ
と
で
、
医
師
と
の
役
割
分

内
の
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
は
日
担
で
適
切
な
業
務
を
担
え
る
こ

年
度
が
引
人
、
日
年
度
がη
人
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

国院内助産緊急時の対応
が可能な医療機関で、助

産師が主体となって妊婦健診
や出産の介助を行う年開令。
陣痛促進剤の使用や会陰部の
切開などの医療行為を必要と
しない、正常な経過の出産だ
けを扱う。妊娠・出産中に異
常が現れた場合などは医師が
対応する。

任担当チーム

産
を
し
た
い
か
を
一
緒
に
考
え
る

こ
と
で
、
育
児
へ
の
前
向
き
な
気

持
ち
を
引
き
出
す
こ
と
も
で
き

る
」
と
話
す
。
産
婦
人
科
部
長
の

支
援
も
し
、
実
施
す
る
医
療
機
関

の
数
は
侃
年
の
出
か
所
か
ら
凶
年

は
1
6
6

か
所
に
ま
で
増
え
た
。

神
戸
大
教
授
(
母
性
看
護
学
・

助
産
学
)
の
斎
藤
い
ず
み
さ
ん
は

「
院
内
助
産
の
実
施
に
は
、
慎
重

に
合
併
症
や
妊
娠
中
の
リ
ス
ク
な

ど
を
見
極
め
る
こ
と
が
重
要
だ

が
、
リ
ス
ク
管
理
が
適
切
な
ら
ば
、

医
師
立
ち
会
い
の
出
産
と
安
全
性

に
差
は
な
く
、
妊
産
婦
の
満
足
度

も
高
い
」
と
評
価
す
る
。

地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な

っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
兵
庫
県
養

釦
市
の
公
立
川
島
病
院
は
侃
年
に

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
1

日
(
日
)

.妊産婦にとっての院内助産のメリット
・経過に問題がなければ、医療的な処置を
最小限にとどめた「自然な出産」ができる
・妊婦健診は通常30分かけて行われ、ゆっ
くり質問や相談ができる
・出産までに助産師と親しくなり、安心し
て出産を迎えられる
(厚生労働省の資料、千船病院の話などを

基に作成)
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助産師主体の院内助産
た
」
。
大
阪
市
内
の
千
船
病
院
で

3

月
下
旬
、
第2
子
と
な
る
長
女

を
出
産
し
た
原
田
由
梨
花
さ
ん

(
幻
)
は
話
す
。
医
師
が
立
ち
会
わ

ず
、
和
室
の
知
肱
室
で
夫
と
助
産

師
に
励
ま
さ
れ
て
の
出
産
だ
っ

た
。長

男
(
2
)の
出
産
時
も
「
和
室

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
産

み
た
い
」
と
院
内
助
産
を
希
望
。

分
娩
中
に
血
圧
が
上
昇
し
、
医
師

が
立
ち
会
っ
て
分
娩
台
で
出
産
す で

は
、
そ
の
日
の
当
番
の
助
産
師

が
立
ち
会
う
た
め
、
妊
婦
は
初
め

て
顔
を
合
わ
す
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
同
病
院
が
約
叩
年
前
に
始
め

た
院
内
助
産
で
は
、
専
任
の
助
産

師
チ
l

ム
が
健
診
か
ら
分
娩
、
産

後
ま
で
一
貫
し
て
担
当
。
昨
年
度

は
1
6
1
8

件
の
出
産
の
う
ち2

割
を
占
め
た
。

助
産
師
の
川
又
睦
子
さ
ん
は

「
経
過
が
順
調
で
も
出
産
に
不
安

を
感
じ
る
人
は
多
い
。
ど
ん
な
出

産科医不足に対応専

岡
田
十
三
さ
ん
に
よ
る
と
、
責
任

の
大
き
さ
が
助
産
師
た
ち
の
成
長

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

院
内
助
産
は
産
科
医
不
足
対
策

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
が20
0

8

年
に
発
表
し
た
「
医
療
確
保
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
正

常
な
出
産
を
助
産
師
が
担
う
こ
と

で
、
産
科
医
不
足
の
要
因
の
一
つ

と
さ
れ
る
過
重
労
働
の
軽
減
に
つ

な
げ
る
狙
い
。
国
は
助
産
師
外
来

室
の
設
置
や
研
修
の
た
め
の
財
政

-ーーーーーー一一一一一一一一ーーーーーーーーーーー一一一一一一一一ーーーーーーーーーーー一一一一一一一ーーーーーーーー

妊
婦
が
望
む
「
プ
ラ
ン
」
作
成

出
産
に
対
す
る
妊
産
婦
の
満

足
感
を
高
め
る
た
め
、
「
パ
ー

ス
プ
ラ
ン
」
を
取
り
入
れ
る
医

療
機
関
も
多
い
。
妊
婦
自
身
が

。パースプランの記入例
。iß.方法，::つりT ‘ 

(可州帝王切甥iz)襲けた机新姿勢でl
..みた日て(/i

ど
ん
な
出
産
を
し
た
い
か
を
書

き
記
し
て
医
師
や
助
産
師
ら
に

伝
え
る
も
の
で
、
院
内
助
産
を

行
う
病
院
で
採
用
す
る
例
も
あ

。医療処置いつV>{

(で州 11'斜 tz)
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oiß.時，::l fとwこ&

(好主持新流lか・ ) 
上の予も立t.*-わぜたν)'1rë J 

o.後(::つ柿マ

(体調が良ければ ) 
母子関獲で逃れたv>'1rë I 

※ rたまldWEBメヂ'A ;J の
情報1l!"'*I::作成

る
。日

用
品
メ
ー
カ
ー
「
ユ
ニ
・

チ
ャ
ー
ム
」
(
東
京
)
の20

1
0

年
の
調
査
で
は
、
出
産
経

験
者
の
半
数
が
書
き
記
し
、
う

ち
8

割
が
肯
定
的
な
評
価
を
し

て
い
た
。

特
に
決
ま
っ
た
形
式
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
パ
ー
ス
プ
ラ

ン
に
詳
し
い
毛
利
助
産
所
(
神

戸
市
)
の
毛
利
多
恵
子
さ
ん
は
、

「
初
め
て
の
出
産
の
場
合
は
、

ど
う
書
い
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
人
も
多
い
。
ま
ず
、
医
療

機
関
や
自
治
体
が
開
く
妊
婦
講

座
な
ど
に
参
加
し
、
出
産
に
つ

導
入
。
現
在
は
受
け
入
れ
を
正
常

分
娩
に
限
定
し
、
院
内
助
産
を
基

本
に
据
え
る
。
産
科
医
が1
人
だ

け
の
時
期
も
あ
っ
た
が
、
妊
婦
を

受
け
入
れ
て
き
た
。

岡
市
を
含
む
但
馬
地
域
は
約
日

万
人
が
暮
ら
す
が
、
出
産
が
で
き

る
医
療
機
関
は
同
病
院
を
含
め
て

2

か
所
し
か
な
い
。
当
初
は
医
師

が
立
ち
会
わ
な
い
こ
と
へ
の
不
安

の
声
も
あ
っ
た
が
、
今
は
家
族
や

友
人
の
勧
め
で
来
る
人
や
、
「
2

い
て
勉
強
し
て
ほ
し
い
」
と
勧

め
る
。
知
識
が
深
ま
れ
ば
、
希

望
も
明
確
に
な
っ
て
く
る
と
い

}
つ
。一

人
で
完
成
さ
せ
よ
う
と
思

わ
ず
、
助
産
師
ら
と
相
談
し
な

が
ら
具
体
化
し
て
い
く
と
い

い
。
毛
利
さ
ん
は
「
書
い
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
運
動
や
食
事

に
気
を
つ
け
る
な
ど
、
希
望
の

出
産
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力

も
忘
れ
な
い
で
」
と
話
す
。
た

だ
、
「
出
産
は
思
う
よ
う
に
は

い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
母
子

の
安
全
が
最
優
先
な
の
で
、
か

な
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
理
解

し
て
お
い
て
」
と
念
を
押
す
。

選
択
肢
の
一
つ
に

保
取
材
を
穆
え
て
2

年
前

地
域
医
療
を
支
え
る

人
目
も
こ
こ
で
」
と
い
うN
リ
ピ

ー
タ
l
u

も
多
い
と
い
う
。

た
だ
、
地
方
で
は
助
産
師
の
確

保
す
ら
難
し
い
地
域
も
あ
る
。
看

護
師
資
格
も
持
つ
助
産
師
が
産
科

以
外
の
様
々
な
業
務
を
担
い
、
院

内
助
産
を
始
め
る
余
裕
が
な
い
病

院
も
少
な
く
な
い
。
斎
藤
さ
ん
は

「
助
産
師
が
出
産
に
集
中
し
、
活

躍
で
き
る
環
境
を
作
る
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

に
長
男
を
出
産
し
た
時
に
は
陣

痛
促
進
剤
な
ど
の
力
を
借
り

た
。
私
は
「
そ
れ
な
り
に
頑
張

っ
た
」
と
い
う
満
足
感
が
あ
る

が
、
自
然
で
な
い
出
産
を
「
産

ん
だ
と
い
う
よ
り
産
ま
さ
れ

た
」
と
感
じ
る
人
も
い
る
そ
う

だ
。
出
産
へ
の
ニl
ズ
や
感
じ

方
は
多
様
だ
。

院
内
助
産
の
取
材
の
た
め
訪

れ
た
病
院
で
は
、
こ
う
し
た
異

な
る
ニ
l

ズ
や
感
じ
方
に
助
産

師
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
心

配
り
で
対
応
し
て
い
た
。
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
広
ま
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
思
う
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
白
日
(
火
)
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お父さん、桜の花、見えますか一。

末期がんで自宅療養中の尼崎市の男性が3 日、家族や看護師、医師ら

に付き添わ才弘花見をした。寝たきりで意思疎通も難しいが、人生の最

終盤に、本人も家族も心残りがないようにと、看護師らが実現させた。

男性の妻は「在宅でも、寄り添ってくれる人がいれば頑張れると思った。

同じような立場の人の励みになれば」と話している。(岡西篤志)

在
宅
医
療

在
宅
ケ
ア
癒
や
す
桜
の
花

看護師や医師らの尽力で花見実現

道
は
本
年
度
、
病
院
の
看
護
師
が
地
域

一
爪
り
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
約

3

カ
月

一
間
出
向
し
、
訪
問
亘
轟
に
従
事
す
る
「
訪

一
=
一
轟
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
向
支
援
事
業
」

尼
崎
、
末
期
が
ん
で
自
宅
療
養
中
の
城
出
さ
ん

尼
崎
市
浜
田
町3
の
城
出
治
郎

さ
ん
(
乃
)
。
久
保
田
鉄
工
(
現
ク

ボ
タ
)
に
異F
A冨
揖
造
主
と
し
て

勤
務
し
た
。1
9
9
6

年
に
旧
労

働
省
の
「
現
代
の
名
工
」
に
選
ば

れ
、
m
m年
に
は
嚢
章
も
受
け
た
。

昨
年
1

月
、
下
咽
頭
と
大
腸
に

が
ん
が
見
つ
か
っ
た
。
手
術
で
声

帯
な
ど
を
切
っ
た
が
、8
月
の
検

査
で
全
身
へ
の
転
移
が
判
明
。
余

命
は
3

カ
月
と
告
げ
ら
れ
た
。
家

族
は
医
師
か
ら
、
ホ
ス
ピ
ス
か
在

宅
ケ
ア
を
選
ぶ
よ
う
迫
ら
れ
た
。

治
郎
さ
ん
も
妻
の
弘
子
さ
ん
(
別
)

も
、
約
印
年
間
住
み
慣
れ
た
自
宅

出向

を
望
ん
だ
。

平
日
は
看
護
師
が
毎
日
訪
問
。

患
者
や
家
族
に
寄
り
添
う
ケ
ア
ぶ

り
に
、
弘
子
さ
ん
も
長
女
の
田
中

守
美
子
さ
ん
(
臼
)
も
安
心
し
た
。

そ
れ
で
も
治
郎
さ
ん
は
日
を
追

う
ご
と
に
痩
せ
て
い
っ
た
。
痛
み

と
と
も
に
、
鎮
痛
剤
の
量
も
増
え

た
。
2

週
間
ほ
ど
前
か
ら
は
ほ

ぼ
意
識
不
明
の
状
態
が
続
い
て
い

た
。今

月1
日
、
弘
子
さ
ん
は
ふ
と
、

手
術
後
の
治
郎
さ
ん
の
言
葉
を
思

い
出
し
た
。
「
車
い
す
に
乗
っ
て
、

桜
を
見
に
行
こ
う
な
」
。
近
く
の 蓬

川
沿
い
で
の
花
見
は
、
か
つ
て

家
族
の
恒
例
行
事
だ
っ
た
。
「
来

年
は
も
う
見
ら
れ
な
い
。
本
人
は

桜
と
分
か
ら
な
い
と
思
つ
け
ど
、

な
ん
と
か
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た

い
」
。
訪
問
看
護
師
の
杉
本
初
枝

さ
ん
(
臼
)
は
す
ぐ
に
介
護
タ
ク
シ

ー
や
車
い
す
、
ス
ロ
ー
プ
を
手
配

し
た
。
寝
た
き
り
の
体
房
動
か
す

と
体
調
が
急
変
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
蓬
川
沿
い
は
断
念
し
た
が
、

医
師
と
看
護
師
が
付
き
添
い
、
近

く
の
桜
並
木
を
歩
く
こ
と
に
な
っ

た
。そ

し
て
3

日
。
妻
や
娘
ら
と
と

「本人、家族に心残りないよう」
も
に
、
治
郎
さ
ん
は
桜
の
下
を
通

り
抜
け
た
。
約5
カ
月
ぷ
り
の
外

出
は
、
わ
ず
か2
0
0
M
ほ
ど
。

そ
れ
で
も
、
大
好
き
な
日
本
酒
を

一
口
含
ま
せ
て
も
ら
い
、
風
で
花

び
ら
が
舞
っ
た
時
、
少
し
だ
け
目

を
開
い
た
。
自
宅
に
戻
っ
た
後
、

治
郎
さ
ん
は
ゆ
っ
く
り
と
両
手
を

合
わ
せ
た
。
感
謝
章
表
し
て
い
る

よ
う
だ
つ
た
。

花
見
の
約
束
を
果
た
せ
た
。
弘

子
さ
ん
は
「
こ
れ
が
最
後
の
花
見

か
と
、
歩
き
な
が
ら
寂
し
く
も
な

っ
た
。
で
も
、
皆
さ
ん
の
支
え
の

お
か
げ
で
実
現
で
き
、
私
も
後
悔

せ
ず
に
済
ん
だ
。
本
人
も
き
っ
と

喜
ん
で
い
ま
す
」
と
目
を
潤
ま
せ

た
。

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
4

日
(
水
)

在
宅
医
療
お
願
い
し
ま
す

在
理宅
解療
を養
促ヘ
進の

山
J

笠
巾
内
の
医
師
向
け

山
形
市
医
師
会
が
発
行
し
た
「
在
宅
医
療
ス

タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

こ
と
で
、
通
院
が
難
し
く
な
っ

た
患
者
を
型
続
き
診
療
で
き
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を
始
め
る
。
病
院
の
看
護
師
が
在
宅
療
養

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
医
療
と
介

護
の
連
携
を
強
化
す
る
狙
い
。
人
手
不
足

に
悩
む
訪
里
轟
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
も
一
定
期
間
、
人
材
を
確
保
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
国
の
方
針

で
、
医
療
機
関
は
入
院
患
者
が
早
期
退
院

し
て
在
宅
療
養
に
移
行
で
き
る
よ
う
退
院

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

事
業
は
病
院
の
看
護
師
が
在
宅
療
養
現

場
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
患
者
本
人
の
自

宅
で
の
生
活
を
具
体
的
に
想
定
で
き
、
本

人
や
家
族
の
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
な
き

め
細
か
な
退
院
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

出
向
す
る
看
護
師
は
地
域
の
中
核
病
院

に
在
籍
し
、
一
定
程
度
の
経
験
を
積
ん
だ

人
を
見
込
む
。
最
初
の
1
カ
月
は
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
職
員
に
同
行
し
て
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
そ
の
後
は
1
人
で
訪
問

看
護
業
務
に
当
た
る
。

こ
の
間
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

看護師が訪問看護支援ヘ
職
員
ら
が
休
み
を
取
っ
た
り
、
研
修
に
参

加
で
き
る
よ
う
人
材
確
保
の
一
助
に
も
し

た
い
考
、
え
だ
。

厚
生
労
働
省
は
2
0
1
5
、
日
年
度
に

釧
路
市
な
ど
全
国
で
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
。
参
加
し
た
病
院
看
護
師
か
ら
「
医
療

依
存
度
が
高
く
在
宅
は
難
し
い
と
み
ら
れ

て
い
た
患
者
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
自
宅
に
戻

る
こ
と
が
可
能
だ
と
知
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
出
向
中
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
保

健
師
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
ら
と
交
流
。

E
い
に
顔
の
分
か
る
関
係
を
築
い
た
こ
と

で
、
病
院
に
戻
っ
て
か
ら
も
退
院
支
援
な

ど
の
相
談
を
し
て
い
る
と
の
成
果
が
報
告

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

道
は
北
海
道
看
護
協
会
に
事
業
を
委
託

し
、
参
加
す
る
病
院
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
出
向
条
件
な
ど
を
調
整
、
秋
を

め
ど
に
始
め
る
予
定
だ
。
(
高
橋
準
思
)

入
手

助不
を足
期解
待消

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
2

日
(
月
)

パ
パ
白
川
い

~
A
1

一
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
医

一
療
や
介
護
に
大
き
な
一
丁
ズ
が
貝
込
ま
れ

一
る
2
0
2
5
年
に
向
け
、
山
形
市
医
師
会

一
(
門
馬
孝
会
長
)
は
冊
子
「
在
宅
医
療
ス

一
タl
ト
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
た
。
県
の
調

一
査
で
は
約
6
割
の
人
が
病
院
で
は
な
く
自

ム
七
や
福
祉
施
設
で
の
最
期
を
望
ん
で
い
る

了
と
い
い
二
巾
内
の
医
師
へ
在
宅
医
療
を
さ

7
日
比
取
り
組
ん
で
も
ら
う
狙
い
だ
。

岡
市
の
高
齢
化
率
は
同
年
現

在
幻
・
9
%
で
、
お
年
に
は
幻

%
、
ω
年
に
は
幻
%
に
上
昇
す

る
見
込
み
。
こ
れ
に
伴
い
、
寝

た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
慢
性

期
の
串
著
も
増
加
。
県
の
推
計

で
は
、
山
形
市
を
中
心
と
し
た

村
山
地
域
の
在
宅
医
療
の
1
日

当
た
り
の
患
者
数
は
、
日
年
の

4
9
3
7
人
か
ら
、
お
年
に
は

在
宅
医
療

約
7
0
0
人
増
の
5
6
5
3
人

と
な
る
と
い
う
。

在
宅
医
療
に
は
、
患
者
か
ら

の
要
請
に
応
じ
て
出
向
く
「
往

診
」
と
、
訪
問
日
時
を
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
診
療
す
る
「
訪
問

診
療
」
が
あ
る
。
冊
子
で
は
開

業
医
が
比
較
的
取
り
組
み
ゃ
す

い
「
訪
問
診
療
」
を
中
心
に
紹

介
。
外
来
診
療
と
両
立
さ
せ
る

トや実例紹介メリッ医師会

る
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
た
。

経
営
の
面
で
は
、
外
来
よ
り

在
宅
医
療
の
方
が
報
酬
が
高
い

よ
う
に
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
記
載
。
在
宅
医
療
を
始
め
る

上
で
「
休
診
日
に
行
う
」
「
午

後
に
一
定
時
間
確
保
す
る
」
と

い
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
決
め
、
連

携
先
の
確
保
、
届
け
出
の
必
要

な
も
の
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
実
践
し
て
い

る
市
内
の
医
師
ら
5
人
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
。
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。山

形
在
宅
ケ
ア
研
究
会
(
会

長
・
根
本
元
岡
市
医
師
会
副
会

長
)
が
監
修
し
た
。
根
本
会
長

は
「
看
取
り
の
場
が
病
院
か
ら

自
宅
や
福
祉
施
設
に
移
行
し
つ

つ
あ
る
。
医
師
数
を
増
や
し
、

開
業
医
が
積
極
的
に
在
宅
医
療

を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
話
し

て
い
る
。

A
5
判
M
m
l
o千
部
を
印
刷

し
、
岡
市
医
師
会
の
会
員
に
配

布
し
た
ほ
か
、
県
立
中
央
病
院

や
山
形
大
付
属
病
院
な
ど
に
置

い
て
い
る
。

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
幻
自
(
金
)
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政
府
方
針

議勺

治
療
・
研
究
に
活
用

政
府
は
2
0
2
3

年
を
め
ど
に
、
国
内
医
療
機
関
に
よ
る

診
療
や
健
康
診
断
の
結
果
な
ど
を
集
め
た
世
界
最
大
の
診
療

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
る
方
針
を
固
め
た
。
5
0
0
0

万
人
規

模
の
情
報
を
匿
名
化
し
て
ビ
ッ
グ
デ
l

タ
と
し
、
新
薬
開
発

や
人
工
知
能
(
A
I
)を
活
用
し
た
検
査
技
術
向
上
な
ど
に

つ
な
げ
る
。

世
界
最
大
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

今
は
医
療
機
関
ご
と
に
デ
ー

タ
を
匿
名
加
工
し
て
お
り
、
同

じ
患
者
の
病
気
で
も
別
々
に
分

析
し
て
い
る
。
一
方
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
使
え
ば
同
じ
患
者
の

デ
l

タ
を
集
約
で
き
る
。
例
え

ば
、
歯
周
病
と
糖
尿
病
な
ど
関

係
が
深
い
と
さ
れ
る
症
状
を
総

合
的
に
分
析
し
て
治
療
に
生
か

せ
る
よ
う
に
な
る
。

新
薬
開
発
だ
け
で
な
く
、
薬

の
副
作
用
を
調
べ
る
時
に
も
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
威
力
を
発
揮
し

そ
う
だ
。
特
定
の
病
気
に
関
す

る
内
視
鏡
の
画
像
を
大
量
検
索

し
て
A
I
が
分
析
し
、
病
気
の

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と
な

ど
も
期
待
さ
れ
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は5
月
施
行

の
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
法
固
に Uジメイのスベタ}

ア
療診。基

づ
き
、
政
府
が
認
定
す
る
事

業
者
が
年
内
を
め
ど
に
構
築
す

る
。
当
初
、
取
り
扱
う
情
報
は

3
0
0

万
人
規
模
で
ス
タ
ー
ト

し
、
5

年
後
の
幻
年
に5
0
0

0

万
人
規
模
と
す
る
方
針
だ
。

政
府
は
今
秋
に
も
認
定
す
る

事
業
者
と
し
て
、
大
学
の
研
究

者
ら
が
作
る
社
団
法
人
な
ど
を

園医療ビッグデータ法
正式名称は「医療分野

の研究開発に資するための
匿名加工医療情報に関する
法律」。個人の治療歴や投
薬歴、検査結果といった医
療情報を匿名化し、第三者
が活用できるようにする目
的で制定された。

想
定
し
て
い
る
。
事
業
者
は
、

医
療
機
関
や
学
校
、
健
康
保
険

組
合
な
ど
か
ら
集
め
た
情
報
を

匿
名
化
し
、
製
薬
会
社
や
研
究

機
関
に
有
償
で
提
供
す
る
。

政
府
に
よ
る
と
、
診
療
結
果

な
ど
を
集
め
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
海
外
で
も
数
百
万
人
規
模
の

も
の
し
か
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
持
つ
日
本

70 

は
、
医
療
機
関
が
豊
富
な
情
報

を
抱
え
て
い
る
点
が
強
み
と
さ

れ
る
。
政
府
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
通
じ
、
医
療
分
野
で
の
先
端

技
術
開
発
や
新
産
業
育
成
を
目

指
す
。

た
だ
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
直
結
す
る
情
報
を
第
三
者

に
提
供
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
を

覚
え
る
人
は
多
い
。
そ
こ
で
、

政
府
は
今
月
中
に
も
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
安
全
対
策
な
ど
を
定

め
た
医
療
ビ
ッ
グ
デl
タ
法
の

基
本
方
針
を
閣
議
決
定
す
る
。

基
本
方
針
で
は
、
医
療
機
関

に
対
し
、
初
診
時
に
患
者
が
自

分
の
情
報
を
提
供
す
る
意
思
が

あ
る
か
ど
う
か
を
書
面
で
確
認

さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
意
後
も

提
供
を
拒
否
で
き
る
こ
と
を
周

知
徹
底
さ
せ
る
。
認
定
事
業
者

に
は
、
高
度
な
匿
名
加
工
技
術

だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
外
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
切
り
離
す
と
い
っ
た
安
全
管

理
体
制
を
求
め
る
。

読

官
児
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
白
日
(
火
)
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トで「第 2 の意見」 患
者
と
医
師
つ
な
ぐ

リーズンホワイ

医
療
I
T
(
情
報
技
術
)
サ
ー
ビ
ス
の
リ

ー
ズ
ン
ホ
ワ
イ
(
東
京
・
港
)
は
お
目
、
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
る
患
者
と
医
師

を
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
と
発
表
し

た
。
担
当
医
の
紹
介
状
や
相
談
内
容
を
同
社

の
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る
と
、
専
門
医
が
自
身

の
意
見
を
書
き
込
む
。
ま
ず
は
乳
が
ん
や
子

宮
が
ん
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
そ
の
他

の
病
状
に
も
順
次
対
象
を
広
げ
た
い
考
え

だ
。新

サ
ー
ビ
ス
「
フ
ァ
イ
ン
ド
ミ
l

」
で
は
、

患
者
の
相
談
内
容
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
た

い
医
師
が
立
候
補
。
患
者
は
そ
の
中
か
ら
文

章
で
の
詳
細
な
リ
ポ
ー
ト
を
依
頼
し
た
い
医

師
を
選
ぶ
。
相
談
内
容1
件
に
つ
き
税
別
3

0
0
0
円
、
リ
ポ
ー
ト1
通
あ
た
り
数
万
円

が
か
か
る
。
ま
ず
は
医
師
歴
叩
年
超
な
ど
の

条
件
を
定
め
て
募
集
す
る
。

患
者
の
相
談
は
原
則
匿
名
で
可
能
だ
。
医

師
側
は
大
ま
か
な
所
属
病
院
や
経
歴
の
み
を

明
か
す
が
、
リ
ポ
ー
ト
を
出
し
た
後
、
患
者

側
が
望
め
ば
詳
細
な
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
閲
覧

で
き
る
機
能
も
あ
る
。
参
加
し
た
案
件
に
対

す
る
他
の
医
師
の
意
見
も
見
ら
れ
る
た
め
、

医
師
の
自
己
研
さ
ん
に
も
つ
な
が
る
と
い

-
つ
。

ネツ

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
羽
田
(
水
)

企S~@
妊婦に手渡される健
診力一ドυ 胎児の状

態が一目でわかる

胎
児
成
長
絵
や
グ
ラ
フ
に

お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
で
胎
児
が

成
長
し
て
い
く
様
子
が
、
エ
コl
画
像

や
自
動
作
成
さ
れ
る
イ
ラ
ス
ト
、
胎
児

の
頭
の
幅
や
腹
囲
の
デl
タ
で
一
目
で

わ
か
る
。
産
婦
人
科
専
用
に
開
発
し
た

電
子
カ
ル
テ
「
エ
フ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」

は
、
「
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
が
見
え
る
」

機
能
が
医
師
、
妊
婦
双
方
に
好
評
で
、

導
入
例
は1
3
0

件
を
超
え
る
。

工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
な
ど
を
管
理
す

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
と
し
て
創
業
し

た
。
電
子
カ
ル
テ
の
開
発
は20
0
4

年
、
地
元
の
産
婦
人
科
医
か
ら
「
お
母

さ
ん
に
胎
児
の
成
長
を
教
え
て
あ
げ
ら

れ
る
電
子
カ
ル
テ
が
ほ
し
い
」
と
相
談

さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

そ
の
医
師
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
開

発
を
進
め
た
。
「
妊
娠
は
病
気
で
な
く
、 産婦人科専用

電子カルテ

'""'ｭ認t;

骨をきゅ稼.，・，宅総6

(/ 

罰事 .e

5震.<
a匙ぜ 1"'6!

~線通局の

鎌'‘“総g

愛媛県新居浜市E.  ....雇

さ
ら
に
妊
婦
と
胎
児
の2
人
を
管
理
す

る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る
。
産
科
に
特

化
し
た
電
子
カ
ル
テ
が
必
要
だ
と
実
感

し
た
」
。
リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め
た
シ
ス

テ
ム
事
業
部
担
当
取
締
役
の
櫓
垣
晃
弘

さ
ん
(
羽
)
は
振
り
返
る
。

こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
医
師
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
あ
っ
た
、
妊
婦
に
対
す
る
「
見

え
る
化
」
だ
。

カ
ル
テ
は
本
来
、
医
療
機
関
側
の
記

録
。
だ
が
、
胎
児
の
成
長
を
分
か
り
ゃ

す
く
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
妊

婦
の
安
心
感
は
増
す
。
そ
こ
で
、
胎
児

の
状
態
を
イ
ラ
ス
ト
に
し
、
体
重
な
ど

の
推
移
を
示
す
グ
ラ
フ
や
主
治
医
の
コ

メ
ン
ト
な
ど
も
記
し
た
「
妊
婦
健
診
カ

ー
ド
」
を
簡
単
に
作
成
し
、
手
渡
す
こ

と
が
で
き
る
機
能
を
持
た
せ
た
。

「
エ
フ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
の
名
に
は
、

女
性
の
「
f
e
m
a
l
e

」
と
胎
児
の

「f
e
t
u
s

」
、
さ
ら
に
妊
婦
と
胎

児
、
医
師
、
医
療
機
関
の
四
重
奏
の
意

味
を
込
め
た
。

こ
の
電
子
カ
ル
テ
に
は
、
陣
痛
の
周

期
や
子
宮
の
状
態
な
ど
を
図
表
で
示
す

機
能
も
あ
る
。
産
婦
人
科
医
に
と
っ
て

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
助
産
師
ら
と
情
報
を
共
有
し
や
す

く
、
よ
り
安
全
な
周
産
期
医
療
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

5
年
後
に
は
、
知
慌
を
扱
う
全
国
の

医
療
機
関
の1
割
に
あ
た
る3
0
0

施

設
に
導
入
す
る
こ
と
が
目
標
だ
。
施
設

の
規
模
に
よ
る
が
、
導
入
は
約50
0

万
円
か
ら
可
能
と
い
う
。

日
野
美
江
子
社
長
(
羽
)
は
「
産
婦
人

科
医
療
の
手
助
け
と
な
り
、
何
よ
り
妊

婦
が
安
心
し
て
お
産
に
臨
め
る
よ
う
、

今
後
も
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
む
。

(
新
居
浜
通
信
部

1984年に設立。ソフトウェア開【概要】
発のほか、ピザ店など飲食店の経

営や、地域情報を発信するポータルサイト
の運営も手がける。従業員は約70人o 2017 
年度の売上高は11億5300万円。

山
本
啓
二
)

売(広島)・朝刊 I 2018年4月 24 日(火) I 読
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連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

期
待
し
て
い
る
。
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

町
子
育
て
支
援
課
は
「
近
年
は
深
刻
さ
が
増
す
事
態
に
横
瀬
町

核
家
族
に
よ
り
、
身
近
に
相
談
で
は
、
昨
年

1

月
、
妊
娠
前
か
ら
子
育

き
る
人
が
お
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支

ッ
ト
上
の
情
報
の
氾
濫
な
ど
で
子
援
を
目
的
と
し
た
助
産
師
に
よ
る

育
て
に
対
し
、
と
り
わ
け
夜
間
は
「
ほ
っ
と
ハ
グ
く
む
マ
マ
サ
ロ

大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
ン
」
事
業
を
開
始
。
口
コ
ミ
で
利
用

者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
」
と
語
る
。
者
が
広
が
り
、
秩
父
市
な
ど
か
ら

近
年
の
町
の
出
生
数
は
2
0
1

の
利
用
者
も
多
く
、
町
外
の
ニ

l

「
日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
町
」
を
目
指
し
て
い
る
横
瀬
町
は
お
日
、
小
児
科
医
へ
の
相
談
窓
口
町
は
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
前
後

5

年
度
が
印
人
、
同
年
度
が
囚
人
、
ズ
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

の
確
保
を
図
る
た
め
、
キ
ッ
ズ
パ
ブ
リ
ッ
ク
(
墓
尽
都
千
代
田
区
)
が
運
営
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
し
て
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

7
1年
度
が
白
人
と
微
増
傾
向
が
続
事
業
は
昨
年

ω
月
か
ら
秩
父
地
域

し
、
小
児
科
医
へ
の
利
用
し
や
す
い
て
い
る
も
の
の
、
町
内
に
は
小
全
体
の

l

市
4

町
に
広
が
っ
た
。

(
ス
マ
ホ
)
な
ど
で
迅
速
か
つ
手
軽
に
相
談
で
き
る
「
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」
サ
ー
ビ
ス
を

6

月
か

さ
に
関
す
る
意
識
の
変
化
や
、
子
児
科
専
門
の
医
療
機
関
が
な
い
。
人
口
減
対
策
に
取
り
組
む
に
は

ら
導
入
す
る
と
発
表
し
た
。
子
育
て
世
代
向
け
の
安
心
確
保
が
狙

L
。
「
遠
距
離
相
談
」
を
可
能
と育
て
で
感
じ
る
不
安
の
変
化
、
小
同
課
は
「
調
査
結
果
の
フ
ィ

l

「
広
域
」
の
視
点
が
不
可
欠
。
さ

す
る
今
回
の
サ
ー
ビ
ス
を
本
格
的
に
導
入
す
る
の
は
全
国
の
宵
治
体
で
初
め
て
。
同
時
に
導
入
す
る

児
医
療
費
助
成
金
な
ど
の
行
政
コ
ド
パ
ッ
ク
で
、
町
や
鹿
児
島
県
錦
ら
に
従
来
型
の
発
想
に
と
ら
わ
れ

鹿
児
島
県
錦
江
町
と
共
に
共
同
実
証
実
験
を
行
う
。
中
山
間
地
域
で
進
む
人
口
減
少
対
策
や
小
児
科

ス
ト
の
変
化
を
分
析
し
、
そ
の
後
江
町
と
同
様
の
問
題
で
悩
む
全
国
ず
、
「
民
間
の
活
力
と
知
恵
」
を

医
の
確
保
策
と
し
て
、
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。
(
桜
井
和
憲
)
の
サ
ー
ビ
ス
に
生
か
す
方
針
。
の
戸
治
体
に
対
し
て
の
パ
イ
ロ
ッ
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な

民
間
の
ア
イ
デ
ア
と
資
源
を
活
す
る
専
門
医
に
、
無
料
通
信
ア
プ
相
談
は

l

枠
叩
分
で
、
ス
マ
ホ
か
町
は
町
民
の
子
育
て
に
対
す
る
ト
ケ

l

ス
と
な
り
得
る
」
と
話
し
、
い
時
代
に
入
っ
て
い
る
。

用
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
官
民
リ
「

L
I
N
E

」
(
ラ
イ
ン
)
の
テ
レ
ら
予
約
可
能
。

5

月
に
全
世
帯
に
不
安
の
軽
減
や
安
心
感
・
満
足
感
実
証
実
験
の
成
果
を
今
後
の
子
育
秩
父
地
域
に
は
豊
か
な
文
化
や

連
携
事
業
「
横
瀬
町
と
コ
ラ
ボ
す
ピ
電
話
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
周
知
す
る
。
の
向
上
、
小
児
医
療
費
の
削
減
を
て
支
援
に
生
か
す
方
針
。
自
然
美
が
あ
る
。
子
育
て
支
援
に

る
研
究
所
」
(
よ
こ
ら
ほ
)
の
一
て
、
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
。
多
眼
り
ず
、
こ
う
し
た
地
域
資
源
を

百
軒
活
関
山
諸
問
団
関
長
人
口
減
策
に
民
と
協
働
時
計
寄
市
埼

審
査
会
で
採
択
さ
れ
た
。
事
業
費
で
無
料
で
相
替
セ
受
け
付
け
る
。
で
人
口
減
対
策
に
取
り
組
む
発
想

は
3
1
2

万
4

千
円
。
町
は
叩
日
利
用
方
法
は
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
民
聞
が
持
つ
先
端
技
術
を
活
用
あ
る
の
は
強
い
危
機
感
。
人
口
は
秩
父
地
域
の
出
生
数
は

2
0
0

が
求
め
ら
れ
る
。
(
桜
井
和
憲
)

に
同
社
と
委
託
契
約
を
結
ん
だ
。
ン
の
サ
イ
ト
で
メ

l

ル
ア
ド
レ
ス
し
た
今
回
の
子
育
て
十
議
堅
用
「
小
減
少
し
、
町
の
資
源
に
も
限
界
が

0

年
は1
0
2
9

人
だ
っ
た
が
、

契
約
期
間
は
本
年
度
末
ま
で
。
や
合
雪
量
、
氏
名
、
住
所
な
ど
を
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
導
入
は
、
あ
る
。
企
業
誘
致
と
い
っ
た
従
来
日
年
は

6
1
6

人
ま
で
減
少
。
国

対
象
は
町
内
のO
ら
防
歳
の
子
入
力
し
て
会
員
登
録
。
同
サ
イ
ト
人
口
減
少
対
策
を
模
索
す
る
小
規
型
の
発
想
で
は
な
く
、
東
京
エ
リ
勢
調
査
に
よ
る
と
、
人
口
も
∞
年

ど
も
が
い
る
家
庭
約
6
0
0

世
で
さ
っ
そ
く
相
撃
す
る
」
を
模
自
治
体
の
危
機
感
の
表
れ
だ
。
ア
を
中
心
に
人
・
モ
ノ
・
金
・
情
の
日
万

9
4
7
7

人
か
ら
、
同
年

帯
。
「
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」
は
選
択
し
、
予
約
日
時
を
選
択
し
て
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
官
報
を
呼
び
込
み
、
化
学
反
応
を
起
に
は
叩
万

1
6
4
8

人
と
、
日
%

ス
マ
ホ
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
内
容
を
入
力
後
、
予
約
時
間
民
連
携
の
「
よ
こ
ら
ほ
」
に
つ
い
こ
し
て
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
も
減
っ
た
。
国
の
研
究
機
関
の
調

を
経
由
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
登
録
に
な
っ
た
ら
相
談
開
始
と
な
る
。
て
、
富
田
能
成
町
長
は
「
根
底
に
っ
た
」
と
話
す
。
査
で
却
年
に
は
約

7

万
人
ま
で
減

横
瀬
町
全
国
初
、子
育
て
支
援

埼
玉
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
お
日
(
木
)

72 



医療と安全管理総集版 2018 年 7 号

食事・生活改善が鍵慢性腎臓病
国内に推計1330万人の患者がいる慢性腎臓病 CCKD) 。腎臓の働きが徐々に悪くなり、進行すれ

ば、透析や腎移植が必要になる。食事や生活習慣を改善し、進行を遅らせることが重要だ。腎臓の働

きを維持させようと医師や看護師、管理栄養土らが連携する取り組みが少しずつ広まっている。

進
行
抑
え
る

千
葉
県
習
志
野
市
に
住
む
男

性
(
礼
)
は
2
0
1
4

年
、
近
く

の
診
療
所
で
高
血
圧
と
肥
満
を

指
摘
さ
れ
た
。
尿
と
血
液
の
検

査
を
受
け
る
と
、
腎
臓
の
機
能

が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
。
腎
臓
が
悪
い
と
い
う
実
感

は
な
か
っ
た
が
そ
の
後
、
東
京

医
耕
大
病
院
に
検
査
入
院
し
、

管
理
栄
養
士
か
ら
食
事
指
導
を

受
け
始
め
た
。

米
の
量
や
塩
分
を
控
え
る
よ

う
言
わ
れ
、
ご
飯
は
茶
わ
ん
に

7

分
自
に
し
た
。
ウ
ォl
キ
ン

グ
も
始
め
体
重
は
減
り
、
腎
臓

CKDの進行度と治績の目安
ステージ 234 5 

犠“‘軽度~ 高度低下 末期
高度低下 腎不全

制欄叩…一樹恥跡地問叩開嚇蜘吋吋即…叩瀞吋紳噛嚇問叫等

生活改善

食事・薬物療法

医
師
・
栄
養
士
ら
連
携

の
働
き
を
示
す
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

の
指
標
は
悪
他
せ
ず
維
持
で
き

て
い
る
。
「
具
体
的
な
指
示
の

お
か
げ
。
医
師
か
ら
『
こ
の
ま

ま
だ
と
透
析
が
必
要
に
な
る
』

と
も
言
わ
れ
、
変
わ
ら
な
け
れ

ば
と
思
っ
た
」

C
K
D

と
は
腎
臓
の
働
き
が

徐
々
に
悪
く
な
る
病
気
の
総
称

で
進
行
度
は5
ま
で
あ
る
。
原

因
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
腎
炎

な
ど
。
進
行
し
て
末
期
の
腎
不

全
に
な
れ
ば
人
工
透
析
や
移
植

が
必
要
に
な
る
。
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
悪
他
を
防
ぎ
、
適
切

鮮度低下正常

ー_=K'語5島ーーーー

.ì盆労を避ける

-禁燦

-過度の飲酒を避ける

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

だ
日
本
腎
臓
学
会
は
、
進
行
度

に
合
わ
せ
た
食
事
や
生
活
の
指

導
が
重
要
と
し
て
看
護
師
や
栄

養
士
、
薬
剤
師
ら
向
け
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
。
か
か
り
つ
け

医
と
連
携
し
て
、
患
者
へ
の
指

導
に
取
り
組
む
。

食
事
の
注
意
点
は
、
塩
分
や

た
ん
ぱ
く
質
を
と
り
す
ぎ
な
い

こ
と
。
塩
分
は1
日
に
6

句
未

満
が
目
安
。
た
ん
ぱ
く
質
の
1

日
の
目
安
は
ス
テ
ー
ジ4
、

5

の
患
者
で
は
体
重1
キ
ロ
あ
た
り

0

・
6
S
0

・
8

号
。
食
事
量

を
大
幅
に
制
限
す
る
と
カ
ロ
リ

ー
不
足
に
な
り
が
ち
な
の
で
、

油
や
砂
糖
を
う
ま
く
と
り
入

れ
、
標
準
体
重
を
目
指
す
。

日
常
生
活
で
は
禁
煙
を
し
、

過
労
や
過
度
の
飲
酒
を
避
け
る

こ
と
が
重
要
だ
。

透
析
看
護
認
定
看
護
師
と
し

て
C
K
D

患
者
の
検
査
の
値
や

体
重
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

東
京
医
耕
大
病
院
の
神
保
洋
子

さ
ん
は
、
「C
K
D

と
は
長
い

つ
き
あ
い
が
必
要
に
な
る
。
生

活
改
善
へ
の
患
者
の
意
欲
が
持

続
す
る
よ
う
な
助
言
を
す
る
よ

注意点

-塩分の制限

・たんぱく質をとりすぎない

・摂取カロリーの調節
f肥満の是正、 BMI25朱\
\満を呂指す

ぅ
、
気
を
配
っ
て
い
る
」
と
話

す
。筑

波
大
の
山
厭
邦
弘
教
授

(
腎
臓
内
耕
)
ら
は
、
か
か
り

つ
け
医
で
通
常
診
療
を
受
け
た

C
K
D

患
者
と
、
加
え
て
生
活

・
食
事
指
導
も
受
け
た
患
者
を

3

年
半
追
跡
。
腎
機
能
の
悪
他

の
ス
ピ
ー
ド
を
比
べ
る
研
究
を

専
門
職
不
足

多
く
の
患
者
に
対
応
す
る
た

め
、
診
療
体
制
の
整
備
が
課
題

と
な
る
。
だ
が
日
本
腎
臓
学
会

の
専
門
医
は2
0
1
7

年
時
点

で
約4
8
0
0

人
。
日
本
看
護

協
会
が
認
定
す
る
透
析
看
護
の

認
定
看
護
師
は23
7

人
(
四

年
)
と
さ
ら
に
少
な
い
。
墓
京

医
判
明
大
の
菅
野
義
彦
教
授
(
腎

臓
内
耕
)
は
「
腎
臓
病
の
療
養

指
導
が
で
き
る
医
師
に
看
護

師
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
が
そ
ろ

う
医
療
機
関
は
ま
だ
ま
だ
少
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

状
視
を
改
善
し
よ
う
と
日
本

腎
臓
学
会
は
昨
年
度
、
看
護
師

や
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
を
対

象
に
し
た
「
腎
臓
病
療
養
指
導

士
」
の
認
定
を
始
め
た
。
一
定

の
療
養
指
導
の
経
験
が
あ
る
人

が
所
定
の
講
習
を
受
け
て
試
験

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

し
た
。
ス
テ
ー
ジ3
の
患
者
で

は
、
指
導
を
受
け
た
方
が
腎
機

能
が
悪
く
な
る
ス
ピ
ー
ド
が
遅

か
っ
た
。
山
豚
さ
ん
は
「
進
行

度
合
い
に
よ
り
適
切
な
治
療
方

法
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

専
門
医
に
か
か
り
つ
け
医
、
多

職
種
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
」

と
話
す
。

「
指
導
士
」
を
認
定

を
受
け
る
。
こ
の
春
に
7
3
4

人
が
合
格
し
た
。
ほ
か
に
適
切

な
運
動
や
食
事
を
指
導
す
る

「
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
重
要
性
も
認
識
さ
れ
、

日
本
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
会
は
今
年
度
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
指
導
士
の
認
定
を
始
め
る
。

筑
波
大
の
山
厭
さ
ん
は
「
ど

の
よ
う
な
治
療
や
ケ
ア
を
ど
の

職
種
が
す
る
と
よ
い
の
か
。
組

み
合
わ
せ
を
模
索
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。
(
水
野
梓
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
沼
田
(
水
)
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芳賀赤十字
病院など

~. . 
~正τ3・
~--'"司....司司司・・

怪ヨV ミ4・

一ー
一ー

一ー
一ー
一ー

一ー
一ー

【
真
岡
】
身
長
の
伸
び
が
標
準
よ
り
遅
れ
る
成
長
障
害
を
成
長
ホ
ル
モ
ン
注
射
で
治
療
し
て

い
る
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
の
集
い
「
成
長
ホ
ル
モ
ン
自
己
注
射
キ
ャ
ン
プ
」
が
こ
の
ほ
ど
、

田
町
の
市
青
年
女
性
会
館
で
開
か
れ
た
。
患
者
の
中
に
は
長
期
間
の
治
療
が
苦
に
な
り
注
射
を

断
念
す
る
人
も
い
る
。
集
い
で
は
、
患
者
や
保
護
者
同
士
が
実
作
レ
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
で
、
継
続
的
な
治
療
へ
の
意
欲
童
画
め
る
狙
い
が
あ
る
。
(
伊
藤
響
、
)

交
流
深
め
、
勉
強
会
も

芳
賀
赤
十
字
病
院
と
県
県
東

健
塵
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
初
め
て

共
催
。
集
い
に
は
、
同
病
院
で

成
長
障
害
を
治
空9る
5
1

日

歳
の
患
者
口
人
や
そ
の
保
護
者

ら
が
参
加
し
た
。

同
病
院
小
児
科
の
穀
世
輯

医
師
(
日
)
が
登
壇
。
成
長
ホ

ル
モ
ン
の
形
を
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー

ル
に
例
え
、
そ
れ
が
体
内
に
注

射
さ
れ
た
後
、
細
胞
が
ホ
ル
モ

ン
を
受
け
取
り
、
骨
な
ど
に
作

支

;
l
k

小
児
の
成
長
障

く
;
;
リ
害
成
長
ホ
ル
モ

ン
分
泌
不
全
低
身
長
症
な
ど
の
内

分
泌
疾
患
や
、
タI
ナ
l

症
候
群

な
ど
の
染
色
体
異
常
、
軟
骨
異
栄

養
症
な
ど
の
骨
の
病
気
な
ど
が
原

因
。
患
者
は
早
け
れ
ば
3

歳
く
ら

用
し
背
が
伸
び
て
い
く
仕
組
み

を
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
説
明
し

た
。ま

た
、
注
射
は
保
護
者
が
子

ど
も
に
打
つ
ケl
ス
が
多
い
一

方
、
自
身
で
打
つ
子
ど
も
は
当

事
者
意
識
が
高
く
治
療
を
継
続

し
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
注
射
器

の
使
い
方
を
学
ぶ
勉
強
会
も
行

っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
看
護
師
ら
の

い
か
ら
思
春
期
が
始
ま
る
ま
で
成

長
ホ
ル
モ
ン
投
与
な
ど
の
治
療
を

行
う
。
投
与
は
、
患
者
や
そ
の
保

護
者
が
自
宅
で
行
う
週
7

日
程
度

の
成
長
ホ
ル
モ
ン
注
射
が
基
本
に

な
る
。

指
導
の
下
、
「
肌
は
つ
か
ま
な
い

で
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て
」
な

ど
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
実
際
に
注
射

器
を
練
習
用
の
パ
ッ
ド
に
打
ち

込
み
、
や
り
方
を
確
認
し
た
。

他
に
も
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

食
事
の
講
座
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
l

ム

な
ど
も
行
い
交
流
を
深
め
た
。

菊
池
医
師
は
「
治
療
し
て
い

る
の
は
自
分
だ
け
と
思
う
と
つ

ら
く
な
る
。
頑
張
っ
て
い
る
友

漢
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
真

岡
市
内
の
小
学6
年
砂
康
美
夢

さ
ん
(
日
)
は
「
同
じ
症
状
を

持
つ
子
た
ち
と
悩
み
な
ど
を
打

ち
明
け
ら
れ
た
ら
い
い
」
と
話

し
た
。下

野
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
2

日
(
月
)

患
者
・
家
族
支
援

ク不安ピー産後2週内

妊
娠
・
出
産
で
女
性
が
不
安
や
負
担
を
感
じ
る
の
は
産
後

2

週
未
満
が

ピ
l

ク
で
、
半
数
以
上
が
体
の
ト
ラ
ブ
ル
や
疲
れ
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
実
態
調
査
で
わ
か
っ
た
。
妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
(
心
の
健
康
)
に
特
化
し
た
全
国
調
査
は
初
め
て
で
、
同
省
は
、

産
後
う
つ
な
ど
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
時
期
の
心
の
ケ
ア
充
実

に
生
か
す
。

体の疲れ、睡眠不足2
0
1
7

年
日
月
i
m
年
1

月
、
産
後

3
i
4

か
月
の
女
性4
5
4
1

人
を
対
象

に
調
査
し
、1
9
0
0

人
(
回
収
率
位
%
)

が
回
答
し
た
。

調
査
で
は
、
「
妊
娠
中
」

未
満
」
「
産
後2
j
8

週
」
「
産
後2
週

「
現
在
」
の

時
期
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
不
安
や
負
担

感
が
あ
っ
た
か
選
摂
し
て
も
ら
っ
た
(
複

数
回
答
)
。
す
る
と
、
産
後
2

週
未
満
に

不
安
を
感
じ
た
人
が
多
く
、
心
の
不
調
が

起
き
や
す
い
傾
向
が
う
か
が
え
た
。

具
体
的
に
は
、
こ
の
時
期
、
「
体
の
ト

ラ
ブ
ル
」
に
不
安
を
感
じ
た
人
が
日
%
と

最
も
高
く
、
産
後25
8

週
を
日
間
上
回

っ
た
。
ほ
か
に
、
「
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
よ
る
体
の
疲
れ
」
(
臼
%
)
、
「
十
分

な
睡
眠
が
と
れ
な
い
」
(
日
%
)
も
多
か

っ
た
。

畠喧"

霞E

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
間
日
(
火
)

74 



ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
産
婦
や
重
篤
な
疾
患
を
抱
え
る
赤

ち
ゃ
ん
な
ど
を
受
け
入
れ
る
「
大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
」
(
大
阪
府
和
泉
市
)
が
1

月
、
周
産
期
・
小
児
医

療
に
関
す
る
一
般
向
け
の
書
籍
を
出
版
し
た
。
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
病
気
の
症
状
や
最
先
端

の
治
療
法
を
紹
介
。
セ
ン
タ
ー
で
治
療
を
受
け
、
大
人

に
な
っ
た
元
患
者
の
体
験
談
も
収
録
し
て
い
る
。

クス

1 出品自理線版 2018~7号

「
仁2

I司

り

い
と
い
う
狙
い
も
あ
る
。
特

に
小
児
の
診
療
は
携
わ
る
ス

タ
ッ
フ
の
数
が
多
く
、
人
件

費
が
か
さ
む
。
一
般
的
な
病

す
る
医
師
が
「
着
ぐ
る
み
に
る
。
ス
ク
が
合
併
し
た
妊
産
婦
や
院
で
は
支
出
に
占
め
る
人
件

入
り
、
子
供
と
遊
ぶ
こ
と
が
セ
ン
タ
ー
は
1
9
8
1

出
生
時
の
体
重
が5
0
0
4
費
の
割
合
が5
割
以
下
と
い

働
く
原
動
力
」
な
ど
と
つ
づ
年
、
妊
産
婦
と
新
生
児
を
対
に
満
た
な
い
よ
う
な
未
熟
う
が
、
セ
ン
タ
ー
で
は

6

割

っ
た
エ
ッ
セ
ー
の
ほ
か
、
白
象
と
し
た
周
産
期
医
療
セ
ン
児
、
重
篤
な
小
児
疾
患
の
患
を
超
え
る
と
い
う
。

血
病
を
克
服
し
て
セ
ン
タ
ー
タ
!
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
引
者
を
受
け
入
れ
る
。
倉
智
博
久
総
長
は
「
経
営

の
看
護
師
に
な
っ
た
女
性
ら
年
に
小
児
医
療
部
門
と
研
究
出
版
の
背
景
に
は
企
業
な
努
力
だ
け
で
は
、
継
続
的
に

の
体
験
談
も
取
り
上
げ
て
い
所
が
加
わ
っ
た
。
様
々
な
リ
ど
か
ら
の
寄
付
を
喚
起
し
た
設
備
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は

山
難
し
い
」
と
話
し
、
出
版
を

m
機
に
「
社
会
全
体
で
子
供
や

m
妊
婦
を
支
え
よ
う
と
い
う
意

m
識
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
」
と

m
願
う
。

書
籍
は
府
内
の
書
店
や
イ

山
ン
タ
l

ネ
ッ
ト
で
販
売
。
既

…
に
読
ん
だ
人
か
ら
「
セ
ン
タ

…
!
の
様
子
が
よ
く
わ
か
っ

…
た
」
「
不
安
が
和
ら
い
だ
」

山
な
ど
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

m
れ
て
い
る
と
い
う
。
木
内
恵

山
子
病
院
長
は
「
安
心
し
て
子

山
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

山
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
多
く

…
の
人
に
気
付
い
て
も
ら
え
れ

…
ば
」
と
話
す
。

「
社
会
で
支
え
る
き

書
籍
は
「
こ
ど
も
と
妊
婦

の
病
気
・
治
療
が
わ
か
る
本
」

(
バ
リ
ュ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
)
。

流
産
や
早
産
の
原
因
や
予

防
法
の
ほ
か
、
近
年
増
加
傾

向
の
無
痛
分
娩
に
つ
い
て

進
め
方
や
胎
児
へ
の
影
響
な

ど
を
図
表
も
交
え
て
解
説
。

新
生
児
の
脳
の
損
傷
を
抑

え
る
「
低
体
温
療
法
」
な
ど

最
先
端
医
療
、
先
天
性
心
疾

患
や
小
児
が
ん
、
口
蓋
裂
な

ど
赤
ち
ゃ
ん
や
子
供
の
疾
患

も
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
し

た
。セ

ン
タ
ー
内
で
開
か
れ
た

イ
ベ
ン
ト
の
写
真
な
ど
も
掲

載
し
、
親
し
み
ゃ
す
い
内
容

と
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
所
属

書
籍
で
は
治
療
法
の
ほ
か
、
医

師
の
エ
ッ
セ
ー
も
掲
載
し
た

つ

か
け
に
」

大
阪
府
内
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
金

田
仁
美
さ
ん
(
鈍
)
は
「
今
の
自

分
の
姿
を
通
し
て
、
病
気
と
闘
っ

て
い
る
人
に
勇
気
を
与
え
ら
れ
れ

ば
」
と
、
大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
が
出
版
し
た
書
籍
に
寄
稿
し

た
。車

産
の
た
め
未
熟
児
で
生
ま
れ

た
。
自
発
呼
吸
が
で
き
ず
、
新
生

児
か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
セ
ン
タ

ー
に
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
幼
稚

園
は
ほ
と
ん
ど
通
え
な
か
っ
た
。

あ
ま
り
外
出
で
き
ず
、
家
で
ピ
ア

ノ
教
師
を
し
て
い
た
母
か
ら
手
ほ

ど
き
を
受
け
た
。

小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ
、
厳
し

い
先
生
と
出
会
い
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

が
将
来
の
夢
と
な
っ
た
。
風
邪
を

元
患
者
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
金
田
さ
ん

「闘病の子に勇気を」

患
者
・
家
族
支
援

ひ
く
と
呼
吸
機
能
が
低
下
し
て
し

ま
う
た
め
、
外
出
時
は
マ
ス
ク
や

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
常
備
す
る

な
ど
、
ピ
ア
ノ
に
向
か
う
姿
勢
だ

け
で
は
な
く
、
日
々
の
生
活
か
ら

見
直
し
た
。

現
在
は
ピ
ア
ノ
教
師
を
し
な
が

ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、
ソ
ロ

や
デ
ュ
オ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の

C
D

収
録
な
ど
演
奏
活
動
も
行

『
つ
。

金
田
さ
ん
は
「
病
気
な
ど
で
し

ん
ど
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ

ま
で
元
気
に
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
「
他

人
の
痛
み
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、

音
楽
で
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
2

日
(
月
)
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|がんや難病の子ども | 

復学支援に役立てて
が
ん
や
難
病
の
治
療
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
復
学
で
き
る
よ

う
に
と
、
就
実
大
教
育
学
部
の
森
口
清
美
准
教
授
(
小
児
看
護
学
)
ら
の
専
門

家
チl
ム
が
、
絵
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
無

料
で
ダ
ウ
ン
ロ
!
ド
で
き
る
専
用
サ
イ
ト
「

s
c
h
o
o
l
r
e
e
n
t
r

y
(ス
ク
リ
エ
)
」
を
立
ち
上
げ
た
。
子
ど
も
を
支
え
る
た
め
の
心
得
を
教
員

ら
に
理
解
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
学
校
で
の
が
ん
教
育
に
も
役
立
て
て
も
ら
う
。

(
二
羽
俊
次
)

絵
本
は
「
お
か
え
り
!

め
い
ち
ゃ
ん
」
。
白
血
病
に

か
か
っ
た
女
児
が
入
院
生

活
や
退
院
後
の
学
校
生
活

に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
治

療
を
し
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

に
温
か
く
迎
え
ら
れ
て
復

学
す
る
物
語
。
専
門
家
チ

ー
ム
(
代
表
・
大
見
サ
キ
エ

岐
阜
聖
徳
学
園
大
教
授
)

は
全
国
の
大
学
教
員
や
医

師
ら
で
構
成
し
、
全
員
で

ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
た
。

授
業
で
読
み
聞
か
せ
を
す

る
際
に
留
意
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
も
掲
載
し
て
い
る
。

絵
は
県
内
在
住
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
森
邦
生
さ
ん

が
描
い
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
子

ど
も
向
け
、
教
員
向
け

の
2

種
類
を
作
っ
た
。
子

ど
も
向
け
は
小
学1
年

生
で
も
理
解
で
き
る
よ

う
な
内
容
に
し
て
お
り
、

治
療
を
終
え
た
子
ど
も

が
マ
ス
ク
や
帽
子
を
身

に
付
け
て
い
る
理
由
な

ど
を
分
か
り
ゃ
す
く
説

明
。
教
員
向
け
は
、
入
院

中
か
ら
復
学
後
ま
で
、
段

配慮や心得説く

森口就実大准教授らチーム

絵本、パンフ制作
階
ご
と
に
心
掛
け
る
こ
と

を
具
体
的
に
列
記
し
て
い

る
。絵

本
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
県
教
委
な
ど
を
通
じ

て
、
県
内
の
全
て
の
院
内

学
級
と
特
別
支
援
学
校
、

院
内
学
級
が
あ
る
岡
山
、

倉
敷
、
津
山
市
の
全
小
学

校
、
市
町
村
教
委
な
ど
に

配
布
し
て
も
ら
う
。
県
教

委
と
連
携
し
、
教
員
や
保

護
者
ら
か
ら
の
相
談
に
も

応
じ
る
。

森
口
准
教
授
は
「
入
院

中
の
子
ど
も
が
ど
ん
な

思
い
で
過
酷
な
治
療
に

耐
え
て
い
る
の
か
、
復

学
の
際
に
ど
の
よ
う
な

配
慮
と
支
援
が
必
要
で

あ
る
か
を
理
解
し
て
、

み
ん
な
で
子
ど
も
を
支

え
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る
。

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
泣
日
(
日
)

患
者
・
家
族
支
援

査調o
 

p
 

N
 

ス
ト
l

マ
装
具
を
購
入
し
た

3

千
人
に
調
査
票
を
配
布
し
、

回
答
者
の5
8
8

人
を
対
象
に

分
析
し
た
。

複
数
回
答
で
「
皮
蝿
が
た
だ

れ
た
」
「
排
せ
つ
物
が
漏
れ
た
」

が
各
日
%
、
「
お
な
か
の
形
が

変
わ
っ
て
き
た
」
ω
%
、
「
健

康
状
態
が
気
に
な
る
」
但
%
が

続
い
た
。

一
方
、
日
常
生
活
で
は
「
温

泉
に
行
け
な
い
」
が
日
%
と
最

多
。
以
下
「
入
浴
の
回
数
や
時

間
を
制
限
し
て
い
る
」
U
%
、

「
下
痢
に
な
る
と
管
理
に
困
る
」

ω
%
、
「
聴
け
が
減
っ
た
」
ぬ

%
な
ど
が
多
か
っ
た
。

日
本
創
傷
・
オ
ス
ト
ミl
・

ス
ト
!
マ
の
悩
み

最
多
は
「
温
泉
L

腸の手術などの後で腹部に便の排出口である人工旺

門(ストーマ)を設けた人の多くが、皮膚のただれや

排せつ物の漏れなどで、困った経験があり、 「温泉に行

けないJ [""旅行や外出が減った」など日常生活の悩み

を抱えていることがNPO法人ストーマ・イメージア

ップ・プロジェクトの調査で、明らかになった。

ス
ト
1

マ
で
困
っ
た
こ
と
【
複
数
同
五

…
民
健
康
状
態
が
気
に
な
る

区
お
な
か
の
形
が
変
わ
っ
て
き
た

謹
排
せ
つ
物
が
漏
れ
た

m
u

皮
膚
が
た
だ
れ
た

一 -
E
E
E
・
旅
行
が
減
っ
た

.

.

.

.

.

.
 下
痢
に
な
る
と
管
理
に
困
る

入
浴
の
同
数
や
時
間
を

制
限
し
て
い
る

温
良
に
行
け
な
い

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
弘
山

6
5
4
3
2
1
E
 〈
片
岡
氏
う
の
調
査
か
ら
〉

失
禁
管
理
学
会
に
よ
る
と
、
全

国
に
は
こ
う
し
た
患
者
の
た
め

の
「
ス
トl
マ
外
来
」
が
約7

0
0

カ
所
あ
る
が
、
定
期
受
診

し
て
い
た
の
は
回
答
者
の
半
数

に
と
ど
ま
る
。

調
査
に
当
た
っ
た
片
岡
ひ
と

み
山
形
大
教
授
(
看
護
子
)
は

「
温
泉
な
ど
で
見
ら
れ
た
く
な

い
と
の
思
い
、
迷
惑
を
掛
け
る

の
で
は
と
の
恐
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
み
る
。
「
困
っ

た
こ
と
は
ス
ト
l

マ
外
来
の
専

門
家
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
継

続
的
に
受
診
す
れ
ば
、
装
異
を

調
整
し
た
り
、
よ
り
良
い
管
理

方
法
を
学
ん
だ
り
し
て
、
ト
ラ

ブ
ル
も
未
然
に
防
げ
ま
す
」
と

勧
め
て
い
る
。

同
法
人
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(
Z仲
良
\
\
当
者
当
初E
U
・
」

U
)で
は
、
ス
ト
l

マ
保
有
者

の
因
り
ご
と
と
、
そ
の
対
処
法

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
掲
載

し
て
い
る
。

共
同
通
信
)

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
2

日
(
月
)
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不妊治療の原点強調
一冊に50年の経験前橋の横田さん

横
田
マ
タ
ニ
テ
ィl
ホ
ス
ピ
タ
ル
(
前
橋
市

下
小
出
町
)
の
横
田
佳
昌
理
事
長
(
日
)
が
日
日
、

「
あ
な
た
は
体
外
受
精
で
な
く
て
も
、
妊
娠
で
き

る
の
で
は
?
」
(
文
芸
社
)
を
出
版
す
る
。
医
学
の

進
歩
で
治
療
の
選
択
肢
が
広
が
る
現
状
を
示
す 一

方
で
、
印
年
間
治
療
に
携
わ
っ
て
き
た
豊
富

な
経
験
か
ら
「
(
タ
イ
ミ
ン
グ
指
導
な
ど
の
こ

般
不
妊
治
療
こ
そ
不
妊
治
療
の
原
点
」
と
提
言
。

「
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ず
悩
ん
で
い
る
患
者
さ
ん

の
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

「
悩
む
患
者
さ
ん
の
役
に
」

不
妊
治
療
で
は
通
常
、
タ
イ

ミ
ン
グ
指
導
や
人
工
授
精
を
伴

う
一
般
不
妊
治
療
を
行
い
、
妊

娠
に
至
、
り
な
い
場
合
は
体
外
受

精
や
凍
結
旺
移
植
な
ど
を
伴
、
つ

生
殖
補
助
医
療(
A
R
T
)を

行
う
。
横
田
さ
ん
は
本
書
で
、

近
年
の
日
本
で
は
一
般
不
妊
治

療
を
経
ず
、
す
ぐ
にA
R
T
を

行
う
風
潮
が
あ
る
こ
と
に
警
鐘

を
鳴
、
り
す
。

妊
娠
例
の7
i
8

割
は
一
般

不
妊
治
療
で
妊
娠
し
た
り
、
他

の
病
院
で
ロ
団
体
外
受
精
を
受

け
て
妊
娠
し
な
か
っ
た
患
者
が

人
工
授
精
で
妊
娠
し
た
例
な

ど
、
同
院
の
臨
床
デl
タ
を
紹

介
。
A
R
T

と
の
妊
娠
率
や
出

産
率
を
比
較
し
、
一
般
不
妊
治

療
の
有
効
性
も
示
し
た
。AR

T
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
理
由
も
分
析
し
た
。

横
田
さ
ん
は
、
ガ
ラ
ス
化
保

存
法
で
凍
結
し
た
旺
盤
胞
を
用

い
た
妊
娠
、
出
産
に
世
界
で
初

め
て
成
功
す
る
な
どAR
T

の

第
一
人
者
で
も
あ
る
。
「
日
本

の
凍
結
受
精
卵
を
用
い
た
技
術

は
世
界
ト
ッ
プ
で
、
両
側
卵
管

閉
鎖
や
乏
精
子
症
に
有
効
な
A

R
T
を
否
定
す
る
気
は
な
い
」

と
し
、
状
況
に
応
じ
て
行
う
べ

き
だ
と
強
調
す
る
。

「
不
妊
治
療
は
暗
い
ト
ン
ネ

ル
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
も

の
。
少
し
で
も
不
妊
に
悩
ん
で い

る
方
の
役
に
立
て
れ
ば
と
の

思
い
で
書
き
上
げ
た
」
と
横
田

さ
ん
。
不
妊
原
因
と
治
療
法
や

信
頼
で
き
る
病
院
の
探
し
方
も

紹
介
し
て
い
る
。

四
六
判
。1
7
0
m
l
o
-
2

0
0

円
(
税
別
)
。
書
店
の
ほ

か
、
同
病
院
や
ア
マ
ゾ
ン
な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入

で
き
る
。

上
毛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
刊
は
日
(
木
)

病院とホテル半年かけ考案|

一料理堪能低カロリ
糖尿病患者会が祝賀会

長
岡
中
央
綜
合
病
院
の
患
者

と
医
師
ら
で
つ
く
る
糖
尿
病
患

者
の
会
「
中
央
と
う
ゅ
う
」
は
、

結
成
羽
周
年
の
記
念
祝
賀
会

を
長
岡
市
台
町2
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
l

オ
l

タ
ニ
長
岡
で
聞

い
た
。
参
加
者
約
ω
人
が
低

カ
ロ
リ
ー
の
フ
ル
コl
ス
料
理

を
堪
能
し
た
。

1
9
8
8

年
に
結
成
さ
れ
た

患
者
会
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
調

理
教
室
な
ど
を
聞
き
、
交
流
を

深
め
て
き
た
。

3
月
M
日
の
祝
賀
会
の
メ
ニ

ュ
ー
は
、
カ
ロ
リ
ー
制
限
の
必

要
な
糖
尿
病
患
者
に
も
食
事
を

患
者
・
家
族
支
援

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
病

院
と
ホ
テ
ル
が
協
力
し
約
半
年

か
け
て
考
案
し
た
。

サ
ー
モ
ン
や
ウ
ナ
ギ
を
使
っ

た
オ
ー
ド
ブ
ル
に
始
ま
り
、
メ

イ
ン
に
サ
ワ
ラ
、
豚
の
肩
ロ
ー

ス
な
ど
が
登
場
す
る
本
格
的
な

コ
l

ス
だ
が
、
一
つ
一
つ
の
素

材
を
カ
ロ
リ
ー
計
算
し
、
総
カ

ロ
リ
ー
を
7
6
1
Jカ
ロ
リ
ー

に
抑
え
た
。

素
材
そ
の
も
の
が
持
つ
油
を

生
か
し
て
う
ま
み
を
出
し
、

野
菜
を
多
く
使
う
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
た
。

参
加
者
は
美
し
い
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
、

見
た
目
も
豪
華
な
料
理
に
「
お

い
し
い
」
「
食
事
が
楽
し
い
ね
」

な
ど
と
談
笑
し
な
が
ら
味
わ
っ

て
い
た
。

同
病
院
副
院
長
の
八
幡
和
明

.
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
長
(
飴
)
は

「
普
段
食
べ
ら
れ
な
い
も
の

を
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
る

こ
と
で
、
患
者
が
笑
顔
に
な

っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

話
し
た
。

新
潟
日
報
・
朝
刊
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2
0
1
8

年
4

月
3

日
(
火
)
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籍
者
の
麟
挺
肺
移
植

岡
山
大
病
院
基
準
改
正
で
実
現

-騒騒騨磁調苗圃

移植

と
、
改
正
後
初
の
適
用
例
。

ド
ナ
ー
の
初
代
男
性
か
ら
両

肺
を
摘
出
し
、
よ
り
小
柄
な
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
の
女
性
に
植
え
込

む
手
術
だ
っ
た
。
女
性
の
左
に

は
ド
ナ
ー
の
肺
上
部
「
上
葉
」

を
、
右
に
は
「
下
葉
」
を
そ
れ

ぞ
れ
移
植
し
、
約7
時
間
半
で

終
わ
っ
た
。
執
万
し
た
大
藤
剛

宏
教
授
に
よ
る
と
、
患
者
の
容

体
は
安
定
し
て
お
り
、
約3カ

月
で
退
院
で
き
る
見
込
み
。
「
下

葉
の
状
態
は
や
や
悪
か
っ
た

が
、
術
後
の
治
療
で
改
善
す
る

と
判
断
し
た
」
と
し
て
い
る
。

女
性
は
腰
原
病
の
合
併
症
で

肺
胞
壁
が
炎
症
を
起
こ
し
、
呼

吸
し
に
く
く
な
る
間
質
性
肺
炎

と
診
断
さ
れ
、3
月
5
日
に
日

本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

登
録
し
て
い
た
。
手
術
前
に
は

「
基
準
の
改
正
が
な
け
れ
ば
移

植
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。2
人
分
の
人
生
を
歩
ん

で
い
き
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
て
い
た
。

体
格
差
が
あ
る
ド
ナl
、
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
聞
の
移
植
を
認
め

る
基
準
改
正
は
、
小
柄
な
子
ど

も
や
女
性
へ
の
移
植
機
会
を
増

や
す
狙
いc

岡
山
大
病
院
は
こ

れ
ま
で
に
生
体
肺
移
植
で
類
似

の
手
術
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

岡
山
大
病
院
で
の
脳
死
肺
移

植
は
位
例
目
。
生
体
と
合
わ
せ

て
1
7
9

例
目
。
(
伊
丹
友
香
)

(
共
同
通
信
)

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
泊
日
(
日
)
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岡
山
大
病
院
(
岡
山
市
北
区

鹿
田
町
)
で
幻
目
、
重
い
肺
の

病
気
を
患
う
印
代
女
性
へ
の
脳

死
肺
移
植
が
行
わ
れ
、
無
事
終

了
し
た
。
脳
死
肺
を
巡
っ
て
は
、

2
0
1
4

年
3

月
の
基
準
改
正

に
よ
り
体
格
差
の
あ
る
脳
死
ド

ナ
l
(
臓
器
提
供
者
)
、
患
者

(
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
)
聞
の
移
植

が
認
め
ら
れ
、
同
病
院
に
よ
る

ω
代女

性

何
年
も
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
友
人
と
ソ

l

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
「
再
会
」
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

お
年
前
、
米
東
部
の
鉄
鋼
の
町
・
ピ
ッ
ツ

パ
l

グ
の
大
学
に
留
学
し
た
。
3

階
建
て
の

古
い
一
軒
家
に
一
緒
に
住
ん
で
い
た
の
が
パ

リ
l

・
カ
イ
ル
(
臼
)
リ
当
時
却
歳

H

だ
っ

た
。
無
精
ひ
げ
を
生
や
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の

か
ぶ
る
小
さ
な
帽
子
ヤ
マ
カ
を
着
用
。
病
気

の
子
供
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
の
ゲ

l

ム

の
開
発
を
し
て
い
た
。
自
身
も
ロ
歳
の
時
に

悪
性
リ
ン
パ
腫
を
発
病
。
放
射
線
治
療
の
影

広
範
月
前
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
肺
の
移
植
手
術

楽
街
m
あ
き
ら
め
な
い
友

直
定
』

-
俊
可
を
受
け
た
。
出
会
っ
た
の
は
手
術
の
数
カ
月

後
だ
っ
た
が
「
肺
の
提
供
者
が
ヘ
ビ

l

ス
モ

l

カ
ー
だ
っ
た
」
と
冗
談
を
飛
ば
し
、
た
ば

こ
を
や
め
な
い
。
毒
舌
家
で
、
病
気
ば
か
り

の
人
生
な
の
に
と
に
か
く
タ
フ
だ
っ
た
。

最
近
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
連
絡
が
つ
い

た
。
拒
絶
反
応
を
防
ぐ
薬
の
せ
い
で
今
度
は

腎
臓
移
植
手
術
を
受
け
る
と
知
ち
さ
れ
た
。

驚
い
て
メ1
ル
で
具
合
を
尋
ね
る
と
「
ど
ん

な
に
人
生
が
困
難
で
も
や
れ
る
こ
と
は
あ

る
。
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
事
」
と
返
信

し
て
き
た
。
自
分
の
周
り
に
あ
る
問
題
が
妙

に
小
さ
く
思
え
て
き
た
。
【
古
本
陽
荘
】

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
初
日
(
金
)
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重
い
血
液
疾
患
を
治
す
た
め
の
骨
髄
液
と
末
梢
(
ま
っ
し
よ
う
)
血
幹
細
胞
の

移
植
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
ー
。
日
本
骨
髄
パ
ン
ク
(
東
京
)
は
提
供
者
(
ド
ナ

i
)

選
択
の
対
象
者
を
4

月
か
ら
位
揺
し
、
移
植
ま
で
に
か
か
る
期
間
の
短
縮
を
目
指

す
。
患
者
に
最
適
な
日
程
で
移
植
で
き
る
よ
う
集
中
的
に
調
整
を
進
め
る
と
と
も

に
、
病
院
や
ド
ナ
ー
に
も
一
層
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

マ
調
整
期
聞
を
短
縮

ドナー選択の流れの遭い(イメージ，.L，
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最
大
5

人
の
候
衡
を
選
ぴ
、
途
中
で
候
補
を

外
れ
た
ら
、
そ
の
分
を
補
充
し
て
調
整

日本骨髄パンクの
調聾にかかる
標準的芯日数

の推移

っ
た
人
に
対
し
て
は
、
血
液
の
も
と
に
な
る
造
血
今
回
、
国
の
協
力
な
ど
に
よ
っ
て
対
策
が
可
能
に

幹
細
胞
を
含
む
骨
髄
液
や
末
梢
血
を
、
健
康
な
ド
な
り
ま
し
た
」
と
小
唾
実
加
・
移
植
調
整
部
長
は

ナ
ー
か
ら
採
取
し
移
植
す
る
手
術
が
有
効
と
さ
れ
言
う
。

る
。
ド
ナ

l

選
択
で
は
ま
ず
最
大
5

人
の
候
補
を
選

移
植
に
は
患
者
と
ド
ナ
l

で
「H
L
A

」
と
い
び
調
整
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ド
ナ

l

側
の
都
合

う
白
血
球
の
型
が
一
致
す
る
必
要
が
あ
る
。
骨
髄
に
よ
り
途
中
で
候
補
か
ら
外
れ
、
そ
の
分
を
補
充

パ
ン
ク
は
、
ド
ナl希
望
者
と
患
者
を
登
録
し
て
し
て
調
整
し
直
す
こ
と
が
多
い
。
平
均
的
に
は
、
決

お
き
、
患
者
とHL
A
型
が
合
う
ド
ナl
の
選
定
ま
る
ま
で
ド
ナlH
人
を
要
す
る
の
が
実
態
だ
。

な
ど
、
移
植
の
た
め
の
調
整
に
当
た
る
組
織
だ
。
そ
こ
で

4

月
か
ら
は
、
最
初
の
ド
ナ
l

候
補
を

ド
ナl
登
録
者
は2
月
末
現
在
で
約
必
万
人
。
最
大
ω
人
民
国
増
。
候
補
が
4

人
ま
で
減
っ
た
ら

毎
年1
2
0
0

人
余
り
が
パ
ン
ク
を
通
じ
て
移
植
5

人
ま
で
補
充
で
き
る
こ
と
に
し
た
。

を
受
け
る
。
た
だ
、
ド
ナ
ー
が
決
ま
る
前
に
亡
く
童
幹
細
胞
移
植
推
進
拠
点
病
院
の

9

施
設
と

な
っ
た
り
病
状
が
悪
化
し
た
り
し
て
登
録
を
取
り
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
は
昨
年

4

月

消
す
患
者
は
年
間
3
0
0

人
余
り
に
上
る
。
か
ら

3

カ
月
間
、
患
者
同
人
を
対
象
に
、
こ
の
方

式
を
試
行
。
自
著
の
登
録
か
ら
種
ま
で
の
期
間

マ
試
行
で
効
果

は
平
均1
2
8

日
と
標
準
よ
り
も
短
く
、
移
植
に

現
状
で
は
、
患
者
が
パ
ン
ク
に
登
録
し
て
か
ら
到
達
し
た
割
合
も
似
%
と
、
通
常
の
閃
%
を
上
回

移
植
ま
で14
0

日
ほ
ど
か
か
る
。
「
こ
の
叩
年
っ
た
。

ほ
ど
横
ば
い
で
、
短
縮
は
ず
っ
と
課
題
だ
っ
た
。

最
初
の
候
補
同
人
に

マ
幅
広
く
協
力
要
請

移
植
ま
で
の
期
間
が
長
引
く
要
因
と
し
て
は
、

患
者
の
体
調
の
変
化
な
ど
や
む
を
得
な
い
も
の
が

あ
る
一
方
、
移
植
に
当
た
る
病
院
側
の
事
前
の
確

認
不
足
も
あ
る
。

回
避
で
き
る
要
因
で
の
遅
れ
を
な
く
す
た
め
、

骨
髄
パ
ン
ク
は
主
治
医
に
採
取
の
希
望
日
程
を
尋

ね
る
際
、
確
実
に
対
応
で
き
る
日
程
の
提
示
を
求

め
る
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、
採
取
の
日
程
に
つ
い
て
従
来
は

第
3

希
望
ま
で
尋
ね
て
い
た
の
を
、
昨
年
ロ
月
か

ら
は
患
者
に
最
適
な
第
1

希
望
と
そ
の
弔
備
の
第

2

希
望
に
絞
っ
た
。
ド
ナ
ー
や
採
取
に
当
た
る
病

院
と
の
調
整
を
集
中
的
に
進
め
る
狙
い
が
あ
る
。

採
取
を
担
う
病
院
と
の
調
整
も
課
題
の
一
つ

だ
。
採
取
を
依
頼
し
て
次
々
と
断
ら
れ
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
同
時
に
複
数
の
病
院
に
依
頼
し
て
間
に

合
っ
た
た
め
断
る
と
「
次
回
か
ら
は
引
き
受
け
な

い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
。
改
善
に
向
け
、
病
院

側
と
の
意
見
交
換
も
模
索
す
る
。

五
月
女
忠
雄
ド
ナ
l

コ
l

ヂ
ィ
ネl
ト
部
長
は

「
採
取
に
は
手
術
室
や
専
門
の
医
師
、
入
院
態
勢

な
ど
の
準
備
が
必
要
な
た
め
、
ド
ナ
ー
に
と
っ
て

便
利
な
病
院
を
確
保
で
き
ず
、
や
や
遠
い
病
院
で

の
採
取
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ド
ナ

l

の

方
に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。
〈
共
同
通
信
〉

埼
玉
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
刊
日
(
水
)
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タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

南砺市民病院

終
末
期
医
療
の
指
針
改
定

南
砺
市
民
病
院
(
南
砺
市
井
波
、
清
水
幸
裕
院
長
)
は
、
終
末
期
の
意
思
表
示
の
手
続
き
を
定
め
た

指
針
を
改
定
し
、
今
月
か
ら
運
用
を
始
め
た
。
急
病
や
事
故
の
際
、
回
復
が
見
込
め
な
い
ケ
ー
ス
以
外

は
、
ま
ず
救
命
医
療
を
行
う
こ
と
を
明
記
し
た
。

2
0
1
6

年
に
指
針
を
策
定
し
た
後
、
患
者
か
ら
の

意
思
表
示
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
不
安
感
を
和
ら
げ
る
の
が
狙
い
だ
。
死
生
観
を
問
う
手
順
も
加
え
、

患
者
の
価
値
観
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
一
一
層
強
く
打
ち
出
し
た
。
(
南
砺
総
局
長
・
宮
田
求
)

指
針
は
、
心
臓
が
止
ま
っ
た
場

合
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼

吸
器
装
着
を
す
る
か
ど
う
か
や
、

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
人

工
栄
養
法
を
導
入
す
る
か
を
尋

ね
、
延
命
治
療
へ
の
考
え
方
を
き

め
細
か
く
確
認
す
る
。

患
者
が
家
族
と
相
談
し
て
導
き

出
し
た
考
え
を
書
面
に
し
て
も
ら

い
、
院
内
の
ケ
ア
チi
ム
と
の
調

整
を
経
て
一
医
師
に
よ
る
指
示
書
一

と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
患
者
の

希
望
が
終
末
期
の
医
療
方
針
に
反 映

さ
れ
る
。
県
内
で
は
数
少
な
い

取
り
組
み
だ
。

日
年
春
か
ら
運
用
を
始
め
た
も

の
の
、
実
際
に
書
面
の
提
出
を
受

け
、
電
子
カ
ル
テ
に
登
録
し
た
の

は
四
年3
月
末
時
点
で5
人
に
と

ど
ま
る
。
清
水
院
長
が
口
年
叩
月
、

市
内
で
講
演
し
た
後
、
来
場
者
か

ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

8

割

ほ
ど
が
意
思
表
示
に
前
向
き
な
姿

勢
を
示
し
た
が
、
書
面
提
出
に
は

至
ら
ず
、
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

清
水
院
長
は
「
延
命
治
療
に
否

定
的
な
回
答
を
し
た
場
合
、
必
要

な
治
療
ま
で
差
し
控
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
一
と
み
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
、
院
内

の
臨
床
倫
理
委
員
会
の
承
認
を
経

て
指
針
を
改
定
。
か
か
っ
て
い
る

病
気
以
外
の
急
病
や
事
故
で
搬
送

さ
れ
た
場
合
は
「
で
き
る
限
り
の

救
命
処
置
を
行
い
ま
す
」
と
明
記

し
た
。
人
生
の
価
値
観
に
つ
い
て
、

一
命
は
、
人
生
が
豊
か
に
な
る
限 延命拒否患者の不安軽減

り
に
お
い
て
の
み
、
長
く
続
い
た

方
が
い
い
」
「
ど
ん
な
つ
ら
い
状

態
で
も
生
き
て
い
る
こ
と
に
価
値

が
あ
る
一
な
ど
の
選
択
肢
か
ら
答

え
を
選
ん
で
も
ら
う
聞
い
も
新
た

に
設
け
た
。

患
者
と
家
族
、
医
師
ら
が
繰
り

返
し
対
話
し
て
方
針
を
決
め
る

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
ー
(
A
C
P
)に
も
取
り

組
む
考
え
だ
。
清
水
院
長
は
1対

話
を
重
ね
て
、
そ
の
人
を
深
く
理

解
し
、
希
望
に
沿
っ
た
「
人
生
の

最
終
章
」
に
な
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4
月
5

日
(
木
)

心
不
全
患
者
に

緩
和
ケ
ア
を

厚
労
省
が
報
告
書

厚
生
労
働
省
の
専
門
家
会

議
は
7

日
ま
で
に
、
日
本
人

の
死
因
の
大
き
な
割
合
を
占

め
る
心
不
全
患
者
に
つ
い

て
、
心
身
の
痛
み
や
心
理
的

不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
、
緩

和
ケ
ア
を
提
供
す
る
チ
l

ム

体
制
を
整
え
る
べ
き
だ
と
す

る
報
告
書
を
大
筋
で
ま
と
め

た
。
学
会
な
ど
を
通
じ
、
体
制

整
備
や
普
及
啓
発
を
図
る
。

心
不
全
は
、
呼
吸
困
難
や

全
身
の
痛
み
を
伴
い
、
心
臓

の
ポ
ン
プ
機
能
が
少
し
ず
つ

悪
化
す
る
病
気
。
日
本
人
の

死
因
第2
位
で
あ
る
心
臓
病

の
中
で
最
も
多
く
、
特
に
高

齢
者
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。

報
告
書
は
、
治
療
と
並
行

し
、
医
療
用
麻
薬
な
ど
の
薬

物
投
与
に
よ
る
ケ
ア
も
必
要

だ
と
し
た
。
療
養
が
長
期
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
医
師
や

看
護
師
、
栄
養
士
な
ど
多
職

種
に
よ
る
チl
ム
体
制
や
、

か
か
り
つ
け
医
と
基
幹
病
院

の
連
携
が
有
効
だ
と
し
た
。

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
7

日
(
土
) / 
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終
末
期
の
患
者
に

治
療
控
え
る
選
択
肢

自然で安らかな最期を求めて-

終
末
期
を
迎
え
た
高
齢
者
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
治
療
を
控

え
て
緩
和
ケ
ア
に
移
行
す
る
こ
と
を
選
択
肢
に
加
え
る
方
針

を
、
近
年
、
複
数
の
医
学
会
が
相
次
い
で
発
表
し
て
い
る
。
背

景
に
は
、
苦
し
む
時
間
を
延
ば
す
よ
り
も
、
自
然
で
安
ら
か
な

死
を
求
め
るl
と
い
っ
た
価
値
観
の
変
化
が
あ
る
。
ど
ん
な
最

期
を
迎
え
た
い
か
、
家
族
や
医
療
、
福
祉
関
係
者
を
交
え
て
繰

り
返
し
話
し
合
う
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
加
納
裕
子
)

現
場
で
は
す
で
に

昨
年
3

月
、
日
本
呼
吸
器
学

会
は
「
成
人
肺
炎
診
療
ガ
イ
ド

ラ
M
ン
2
0
1
7

一
を
公
表
。

誤
腕
性
肺
炎
を
繰
り
返
し
終
末

期
に
あ
る
高
齢
患
者
な
ど
に
対

し
、
本
人
や
家
族
の
意
思
に
よ

っ
て
は
、
積
極
治
療
を
控
え
て

モ
ル
ヒ
ネ
投
与
な
ど
の
緩
和
ケ

ア
を
{
官
つ
選
択
肢
を
示
し
た
。

作
成
委
員
の1
人
で
大
阪
大

学
医
学
部
付
属
病
院
感
染
制
御

部
部
長
の
朝
野
和
典
医
師
は

「
現
場
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

日本老年医学会

日本透析医学会

日本救急医学会、
自本集中治事医学会、 126年
日本循環器学会

日本呼限器学会

た
だ
け
」
と
説
明
す
る
。
朝
野

医
師
に
よ
る
と
、
終
末
期
に
お

け
る
誤
腕
性
肺
炎
は
、
抗
生
剤

の
投
与
な
ど
で
軽
快
し
で
も
、

何
度
も
繰
り
返
す
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
場
合
、
積
極
的
な
治

療
は
次
の
肺
炎
に
よ
る
苦
し
み

を
予
約
す
る
こ
と
に
も
な
る
上

に
、
ほ
と
ん
ど
が
近
い
将
来
の

死
を
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
。

「
肺
炎
の
苦
し
み
は
、
陸
で

お
ぼ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
。
本

人
か
ら
『
楽
に
し
て
ほ
し
い
』

と
い
わ
れ
、
早
く
病
気
の
苦
し

み
か
ら
解
放
さ
れ
る
方
が
い
い

の
か
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」
。
大
阪
府
岸
和
田
市
で

肺
気
腫
を
患
う
男
性
(
制
)
の
長

女
(
臼
)
は
、
こ
う
話
し
た
。
男

性
は
加
年
ほ
ど
前
に
息
苦
し
さ

を
訴
え
て
肺
気
腫
と
診
断
さ

れ
、
4

年
前
に
悪
化
。
現
在
は

安
定
し
て
い
る
男
性
は
「
こ
ん

な
に
苦
し
い
な
ら
早
く
楽
に
な

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
一
瞬

あ
っ
た
」
と
、
揺
れ
る
気
持
ち

を
吐
露
す
る
。

繰
り
返
し
確
認

こ
れ
ま
で
は
、
患
者
本
人
が

事
前
に
医
療
行
為
を
指
示
す
る

「
事
前
指
示
書
一
が
推
奨
さ
れ

て
き
た
。
だ
が
、
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
在
宅
連
携
医 療

部
の
千
田
一
嘉
医
師
は
「
医

療
行
為
の
要
望
は
年
齢
や
周
囲

の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
事

前
に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
説
明
す
る
。

千
田
医
師
が
提
唱
す
る
の

が
、
家
族
や
医
療
、
福
祉
関
係

者
を
交
え
て
話
し
合
う
英
国
発

の
「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
」
だ
。
患
者
は
「
痛

み
や
苦
し
み
を
な
く
す
こ
と
最

優
先
か
、
延
命
至
上
主
義
か
一

と
い
っ
た
意
向
を
示
す
と
と
も

に
、
意
思
決
定
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
に
判
断
を
託
す
「
医

療
代
理
人
」
を
指
名
。
医
師
は

病
状
や
予
後
に
つ
い
て
き
ち
ん

と
説
明
し
、
医
療
代
理
人
は
、

本
人
が
選
ん
だ
結
論
だ
け
で
な

く
、
そ
う
考
え
る
に
至
っ
た
プ

ロ
セ
ス
も
共
有
す
る
。
状
況
の

変
化
に
応
じ
て
何
度
も
話
し
合

う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

相
次
ぐ
提
言

ほ
か
に
も
複
数
の
提
言
が
相

次
い
で
い
る
。
平
成M
年
に
日

本
老
年
医
学
会
が
、
終
末
期
で

の
栄
養
を
管
で
送
り
込
む
胃
ろ

う
や
人
工
呼
吸
器
装
着
な
ど
に

つ
い
て
「
撤
退
も
選
択
肢
と
す

べ
き
だ
」
と
す
る
見
解
を
公
表
。

初
年
に
は
日
本
透
析
医
学
会

が
、
本
人
の
意
思
が
明
ら
か
な

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

場
合
は
人
工
透
析
を
始
め
な
い

こ
と
や
中
止
す
る
こ
と
も
選
択

肢
と
す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。

昨
年
ロ
月
に
は
、
日
本
医
師

会
生
命
倫
理
懇
談
会
が
「
超
高

齢
社
会
と
終
末
期
医
療
」
と
題

す
る
文
書
を
発
表
。
高
齢
者
本

人
が
意
思
決
定
能
力
が
あ
る
う

ち
に
、
終
末
期
に
受
け
た
い
医

療
を
明
示
し
、
継
続
的
に
見
直

す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
た
。

「
欧
米
に
寝
た
き
り
老
人
は

い
な
い
!
自
分
で
決
め
る
人
生

最
後
の
医
療
一
な
ど
の
著
書
が

あ
る
北
海
道
中
央
労
災
病
院
の

宮
本
顕
二
病
院
長
は
「
最
後
の

親
孝
行
と
し
て
「
で
き
る
治
療

は
何
で
も
し
て
』
と
い
う
家
族

も
い
る
が
、
本
人
の
思
い
を
想

像
し
て
ほ
し
い
。
本
人
も
ど
の

よ
う
に
死
を
迎
え
た
い
か
を
家

族
に
伝
え
、
書
き
残
す
べ
き

だ
」
。
千
田
医
師
は
「
延
命
治

療
を
望
ま
な
か
っ
た
患
者
に
対

し
、
回
復
の
見
込
み
が
あ
る
の

に
必
要
な
治
療
を
控
え
て
し
ま

う
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
が
必

要
」
と
話
し
て
い
る
。

産

経
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
4

日
(
水
)
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ブ
タ
な
ど
の
動
物
の
体
内
で
人
の

臓
器
を
作
る
研
究
を
認
め
る
国
の
報

告
書
が
ま
と
ま
り
、
今
秋
に
も
国
内

で
研
究
が
解
禁
さ
れ
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
不
足
す
る
移
植
用
臓
器
の
供

給
源
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
技

術
的
な
課
題
や
倫
理
的
な
懸
念
も
少

な
く
な
い
。

議
論
に
5

年

「
機
能
す
る
臓
器
が
動
物
の
体

内
で
作
れ
れ
ば
、
(
移
植
医
療
の
)

多
く
の
問
題
が
解
決
で
き
る
」
。

東
京
都
内
で
先
月
に
聞
か
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
中
内
啓
光
・
米

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
教
授
(
東
京

大
特
任
教
授
)
(
侃
)
は
、
そ
う
訴

え
た
。

中
内
教
授
は
、
ブ
タ
や
羊
の
体

内
で
、
人
の
臓
器
を
作
る
こ
と
に

挑
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
官
艇

が
で
き
な
い
よ
う
に
遺
伝
子
操
作

し
た
動
物
の
受
精
卵
(
匪
)
に
、

い
ろ
い
ろ
な
細
胞
に
変
わ
る
こ
と

が
で
き
る
人
のi
p
S

細
胞
(
人

工
多
能
性
幹
細
胞
)
を
注
入
。
そ

れ
を
動
物
の
子
宮
に
戻
す
と
、
i

p
S

細
胞
が
騨
臓
の
細
胞
に
変
わ

り
、
「
人
の
膜
臓
」
を
持
つ
動
物

が
生
ま
れ
る
l
!

と
い
う
手
法

だ
。2

0
1
0

年
に
は
、
こ
の
方
法

で
、
マ
ウ
ス
の
体
内
で
異
種
で
あ

る
ラ
ッ
ト
の
醇
臓
を
作
製
。
そ
の

一歩りぞろ臓器
今秋にも解禁

医
療
倫
理

日動物の体内で
人の臓器を作る研究

-病気の人の臓器を
作り、病気の仕組み
や薬の効果を調べる

砂患者自身のiPS細
胞を使って正常芯
臓器を作り移植する

遺伝子改変した
動物の匪

人の
iPS細胞を
注入

機

d ‘ 
人の臓器を持つ動物

-・・回霊週・・・

供
給
不
足
解
消
に
光

技
術
、

か
け
て
指
針
を
見
直
す
た
め
の
議

論
を
重
ね
、
先
月
末
、
人
と
動
物

の
境
界
が
暖
昧
な
生
物
を
作
ら
な

い
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
出
産
ま

で
認
め
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

研
究
が
解
禁
さ
れ
、
人
の
臓
器

を
持
つ
動
物
が
で
き
れ
ば
、
病
気

の
し
く
み
や
薬
の
効
果
を
詳
し
く

調
べ
た
り
、
不
足
す
る
移
植
用
臓

器
に
利
用
し
た
り
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
患
者
のi
p
S

細
胞
を

使
え
ば
、
移
植
後
の
免
疫
拒
絶
反

応
が
な
い
臓
器
が
で
き
る
か
も
し

倫
E里
高
い
壁

中
内
教
授
は
現
在
、
米
国
で
羊

を
使
っ
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
国
内
で
も
プ
タ
で
人
の
膳

臓
を
作
る
研
究
を
始
め
る
考
え
で

「5
年
後
に
は
人
の
臓
器
を
作
る

と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着
き
た
い
」

と
話
す
。

「
道
具
化
」
懸
念
も

た
だ
し
、
技
術
面
な
ど
で
の
課

題
は
残
っ
て
い
る
。
プ
タ
や
羊
の

臓
器
は
人
と
似
て
い
る
が
、
遺
伝 臓

器
を
作
る
に
は
少
な
く
と
も
1

%
以
上
は
必
要
と
み
ら
れ
、
手
法

の
改
良
が
必
要
だ
。

人
の
・l
p
S
細
胞
が
生
殖
細
胞

や
脳
神
経
細
胞
に
変
わ
る
恐
れ
も

あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
秋
に
も
見

直
さ
れ
る
指
針
で
は
、
生
ま
れ
た

動
物
の
交
配
や
、
動
物
の
体
内
で

で
き
た
人
の
生
殖
細
胞
に
よ
る
受

精
を
禁
じ
る
。
人
の
よ
う
な
高
度

な
脳
機
能
を
持
つ
動
物
が
生
ま
れ

る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
が
、
人

と
動
物
と
の
区
別
が
暖
昧
な
生
物

/ 
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後
、
ラ
ッ
ト
の
体
内
で
マ
ウ
ス
の

豚
臓
を
作
り
、
こ
の
一
部
を
移
植

し
て
糖
尿
病
マ
ウ
ス
を
治
療
す
る

こ
と
に
も
成
功
し
た
。

日
本
で
は
、
人
の
細
胞
が
入
っ

た
動
物
の
匪
(
キ
メ
ラ
旺
)
を
子
宮

に
戻
す
こ
と
を
指
針
で
禁
じ
て
い

る
が
、
政
府
の
総
合
科
学
技
術
会

議
(
当
時
)
は
日
年
、
研
究
の
進

展
を
考
慮
し
、
子
宮
へ
の
移
植
・

出
産
を
認
め
る
見
解
を
発
表
。
こ

れ
を
受
け
、
文
部
科
学
省
は
5

年

動物で人

れ
な
い
。

日
本
臓
器
移
植

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
と
、
臓
器
提

供
を
待
つ
患
者
は

日
本
だ
け
で
約1

万
4
0
0
0

人
。

う
ち
実
際
に
移
植

を
受
け
ら
れ
る
の
は
年
間30
0

5
4
0
0

人
ほ
ど
だ
。
米
国
で
も

毎
日
平
均
別
人
が
移
植
を
待
ち
な

が
ら
亡
く
な
っ
て
い
る
。

的
に
か
な
り
違
う

た
め
、
ラ
ッ
ト
と

マ
ウ
ス
の
よ
う
に

う
ま
く
臓
器
が
作

れ
る
か
は
未
知
数

だ
。
実
際
に
こ
れ

ま
で
の
研
究
で

は
、
ブ
タ
や
羊
の

匪
に
人
の
・I
P
S

細
胞
な
ど
を
入

れ
て
も
、
あ
ま
り
増
え
ず
、
匪
全

体
に
占
め
る
割
合
は
多
く
て
も
0

・

m
%
程
度
に
と
ど
ま
る
。
人
の

移植目指し

ブ
タ
臓
器
を
人

i 嵐長会長告E里総集版 2018 年 7 号

動
物
の
体
内
で
人
の
臓
器
を
作

る
の
で
は
な
く
、
動
物
の
臓
器
や

細
胞
そ
の
も
の
を
人
へ
の
移
植
に

用
い
る
「
異
種
移
植
」
が
、
圏
内

で
実
現
す
る
可
能
性
も
高
ま
っ
て

い
る
。
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

臓
器
の
大
き
さ
や
機
能
が
人
に
近

い
ブ
タ
の
利
用
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
中
国
な
ど
で

は
1
9
9
0

年
頃
、
糖
尿
病
の
患

者
に
、
血
糖
値
を
下
げ
る
イ
ン
ス

リ
ン
を
分
泌
す
る
プ
タ
の
豚
艇
の

細
胞
を
移
植
す
る
研
究
が
始
ま
っ

た
。異

種
移
植
は
人
か
ら
人
へ
の
移

植
よ
り
も
激
し
い
拒
絶
反
応
が
起

き
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
ブ
タ
の
細

J¥ 

日
本
で
も

胞
に
は
、
除
去
が
極
め
て
難
し
い

「
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
と
呼
ば
れ

る
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
す
る
。
移
植

で
人
に
感
染
す
れ
ば
、
未
知
の
病

気
を
引
き
起
こ
す
と
の
指
摘
も
あ

る
。こ

れ
ま
で
に
海
外
で
試
験
的
に

行
わ
れ
た
計
約2
0
0

例
の
ブ
タ

か
ら
人
へ
の
移
植
で
は
、
レ
ト
ロ

ウ
イ
ル
ス
が
人
に
感
染
し
た
と
の

報
告
は
な
い
。
そ
れ
で
も
残
る
安

全
性
へ
の
懸
念
か
ら
、
一
般
医
療

と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

が
、
約
叩
年
前
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な

ど
で
、
拒
絶
反
応
を
防
ぐ
よ
う
工

夫
し
た
異
種
移
植
が
糖
尿
病
患
者

も臨床研究

に
対
し
て
行
わ
れ
、
一
定
の
治
療

効
果
が
み
ら
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は2
0
1
6

年
、

こ
れ
ま
で
異
種
移
植
を
事
実
上
禁

じ
て
き
た
指
針
を
改
定
。
移
植
後

の
患
者
の
追
跡
調
査
な
ど
を
条
件

に
実
施
を
認
め
た
。

明
治
大
や
京
都
府
立
大
な
ど
の

チ
l

ム
は
先
月
、
病
原
体
な
ど

が
な
く
、
人
へ
の
移
植
に
適
し

た
プ
タ
を
作
製
し
た
と
発
表
。

来
年
初
め
に
は
民
間
企
業
と
共

同
で
移
植
用
ブ
タ
の
供
給
を
始
め

る
。国

立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

(
東
京
都
)
な
ど
は
、
糖
尿
病
の

患
者
に
ブ
タ
の
細
胞
を
移
植
す
る

3 年後に

医
療
倫
理

が
生
ま
れ
な
い
よ
う
、
研
究
の
実

施
に
は
国
と
各
大
学
・
研
究
機
闘

が
厳
し
く
審
査
す
る
こ
と
を
求
め

る
。加

え
て
「
動
物
を
道
異
化
す
る

傾
向
が
高
ま
る
」
な
ど
と
い
っ
た

懸
念
の
声
も
あ
る
。
倫
理
面
で
の

意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
京
都
大

の
沢
井
努
・
特
定
助
教
(
詑
)
は

「
研
究
の
目
的
や
方
法
を
分
か
り

ゃ
す
く
示
し
、
社
会
の
理
解
を
高

め
る
努
力
が
必
要
だ
」
と
話
す
。

臨
床
研
究
を3
5
5

年
後
に
始
め

る
計
画
だ
。
霜
田
雅
之
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
長
(
判
)
は
「
研
究
体
制
が

整
い
つ
つ
あ
る
」
と
話
す
。

異
種
移
植
の
是
非
を
巡
る
議
論

は
進
ん
で
い
な
い
一
方
で
、
患
者

団
体
の
期
待
は
大
き
い
。
子
ど
も

の
頃
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
l

型
糖
尿
病
の
患
者
・
家
族
で
つ
く

る
「
日
本
I
D
D
M
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
(
佐
賀
市
)
は
、
明
治
大
や

同
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
総
額1
億
5

0
0
0

万
円
の
研
究
費
を
支
援
し

た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
井
上
龍
夫

理
事
長
(
白
)
は
「
患
者
に
と
っ
て
、

異
種
移
植
は
治
療
に
向
け
た
重
要

な
選
捉
肢
の
一
つ
だ
」
と
強
調
す

る
。
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関係アリ体形と性格
体
形
と
性
格
に
関
係
性
が
あ
っ

た
?
百
年
前
に
発
表
さ
れ
た
、

こ
ん
な
説
の
一
部
が
遺
伝
学
上
、

「
正
し
か
っ
た
」
と
す
る
研
究
成

果
を
藤
田
保
健
衛
生
大
(
愛
知
県

豊
明
市
)
の
池
田
匡
志
准
教
授
や

岩
田
仲
生
教
授
、
名
古
屋
大
(
名

古
屋
市
)
の
田
中
聡
助
教
ら
の
グ

ル
ー
プ
が
発
表
し
た
。
幻
覚
の
症

状
の
あ
る
統
合
失
調
症
の
患
者

と
、
生
ま
れ
つ
き
痩
せ
て
い
る
人

の
遺
伝
子
を
既
存
デl
タ
を
基
に

解
析
し
、
「
関
係
性
が
あ
る
」
と

結
論
付
け
た
。

体
形
と
性
格
と
の
関
連
性
研
究

で
は
、
ド
イ
ツ
の
精
神
医
学
者
、

ク
レ
ッ
チ
マ
l
(
一
八
八
八1

一

九
六
四
年
)
の
説
が
有
名
。
二
一

年
に
、
痩
せ
形
の
人
は
「
知
的
だ

が
神
経
質
で
繊
細
の
た
め
、
統
合

失
調
症
に
な
り
や
す
い
」
と
指
摘

す
る
一
方
、
太
っ
た
人
は
「
社
交

的
で
現
実
的
な
仕
事
に
向
い
て
い

る
が
、
そ
う
う
つ
病
が
多
い
」
な

ど
と
唱
え
て
い
た
。

た
だ
統
計
の
集
計
方
法
な
ど
で

疑
問
点
が
多
い
上
、
体
形
と
性
格

は
誕
生
後
の
生
活
環
境
で
決
ま
る

ケ
1

ス
も
多
く
、
精
神
医
学
者
の

聞
で
は
懐
疑
的
な
意
見
が
多
い
。

グ
ル
ー
プ
は
、
遺
伝
子
解
析
を

通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
と
、

肥
満
度
を
表
す
体
格
指
数(
B
M

I
)
値
と
の
関
係
性
を
明
か
し
た

理
化
学
研
究
所
や
国
際
的
な
研
究

組
織
に
あ
る
既
存
の
デ
1

タ
か

ら
、
統
合
失
調
症
の
三
万
人
余
分

を
抜
粋
。
生
ま
れ
つ
き
痩
せ
傾
向

に
あ
る
人
は
比
較
的
、
統
合
失
調

症
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
と
す
る

デ
1

タ
を
確
認
し
た
。
池
田
准
教

授
は
「
ク
レ
ッ
チ
マl
の
説
が
現

代
に
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
の
が

面
白
い
」
と
話
し
て
い
る
。
論
文

は
四
日
、
国
際
科
学
誌
の
電
子
版

に
掲
載
さ
れ
た
。
(
安
田
功
)

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
5

日
(
木
)

若者向けに統合失調症センター

東
大
病
院
に
開
設

東
京
大
学
は
、
思
春
期
以
降

の
若
者
の
統
合
失
調
症
の
治
療

を
専
門
に
行
う
「
統
合
失
調
症

A
Y
A
世
代
セ
ン
タ
ー
」
を
医

学
部
付
属
病
院
(
東
京
・
本
郷
)

に
開
設
し
た
。

A
Y
A
は
思
春
期
・
若
年
成

人
を
意
味
す
る
英
語
の
頭
文

字
。
統
合
失
調
症
は
こ
の
時
期

に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
早
期
か
ら
薬
だ
け
で
な
く

心
理
面
も
含
め
た
集
中
的
な
支

援
を
提
供
す
る
の
が
狙
い
。

状
況
に
応
じ
て
精
神
神
経
科

の
専
門
外
来
に
つ
な
げ
る
ほ

か
、
「
デ
イ
ス
カ
パ
リ
l

プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
い
う
2
5
4

週
間
の

短
期
入
院
治
療
も
新
設
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、m
s
却
歳

代
の
統
合
失
調
症
患
者
で
一
定

程
度
、
病
状
が
落
ち
着
い
て
い

る
人
を
対
象
と
し
た
。
薬
の
調

整
を
し
た
上
で
、
膜
想
を
し
な

が
ら
自
分
を
客
観
的
に
観
察
す

る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
体
験

ゃ
、
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む

作
業
療
法
な
ど
に
参
加
。
自
分

と
の
つ
き
あ
い
方
や
人
と
の
つ

な
が
り
を
学
ぶ
。
退
院
後
も
継

続
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
、
社

会
復
帰
を
目
指
す
。

東
京
犬
精
神
神
経
科
教
授
の

笠
井
獄
登
さ
ん
は
「
統
合
失
調

症
は
、
早
期
か
ら
本
人
が
主
体

的
に
回
復
を
目
指
せ
る
よ
う
な

支
援
が
大
切
。
そ
う
し
た
支
援

モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
l

ジ

(
3
2
U一ミ
ど
よT

g
a
p
-ゐ
。
ロ
芯
円
・
ロB
E

・
官
)

に
詳
し
い
案
内
が
あ
る
。

吾t

ii7i: 

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
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年
4

月
7

日
(
土
)
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精
神
科
医
師
手
厚
い
ほ
ど
入
院
短
く

医
師
が
通
常
よ
り3
倍
多
く
配

置
さ
れ
た
精
神
科
の
病
棟
で
は
、

患
者
が
約3
か
月
を
超
え
て
入
院

す
る
リ
ス
ク
が2
割
下
が
る
と
の

分
析
結
果
を
、
医
療
経
済
研
究
機

構
な
ど
が
発
表
し
た
。
医
師
が
多

い
ほ
ど
治
療
効
果
が
高
ま
り
、
入

院
期
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
と
み

て
、
医
師
を
手
厚
く
配
置
し
や
す

く
す
る
体
制
作
り
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
る
。
成
果
は
国
際
医
学
誌

電
子
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

精
神
科
の
医
師
配
置
に
関
す
る

国
の
基
準
は
、
入
院
患
者
特
人
に

対
し
l

人
。
一
般
の
病
棟
の
入
院

患
者
同
人
に
対
し1
人
よ
り
手
薄

に
な
っ
て
い
る
。

問
機
構
の
元
主
任
研
究
員
で
東

京
都
医
学
総
合
研
究
所
主
席
研
究

員
の
奥
村
泰
之
さ
ん
ら
は
、
精
神

症
状
が
悪
化
し
た
患
者
に
集
中
的

な
治
療
を
す
る
病
棟
で
、
患
者
白

人
に
1

人
と
一
般
の
病
棟
並
み
に

医
師
を
手
厚
く
配
置
す
る
と
、
診

療
報
酬
が
高
く
な
る
仕
組
み
に
着

目
。
レ
セ
プ
ト
(
診
療
報
酬
明
細

書
)
の
情
報
を
集
め
、2
0
1
4

年
叩
月
か
ら1
年
間
に
入
院
し
た

患
者
の
状
態
を
手
厚
い
病
棟
と
基

準
通
り
の
病
棟
で
比
べ
た
。
約
2

万
5
0
0
0

人
分
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
手
厚
い
病
棟
で
は

入
院
日
数
が
卯
日
超
と
な
る
割
合

が
約
口
%
で
、
基
準
通
り
の
病
棟

よ
り
約
4

湾
低
く
、
リ
ス
ク
は
幻

%
下
が
っ
て
い
た
。
ま
た
手
厚
い

病
棟
の
ほ
う
が
、
退
院
か
ら
卯
日

以
内
に
再
入
院
す
る
割
合
も
低

く
、
退
院
後
に
経
過
を
み
る
た
め

外
来
を
受
診
す
る
割
合
は
高
か
っ

た
研
究
チ
l

ム
は
、
手
厚
い
病
棟

の
ほ
う
が1
人
の
患
者
に
長
い
時

間
を
か
け
て
の
問
診
な
ど
き
め
細

か
な
診
療
が
可
能
で
、
薬
の
調
整

な
ど
に
よ
る
治
療
も
よ
り
う
ま
く

い
き
、
患
者
の
満
足
度
も
高
ま
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
い

る
。

自殺未遂者の治療札医大病院

読

古
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4
月
M
日
(
土
)

着
実
な
成
果

道
内
で
他
に
こ
の
治
療
を
行

っ
て
い
る
の
は
市
立
札
幌
病

院
、
北
見
赤
十
字
病
院
で
、
現

在
、
北
大
病
院
と
砂
川
市
立
病

院
が
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ロ
日
は
韓
国
の
慶
照
大
医
科

大
で
精
神
科
を
担
当
子
Jる
教
授

ら
6

人
が
札
幌
医
大
を
視
察

し
、
説
明
を
受
け
た
。
慶
照
大

側
は
「
韓
国
で
は
自
殺
未
遂
者

へ
の
治
療
に
と
ど
ま
り
、
家
族

の
支
援
ま
で
は
し
て
い
な
い
」

と
関
心
を
示
し
て
い
た
。

札
幌
医
大
病
院
で
の
取
り
組

み
を
主
導
す
る
河
西
千
秋
教
授

は
「
精
神
科
医
に
よ
る
的
確
な

診
断
と
、
患
者
に
合
っ
た
個
別

的
な
生
活
支
援
な
ど
を
継
続
し

て
行
う
こ
と
で
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

精
神
的
ケ
ア

札
幌
医
大
病
院
が20
1
5

年
秋
に
導
入
し
た
自
殺
未
遂

者
へ
の
精
神
的
ケ
ア
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
と
精
神
科
医
が
連
携
し
、
自
殺
を
図
っ
て
搬
送
さ
れ
、

一
命
を
取
り
留
め
た
人
に
精
神
的
な
治
療
も
施
す
。
同
大
に

よ
る
と
、
こ
の
ケ
ア
が
新
た
に
診
療
報
酬
の
対
象
と
な
っ
た

凶
年
4

月
以
降
、
同
意
し
た
お
人
を
治
療
。
こ
れ
ま
で
再
ひ

自
殺
を
図
っ
た
患
者
は
い
な
い
と
い
う
。
(
杉
野
英
介
)

患
者
家
族
へ
の
支
援
も

厚
生
労
働
省
の
研
究
班
はω

年
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬

送
さ
れ
た
自
殺
未
遂
者
の
4

割

以
上
が
以
前
に
も
自
殺
を
図
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
報
告
。
救
急

医
療
を
担
う
施
設
で
精
神
科
医

に
よ
る
適
切
な
医
療
が
提
供
さ

れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
救
急

医
と
精
神
科
医
の
連
携
の
必
要

性
を
訴
え
て
き
た
。

札
幌
医
大
病
院
で
は
自
殺
を

図
っ
た
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
た

場
合
、
精
神
科
医
に
連
絡
が
入

精
神
医
療

り
、
連
携
し
て
治
療
に
当
た
る
。

身
体
の
治
療
が
最
優
先
さ
れ
る

が
、
精
神
科
医
や
精
神
保
健
福

祉
士
、
看
護
師
な
ど
も
チ
l

ム

を
つ
く
っ
て
精
神
的
ケ
ア
の
治

療
も
行
い
、
最
低6
カ
月
は
継

続
し
て
支
援
す
る
仕
組
み
。

精
神
科
医
は
さ
ま
ざ
ま
な
本

人
の
生
活
情
報
も
集
め
る
な
ど

し
た
上
で
治
療
を
進
め
る
。
患

者
と
と
も
に
、
家
族
へ
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
心
理
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
支
援
も
行
う
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
沼
田
(
日
)
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|車の救急通報システム!

情
報
精
度正確
さ
要
求

国
土
交
通
省
は
、
交
通
事
故
発
生
時
に
消
防
な
ど
に
自
動
通
報
す
る

「
救
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
性
能
基
準
を
定
め
る
。
道
路
運
送
車
両
法

に
基
づ
く
保
安
基
準
を
7

月
に
も
改
正
。
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
(
G

P
S
)
に
よ
る
車
両
の
位
置
情
報
の
精
度
に
基
準
を
設
定
し
、
負
傷
時

に
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
で
音
声
通
話
が
で
き
る
装
備
な
ど
を
求
め
る
。

国
交
省
保
安
基
準
改
正

救
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
自

動
車
が
衝
突
し
て
エ
ア
バ
ッ

グ
が
開
く
と
、
自
動
的
に
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
消
防

に
事
故
の
発
生
を
通
報
す

る
。
G
P
S

の
普
及
な
ど
に

伴
い
、
乗
用
車
へ
の
設
置
が

進
む
。

性
能
基
準
案
は
、
迅
速
な

救
助
に
つ
な
げ
る
た
め
、
事

故
車
両
の
位
置
情
報
に
正
確

救急通報システムのイメージ

マヘ急行

生発力態事急緊どな放
が
き

事
ゲ
と
報

ツ
た
通

パ
し
動

ア
動
自

工
作
に
G

さ
を
要
求
。
周
囲
に
障
害
物

が
な
い
平
た
ん
な
場
所
で
事

故
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
実

際
の
位
置
とG
P
S

が
示
す

情
報
の
ず
れ
を
日
れ
ま
で
と

す
る
。

電
波
状
況
が
悪
い
ビ
ル
街

や
山
間
地
域
な
ど
で
は
叫
肘

ま
で
の
誤
差
を
許
容
範
囲
と

定
め
る
。
事
故
の
発
生
時
刻

や
車
両
の
登
録
番
号
を
向
動

一
← 音声通話など

装備も求める
J¥ 

通
知
す
る
機
能
も
求
め
る
。

ま
た
、
運
転
者
ら
が
重
傷

を
負
い
、
両
手
が
使
え
な
い

状
況
で
も
音
声
通
話
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
基
準

案
に
盛
り
込
み
、
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
電
源
の
設
置
も
必
要

と
す
る
。
基
準
案
は
今
後
、

販
売
さ
れ
る
新
型
車
に
は
2

0
1
9

年
7

月
か
ら
、
既
存

の
車
種
に
は
幻
年7
月
か
ら

適
用
さ
れ
る
王
足
。

日
本
の
救
急
通
報
シ
ス
テ

ム
は
、
日
本
緊
急
通
報
サ
ー

ビ
ス
(
東
京
・
港
)
「
ヘ
ル

プ
ネ
ッ
ト
」
が
∞
年
か
ら
業

務
を
開
始
。
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
「
レ
ク
サ
ス
」
で
標
準
装

備
さ
れ
る
な
ど
普
及
が
進

み
、
会
員
数
は10
0

万
人

を
突
破
し
た
。
ド
イ
ツ
の
自

動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
「
ボ
ッ

シ
ュ
」
も
同
年
か
ら
、
日
本

で
救
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
に
進

出
し
て
い
る
。

同
省
技
術
政
策
課
は
「
普

及
を
踏
ま
え
、
性
能
基
準
を

示
す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
。
性
能
の
向
上
で
、
事

故
時
の
救
命
率
を
高
め
た

い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
4

日
(
水
)

救
急
医
療

断
ら
な
い
病
院

4
年
連
続
日
本

E置1m置置墨画

医
療
機
関
の
救
命
救
急
体
制
に
関
す

る
厚
生
労
働
省
の20
1
7

年
度
評
価

で
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市

民
病
院
(
岡
市
中
央
区
港
島
南
町
2
)

が
、4
年
連
続
で
全
国1
位
に
な
っ
た
。

「
断
ら
な
い
救
急
医
療
」
の
翠
客
掲

げ
、
ど
ん
な
患
者
も
分
け
隔
で
な
く
処

置
を
す
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ
た
。

(
佐
藤
健
介
)

厚
労
省
は
全
国2
8
4

施
設

に
つ
い
て
、1
年
間
に
受
け
入

れ
た
重
症
患
者
や
専
従
医
師
の

数
な
ど
計
幻
項
目
を
点
数
化
。

同
病
院
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
医
師
却
人
以
上
が
重
症
患
者

を
扱
う3
次
救
急
に
加
え
、
比

較
的
症
状
の
軽
い1
次
、
2

次

に
も
対
応
し
、
唯
一
満
点
と
な

る
1
0
1

点
を
獲
得
し
た
。

病
気
の
種
類
や
症
状
を
問
わ

ず
処
置
す
る
同
病
院
の
取
り
組

み
は
「
E
R
型
救
急
医
空
と

呼
ば
れ
、
初
期
診
療
や
ト
リ
ア

l

ジ
(
治
療
の
優
先
度
判
定
)

を
経
て
各
診
療
科
に
つ
な
ぐ
。

同
年
度
に
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

-・・・圃圃・・・圃

救急患者分け隔てなく処置!

た
患
者
は
約9
7
0
0

人
で
、

市
消
防
局
の
要
請
分
に
占
め
る

割
合
は
約ω
%
に
上
っ
た
。

救
急
患
者
は
高
齢
化
で
増
加

傾
向
だ
が
、
同
病
院
は
口
年
日

月
に
隣
接
す
る
先
端
医
療
セ
ン

タ
ー
病
院
(
印
床
)
と
の
統
合

で
ベ
ッ
ド
を7
6
8

床
に
増
床

し
て
体
制
を
強
化
。
有
吉
孝
一

セ
ン
タ
ー
長
(
臼
)
は
「
今
後
も

病
院
全
体
で
セ
ー
フ
テ
ィ
1

ネ

ッ
ト
を
機
能
さ
せ
た
い
」
と
し

て
い
る
。神

戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4
月6
日
(
金
)
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取り組み多様化-力-・・・・・圃圃・ドクタ
小
児
特
化
・
在
宅
み
と
り
成
果

医師が救急現場に出動するドクターカーの取り組みが多様化している。子どもの患者

に特化したり、終末期の在宅患者のみとりに対応をしたりしている。ドクターカーの出
動回数は増えているが、その約 7 割が休眠状態という。運用面での課題は少なくない。

2
月
末
、
兵
庫
県
尼
崎
市
の

初
代
女
性
は
、
生
後
7
カ
月
の

次
男
の
顔
が
腫
れ
て
意
識
が
も

う
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
、
1
1
9
番
通
報
し
た
。

消
防
は
県
立
尼
崎
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
に
ド
ク
タ
ー
ヵ
ー
を
要

請
。
通
報
のU
分
後
に
は
、
菅

健
敬
・
小
児
救
急
集
中
治
療
制

長
が
車
内
で
診
療
を
始
め
た
。

菅
さ
ん
は
男
の
子
が
強
い
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
!
と
診
断
。
セ
ン
タ
ー
に

着
く
と
す
ぐ
に
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

で
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑
え

た
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シl
は
症

状
が
重
い
と
死
亡
す
る
恐
れ
も

あ
る
。
官
さ
ん
は
「
状
態
が
悪

特色のあるドクターカー
小児専門
兵庫県立尼崎総会医療センター

20日年11月運用開始

毎日午前9-午後 911寺対応
で、運転手が運転

患者鍛送できるf救急車型」

様々な大ききの挿管チューブ
など、あらゆる年齢の患者に
対応

け
れ
ば
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
車
内

で
使
う
」
と
い
う
。
母
親
は

「
す
ぐ
に
治
療
し
て
く
れ
て
安

心
し
た
」
と
話
し
た
。

菅
さ
ん
ら
が
、
救
急
現
場
に

出
動
す
る
小
児
専
門
ド
ク
タ
ー

ヵ
ー
を
始
め
た
の
は
3
年
間

全
国
的
に
も
珍
し
く
、
特
に
子

ど
も
が
起
こ
す
け
い
れ
ん
な
ど

で
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

け
い
れ
ん
は
長
引
く
と
神
経

を
傷
つ
け
、
後
遺
症
の
恐
れ
が

あ
る
。
日
本
小
児
神
経
学
会
の

指
針
は
、
5
分
以
上
続
く
と
自

然
に
治
ま
り
に
く
い
と
し
て
早

期
の
治
療
を
勧
め
て
い
る
。
菅

さ
ん
は
「
原
因
が
脳
炎
や
髄
膜

炎
な
ら
死
に
つ
な
が
り
、
抗
生

みとりも縛店
中津川市民病嬢

14年1月運用開始

毎日24時間対応で、医師が
運転も

患者搬送できない「乗用車型」

血液検査キットや薬剤!など
「病院の救急処置室J 並みの
器材搭載

薬
を
い
か
に
早
く
使
う
か
が
勝

負
。
小
児
判
明
医
が
現
場
に
出
る

意
義
は
大
き
い
」
と
話
す
。

一
方
、
救
命
が
困
難
で
、
本

人
や
家
族
が
延
命
治
療
を
望
ん

で
い
な
け
れ
ば
、
ド
ク
タ
ー
ヵ

1

の
医
師
が
現
場
で
み
と
り
に

対
応
す
る
例
も
出
て
き
た
。

岐
車
県
の
中
津
川
市
民
病
院

で
は
2
0
1
4
年
に
ド
ク
タ
ー

カ
l

の
運
用
を
始
め
た
。
こ
の

地
域
で
は
目
撃
者
が
い
る
状
視

で
、
心
臓
の
異
常
に
よ
る
心
停

止
患
者
の
1
カ
月
生
存
率
は
、

同
年
は
3
%
だ
っ
た
が
運
用
後

の
四
年
に
は
四
%
に
改
善
し
、

全
国
平
均
の
日
%
も
上
回
る
。

だ
が
、
心
停
止
し
た
患
者
の

蘇
生
を
現
場
で
試
み
て
も
助
か

ら
な
か
っ
た
り
、
再
び
心
臓
が

動
い
て
も
す
ぐ
に
止
ま
る
可
能

(万件)

出
動
件
数
う
ち
急
病

計
配
盤
整
鶴
鶴
内

ぃ
働
鶴
露
麗
擁
吻
日

幽
翻
盤
麗
蝿
概

M

V
?

趨
掴
磁m
m
m
u

機
瀦
鶴
線
ロ

麟
務
機u
H

畿
翻
縮
問

級
協
鰯ω

細
欝
ω

一
九
麟
脇
市

W

救急現場への
医師の出動件数
総務省消院庁集計

4 

3 

2 

救
急
医
療

性
が
高
か
っ
た
り
す
る
場
合
が

あ
る
。
こ
の
地
域
の
最
寄
り
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
数
十
キ
ロ

離
れ
、
高
度
な
救
命
医
療
を
受

け
に
く
い
環
境
に
も
あ
る
。

こ
う
し
た
状
混
か
ら
、
出
動

し
た
医
師
が
現
場
で
診
察
し
、

患
者
が
終
末
期
で
救
命
が
難
し

く
、
本
人
や
家
族
が
延
命
治
療

を
望
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
自
宅

な
ど
で
み
と
る
選
択
肢
を
家
族

に
示
し
て
い
る
。
同
病
院
病
院

前
救
急
診
療
制
の
間
測
則
文
部

長
は
「
へ
き
地
で
は
訪
問
診
療

を
し
て
い
る
医
師
だ
け
で
み
と

り
に
対
応
す
る
の
は
限
界
が
あ

る
。
ド
ク
タ
ー
カl
の
医
師
が

す
き
間
を
埋
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
話
す
。

7

割
が
休
眠
状
態
経
費
の
壁
も

ド
ク
タ
ー
へ
リ
も
含
め
、
医

師
の
救
急
現
場
へ
の
出
動
は
近

年
、
急
増
し
て
い
る
。
総
務
省

消
防
庁
に
よ
る
と
、
日
年
は
3

万
5
7
1
9
件
で
叩
年
前
の
4

・
9
倍
に
上
る
。
た
だ
、
施
設

聞
の
差
が
大
き
い
。
日
本
病
院

前
救
急
診
療
医
学
会
が
3
年
前

に
全
国
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

ド
ク
タ
ー
ヵ
ー
が
あ
る
3
9
7

医
療
機
関
の
日
年
1
5
3
月
の

出
動
数
は
、
ロ
回
以
上
の
施
設

が
2
割
あ
っ
た
が
、
7
割
近
く

は
「
ゼ
ロ
」
だ
っ
た
。

調
査
期
間
の
出
動
が
5
7
8

回
で
最
多
の
大
阪
府
済
生
会
千

里
病
院
(
吹
田
市
)
の
林
靖
之

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る

と
、
始
め
た
当
初
は
要
請
が
少

な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、

1
1
9
番
通
報
時
に
「
突
然
倒

れ
た
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
れ
ば
、
軽
症
の
可
能
性
が
あ つ

で
も
直
ち
に
要
請
し
て
も
ら

う
仕
組
み
を
∞
年
に
導
入
し
た

と
こ
ろ
、
出
動
が
増
え
、
救
命

率
も
上
が
っ
た
。
「
消
防
と
の

緊
密
な
連
携
が
大
事
だ
」
と
林

さ
ん
は
指
摘
す
る
。

た
だ
、
ド
ク
タ
ー
カl
の
費

用
は
病
院
の
持
ち
出
し
に
な
る

こ
と
が
多
い
。
同
病
院
で
も
、

運
転
手
ら
の
人
件
費
を
含
め
た

年
間
経
費
は
約
5
千
万
円
に
上

る
。
一
方
、
出
動
要
請
は
年
々

増
え
、
2
0
0
件
を
超
え
る
月

も
あ
る
。
林
さ
ん
は
「
救
急
隊

の
救
急
救
命
士
が
で
き
る
こ
と

が
増
え
て
い
る
。
出
動
す
べ
き

事
案
を
精
査
し
、
絞
り
込
む
段

階
に
き
て
い
る
」
と
話
す
。

(
阿
部
彰
芳
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
刊
日
(
水
)
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転院お任せ民間救急車

加
業
者
参
入「
川
」
負
担
軽
減
期
待

民
間
の
事
業
者
が
、
車
で
患
者
を
運
ぶ
「
民
間
救
急
車
」
の
普
及

が
進
ん
で
い
る
。
緊
急
性
が
低
い
患
者
に
限
っ
て
、
認
定
を
受
け
た

会
社
な
ど
が
搬
送
を
担
う
仕
組
み
で
、
認
定
事
業
者
は
全
国
で
1
2

0
0
を
超
え
た
。
高
齢
化
な
ど
で
出
動
件
数
が
急
増
す
る
救
急
現
場

の
負
担
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
が
、
現
場
で
は
民
間
に
任
せ
る
意
識
が

十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
な
ど
課
題
も
残
る
。

万
全
の
設
備

「
容
体
は
ど
う
で
す
か
。
車

に
乗
せ
ま
す
ね
」

大
阪
市
東
成
区
の
病
院
で
今

月
4
日
、
男
性
3
人
が
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ャl
上
の
患
者
(
竹
)
に

声
を
か
け
、
そ
の
ま
ま
ワ
ゴ
ン

車
に
運
び
込
ん
だ
。
末
期
が
ん

で
寝
た
き
り
の
男
性
を
、
車
内

の
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
に
つ
な
い

で
容
体
を
監
視
。
た
ん
の
吸
引

も
し
な
が
ら
、
判
分
ほ
ど
で
日

J
離
れ
た
転
院
先
に
送
っ
た
。

搬
送
し
た
の
は
、
消
防
の
救

急
隊
で
は
な
く
、
民
間
の
「
西

日
本
P
A
M
」
(
大
阪
府
守
口

市
)
だ
。
人
工
呼
吸
器
な
ど
救

急
車
並
み
の
設
備
を
持
つ
車
両

2
台
と
救
急
救
命
士
ら
を
そ
ろ

ぇ
、
大
阪
、
兵
庫
を
中
心
に
年

間
4
5
0
件
の
転
院
や
、
病
院

と
自
宅
の
送
迎
な
ど
を
行
う
。

こ
の
日
は
、
途
中
で
男
性
の
自

宅
に
も
寄
っ
た
。
同
乗
し
た
長

女
(
日
)
は
「
病
院
の
紹
介
で
初

め
て
利
用
し
た
。
民
間
と
聞
い

て
少
し
不
安
も
あ
っ
た
が
、
丁

寧
で
安
心
し
た
」
と
話
し
た
。

救
急
出
動
が
最
多

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
、

民
間
に
よ
る
患
者
の
搬
送
は
従

来
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
手
が
け

て
い
た
が
、
ベ
ッ
ド
の
ま
ま
運

ぶ
患
者
ら
の
安
全
を
確
保
し
よ

う
と
、
同
庁
が
1
9
8
9
年
に

認
定
制
度
を
導
入
し
た
。

認
定
の
条
件
は
、
搬
送
に
使

う
車
に
応
急
講
習
を
受
け
た
2

人
以
上
を
乗
車
さ
せ
る
こ
と

や
、
消
毒
器
や
医
療
用
具
を
備

え
る
こ
と
な
ど
。
各
消
防
本
部

の
審
査
に
合
格
す
れ
ば
、
認
定

が
受
け
ら
れ
、
国
の
お
墨
付
き

事
業
者
と
し
て
営
業
出
来
る
。

そ
の
後
、
認
定
の
対
象
が
車

い
す
患
者
に
も
拡
大
さ
れ
た
た

め
、
介
護
タ
ク
シ
ー
業
者
な
ど

の
参
入
が
相
次
ぎ
、
2
0
1
7

年
4
月
に
は
1
2
9
5
事
業
所

(
車
両
数
1
9
3
3
台
)
とω

年
か
ら
倍
増
し
た
。
病
院
が
集

中
す
る
都
市
部
に
多
く
、
東
京

が
2
4
9
事
業
所
で
最
多
、
神

奈
川
1
2
4
、
大
阪
仰
と
続
く
。

民
間
救
急
車
の
ニl
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
救
急

車
の
出
動
要
請
が
高
齢
化
な
ど

で
急
増
し
、
対
応
が
追
い
つ
か

な
い
現
状
が
あ
る
。
消
防
庁
に

よ
る
と
、
全
国
の
出
動
件
数
は

昨
年
、
過
去
最
多
の
6
3
4
万

件
。
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用

す
る
な
ど
安
易
な
出
動
要
請
も

多
い
う
え
、
転
院
搬
送
も
回
万

件
(
8
・
4
%
)
を
占
め
た
。

消
防
庁
と
厚
生
労
働
省
は
同

年
3
月
、
病
院
聞
で
の
緊
急
性

の
低
い
患
者
の
転
院
に
、
救
急

車
の
出
動
を
控
え
る
よ
う
都
道

府
県
に
要
請
。
併
せ
て
、
民
間
事

業
者
の
利
用
促
進
も
求
め
た
。

「
も
し
も
の
時
に
・
・
J
病
院
は
敬
遠

民
間
救
急
車
の
普
及
が
進
む

一
方
、
救
急
現
場
で
は
民
間
参

入
へ
の
理
解
が
進
ま
な
い
実
態

も
あ
る
。

消
防
庁
の
同
年
度
の
調
査
で

は
、
事
業
者
の
認
定
を
行
っ
た

3
3
2
消
防
本
部
(
全
体
の
必

%
)
の
う
ち
、
医
療
機
関
に
民

間
救
急
車
の
活
用
を
促
し
て
い

る
の
は
約
加
%
の
総
本
部
に
と

ど
ま
っ
た
。
「
人
を
救
う
立
場

の
救
急
が
、
民
聞
を
推
奨
し
に

く
い
」
な
ど
が
理
由
と
い
う
。

あ
る
消
防
本
部
は
「
医
療
機
関

側
も
『
も
し
も
の
こ
と
が
あ
れ

ば
問
題
に
な
る
』
と
民
聞
を
避

け
る
意
識
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も

医
師
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
断

れ
な
い
」
と
話
す
。

利
用
料
金
が
安
く
な
い
た

め
、
患
者
が
医
療
機
関
に
救
急

出
動
を
要
望
す
る
こ
と
も
。
近

畿
運
輸
局
に
よ
る
と
、
転
院
搬

送
で
の
民
間
救
急
車
の
利
用
料

金
の
目
安
は
5
7
0
0
5
6
3

0
0
円
(
印
分
ま
た
は
日J
)

で
、
こ
れ
に
看
護
師
や
救
急
救

命
土
の
要
員
料
、
資
機
材
の
使

用
料
が
追
加
さ
れ
る
。
西
日
本

P
A
M
が
搬
送
し
た
末
期
が
ん

の
男
性
の
ケl
ス
で
は
1
万
8

0
0
0
円
だ
っ
た
。

医
療
経
済
研
究
機
構
(
東
京
)

の
佐
方
信
夫
・
主
任
研
究
員
(
医

療
政
策
学
)
は
「
都
市
部
で
は

救
急
出
動
が
激
増
し
、
消
防
や

病
院
の
統
廃
合
が
進
む
地
方

は
搬
送
エ
リ
ア
が
拡
大
す
る

な
ど
問
題
は
山
積
で
、
民
間

の
力
の
導
入
が
欠
か
せ
な
い
。

行
政
は
、
医
療
や
救
急
現
場
で

の
意
識
改
革
を
図
る
施
策
を
進

め
た
う
え
で
、
料
金
の
補
助
な

ど
も
検
討
す
べ
き
だ
」
と
指
摘

す
る
。読

売
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
引
日
(
土
)
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信晶

画ー・

銃撃のけが診断手順

一般病室を臨時ICU

E二E

1& 
Eヨ|

2
0
2
0

年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
の
テ
ロ
な
ど
を
想
定
し
、
日
本
救
急

医
学
会
な
ど
国
内
胞
の
関
連
医
学
会
の
学
術
連
合
体
は
、
負
傷
者
へ
の
救
急
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
今
年
度
中
を
め
ど
に
作
成
す
る
。
銃
撃
や
爆
弾
に
よ
る
け
が
の
診
断
手
順
や
、
重
傷
者
を
手

摩
く
治
療
す
る
臨
時
の
集
中
治
療
室(
I
C
U
)を
増
設
す
る
指
針
な
ど
を
盛
り
込
む
。

問
団
体

年
度
内
に
も
マ

こ
う
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

国
内
で
の
テ
ロ
事
例
が
少
な
か

っ
た
こ
と
で
整
備
が
進
ん
で
い

な
か
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
各

病
院
に
周
知
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
を
開
い
て
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
。
東
京
都
や
大
会

組
織
委
員
会
に
も
提
言
し
、
施

策
に
反
映
す
る
よ
う
働
き
か
け

る
方
針
。

連
合
体
は
、
日
本
救
急
医
学

会
の
ほ
か
、
日
本
外
傷
学
会
、

日
本
中
毒
学
会
な
ど
で
構
成
。

凶
年
に
発
足
し
、
活
動
の
基
本

方
針
な
ど
を
検
討
し
て
、
昨
年

日
月
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を

本
格
化
さ
せ
た
。
連
合
体
に
は
、

防
衛
医
大
の
医
師
も
参
加
し
、

日
本
の
防
衛
分
野
で
蓄
積
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
も
反
映
さ
せ
る
と

い
う
。

③五輪に向けた主な取り組み

~曹関、・続鯵や機鋒による負慣司旨
v 鯵衝マニュアル鯵漣

剛一一
-・圃・

... ・a・

ア
ル

ニL

日
本
外
傷
学
会
は
、
南
ア
フ

リ
カ
な
ど
で
医
療
経
験
を
持
つ

医
師
ら
が
集
ま
り
、
テ
ロ
で
想

定
さ
れ
る
銃
や
爆
弾
に
よ
る
負

ICυの欝オ入れ
可能銭怒￡繊竃

般潜俸制や救・・の
艶慢について鑓曾

救
急
医
療

傷
者
の
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
担

当
す
る
。

ラ
イ
フ
ル
銃
な
ど
で
は
、
弾

の
通
り
道
か
ら
離
れ
た
臓
器
な

ど
も
損
傷
を
受
け
る
こ
と
が
あ

る
。
爆
弾
の
衝
撃
波
や
爆
風
に

よ
る
眼
球
破
裂
や
熱
傷
も
考
慮

す
る
こ
と
を
診
断
上
の
注
意
と

し
て
ま
と
め
る
。
手
足
を
損
傷

し
、
大
量
出
血
し
て
い
る
負
傷

者
に
は
、
搬
送
前
に
止
血
帯
を

使
う
と
生
存
率
が
高
ま
っ
た
海

外
の
事
例
も
記
載
す
る
。

日
本
外
傷
学
会
の
木
村
昭
夫

代
表
理
事
は
「
銃
や
爆
弾
は
殺

傷
能
力
が
高
く
、
患
者
を
前
に

戸
惑
う
時
間
は
な
い
。
万
一
に

備
え
、
医
師
ら
の
知
識
を
高
め

て
お
き
た
い
」
と
語
る
。

米
国
で
は
、
多
数
の
重
傷
者

が
発
生
し
た
場
合
に
、
一
般
病

棟
の
病
室
の
設
備
を
充
実
さ

せ
て
臨
時
のI
C
U
を
増
設
す

る
取
り
組
み
が
あ
る
。
日
本
集

中
治
療
医
学
会
で
は
、I
C
U

の
受
け
入
れ
可
能
数
を
調
べ

る
ほ
か
、
米
国
の
例
を
参
考
に

I
C
U
の
ベ
ッ
ド
数
を
一
時
的

に
増
や
す
た
め
の
指
針
も
作

る
。同

学
会
の
西
村
匡
司
理
事
長

は
「
テ
口
だ
け
で
な
く
災
害
時 に

も
役
立
つ
指
針
に
し
た
い
」

と
話
す
。

日
本
熱
傷
学
会
は
、
火
災
や

薬
剤
と
い
っ
た
原
因
ご
と
の
対

応
な
ど
を
記
し
た
初
期
診
療
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
た
。
全
国

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
重
症
の
熱
傷
患
者
の
受
け
入

れ
可
能
数
が
お
年
前
の1
・
5

倍
に
増
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、

現
在
の
医
療
体
制
の
課
題
も
洗

い
出
す
。
日
本
臨
床
救
急
医
学

会
は
、
言
語
や
宗
教
の
遣
い
を

踏
ま
え
て
外
国
人
観
光
客
を
救

護
す
る
方
策
を
検
討
し
て
い

る
。連

合
体
の
森
村
尚
登
・
合
同

委
員
会
委
員
長
は
「2
0
2
0

年
に
向
け
、
必
要
な
医
療
体
制

を
整
え
る
と
と
も
に
、
社
会
全

体
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
協
力
す

る
体
制
が
必
要
だ
」
と
話
し
て

い
る
。読

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
初
日
(
金
)
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急性アルコール中毒で、救急搬送

対署
飲
酒
に
よ
り
意
識
レ
ベ
ル
が
低
下
し
、
幅
吐
や

呼
吸
状
態
が
悪
化
す
る
な
ど
危
険
な
症
状
に
な
る

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
虫
毒
。
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者

が
、
医
師
や
看
護
師
に
暴
力
を
振
る
う
ケ

l

ス
が

鳥
取
県
内
の
医
療
機
関
で
発
生
し
て
い
る
。
苦
し

む
患
者
の
受
け
入
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
関
係
者
は
対
策
に
頭
を
抱
え
て
い
る
。

(
足
立
篤
史
、
田
村
彰
彦
)

と
看
護
師
が
点
滴
を
打
つ

な
ど
し
て
、
男
性
の
症
状

昨
年
ロ
月
下
旬
の
日
付
は
落
ち
着
い
た
。

が
変
わ
っ
た
午
前
1

時
す
山
本
医
師
が
症
状
を
説

ぎ
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
明
し
始
め
る
と
男
性
は
突

毒
の
男
性
が
山
陰
労
災
病
然
激
高
。
山
本
医
師
の
胸

院
(
米
子
市
皆
生
新
田
1

ぐ
ら
を
つ
か
ん
で
突
き
飛

丁
目
)
に
搬
送
さ
れ
た
。
ば
し
、
デ
ス
ク
の
上
に
あ

当
直
の
山
本
直
医
師
(
印
)
っ
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
振
り

白
衣
に
返
り
血

か
ざ
し
た
。
点
滴
の
管
が

抜
け
、
白
衣
は
返
り
血
で

赤
く
染
ま
っ
た
。

「
患
者
を
守
ら
な
く
て

は
」
。
男
性
を
何
と
か
取

り
押
さ
え
、
駆
け
付
け
た

職
員
に
警
察
へ
の
通
報
を

頼
ん
だ
。

同
病
院
は
数
年
前
、
ト

ラ
ブ
ル
を
守
衛
室
に
知
ら

せ
る
携
帯
型
ス
イ
ッ
チ
を

配
備
し
た
が
、
使
わ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の

事
態
を
受
け
て
ス
イ
ッ
チ

の
所
持
を
徹
底
し
、
救
急

現
場
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を

他
の
職
員
に
伝
え
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
る
。

ドで熟睡も医師に暴力、ベッE甜望通23盈E

はが同な医取は てく器るだははに え数求なが者急(
そ低意説療ら診急いににとが近「よ救たのめい出に性鳥鳥
れ下が明行れ療性る置な型j ....寄侍る急こ讐、がたよア里取
もし基に為るにアとかり断患ら険と糾と備暴ブケるル市直
難て本基はの時ルいなそが者なそ、のが員れ警 l 暴コ江守
しいだづ医も間コういう難がいう救岡あでる察ス行 l 津土
いるがく師悩と| 。よなし酔」な急回る取患にはでノレ )Z
患、患のみ手ル う物いつが患外稔。り者助記け中で穴

岡著意者二千だ間中 にを。て原著来蔀 押をけ録が毒は病
田で識の分。を毒 し近凶い則にで長 さ複をに人患、院

l 察が局あれ搬ルと え長て突べ也句入で外 声らび委部

結顎15Z;? 自禁 2dr42霊封建斡れ雪
件を振はう 1 部が 5 消搬と楽。る必 52 宝庫、ツなす手いほ『
あ届る昨。 O と原年陸送訴し節こ要は任が患ドい。でがし塞

ZER宍富島事慰握買でき令霊左と云省岩君量会 宇品と害
。た、隊消訟で救、まも 。も持知て~田事受込救 」っと治
ケ警員防上そ急アる らつついに浩態けん急 とぱ呼療

受
け
入
れ
支
障

東
部
消
防
局
に
よ
る

と
、
日
年
の
搬
送
者
は
初

代
が3
割
強
と
最
多
。
月

別
で
は
、
歓
送
迎
会
や
花

見
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が

増
え
る4
月
と
ピ
ア
ガ
ー

デ
ン
需
要
が
高
ま
る
8

月

が
最
も
多
く
、
忘
年
会
シ

ー
ズ
ン
の
ロ
月
が
続
い

た
。救

急
車
が
現
場
に
駆
け

付
け
る
と
、
寝
込
ん
で
い

た
患
者
が
突
知
と
し
て
激

高
す
る
ケl
ス
も
。
同
消

防
局
審
防
課
の
担
当
者
は

「
危
険
な
の
で
警
察
に
臨

場
し
て
も
ら
う
こ
と
も
多

い
」
と
説
明
す
る
。

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
6

日
(
金
)
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内県

医
師
の
指
ーーー一~

ro 

ノj 、
a‘ 

ィ、
r .... 

吋

、.

J し、 l
ふ主 l
|月 l

は l
理|
解|
で|
|き|
|る|

富
山
市
消
防
局
の
却
代
救
急
救
命
士
が

2
0
1

7

年
2

月
に
心
肺
停
止
状
態
で
搬
送
し
て
い
た
叩

代
女
性
に
対
し
、
医
師
の
指
示
な
く
気
管
挿
管
を

行
っ
て
い
た
問
題
が
朗
ら
か
に
な
っ
た

6

日
、
県

内
の
救
命
士
た
ち
に
波
紋
が
広
が
っ
た
。
「
慎
重

な
対
応
が
必
要lや
「
医
師
の
指
示
は
不
可
欠
し

と
す
る
声
が
あ
る
一
方
、
一
定
の
理
解
を
示
す
意

見
も
あ
り
、
救
急
現
場
で
の
対
応
の
難
し
さ
が
改

め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

た
が
、
病
院
到
着
後
に
法
的
に
必

要
な
医
師
の
指
示
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

女
性
は
亡
く
な
っ
た
が
、
病
院

の
医
師
は
「
処
置
そ
の
も
の
は
適

切
で
、
死
亡
と
気
管
挿
管
に
関
係

は
な
い
」
と
話
し
た
と
い
う
。
救

命
士
は
汀
年3
月
に
文
書
訓
告
の

処
分
を
受
け
た
。

女
性
の
遺
族
に
よ
る
と
、
病
院

に
駆
け
付
け
た
時
に
意
識
は
な

く
、
到
着
か
ら
約
1

時
間
後
に
急

気
管
挿
管
は
、
主
に
口
か
ら
気
管
ヘ

チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し
気
道
を
確
保
す
る

方
法
で
、
医
療
現
場
で
は
一
般
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。
救
急
救
命
法
で
は
、
救

命
士
の
場
合
は
、
医
師
の
指
示
が
必
要

と
さ
れ
る
「
特
定
行
為
」
と
な
り
、
病

院
で
の
研
修
で
繰
り
返
し
成
功
さ
せ
る

な
ど
条
件
を
満
た
し
た
救
命
士
の
み
が

行
え
る
。

小
倉
憲
一
医
師
に
よ
る
と
、
挿
管
は

呼
吸
不
全
を
起
こ
し
て
い
る
患
者
を
助

け
る
際
に
、
呼
吸
の
補
助
と
管
理
を
し

や
す
く
す
る
た
め
に
行
う
。
喉
頭
鏡
と

富
山
市
消
防
局
な
ど
に
よ
る

と
、
女
性
が
入
所
す
る
介
護
施
設

か
ら
病
院
に
搬
送
中
、
救
命
士
と

救
急
隊
員
が
2

人
で
心
肺
蘇
生
を

行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
容
体
が
急

変
。
救
命
士
は
気
管
挿
管
を
行
っ

〆ぽ
気管婦管に使われるチ
ューブ=富山市消防局

研修と経験必要
救
急
医
療

性
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
っ
た
と
い

う
。
長
女
は
6

日
、
ー
母
の
た
め

に
処
置
し
て
く
れ
た
の
に
、
処
分

を
受
け
た
の
は
申
し
訳
な
い
と
思

う
ー
と
話
し
た
。

こ
の
救
命
士
の
対
応
に
つ
い

て
、
県
内
の
別
の
消
防
署
の
却
代

救
命
士
は
「
通
常
は
あ
り
得
な
い
。

医
師
の
指
示
が
必
要
な
行
為
の
中

で
気
管
挿
管
は
ミ
ス
が
比
較
的
起

こ
り
ゃ
す
く
、
よ
り
慎
重
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

県
西
部
の
ベ
テ
ラ
ン
救
命
士
は

)
一
刻
を
争
う
ケ
l

ス
で
連
絡
を

失
念
す
る
心
情
は
理
解
で
き
る
ー

と
し
た
上
で
「
救
命
士
の
処
置
の

技
術
レ
ベ
ル
は
医
師
よ
り
低
い
。

呼
ば
れ
る
器
具
を
口
の
中
に
入
れ
声
門

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
、
気
管
に
チ

ュ
ー
ブ
を
差
し
入
れ
る
。
マ
ス
ク
を
使

っ
た
呼
吸
補
助
で
は
空
気
が
食
道
に
入

っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
が
、
挿
管
は

確
実
に
肺
に
空
気
を
送
り
込
め
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

救
命
士
は
講
習
を
受
け
た
上
で
病
院

で
の
研
修
に
参
加
し
、
全
身
麻
酔
の
患

者
ら
に
対
し
初
回
以
上
成
功
さ
せ
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
患
者
が
心
肺
停
止
状
態
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
。

指
示
を
受
け
る
か
ら
こ
そ
現
場
で

自
信
を
持
っ
て
処
置
で
き
る
。
医

師
の
指
示
は
不
可
欠
」
と
言
う
。

打
年3
月
ま
で
県
立
中
央
病
院

の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
部
長
を
務

め
る
な
ど
約
四
年
に
わ
た
り
救
急

医
療
に
携
わ
っ
て
き
た
県
厚
生
部

参
事
の
小
倉
憲
一
医
師
は

7

医
療

上
は
適
切
な
処
置
だ
っ
た
が
、


本
の
電
話
が
な
か
っ
た
が
た
め
に

ル
ー
ル
違
反
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

再
発
防
止
に
向
け
て
は
、
救
命

土
個
人
を
責
め
る
べ
き
問
題
で
は

な
く
、
救
急
隊
員
が
3

人
一
組
で

行
う
活
動
の
よ
り
良
い
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
必
要
性
を
強
調
。

「
チl
ム
と
し
て
い
か
に
適
切
に

対
処
し
、
相
互
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

ど
う
働
か
せ
る
か
を
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

北
日
本
新
聞
の
調
べ
で
は
、
県

内
で
同
様
の
事
例
は
他
に
な
か
っ

た

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
7

日
(
土
)
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微
小
な
脳
内
出
血
の
多
寡
で
脳
卒
中
の
再
発
リ
ス
ク
を
判
定
で
き
る
と
い
う
国
際
的
な

医
学
研
究
で
、
市
立
釧
路
総
合
病
院
脳
神
経
外
科
の
今
泉
俊
雄
統
括
診
療
部
長
(
問
)
が
共

同
執
筆
し
た
学
締
論
文
が
、
国
際
的
に
高
い
影
響
力
を
持
つ
米
国
神
経
学
会
の
学
会
誌
に

相
次
い
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
泉
部
長
は
米
国
や
英
国
な
ど
の
医
師
と
共
同
研
究

に
取
り
組
み
、
豊
富
な
診
療
経
験
に
基
づ
い
て
脳
卒
中
予
防
に
役
立
つ
デ

l

タ
を
分
析
。

一
昨
年
、
昨
年
に
続
き
、
年
内
に
も
3

本
目
の
論
亥
か
掲
載
さ
れ
る
見
込
み
で
、
多
忙
な

診
療
の
傍
ら
、
地
方
で
続
け
て
き
た
地
道
な
研
究
活
動
が
実
を
結
ん
だ
。
(
戸
田
英
吾
)

米
国
神
経
学
会
誌
に
論
文
発
表

論
文
が
掲
載
さ
れ
た
同
学
会

の
学
会
誌
「
一
一
ュ

l

ロ
ロ
ジ
l

」

は
、
神
経
系
の
疾
病
・
症
状
の

治
療
に
当
た
る
医
師
向
け
に
出

版
さ
れ
る
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
医
学
誌
で
、
臨
床
診
察
に
影

響
を
及
ぼ
す
基
礎
研
究
、
臨
床

の
最
新
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

今
泉
部
長
は
英
国
・
国
立
脳

卒
中
研
究
所
や
米
国
・
ハ
ー
バ

ー
ド
大
の
医
師
ら
と
共
同
研
究

を
続
け
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
論
文
を
発
表
。
研
究
で
は
5

0
0
0

人
以
上
の
症
例
か
ら
脳

卒
中
再
発
リ
ス
ク
を
導
き
出

し
、
今
泉
部
長
は
こ
の
う
ち
の

圏
内
約
1
0
0
0

人
分
の
デ
ー

タ
を
解
析
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
脳
梗

塞
症
例
で
は
、
微
小
な
脳
内
出

血
が
5

個
以
上
あ
る
と
、
な
い

場
合
に
比
べ
て
脳
内
出
血
で
凶

倍
、
脳
梗
塞
で3
倍
そ
れ
ぞ
れ

発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
。
血

液
を
固
ま
り
に
く
く
す
る
抗
凝

市立釧路総合病院脳神経外科
統指診療部長

今泉俊雄氏(58)

固
剤
や
抗
血
小
板
剤
の
使
用
は

発
症
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る
た

め
、
治
療
に
お
け
る
薬
剤
選
択

の
再
考
を
促
し
て
い
る
。
2
0

1
6

年
は
「
虚
血
性
脳
卒
中
と

一
過
性
脳
虚
血
発
作
例
に
お
け

る
脳
卒
中
再
発
の
リ
ス
ク
と
微

小
脳
内
出
血
」
、
口
年
は
「
脳

出
血
再
発
、
微
小
血
管
障
害
の

タ
イ
プ
と
微
小
脳
内
出
血
」
と

題
し
た
論
文
を
同
誌
に
発
表

し
、
年
内
に
も
う
一
つ
論
文
か

載
る
予
定
と
い
う
。

室
蘭
市
出
身
の
今
泉
部
長
は

札
幌
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
1

9
8
6

年
か
ら
1

年
間
、
初
任

地
の
市
立
釧
路
総
合
病
院
に
勤

務
。
そ
の
後
、
道
内
各
地
の
病

院
を
回
り
、
米
国
の
名
門
イ
エ

ー
ル
大
学
で
専
門
の
脳
血
管
障

国
際
的
共
同
研
究
で
成
果

害
、
脳
移
植
に
つ
い
て
研
究
し

た
。m

w年
に
再
び
同
病
院
に
赴

任
。
4

月
か
ら
は
札
医
大
の
臨

床
教
授
も
兼
任
し
、
日
々
の
診

療
を
続
け
な
が
ら
、
医
学
生
の

教
科
書
と
な
る
「
新
臨
床
内
科

学
」
の
原
稿
執
筆
に
も
当
た
っ

て
い
る
。

今
回
は
約
初
年
に
及
ぶ
臨
床

経
験
の
集
大
成
と
な
る
研
究
が

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た

格
好
で
、
「
地
方
の
医
療
現
場

で
診
療
を
続
け
て
い
て
も
、
世

界
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
は
可

能
。
最
先
端
の
医
療
を
学
ぶ
こ

と
で
自
信
を
持
っ
て
診
療
が
で

き
る
。
今
後
も
研
究
を
続
け
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
で
き
る
だ

け
世
の
中
に
役
立
て
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

釧
路
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
M
日
(
土
)
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脳
卒
中
の
予
防
法
本
で
指
南

兵庫医科大の吉村紳ーさんが出版

兵
庫
医
科
大
(
西
宮
市
)
脳
神

経
外
科
主
任
教
授
の
土
持
紳
一
さ

ん
(
日
)
が
、
脳
卒
中
の
予
防
別
法
を

ま
と
め
た
著
書
「
脳
卒
中
を
や
っ

つ
け
ろ
/
」
を
出
版
し
た
。
脳
血

管
が
詰
ま
る
「
脳
梗
塞
」
や
、
脳

血
管
か
ら
血
が
出
る
「
く
も
膜
下

出
血
」
「
脳
出
血
」
を
指
す
脳
卒

中
は
、
患
者
数
が
約12
0

万
人

に
上
る
国
民
病
。
発
症
率
を
下
げ

る
生
活
習
慣
や
早
期
発
見
の
ポ
イ

ン
ト
を
漫
画
を
交
え
て
分
か
り
ゃ

す
く
解
説
し
て
い
る
。

進
歩
的
な
治
療
法
を
推
し
進
め

る
吉
村
さ
ん
は
、
脳
梗
塞
患
者
の

脳
血
管
内
に
カ
デ
ー
テ
ル
(
匿
療

用
の
細
い
管
)
を
入
れ
て
血
の
塊

を
除
去
す
る
な
ど
、4
千
件
以
上

の
わ
最
寄
議
を
持
つ
。
脳
卒
中
は

寝
た
き
り
の
原
因
第1
位
で
、

手
術
が
成
功
し
て
も
再
発
し
た

愛
煙
家
や
、
長
期
介
護
を
強
い

ら
れ
る
家
族
の
姿
に
「
予
防
に
勝

る
治
療
は
な
い
」
と
痛
感
し
、
自

身
の
同
名
ブ
ロ
グ
を
基
に
書
籍
化

し
た
。

脳
卒
中
が
疑
わ
れ
る
症
状
と
し

て
、
顔
面
が
左
右
非
対
象
マ
片
腕

が
上
げ
ら
れ
な
い
マ
言
葉
が
不
明

瞭
|
の
3

点
を
示
し
、
「
一
つ
で

も
当
て
は
ま
れ
ば
可
能
性
は
約
7

割
」
と
説
明
。
高
血
圧
や
糖
尿
病

早期発見のポイントなど解説

な
ど
が
危
険
因
子
と
し
て
、
動
物

性
指
肪
の
少
な
い
食
事
や
禁
煙
、

節
酒
を
促
し
、
「
家
族
の
協
力
が

大
事
に
な
る
が
、1
人
暮
ら
し
の

場
合
で
も3
食
必
ず
取
り
、
ご
飯

を
少
な
め
に
、
野
菜
や
魚
を
多
く

食
べ
る
こ
と
を
心
が
け
て
」
と
強

調
す
る
。

磁
霊
ハ
鳴
画
像
装
置(
M
R
I
)

で
診
断
す
る
仕
組
み
ゃ
、
動
脈
硬

化
な
ど
の
原
因
に
応
じ
た
薬
の
使

い
分
け
方
も
掲
載
。
さ
ら
に
、
脳

動
脈
に
で
き
た
癌
が
破
裂
し
な
い

よ
う
に
根
元
を
ク
リ
ッ
プ
で
留
め

る
手
術
な
ど
の
多
彩
な
治
療
法
を

紹
介
し
、
「
医
療
先
進
国
の
日
本


は
、
M
R
I
検
査
な
ど
で
原
因
を
一

早
期
に
見
つ
け
出
し
、
薬
や
手
術
一

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
予
防
が
一

可
能
」
と
す
る
。
一

経
験
豊
富
な
医
師
の
セ
カ
ン
ド
一

オ
ピ
ニ
オ
ン
の
重
要
性
も
説
く
士
二

村
さ
ん
は
、
「
進
ん
だ
医
療
の
恩
一

恵
を
受
け
る
に
は
知
識
と
実
行
力
一

が
必
要
。
著
書
が
読
者
と
そ
の
家
一

族
の
命
を
守
る
た
め
に
役
立
て
一

ば
」
と
話
す
。
三
輪
書
店
。
1
9

一

7
m
l
。

1
9
4
4

円
。
一
(
佐
藤
健
介
)

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月

M
臼
(
土
)

富
士
フ
ィ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
で
富
山
市
に
生
産
拠
点
を
置
く
富

山
化
学
工
業
(
東
京
)
と
横
浜
市
立
大
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
5

日
、
脳
卒
中
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
効
果
を
促
進
し
、
体
の
ま

ひ
を
解
消
す
る
可
能
性
が
あ
る
薬
を
見
つ
け
た
と
発
表
し
た
。

動
物
実
験
で
効
果
を
確
認
し
て
お
り
、
患
者
の
協
力
を
得
て
今

年
度
中
に
臨
床
試
験
(
治
験
)
を
始
め
る
。
約

2

年
間
か
け
て

有
効
性
や
安
全
性
を
調
べ
、
実
用
化
を
目
指
す
。

富
山
化
学
工
業
が
開
発
中
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
病
の
薬
を
使

い
、
脳
卒
中
に
近
い
ダ
メ
ー
ジ

を
人
工
的
に
与
え
た
マ
ウ
ス
や

サ
ル
で
実
験
し
た
。
餌
を
つ
か

み
取
る
リ
ハ
ビ
リ
を
さ
せ
て
、

運
動
機
能
の
回
復
具
合
を
調
べ

た
結
果
、
薬
を
与
え
た
場
合
は

リ
ハ
ビ
リ
開
始
か
ら
1

カ
月
程

度
で
ほ
ぼ
運
動
機
能
が
回
復
し

た
の
に
対
し
、
薬
な
し
で
は
ほ

と
ん
ど
回
復
し
な
か
っ
た
。

脳
卒
中
に
な
っ
た
脳
は
、
神

経
の
新
た
な
回
路
が
で
き
て
ダ

メ
l

ジ
を
受
け
た
部
分
の
機
能

を
補
う
働
き
が
あ
る
。
グ
ル
ー

プ
は
、
神
経
が
情
報
を
伝
え
る

の
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
を
こ

の
薬
が
増
や
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の

効
果
を
強
め
た
と
み
て
い
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、

治
験
は
圏
内
で
患
者
約
制
人
を

対
象
に
実
施
し
、
発
症
か
ら
約

1

カ
月
後
に
錠
剤
を
投
与
し
て

効
果
を
調
べ
る
。
承
認
取
得
時

期
は
未
定
と
い
う
。

脳
卒
中
は
日
本
で
年
間
叩
万

人
、
世
界
で17
0
0

万
人
が

予
防
医
療

富山化学工業

治験ヘ、

発
症
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
治
本

B
h

療
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
リ
→
、
ず
一
ノ

ハ
ピ
リ
が
主
体
で
、
効
果
が
限
同
凶
団
・

定
的
な
た
め
、
新
薬
開
発
が
期
医
レ
h
p

待
さ
れ
て
い
る
。

:
-
J

都
内
で
会
見
し
た
横
浜
市
立

大
の
高
橋
琢
哉
教
授
は
「
脳
卒

中
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
効
果
を
大

き
く
改
善
で
長
吾
匂
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
、
富
山
化
学
工
業

の
安
藤
良
光
取
締
役
常
務
執
行

役
員
は
「
全
力
で
開
発
を
進
め
、

患
者
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

共
同
研
究
に
は
産
業
技
術
総

合
研
究
所
(
産
総
研
)
、
医
薬

基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
が

加
わ
っ
た
。
成
果
は
5

日
付
米

糾
学
誌
で
発
表
し
た
。

動物実験で効果

富
山
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
6

日
(
金
)
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県内の産学官が連携、研究開発
車
い
す
に
取
り
付
け
ペ
ダ
ル
で
リ
ハ
ビ
リ
運
動

「• 
」
い
じ
ゃ
る
」

県
内
の
産
学
官
が
連
携
し
て
研
究
開
発
し
た
リ
ハ
ビ
リ
用
器
具
「
車
い
す
用
着
脱
式
足
こ
ぎ
ユ
ニ
ッ
ト

こ
い
じ
ゃ
る
!
」
の
販
売
が
今
月
、
始
ま
っ
た
。
県
が
医
療
機
器
産
業
を
育
て
る
「
東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ

レ
l

構
想
」
の
推
進
を
加
速
さ
せ
る
中
、
産
学
官
連
携
の
活
動
が
一
つ
形
に
な
っ
た
。
日
目
、
関
係
者
が
広

瀬
勝
貞
知
事
に
販
売
開
始
を
報
告
し
た
。

利
用
者
の
社
会
復
帰
後
押
し

A
K
シ
ス
テ
ム
と
九
州
先
端
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
ケ
ア
ク
ラ
ス
タl
推
進
機
街
、
大
分
大
学
が
開
発

商
品
を
共
同
開
発
し
た
の

は
、
A
K

シ
ス
テ
ム
と
九
州
先

端
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ

ア
ク
ラ
ス
タ
l

推
進
機
構
、
大

分
大
学
(
い
ず
れ
も
大
分
市
)

の
3

者
。
関
係
者
が
県
庁
を
訪

れ
、
開
発
経
緯
や
使
用
方
法
な

ど
を
説
明
し
た
。

「
こ
い
じ
ゃ
る
!
」
は
自
分

の
足
で
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
リ
ハ

ビ
リ
運
動
が
で
き
る
器
具
。
着

脱
式
で
既
存
の
車
い
す
に
取
り

付
け
ら
れ
る
。
足
を
動
か
す
機

会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
自
分

の
足
で
移
動
す
る
実
感
が
得
ら

れ
て
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
意
欲
を
高

め
る
効
果
が
期
待
で
き
、
利
用

者
の
自
立
・
社
会
復
帰
を
手
助

け
す
る
。

3

者
の
知
識
と
技
術
を
持
ち

寄
り
マ
安
全
・
簡
単
な
着
脱
式

マ
後
付
け
可
能
で
経
済
的
マ
快

適
な
乗
り
心
地l
に
ポ
イ
ン
ト

を
置
い
て
製
作
。
サ
イ
ズ
は
長

さ
m
m句
、
幅
幻
号
、
高
さ
仰
向
ン

O

県
内
や
福
岡
県
の
病
院
、
介
護

施
設
に
販
売
す
る
。

電
気
制
御
系
の
専
門
メ
ー
カ

ー

A
K
シ
ス
テ
ム
は
初
め
て
医

療
福
祉
分
野
に
参
入
。
宇
都
宮

修
二
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
技
術
が
他
分
野
に
活
用

で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
た
。

今
回
の
商
品
化
を
足
掛
か
り

に
、
今
後
も
よ
り
よ
い
商
品
を

継
続
し
て
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
青
荻
を
見
せ
る
。

県
は
東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ

レ
l

構
想
に
基
づ
き
、
県
内
企

業
に
よ
る
医
療
関
連
機
器
産
業

へ
の
新
規
参
入
や
製
品
開
発
な

ど
を
支
援
し
て
い
る
。
県
医
療

ロ
ボ
ッ
ト
・
機
器
産
業
協
議
会

の
医
療
関
連
機
器
研
究
開
発
補

助
を
活
用
し
て
の
商
品
化
は
本

件
で
6

例
目
。
現
在
、
進
行
し

て
い
る
研
究
案
件
も
数
多
く
あ

る
と
い
う
。
県
新
喜
素
振
興
室

は
「
連
携
の
橋
渡
し
役
と
し
て

取
り
組
み
を
支
援
し
、
県
内
の

医
療
関
連
機
器
喜
宋
の
裾
野
を

拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。
(
衣
笠
由
布
妃
)
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福
島
医
大
、
新
手
法
を
発
見

福
島
医
大
生
化
学
講
座
の
橋
本
康
弘
教
授
(
倒
)
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
口
日
ま
で
に
、
脳
や

脊
髄
の
周
囲
に
あ
る
体
液
「
脳
脊
髄
液
」
が
漏
れ
て
頭
痛
や
吐
き
気
を
引
き
起
こ
す
脳
脊
髄
液

漏
出
症
を
、
高
い
精
度
で
客
観
的
に
診
断
す
る
方
法
を
発
見
し
た
。
従
来
は
診
断
が
難
し
く
、

横
に
な
る
と
一
時
的
に
症
状
が
軽
減
す
る
た
め
周
囲
か
ら
「
怠
け
病
」
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も

多
か
っ
た
。
病
気
を
診
断
す
る
客
観
的
指
標
の
発
見
は
、
病
気
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い
潜
在
的

な
患
者
ら
の
救
済
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

液
中
の
タ
ン
パ
ク
質
に
注
目

橋
本
教
授
の
ほ
か
同
大
脳
神

経
外
科
学
講
座
の
村
上
友
太
博

士
(
お
)
、
生
化
学
講
座
の
星
京

香
博
士
(
却
)
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
で
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
(
A
M
E
D
)の
支
援
を
受

を質特
発が定
見増の
えタ
るン
こパ
とク

け
て
研
究
し
た
。
日
日
に
オ
ラ

ン
ダ
の
国
際
科
学
雑
誌
に
発
表

し
た
。
今
後
、
新
し
い
方
法
に

自 脳脊髄液漏出症脳の周
囲にある脳脊髄液が漏れて

減少することで起きる症状。脳が
下方向に沈降するために頭痛、固
まい、吐き気、耳鳴り、全身倦怠
(けんたLリ感などを引き起こす。
漏出の原因が不明な「特発性」と、
交通外傷(むち打ち症)など原因が
明らかなものとがある。

よ
る
自
動
分
析
装
置
の
開
発
を

目
指
す
。

研
究
で
は
、
脳
脊
髄
液
が
漏

れ
た
原
因
が
分
か
ら
な
い
「
特

発
性
」
の
病
気
を
対
象
と
し
た
。

漏
れ
が
あ
る
と
、
液
の
中
に
あ

る
タ
ン
パ
ク
質
「
脳
型
ト
ラ
ン

ス
フ
ェ
リ
ン
」
な
ど
が
増
え
る

こ
と
を
突
き
止
め
た
。

検
査
の
際
に
得
ら
れ
る
液
を

分
析
し
、
脳
型
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ

リ
ン
と
も
う
1

種
類
の
タ
ン
パ

ク
質
を
調
べ
れ
ば
、
見
逃
し
の

確
率
5
%
以
下
と
い
う
高
い
精 度

で
診
断
で
き
る
と
分
か
っ

た
。こ

れ
ま
で
の
診
断
は
磁
気
共

鳴
画
像
装
置(
M
R
I
)を使

っ
た
り
、
放
射
性
薬
剤
を
注
射

し
て
画
像
で
漏
れ
を
確
認
し
て

い
た
が
、
診
断
が
難
し
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
る
と
い
う
。

漏
出
部
分
に
患
者
自
身
の
血

液
を
注
射
し
て
凝
固
さ
せ
る

「
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
法
」
と
い

う
治
療
法
が
あ
り
、
橋
本
教
授

は
「
新
し
い
方
法
が
確
立
さ
れ

れ
ば
診
断
精
度
の
向
上
と
適
切

な
治
療
が
期
待
で
き
る
。
子
ど

も
の
患
者
や
外
傷
に
よ
る
患
者

に
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。福

島
民
友
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
刊
日
(
土
)

予
防
匡
療

山剛院長は「多くの先進国は4'"'-'

6歳で不活化ポリオワクチンの 5

回目の追加接種を実施し、免疫を

上げているが、日本は5回目が任

意接種のままになっている」と指

摘する。

「不活化ワクチンは時間の経過

とともに効果が減衰する。日本も

抗体価の長期維持のために5回目

の接種が必要。公費助成も考えて

ほしい」と松山さんは言う。

「今、現在もポリオウイルスが

圏内に持ち込まれている可能性が

ある」と松山さん。 r小学校入学

前に、麻疹(ましん)風疹混合ワ

クチンの定期接種とともに5回目

を打つのがいいJ と勧めている。

(共同通信)

ポリオワクチン

5 回目接種の勧め
かつて「小児まひJ と呼ばれた

ポリオはいまだに根絶できず、パ
キスタンやアフガニスタンで発生

が続いている。東京五輪・パラリ
ンピックに向けて入国者が急増中

の日本では、輸入感染症のーっと

して心配されている。

ポリオはウイルスが口から入

り、小腸の粘膜などで増殖し、発

症する病気。日本は2012年から不

活化ワクチンの定期接種を乳児期

に3回、 1 歳で 1 回の計4回実施

している。

ユーカリが丘アレルギーこども
クリニック(千葉県佐倉市)の松

|徳島新聞・朝刊|

感
染
症
リ
ス
ク
高
ま
る
日
本

2018年4月 108(火~
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て
ん
か
ん
治
療
副
作
用
半
減

理
研
な
ど
遺
伝
子
検
査
で
薬
選
択

服
用
し
た
患
者
の3
・
4
1
5

.
1
%
で
皮
膚
や
粘
膜
な
ど
の

発
疹
の
副
作
用
が
起
き
て
い

る
。
重
症
化
し
、
死
亡
す
る
患

者
も
い
る
。

理
研
と
圏
内
部
病
院
な
ど

の
チ
l

ム
は
2
0
1
2

年
1

月
か
ら
凶
年
日
月
ま
で
の
聞

に
、
て
ん
か
ん
患
者11
3
0

人
に
遺
伝
子
検
査
を
実
施
。
特

遺
伝
子
検
査
に
基
づ
い
て
治

一
療
薬
を
選
摂
す
る
こ
と
で
、
て

一
ん
か
ん
薬
の
副
作
用
で
起
こ
る

一
発
疹
を
半
減
す
る
こ
と
が
で
き

一
た
と
す
る
研
究
結
果
を
、
理
化

学
研
究
所
な
ど
の
チl
ム
が
発

表
し
た
。

て
ん
か
ん
治
療
薬
カ
ル
パ
マ

ゼ
ピ
ン
は
広
く
使
わ
れ
て
い
る

が
、
一
部
の
調
査
に
よ
る
と
、

-日・lEp� 
匹=司l
胃司l
EZ! 
E亙l
f主~I 
E三弓l

即
治
験

慶応大

圏
内
初

動
物
実
験
経
ず

慶
応
大
医
学
部
の
チ
l

ム
は
沼
田
、
進
行
性
の

難
聴
を
引
き
起
こ
す
遺
伝
性
の
難
病
「
ベ
ン
ド
レ

ッ
ド
症
候
群
」
に
効
果
の
あ
る
薬
を

i
p
S

細
胞

(
人
工
多
能
性
幹
細
胞
)
を
使
い
既
存
薬
か
ら
発

見
し
、
有
効
性
を
確
認
す
る
動
物
実
験
を
経
ず
来

月
か
ら
治
験
を
始
め
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
難
病

は
実
験
用
の
動
物
を
作
る
こ
と
が
難
し
く
、
既
存

薬
の
た
め
安
全
性
も
問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
。

i
p
S

細
胞
を
使
っ
た
創
薬
で
動
物
実
験
を
行
わ

ず
治
験
を
行
う
の
は
圏
内
で
初
め
て
。

【
荒
木
涼
子
】

創
薬
研
究
で
は
患
者
の

疾
患
と
同
様
の
病
態
を

持
つ
マ
ウ
ス
を
遺
伝
子
操

作
な
ど
で
作
り
、
動
物
実 験

で
有
効
性
を
確
認
す
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

ベ
ン
ド
レ
ッ
ド
症
候
群
の

よ
う
に
マ
ウ
ス
を
作
れ

ず
研
究
か
進
み
に
く
い
疾

患
も
少
な
く
な
い
。
i
p

S

細
胞
で
有
効
性
を
確
認

し
動
物
実
験
を
せ
ず
治

⑨ ~ 

験
に
入
る
手
法
が
確
立
す

れ
ば
、
他
の
疾
患
の
治
療

開
発
に
も
影
響
を
与
え
そ

う
だ
。

iPS細胞を
作製

悶
#/ 

効果のある薬
を発見・開発

+ 

~ 

4砂

患者のJ1n液から
級胞を採取

気 y

o;ょo
� ..... � 
内ã細胞に
分化させ

複数の薬をテスト

おム

i
p
S

を
使
っ
た
創
薬
の
イ
メ
ー
ジ

定
の
型
の
遺
伝
子
を
も
っ1
9

8

人
は
カ
ル
パ
マ
ゼ
ピ
ン
と
は

別
の
治
療
薬
を
、
残
り
の
患
者

は
カ
ル
パ
マ
ゼ
ピ
ン
を
使
用
し

た
そ
の
結
果
、
追
跡
し
た8
週

間
に
発
疹
を
発
症
し
た
の
は
全

体
の
2
%
の
お
人
だ
っ
た
。
遺

伝
子
検
査
を
せ
ず
こ
の
薬
を
投

与
し
て
い
た
調
査
の
デl
タ
と

比
較
す
る
と
、
発
症
率
を4
1

m
%
減
少
さ
せ
た
。

理
研
の
チl
ム
は
日
年
、
こ

の
遺
伝
子
を
も
っ
日
本
人
患
者

は
も
た
な
い
患
者
に
比
べ
、
カ

ル
パ
マ
ゼ
ピ
ン
の
副
作
用
の
発

疹
が9
・
5

倍
起
こ
り
ゃ
す
い

こ
と
を
報
告
し
て
い
た
。
理
研

の
起
酢
一
君
献
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
「
診
断
薬
を
開
発

96 

し
、
保
険
収
載
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

畠-r

扇E

官
児
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
悶
日
(
火
)

治
験
に
使
う
の
は
免
痘
た
ん
ぱ
く
買
が
蓄
積
し
て
抑
制
剤
と
し
て
投
与
す
験
は

5

月
か
ら
慶
応
大
病

抑
制
剤
「
シ
ロ
リ
ム
ス
正
常
な
細
胞
が
死
に
、
難
る
量
の
叩
分
の
1

の
量
で
院
で
7

歳
以
上
の
患
者
同

錠
」
。
岡
野
栄
之
教
授
(
生
聴
が
進
行
す
る
こ
と
を
突
効
果
が
期
待
で
き
る
と
人
に
行
う
予
定
だ
。

理
学
)
ら
の
チl
ム
は
ま
き
と
め
た
。
い
う
。

i
p
S

細
胞
を
使
い
動

ず
患
者
の
血
液
の
細
胞
か
そ
の
内
耳
細
胞
に
約
加
ペ
ン
ド
レ
ッ
ド
症
候
群
物
実
験
を
経
た
創
薬
の
治

ら
i
p
S

細
胞
を
作
り
、
種
類
の
既
存
薬
の
成
分
の
圏
内
の
患
者
数
は
約

4

験
で
は
、
京
都
大
の
チl

一

内
耳
の
細
胞
に
分
化
さ
せ
を
加
え
、
シ
ロ
リ
ム
ス
に
0
0
0

人
。
生
活
に
支
障
ム
が
昨
年
目
月
か
ら
骨
の
一

て
疾
患
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
細
胞
死
を
抑
え
る
効
果
が
が
出
る
ほ
ど
の
め
ま
い
も
難
病
患
者
に
実
施
し
て
い
一

研
究
。
細
胞
内
に
異
常
な
あ
る
こ
と
も
発
見
。
免
疫
引
き
起
こ
す
疾
患
で
、
治
る
。
一

0
0
0

種
類
を
超
え
る
候

補
薬
を
実
験
に
使
う
こ
と

も
少
な
く
な
い
。ip
s

細
胞
を
使
え
ば
動
物
実
験
一

よ
り
時
間
を
大
幅
に
短
縮
一

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
た
だ
、
既
存
薬
の
成

分
を
使
う
と
し
て
も
、
適

正
な
使
用
量
な
ど
患
者
へ

の
安
全
性
の
確
認
は
慎
重

に
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
一

う
。
【
荒
木
涼
子
】

再
現
困
難
な
難
病
に
道

恥
恥
劃
J
S

細
胞

一
解
説
一

戸
川
市
直
哩
を
便
っ
た
研
究

は
移
植
な
ど
再
生
医
療
が

注
目
を
集
め
が
ち
だ
が
、

患
者
のi
p
S

細
胞
か
ら

疾
患
の
原
因
と
な
る
細
胞

や
組
織
を
作
り
出
し
治
療

薬
を
探
る
創
薬
研
究
も
大

き
な
期
待
が
か
か
る
分
野

だ
。
動
物
実
験
が
難
し
い

疾
患
も
、i
p
S

細
胞
を

使
い
動
物
実
験
を
経
ず
に 治

験
に
入
る
こ
と
が
一
般

化
す
れ
ば
、
治
療
法
が
見

つ
か
ら
ず
苦
し
ん
で
き
た

難
病
患
者
ら
に
と
っ
て
朗

報
と
な
る
。

「
ペ
ン
ド
レ
ッ
ド
症
候

群
」
の
治
療
研
究
が
こ
れ

ま
で
難
し
か
っ
た
理
由
は

二
つ
。
一
つ
は
、
遺
伝
子

操
作
の
ネ
ズ
ミ
で
人
と
同

様
の
進
行
性
難
聴
の
病
態

を
再
現
す
る
こ
と
が
難
し か

っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ

は
、
原
因
と
な
る
内
耳
細

胞
を
患
者
か
ち
取
り
出
す

こ
と
も
難
し
く
、
患
者
の

細
胞
を
使
い
研
究
す
る
こ

と
が
困
難
だ
っ
た
こ
と

だ
。
患
者
のi
p
S

細
胞

を
使
え
ば
疾
患
の
特
性
を

持
っ
た
細
胞
を
作
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

既
存
薬
か
ら
有
効
な
成

分
を
見
つ
け
る
に
は
、
ー

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
白
日
(
火
)
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l 難病「ギラン jバレー症候行群」γ I 

8

ギ
ラ
ン
・
パ
レ1
症
候
群
筋
肉
毒
か
す
連
警
経
の

宿
留
置
害
の
た
め
、
急
に
手
や
足
に
力
が
入
ら
な
く
な
る
病
気
。

日
本
で
は
摩
生
労
働
省
の
指
定
難
病
の
一
つ
。
詳
し
い
原
因
は
不
明

だ
が
、
感
染
症
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
免
疫
の
シ
ス
テ
ム
が
異

常
を
き
た
し
、
神
経
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
回
復
す
る
ケ
!
ス
も
あ
る
が
、
呼
吸
困
難
を
伴
う
重

症
の
場
合
、1
年
以
上
た
っ
て
も
回
複
せ
ず
手
足
に
障
害
が
残
る
こ

と
を
め
る
。
女
優
の
大
原
悪
玉
」
ん
(
故
]
八
)
も
か
か
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

千
葉
大
病
院

臨
床
で
確
認

9

割
歩
行
可
能
に

手
足
の
し
び
れ
が
急
速
に
進
行
し
、
呼
吸
困
難
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
難
病
「
ギ
ラ
ン
・
パ
レ

l

症
候
群
」
で
、

千
葉
大
学
医
学
部
付
属
病
院
(
千
葉
市
中
央
区
)
は
、
約
お

年
ぶ
り
の
新
し
い
治
療
方
法
と
し
て
有
力
な
薬
を
見
つ
け
た

と
発
表
し
た
。
全
国
日
病
院
で
重
症
患
者
に
行
っ
た
臨
床
試

験
の
結
果
、
約9
割
が
半
年
後
に
は
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、

約
7

割
が
走
れ
る
ま
で
に
回
復
し
た
と
い
う
。
従
来
の
薬
で

は
1

年
後
に
歩
け
る
よ
う
に
な
る
割
合
が
8

割
ほ
ど
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
重
症
化
を
防
い
だ
り
、
治
療
期
間
の
短
縮
に

つ
な
が
る
成
果
で
、
千
葉
大
病
院
は
保
険
適
用
の
治
療
と
し

て
の
国
の
承
認
を
目
指
す
。

幻
日
に
県
庁
で
記
者
会
見
し

た
同
病
院
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
治
療
方
法
は
患
者
の
血

液
を
取
り
出
し
て
ろ
過
レ
、
再

び
戻
す
方
法
に
加
え
、1
9
9

2

年
に
有
効
性
が
確
認
さ
れ

た
従
来
の
治
療
薬
「
グ
ロ
プ
リ

ン
」
が
中
心
。
同
薬
が
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
ギ
ラ ン

・
パ
レl
症
候
群
は
、
全
国

で
の
新
規
発
症
者
が
年
間
約1

4
0
0

人
に
上
る
と
推
定
さ

れ
、
人
工
呼
吸
器
が
必
要
に
な

る
ケ
l

ス
も
依
然
約
お
%
を
占

め
る
。

同
症
候
群
は
、
本
来
は
病
原

体
か
ら
身
を
守
る
は
ず
の
免

疫
機
能
が
何
ら
か
の
原
因
で

院
の
桑
原
聡
教
授
(
回
)
リ
神
経
適
用
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が

暴
走
し
、
生
み
出
さ
れ
た
「
抗
よ
う
に
な
っ
た
の
が
柁
%
で
、
内
斜
学

H

は
「
臨
床
研
究
を
さ
あ
る
と
い
う
。
研
究
成
果
は
英

体
」
が
、
血
中
の
タ
ン
パ
ク
質
走
れ
た
の
は
四
%
に
と
ど
ま
っ
ら
に
進
め
、
国
際
標
準
治
療
に
医
学
誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
・
ニ
ュ

を
活
性
化
し
て
神
経
を
傷
つ
け
た
。
も
し
た
い
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

l

ロ
ロ
ジ
l

」
の
電
子
版
に
幻

る
こ
と
で
発
症
す
る
と
さ
れ
研
究
リ
ー
ダ
ー
で
千
葉
大
病
順
調
な
ら
3
1
4

年
後
に
保
険
日
付
で
掲
載
さ
れ
た
。

る
。今

回
、
有
力
だ
と
判
断
し
た
主
白
色

2
s

崎
、
，
日

H
Z

￥
a

、
J

」A
3

士
芋
白
色
芝
t
k
J

、
一
J
N
U
U
7
1司

T
'
J量
王

新
た
な
薬
「
エ
ク
リ
ズ
マ
プ
」

H
4
.ゴ
4
5
Jん

b
-
盟
ハ
会
T
6
.
ゴ
U
F

は
、
抗
体
が
タ
ン
パ
ク
質
を
活
ー

時
間
抗
措
日
目
ト
明
尽
佐
渡
・
四
街
道
市
長
「
大
変
喜
ば
し
い
」

臨
床
試
験
は2
0
1
5

年
8

難
病
ギ
ラ
ン
・
バ
レl
症
候
治
療
方
法
が
で
き
る
の
は
大
変
と
指
摘
。

月
か
ら
同
年
叩
月
ま
で
、
千
葉
群
で
、
千
葉
大
学
付
属
病
院
が
喜
ば
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
退
院
で
き
た
場
合
で
も
生
活

大
病
院
の
ほ
か
、
東
大
病
院
や
新
た
な
治
療
薬
の
有
効
性
を
研
究
成
果
を
歓
迎
し
た
。
面
玄
文
障
が
多
い
と
し
て
、
後

北
里
大
病
院
な
ど
ロ
病
院
の
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、
患
者
一
方
、
同
症
候
群
の
患
者
の
遺
症
に
悩
む
串
著
の
た
め
に
、

協
力
も
得
て
実
施
。
新
た
な
薬
か
ら
は
期
待
や
研
究
の
一
一
層
会
(
事
務
局
・
東
京
都
板
橋
区
)
壊
れ
た
神
経
を
再
生
さ
せ
る
研

を
使
っ
た
お
人
の
重
症
患
者
の
充
実
を
求
め
る
声
が
上
が
つ
の
上
田
肇
会
長
(
日
)
は
「
(
症
究
の
充
実
も
求
め
た
。

で
確
か
め
た
。
半
年
後
の
状
況
た
。
状
が
急
速
に
進
行
す
る
)
急
性

を
比
べ
る
と
、
新
た
な
薬
で
は
大
学
生
の
時
に
同
症
候
群
を
期
の
患
者
の
重
症
化
を
抑
え
る

位
%
が
歩
け
る
ま
で
回
復
。
日
発
症
し
た
と
い
う
四
街
道
市
の
こ
と
が
期
待
で
き
る
」
と
し
た

%
が
「
後
遺
症
な
し
」
と
評
価
佐
渡
斉
市
長
(
倒
)
は
千
葉
日
上
で
「
足
の
回
復
具
合
で
(
新

で
き
る
走
れ
る
状
態
に
な
っ
報
社
の
取
材
に
「
学
生
時
代
に
た
な
薬
を
)
評
価
し
て
い
る
が
、

た
。
一
方
、
従
来
の
薬
の
み
(
別
苦
し
い
思
い
を
し
、
今
で
も
後
走
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
腕
に

の
重
症
患
者
日
人
)
は
歩
け
る
遺
症
が
残
っ
て
い
る
。
新
た
な
後
遺
症
が
残
る
場
合
も
あ
る
」
千
葉
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
白
日
(
火
)

医
薬
品
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医
師
へ
の
相
談
の
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。
が
ん
な
ら
な
お

さ
ら
だ
。
横
浜
市
立
大
学
付

属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

(
横
浜
市
)
は
2
0
1
7

年

叩
月
、
が
ん
患
者
向
け
に
抗

が
ん
剤
や
日
常
の
相
談
な

ど
を
薬
剤
師
が
受
け
付
け

る
「
薬
剤
師
外
来
」
を
設

置
。
「
生
け
花
の
教
室
に
参

医療・介護

加
し
た
い
」
な
ど
細
か
な
ニ

ー
ズ
に
医
師
と
連
携
し
て

対
応
し
、
患
者
の
ク
オ
リ
テ

ィ

l

・
オ
プ
・
ラ
イ
フ
(
生

活
の
質
)
向
上
に
つ
な
げ

る
。「2

週
間
後
に
音
楽
の
ラ

イ
ブ
に
行
き
た
い
け
ど
、
大

丈
夫
か
な
」
。
患
者
か
ら
質

問
が
飛
ぶ
と
「
そ
う
で
す

横浜市立大学付属市民総合医療センター(神奈川県)

介剤の師複りは での院すの察 る枠と師る機 で師てで弱聞か
入師流にがを診こき診しるみのも。をは外が関薬のがお、く後
す外れ確あし察れる察てが医順う 持独来、は剤一応き抗なだわ
る来だ認った後ま。前採、師番ひ っ立は同近明コじま生るとか
このつをたうにで に血 2 のだと 貞し医セ年外マるし習か少り
と場たす場え患聞 かし回診。つ l た師ン増来だ。ょをもしま
で合。る合引者セ かた目察初の で専のタ加を。薬ぅ主し薬し

ま量品怒さ費量タ 雪賞最警房審 答思議ゐ宮号 器三宅延易宍
り前を通にのき l と医は実卦は が予事薬に医 外薬出いき 2
完に薬害医重取で が師来施察診 あ約豹菊あ療 来剤しのが週
ょうをち言くい漏分対 と・る成「一一
うち医、わな。れのしがい薬」度<施設概要〉
だよ師自れる「な聖て&う学(の i マ所在地 横浜市南区浦舟町 4 の57

0 すに分 2 か治く望も塁。博薬高 i マ電話番号 045 ・ 261 ・ 5656
る伝が EE も療宰や、者 士剤い i マ職員数 薬剤部40人、看護部 2 人で外!
ケえや枯し期 λ 状多が )部処.

l るり嵐れ閉ま況く導 効の方 j 来に対応
スのたがながあをの内 果徳筆:マ概要 地域型の医療機関として岡市 i
がにい先い少は正場医 が丸が i 金沢区の横浜市大付属病院と i
多ちこに」し難確合と あ隼で! 役割分担
いゆと立と長しに自相 る平き」一一一

がん患者に「薬剤師外来」

医
薬
品

薬
剤
師
外
来
で
は1
人
あ
ん
。
医
療
と
薬
剤
の
進
歩

た
り
叩
分
前
後
の
相
談
で
も
で
、
今
後
は
社
会
生
活
を
し

「
生
け
花
の
教
室
に
参
加
し
な
が
ら
治
療
す
る
「
な
が

た
い
か
ら
、
手
先
の
し
び
れ
ら
」
通
院
の
増
加
が
見
込
ま

が
出
る
と
困
る
」
な
ど
、
患
れ
、
薬
剤
師
外
来
の
存
在
感

者
は
少
し
ず
つ
や
り
た
い
こ
が
増
す
こ
と
が
も
予
想
さ
れ

と
を
話
し
て
く
れ
る
。
同
セ
る
。

ン
タ
l

は
が
ん
患
者
向
け
の
同
セ
ン
タ
ー
は
現
在
週
3

看
護
外
来
も
設
置
し
て
お
日
の
薬
剤
師
外
来
を
拡
大
す

り
、
例
え
ば
女
性
用
か
つ
ら
る
方
針
。
乳
腺
制
と
胃
が
ん

(
ウ
イ
ッ
グ
)
の
悩
み
や
心
系
に
限
定
し
て
い
る
対
象
も

理
的
な
相
談
の
場
合
は
看
護
広
げ
る
考
え
で
、
課
題
に
な

外
来
に
つ
な
ぐ
な
ど
連
携
が
る
の
は
対
応
で
き
る
薬
剤
師

で
き
る
の
も
強
み
だ
。
の
育
成
だ
。
「
こ
の
質
問
に

医
師
か
ら
は
「
薬
剤
師
外
は
こ
う
返
す
」
な
ど
の
ノ
ウ

来
で1
度
話
し
た
あ
と
で
来
ハ
ウ
の
蓄
積
を
進
め
、
対
応

る
の
で
、
不
安
の
ポ
イ
ン
ト
で
き
る
症
例
を
増
や
し
て
い

な
ど
が
す
っ
き
り
し
て
お
り
く
。

説
明
が
し
や
す
い
」
な
ど
感

謝
す
る
声
が
多
い
と
い
う
。

患
者
に
と
っ
て
も
「
『
病
院

内
で
自
分
の
情
報
が
共
有

さ
れ
て
い
る
』
と
い
う
感
覚

が
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
(
橋
本
真
也
・
薬
剤

部
長
)
と
効
果
を
分
析
す

る
。2

人
に1
人
が
擢
患
(
り

か
ん
)
す
る
と
言
わ
れ
る
が

(
松
川
文
平
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
5

日
(
木
)

近
大
と
ス
ギ
薬
局
提
携

薬
剤
師
育
成
な
ど

近
畿
大
と
ス
ギ
ホl
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
傘
下
の
ス
ギ
薬
局
は
却

日
、
薬
剤
師
の
育
成
な
ど
で
包

括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
と
発
表

し
た
。
高
齢
化
で
在
宅
医
療
が

増
え
る
な
か
、
服
薬
指
導
が
で

き
る
薬
剤
師
の
ニl
ズ
が
高
ま

っ
て
お
り
、
協
力
し
て
人
材
を

育
て
る
。

ス
ギ
薬
局
の
薬
剤
師
が
大

学
院
の
博
士
課
程
で
学
ん
だ

り
、
学
生
が
実
務
を
研
修
し

た
り
す
る
ほ
か
、
薬
剤
師
や
大

学
教
員
を
相
互
に
派
遣
し
て

そ
れ
ぞ
れ
講
義
な
ど
を
担
当

す
る
。

ス
ギ
薬
局
は
関
西
や
中
部
地

方
を
中
心
に
約1
1
0
0

店
を

展
開
す
る
。

読

売
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
引
日
(
土
)
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後発薬普及ヘ重点10地域

使
用
率
低
い
東
京
・
徳
島
な
ど

医
療
費
抑
制
テ

厚
生
労
働
省
は
価
格
が
割
安
な
後
発
医
薬
品
の
利
用
を
促
す
た
め
、
特
に
普
及
率
が

低
い
都
道
府
県
を
指
定
し
て
改
善
を
促
す
。
夏
ご
ろ
ま
で
に
東
京
な
ど
叩
の
自
治
体
を

指
定
す
る
見
通
し
だ
。
指
定
さ
れ
た
自
治
体
に
は
医
療
機
関
へ
の
働
き
か
け
や
、
製
品

の
啓
発
な
ど
を
求
め
る
。
地
域
を
選
ん
で
重
点
的
に
テ
コ
入
れ
す
る
こ
と
で
、
医
療
費

削
減
の
切
り
札
の
一
つ
で
あ
る
後
発
薬
の
さ
ら
な
る
普
及
を
め
ざ
す
。

厚
労
省
、
今
夏
に
も
指
定
後
発
薬
は
特
許
が
切
れ
た

新
薬
の
成
分
を
使
っ
て
開
発

す
る
薬
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
と
も
呼
ば
れ
る
。
価

格
は
通
常
の
新
薬
に
比
べ
て

半
額
か
そ
れ
以
下
の
場
合
も

あ
り
割
安
だ
。
膨
張
し
続
け

る
医
療
費
の
う
ち
、
特
に
伸

び
が
大
き
い
薬
剤
費
の
増
加

を
抑
え
る
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

使
用
率
は
印
%
台
ま
で
高

ま
っ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
拡

大
を
め
ざ
す
た
め
、
厚
労
省

09 

(出所)厚生労働省の
資料から作成

た・
え

超を割au 
+
品率用使の薬発後

即
%
m

20 17 15 13 11 

40 

30 
2005年 07

50 

後発薬使用事の
上位・下位5県

eo~年度末〕
単位%

上位5県

1 沖縄 79. 9 

2 鹿児島 76. 5 

3 岩手 75. 1 

4 宮崎 73. 9 

5 島根 73.4 

(出所)厚生労働
省の資料から作
成

下位5県

43 和歌山 65.0 

44 東京 64. 1 

45 高知 63. 5 

46 山梨 61. 6 

47 徳島 59. 1 

コ
入
れ

は
地
域
ご
と
の
普
及
の
濃
淡

を
考
え
た
対
策
に
乗
り
出

す
。
現
在
は
、
1
人
当
た
り

の
県
民
所
得
や
普
及
に
向
け

た
取
り
組
み
の
温
度
差
な
ど

に
よ
っ
て
都
道
府
県
ご
と
に

差
が
出
て
い
る
。

厚
労
省
は
特
に
使
用
率
が

低
い
ほ
か
、
人
円
が
多
く
医

薬
品
の
使
用
量
も
大
き
い
地

域
な
ど
を
中
心
に
、
夏
ご
ろ

ま
で
に
叩
の
自
治
体
を
指
定

す
る
。
東
京
や
大
阪
、
神
奈

川
の
ほ
か
、
全
国
で
唯
一ω

%
を
切
る
徳
島
な
ど
が
候
補

に
な
っ
て
い
る
。

指
定
を
受
け
た
自
治
体

は
、
後
発
薬
の
使
用
率
が
低

い
背
景
な
ど
を
分
析
し
て
対

策
を
講
じ
る
。

例
え
ば
、
同
じ
地
域
で
も

病
院
に
よ
っ
て
認
識
に
違
い

が
あ
る
。
自
治
体
の
担
当
者

が
病
院
を
直
接
、
訪
問
し
た

り
文
書
で
働
き
か
け
た
り
す

る
。後

発
薬
は
割
安
だ
が
、
中

高
年
の
医
師
の
聞
な
ど
で
信

頼
性
を
懸
念
す
る
人
も
い
る

と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
場
合

に
は
、
後
発
薬
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
る
病
院
や
薬
局

の
事
例
紹
介
や
、
製
造
工
場

を
見
学
す
る
企
画
な
ど
を
検

討
す
る
。
自
治
体
が
医
師
や

薬
剤
師
と
連
携
し
て
取
り
組

め
る
仕
組
み
を
促
す
。

先
発
薬
か
ら
後
発
薬
へ
の

切
り
替
え
に
よ
り
、
厚
労
省

は
2
0
1
7
年
度
の
医
療
費

を
約
1
兆
3
千
億
円
抑
制
で

き
た
と
推
計
し
て
い
る
。
全

体
で
羽
兆
円
強
の
医
療
費
を

約
3
%
減
ら
せ
た
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
に
後
発
品
へ
の
シ

フ
ト
を
め
ざ
す
。

「
飢
%
」
目
標
め
ざ
し
追
加
策
も

厚
生
労
働
省
が
後
発
医
薬

品
で
重
点
地
域
の
指
定
に
乗

り
出
す
の
は
さ
ら
に
普
及
を

後
押
し
す
る
た
め
だ
が
、
強

制
力
が
あ
る
も
の
で
は
な

い
。
十
分
な
効
果
が
出
て
こ

な
い
場
合
は
、
追
加
の
対
策

が
必
要
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。厚

労
省
は
2
0
1
3
年
に

後
発
薬
の
利
用
促
進
の
工
程

表
を
策
定
し
た
。
利
用
が
多

い
薬
局
へ
の
報
酬
を
増
や
す

と
い
っ
た
施
策
を
導
入
し
、

使
用
率
は
2
0
0
0
年
代
の

医
薬
品

初
%
台
か
ら
大
幅
に
上
昇
し

た
。
直
近
で
は
印
%
台
に
達

し
た
が
、
政
府
の
目
標
は
却

年
9

月
ま
で
に
即
%
だ
。

後
発
薬
の
使
用
促
進
で
は

さ
ら
に
「
奥
の
手
」
も
あ
る
。

診
療
報
酬
に
差
を
付
け
る
こ

と
だ
。
原
則
は
全
国
一
律
だ

が
、
一
定
の
手
続
き
を
と
れ

ば
都
道
府
県
ご
と
に
報
酬
を

設
定
で
き
る
。
例
え
ば
、
後

発
薬
の
使
用
率
が
低
い
病
院

や
薬
局
へ
の
報
酬
を
引
き
下

げ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

こ
の
場
合
、
医
療
関
係
者

か
ら
反
発
を
招
く
可
能
性
が

あ
る
が
、
一
部
の
自
治
体
で

は
「
最
後
の
切
り
札
に
は
な

り
得
る
」
と
の
声
も
あ
る
。

医
療
費
削
減
は
自
治
体
に
と

っ
て
も
避
け
ら
れ
な
い
課

題
。
厚
労
省
が
強
い
姿
勢
を

打
ち
出
す
こ
と
で
自
治
体
で

も
様
々
な
検
討
が
進
み
そ
-
つ

だ
。日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
6

日
(
金
)
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医
療
費
保
険
負
担

自
動
抑
制
を
提
案

財
務
省
後
期
高
齢
者
「2
割
」
も

期
務
省
は
お
日
の
尉
政
制
度

等
審
議
会
(
財
政
審
)
で
、
経

済
状
視
な
ど
に
応
じ
て
医
療
保

険
で
賄
う
医
療
費
の
範
囲
を
自

動
的
に
調
整
す
る
仕
組
み
の
導

入
を
初
め
て
提
案
し
た
。
九
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
が
窓
口
で

負
担
す
る
割
合
を
医
療
費
の
2

割
に
上
げ
る
こ
と
も
提
言
。
6

月
に
ま
と
め
る
新
た
な
財
政
再

建
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
考
え

だ
が
、
負
担
増
へ
の
反
発
も
予

厚
生
労
働
省
は
全
国
に
4
0
0

以
上
あ
る
が
ん
治
療
の
拠
点
病

院
の
指
定
要
件
を
改
め
る
。
大
部
分
が
指
定
の
更
新
期
を
迎
え
る

2
0
1
9

年
度
か
ら
実
施
す
る
。
免
疫
治
療
な
ど
の
自
由
診
療
を

事
実
上
、
制
限
す
る
ほ
か
、
拠
点
聞
の
格
差
を
踏
ま
え
た
新
分
類

も
導
入
す
る
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
、
一
定
水
準
の
が

ん
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
拠
点
病
院
の
目
標
だ

が
、
達
成
は
容
易
で
は
な
い
。

公的保院で賄う医疲賓の値目を卿制するイメージ
財務省の提案

想
さ
れ
る
。

剤
、
放
射
線
に
続
く
「
第
4

の

治
療
」
と
呼
ば
れ
る
免
疫
療
法

の
事
実k
の
規
制
強
化
だ
。
保

険
適
応
外
の
免
疫
療
法
は
、
原

則
と
し
て
薬
事
承
認
を
目
的
と

し
た
治
験
や
法
律
に
基
づ
く
臨

床
研
究
と
す
る
。

地
域
連
携
拠
点
の
国
立
病
院

機
構
鹿
児
島
医
療
セ
ン
タ
ー
が

保隣料と公費で負担

抑制

医
療
費
は
現
在
、
患
者
の
窓

口
で
の
支
払
い
と
保
険
制
、
国

や
自
治
体
の
支
出
(
公
費
)
で

賄
わ
れ
て
い
る
。
自
動
調
整
の

住
組
み
は
、
高
齢
化
の
進
展
で

医
療
費
が
増
え
た
揚
合
、
保
険

で
賄
う
割
合
を
経
済
状
況
な
ど

を
考
躍
し
た
一
定
の
ルi
ル
に

基
づ
い
て
自
動
的
に
引
き
下

げ
、
保
険
料
や
公
費
の
負
担
が

急
増
し
な
い
よ
う
に
す
る
も
の

だ
。
し
か
し
、
そ
の
分
、
患
者

の
自
己
負
担
が
上
が
る
た
め
、

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

患
者
の
窓
口
負
担
を
め
ぐ
っ

厚
労
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
昨

年
4
1
8

月
に
同
セ
ン
タ
ー
を

合
む
悩
施
設
で
保
険
適
応
外
の

免
疫
療
法
を
し
て
い
た
。

「
民
間
で
は
凶
年
以
上
も
免

疫
療
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の

に
、
い
ま
さ
ら
何
を
問
題
と
し

て
い
る
の
か
」
。
米
国
シ
カ
ゴ

大
学
の
中
村
祐
輔
教
授
は
あ
き

て
は
、
現
在
は
医
療
費
の
原
則

1

割
に
な
っ
て
い
る
後
期
高
齢

者
の
負
担
割
合
を2
割
に
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
と
し
た
。
「
団

塊
の
世
代
」
が
後
期
高
齢
者
に

な
り
、
医
療
費
の
急
増
が
見
込

ま
れ
る2
0
2
2

年
ま
で
に
導

入
し
た
い
考
え
だ
。
い
ま
も
一

定
の
所
得
水
準
を
超
え
る
後
期

高
齢
者
は
、
現
役
世
代
と
同
じ

よ
う
に
医
療
費
の3
割
を
窓
口

で
負
担
し
て
い
る
が
、
こ
の
対

象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
も
求
め

て
い
る
。

邸
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い

づ
き
免
疫
療
法
を
適
切
に
提
供

で
き
て
い
た
は
ず
だ
と
み
る
。

全
国
が
ん
患
者
団
体
連
合
会

の
天
野
慎
介
理
事
長
は
「
わ
ら

に
も
す
が
る
思
い
の
患
者
に
自

由
診
療
で
詐
欺
に
近
い
治
療
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
」
と

指
摘
。
拠
点
で
「
臨
床
研
究
を

し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
」
と 指

定
要
件
に
も
な
っ
た
。
出
張

相
談
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ

ま
で
で
き
る
の
は
ま
れ
だ
。

厚
労
省
も
「
格
差
」
の
存
在

を
認
め
、
凶
年
度
の
指
定
か
ら

拠
点
病
院
の
分
類
を
増
や
す
。

地
域
連
携
拠
点
病
院
の
上
位
の

「
地
域
が
ん
中
核
拠
点
病
院
」

と
、
指
定
取
り
消
し
候
補
と
も

100 

て
は
、
所
得
だ
け
で
な
く
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
て
金
融
資

産
の
保
有
状
視
を
把
握
し
、
そ

の
負
担
能
力
に
応
じ
て
窓
口
負

担
を
増
や
す
べ
き
だ
と
し
た
。

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を

原
則2
割
に
す
る
見
直
し
は
こ

れ
ま
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た

が
、
国
会
議
員
や
医
療
界
の
反

発
が
強
く
、
実
現
し
て
い
な
い
。

新
た
に
提
案
し
た
自
動
調
整
の

仕
組
み
に
つ
い
て
も
厚
生
労
働

省
な
ど
が
導
入
に
慎
重
な
姿
勢

を
示
し
、
実
現
で
き
る
か
ど
う

か
は
不
透
明
だ
。
(
笹
井
継
夫
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
羽
田
(
木
)

と
も
い
わ
れ
る
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
の
西
田
俊

朗
病
院
長
は
「
競
争
原
理
が
入

り
医
療
水
準
を
底
上
げ
で
き

る
」
と
み
る
が
、
厳
し
す
ぎ
れ

ば
指
定
を
返
上
す
る
病
院
も
出

る
だ
ろ
う
。
医
療
過
疎
地
な
ど
、

頼
れ
る
病
院
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
絞
ら
れ
る
懸
念
も
あ
る
。
同
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却
代
の
男
性
会
社
員
は
区
の

健
康
診
断
で
実
施
し
た
検
便
で

潜
血
反
応
が
見
つ
か
り
、
「
要

精
密
検
査
」
と
な
っ
た
。
区
が

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
自
宅
近
く

の
小
さ
な
病
院
に
相
談
し
、
良

性
ポ
リl
プ
と
わ
か
っ
た
が
、

が
ん
で
転
移
も
確
認
さ
れ
て
い

た
ら
、
よ
り
高
度
な
検
査
や
治

療
が
必
要
だ
っ
た
。
診
療
実
績

が
豊
富
な
、
地
域
の
比
較
的
大

き
な
病
院
を
紹
介
さ
れ
て
い
た

は
ず
だ
。
そ
こ
で
も
手
に
負
え

な
け
れ
ば
、
都
道
府
県
に
1

つ

程
度
の
よ
り
高
度
な
治
療
が
可

能
な
病
院
に
行
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
場
合
の
「
地
域
の
比
較

的
大
き
な
病
院
」
が
、
市
や
郡

に
1

つ
程
度
あ
る
「
地
域
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
」
に
あ
た

る
。
都
道
府
県
に1
つ
程
度
整

備
さ
れ
て
い
る
の
が
「
都
道
府

県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

だ
。
国
が
指
定
し
、
補
助
金
や

保
険
点
数
の
加
算
が
あ
る
。

規
制
に
批
判
も

拠
点
病
院
の
目
的
は
日
本
人

に
多
い
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
肝

臓
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん

な
ど
に
つ
い
て
全
国
ど
こ
で
も

同
水
準
の
良
質
な
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
い

わ
ゆ
る
「
均
て
ん
化
」
だ
。

今
回
の
指
定
要
件
見
直
し
の

目
玉
の
一
つ
は
手
術
、
抗
が
ん

全国のがん拠点病院指定要件見直し

均質な治療、道半ば
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
テ
ラ
の
技
術

を
使
い
、
自
由
診
療
で
免
疫
療

法
を
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た

の
が
見
直
し
の
き
っ
か
け
だ
。 れ

る
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
早
く
か
ら
治
療
の
効

果
や
安
全
性
の
デl
タ
を
集
め

て
い
れ
ば
、
制
学
的
根
拠
に
基

がん診療連携拠点病院の内訳
(4月 1 日現在)

特定領域 1施設

訴
え
る
。
鹿
児
島
医
療
セ
ン
タ

ー
は
計1
1
2

人
を
治
療
し
、

す
べ
て
終
了
し
た
。
が
ん
の
種

類
や
進
行
状
況
が
ば
ら
ば
ら
の

た
め
臨
床
研
究
を
断
念
。
今
後
、

他
病
院
と
共
同
で
デ
l

タ
分
析

な
ど
を
進
め
た
い
と
い
う
。

地
域
格
差
根
強
く

が
ん
の
拠
点
病
院
で
指
定
が

取
り
消
さ
れ
た
例
は
な
い
。
全

体
と
し
て
質
が
上
が
っ
た
結
果

だ
ろ
う
か
。

全
国
の
拠
点
病
院
の
整
備
計

画
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
静
岡

-
免
疫
療
法
に
は
制
限

-
実
績
に
応
じ
格
下
げ

がん診療連携拠点病院の新たな要件の例 i 
EEぷ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃置

争 I地域がん診療連携拠点病院J に加えて「地域がん中核[
拠点病院Jr準地域がん診療連携拠点病院j を新設 i 

・ ;~.f; {i:{~l，:_・E・・E・-・E・

b 保険適応外あるいは一般的でない医療行為をする擦
の事前審査・事後評価を実施し適切なインフォームド
コンセントを取得
修保険適応外の免疫療法は原則、臨床研究の枠組みで
実施
bT守党震

争類型ごとに医師、薬剤師、看護邸の配置や常勤、専任!
などの婆件を悶記 i 

E:.z.'Il;n 々を，;司沼... .c::::.・E・・E・・E・-

b 周知のために病院で一体となったセンターの運営
などの婆件を問記
砂医療従事者と協働

=~~.:f~IJt"'1Ilバ1lJ 1 ドE必ド

惨文書に加え実地調査による確認を踏まえ検討し
勧告、類型見直し、指定取り消しなどを決定

(;主)4月 11 日の報告書案による

県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
山

口
建
総
長
は
、
「
格
差
は
厳
然

と
し
て
残
っ
て
い
る
」
と
認
め

る
。
地
域
や
病
院
の
規
模
に
よ

る
治
療
や
ケ
ア
の
実
績
の
違
い

は
埋
め
よ
う
が
な
い
。

静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ

l

階
で
は
「
よ
ろ
ず
相
談
」
コ

ー
ナ
ー
が
目
を
引
く
。
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
、
時
間
無
制

限
で
患
者
ら
の
悩
み
を
聞
き
疑

問
に
答
え
る
。
こ
れ
を
モ
デ
ル

に
全
国
に
「
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
」
が
広
が
り
、
拠
点
病
院
の

医
療
行
政

い
え
る
「
準
地
域
が
ん
診
療
連
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
病
院
間

携
拠
点
病
院
」
(
と
も
に
仮
称
)
の
連
携
で
格
差
を
補
う
仕
組
み

を
新
設
す
る
。
づ
く
り
の
重
要
性
が
増
す
。

日
本
の
が
ん
治
療
の
総
本
山
(
編
集
委
員
安
藤
淳
)

『
:
-
2

医
療
計
画
の
地
域
的
な
単
位
で
あ
る
「
医
療
圏
」

は
、
1
9
8
5

年
の
医
療
法
改
正
を
機
に
定
着
し

た
。
が
ん
治
療
の
均
て
ん
化
は
医
療
圏
単
位
で
考

え
ら
れ
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
は
市
や
郡
の

「2
次
医
療
圏
」
に1
施
設
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
と
大
都
市
で
は
拠
点
病
院
の

要
件
を
満
た
す
大
病
院
が
複
数
あ
っ
て
も
、
-
つ

し
か
地
域
連
携
拠
点
病
院
に
な
れ
な
い
。
逆
に
、
病

院
が
少
な
い
地
方
都
市
な
ど
で
は
水
準
が
相
対
的

に
低
く
て
も
指
定
さ
れ
う
る
。
交
通
網
の
発
達
な

ど
に
よ
り2
次
医
療
圏
に
こ
だ
わ
る
必
要
性
も
薄

れ
、
今
後
は
都
道
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応

じ
て
定
め
る
「
が
ん
医
療
圏
」
に

1

カ
所
と
す
る
。

均
て
ん
化
は
患
者
数
が
極
め
て
限
ら
れ
る
希
少

が
ん
な
ど
の
診
断
・
治
療
で
特
に
難
し
い
。
す
べ

て
の
病
院
に
専
門
家
を
そ
ろ
え
て
お
く
の
は
不
可

能
で
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
集
約
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
患
者
や
家
族
の
利
便
性
を
考
え
、

欧
州
で
増
え
て
い
る
宿
泊
施
設
を
併
設
し
た
病
院

の
整
備
な
ど
も
検
討
課
題
と
な
ろ
う
。

患
者
一
人
ひ
と
り
の
ゲ
ノ
ム
(
全
遺
伝
情
報
)

を
調
べ
て
最
適
な
治
療
法
を
選
ぶ
「
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
」
の
普
及
へ
向
け
、
新
た
に
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
の
拠
点
も
決
ま
っ
た
。
中
核
と
連
携
の
計

1
1

1

施
設
が
指
定
さ
れ
た
が
、
が
ん
拠
点
病
院
と
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
。
わ
か
り
に
く
さ
の
解
消
も

課
題
だ
。

りやすさ・利便性も重要にわか

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
市
日
(
月
)

101 



医療と安全管理総集版 2018年γ号

ないという不便のみならず、新たに交通費がかかった

り、薬局が少ない地方では利用自体が難しくなる恐れ

もある。関係者の間では「本当の狙いは医療から遠ざ

けることでは」といった声も上がる。(白名正和)

厚生労働省は生活保護の受給者が使う薬局を 1 力所

にまとめるという「薬局一元化」の実施を全国の自治

体に呼び掛けている。受給者の医療費抑制に向けた施

策だが、受診した病院の最寄りの薬局で薬を受け取れ

匡藍孟盟主主園高;;~H;C l盈函調
薬
局
一
元
化
は
先
月
二
日
、

都
道
府
県
や
政
令
市
の
職
員
ら

が
集
ま
る
「
生
活
保
護
関
係
全

国
係
長
会
議
」
で
、
厚
労
省
か

ら
示
さ
れ
た
。

会
議
資
料
で
は
「
被
保
護
者

が
複
数
の
処
方
せ
ん
を
一
つ
の

薬
局
に
持
参
」
す
る
こ
と
で
、

誤
っ
た
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ

る
副
作
用
を
防
ぐ
な
ど
、
受
給

者
の
健
康
管
理
が
で
き
る
と
強

調
し
て
い
る
。
重
複
処
方
の
防

止
で
「
医
療
扶
助
の
適
正
化
効

果
も
見
込
ま
れ
る
」
と
し
て
、

「
平
成
初
年
度
は
(
中
略
)
全

国
で
本
事
業
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
る
」
と
し
て
い

る
。具

体
的
に
ど
れ
ほ
ど
の
効
果

が
あ
る
の
か
。
資
料
に
は
「
平

成
却
年
度
に
お
い
て
、
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
」
と
あ
る
が
、
結

果
は
書
い
て
い
な
い
。
「
大
阪

市
と
青
森
県
で
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
た
が
、
結
果
の
報
告
が

ま
だ
来
て
い
な
い
」
と
同
省
保

護
課
の
担
当
者
は
説
明
す
る
。

結
果
が
出
る
前
な
ら
ば
、
見

切
り
発
車
で
は
な
い
か
。
同
課

医
療
行
政
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医療費抑制の施策厚労省推進

負
担
増
「
生
活
に
悪
影
響
」 っ

、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
。男

性
は
三
カ
所
の
病
院
に
通

院
す
る
。
花
粉
症
の
た
め
二
週

間
に
一
度
の
ぺ1
ス
で
耳
鼻
咽

喉
科
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療
で
月

一
回
の
整
形
外
科
、
三
カ
月
に

二
回
の
精
神
科
病
院
だ
。
耳
鼻

科
と
整
形
外
科
は
自
宅
の
最
寄

り
駅
か
ら
別
方
向
に
徒
歩
七
1

八
分
、
精
神
科
病
院
は
定
期
を

使
い
電
車
で
一
駅
に
あ
る
。

薬
局
は
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の

近
く
、
ま
た
は
院
内
薬
局
を
利

用
し
て
い
る
。
薬
局
が
一
元
化

さ
れ
た
場
合
、
精
神
科
病
院
の

そ
ば
の
薬
局
を
利
用
す
る
つ
も

り
だ
が
、
他
の
医
療
機
関
で
の

受
診
後
は
わ
ざ
わ
ざ
電
車
に
乗

っ
て
、
こ
の
薬
局
へ
薬
を
も
ら

い
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

生
活
保
護
で
は
、
受
給
者
の

通
院
費
用
は
支
給
さ
れ
る
仕
組

み
が
あ
る
が
、
薬
局
へ
の
交
通

費
は
対
象
外
だ
。
「
現
在
は
徒

歩
や
定
期
で
通
え
る
範
囲
だ
け

ど
、
受
診
す
る
病
院
が
増
え
れ

ば
、
そ
こ
ま
で
の
交
通
費
を
生

活
費
か
ら
工
面
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

薬
の
在
庫
も
心
配
だ
。
処
方

さ
れ
る
薬
が
一
つ
の
薬
局
で
そ

ろ
う
と
は
限
ら
な
い
。
「
薬
が

な
け
れ
ば
、
取
り
寄
せ
て
も
ら

う
し
か
な
い
。
薬
局
側
に
も
手

聞
が
か
か
る
だ
け
だ
」
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生
活
保
護
費
は
二O
一
五
年

度
で
総
額
約
三
兆
七
千
億
円
だ

っ
た
が
、
う
ち
医
療
費
に
当
た

る
「
医
療
扶
助
」
が
約
一
兆
八

千
億
円
と
、
半
分
近
く
を
占
め

る
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
医
療

費
を
抑
制
し
よ
う
と
、
受
給
者

に
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
(
後
発
薬
)
の
使
用
を
原
則

化
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
薬
局

一
元
化
も
そ
の
一
環
だ
。

「
薬
局
へ
の
交
通
費
が
出
な

い
こ
と
で
、
通
院
や
服
薬
を
抑

制
す
る
事
態
も
出
て
き
か
ね
な

い
。
受
給
者
の
生
命
や
健
康
が

害
さ
れ
る
」
。
弁
護
士
ら
で
つ

く
る
支
援
団
体
「
生
活
保
護
問

題
対
策
全
国
会
議
」
事
務
局
長

の
小
久
保
哲
郎
弁
護
士
は
そ
う

強
調
す
る
。
「
医
療
費
の
抑
制

や
副
作
用
の
防
止
を
訴
え
る
な

ら
ば
、
国
民
全
体
を
対
象
に
す

れ
ば
い
い
。
生
活
保
護
の
受
給

者
だ
け
に
一
元
化
を
強
い
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
」

都
内
の
自
治
体
で
長
く
生
活

保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
し

て
い
た
田
川
英
信
氏
は
、
厚
労

省
が
主
張
す
る
「
重
複
処
方
の

防
止
」
に
疑
問
を
呈
す
る
。

「
私
が
現
役
の
時
に
い
た
事

務
所
で
約
二
千
世
帯
を
担
当
し

て
い
た
が
、
薬
の
重
複
処
方
は

年
に
一
回
あ
る
か
な
い
か
。
そ

E霊童亙亘理IIS週
も
そ
も
薬
の
管
理
は
、
薬
の
名

前
な
ど
を
記
録
す
る
『
お
薬
手

帳
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
積
極
的
に
活
用
し
ま
し

ょ
う
と
受
給
者
に
呼
び
掛
け
る

だ
け
で
十
分
に
対
応
で
き
る
」

で
は
、
政
府
の
狙
い
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
田
川
氏
は
「
手

聞
を
強
い
て
受
給
者
に
医
療
受

診
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
と
と
も

に
、
生
活
保
護
は
こ
ん
な
に
も

面
倒
く
さ
い
と
思
わ
せ
て
、
新

た
な
保
護
の
受
給
申
請
を
と
ど

ま
ら
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
み
る
。

こ
う
し
た
反
応
に
つ
い
て
、

保
護
課
の
担
当
者
は
「
ご
意
見

は
承
っ
て
い
る
。
モ
デ
ル
事
業

を
精
査
し
、
自
治
体
に
伝
え
て

い
く
」
と
手
短
に
答
え
た
。

受
給
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ

る
よ
う
な
施
策
は
こ
の
間
、
続

い
て
い
る
。
政
府
は
今
年
十
月

か
ら
生
活
費
に
あ
た
る
「
生
活

扶
助
」
を
見
直
し
、
三
年
か
け

て
国
費
計
約
百
六
十
億
円
を
削

減
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
都
市

部
の
母
子
世
帯
や
単
身
高
齢
者

世
帯
な
ど
、
全
受
給
世
帯
の
三

分
の
こ
に
あ
た
る
引
%
で
、
最

大
5
%
の
減
額
に
な
る
。

受
給
者
、
支
援
者
ら
は
三
月

二
十
九
日
に
高
木
美
智
代
副
大

臣
と
面
会
し
、
薬
局
三
河
化
、

生
活
扶
助
引
き
下
げ
な
ど
を
実

させる策?受診を諦め
施
し
な
い
よ
う
求
め
た
。

高
木
厚
労
副
大
臣
は
四
十
五

分
間
、
受
給
者
ら
の
話
を
き
い

た
も
の
の
「
保
護
の
見
直
し
は

妥
当
」
と
動
じ
な
か
っ
た
。

一
連
の
流
れ
で
は
、
受
給
者

の
声
が
政
策
の
準
備
過
程
で
反

映
さ
れ
て
い
な
い
点
も
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
社
会
福
祉
の
分

野
で
は
、
当
事
者
の
意
見
を
制

度
に
反
映
す
る
の
が
原
則
。
し

か
し
、
生
活
保
護
費
の
見
直
し

に
つ
い
て
議
論
し
た
社
会
保
障

審
議
会
生
活
保
護
基
準
部
会
に

は
、
受
給
者
の
委
員
が
い
な
い

ば
か
り
か
、
受
給
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
な
か
っ
た
。

受
給
額
の
引
き
下
げ
に
反
対

す
る
訴
訟
の
原
告
ら
で
つ
く
る

「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
全
国

ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
共
同
代
表
、

雨
宮
処
凄
さ
ん
は
「
生
活
保
護

の
当
事
者
は
単
身
世
帯
か
多
人

数
世
帯
か
、
年
齢
や
ど
の
よ
う

な
障
害
が
あ
る
か
な
ど
事
情
は

さ
ま
ざ
ま
。
当
事
者
を
会
議
の

委
員
に
加
え
た
り
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
た
り
す
る
積
極
的
な
姿
勢

が
必
要
だ
」
と
批
判
す
る
。

進
行
す
る
引
き
下
げ
に
つ
い

て
は
「
政
府
は
生
活
保
護
を
悪

と
見
な
し
、
引
き
下
げ
を
続
け

て
い
る
。
し
か
し
、
何
か
に
挑

ん
で
失
敗
し
た
と
き
の
セ
ー
フ

テ
ィ
l

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
生
活

医
療
行
政

受給者の声反映されず制度決定
保
護
が
な
く
な
れ
ば
、
社
会
の

活
力
は
失
わ
れ
る
」
と
語
る
。

立
教
大
の
稲
葉
剛
・
特
任
准

教
授
(
居
住
福
祉
論
)
も
「
厚

労
省
の
削
減
策
は
、
通
常
の
食

費
す
ら
削
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

る
よ
う
な
生
活
実
態
か
ら
誰
離

し
た
内
容
だ
。
当
事
者
が
意
見

を
言
え
ぬ
ま
ま
、
施
策
を
一
方

的
に
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
の

は
お
か
し
い
」
と
憤
る
。

稲
葉
氏
は
「
私
た
ち
の
こ
と

を
、
私
た
ち
抜
き
に
決
め
な
い

で
」
と
い
う
障
害
者
運
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
例
示
し
、
「
当
事

者
が
政
策
決
定
に
参
画
す
る
の

は
世
界
の
流
れ
。
生
活
保
護
も

例
外
で
は
な
い
」
と
話
し
た
。

日
本
の
公
的
扶
助
へ
の
支

出
割
合
は
欧
米
諸
国
の
数
分

の
一
だ
。
逆
に
生
活
保
護
の

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
受
け

な
い
人
は
数
倍
も
い
る
。
こ

れ
が
「
甘
っ
た
れ
る
な
」
と

い
う
生
保
た
た
き
の
感
情
の

背
景
に
あ
る
。
で
も
、
そ
の

厳
し
さ
は
権
力
者
に
は
な
か

な
か
向
か
わ
な
い
。
ね
じ
れ

た
感
情
。
こ
の
不
健
康
さ
を

覆
す
道
は
ど
こ
か
。
(
牧
)

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
時
日
(
月
)
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魚
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一
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姥方32けんこう

意
見
・
社
説

「
感
情
規
則
」
に
向
き
合
う
看
護
師

輝美

あ
る
日
の
夕
方
、
看
護
師
2

年

目
の
教
え
子
が
ひ
ょ
っ
こ
り
大
学

に
顔
を
出
し
た
。
悩
み
事
が
あ
る

ら
し
く
、
表
情
は
さ
え
な
い
。

話
は
こ
う
だ
。
最
近
彼
女
の
病

棟
に
は
、
忙
し
い
時
に
限
っ
て
看

護
師
を
呼
び
付
け
、
し
つ
こ
く
訴

え
を
繰
り
返
す
患
者
が
入
院
し
て

い
る
。
彼
女
は
い
ら
立
ち
ゃ
怒
り

を
表
に
出
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て

い
る
が
、
一
方
で
、
自
分
の
感
情

に
罪
悪
感
を
抱
き
、
自
己
嫌
悪
に

陥
っ
て
い
る
。
彼
女
の
悩
み
は
、

看
護
が
「
感
情
」
に
関
わ
る
住
事

で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

接
客
・
医
療
・
教
育
な
ど
の
対

人
サ
ー
ビ
ス
職
に
は
、
職
務
に
ふ

さ
わ
し
い
感
情
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
「
感
情
規
則
」
と
い う

。
1
9
8
0

年
代
、
米
国
の
社

会
学
者
A

・
ホ
ッ
ク
シ
ー
ル
ド

は
、
感
情
規
則
に
照
ら
し
て
感
情

管
理
を
必
要
と
す
る
住
事
を
「
感

情
労
働
」
と
定
義
し
た
。
感
情
労

働
の
担
い
手
は
、
自
分
の
感
情
を

制
御
し
て
相
手
に
と
っ
て
適
切
で

あ
る
よ
う
に
外
面
を
整
え
、
そ
の

人
の
内
に
好
ま
し
い
感
情
変
他
を

引
き
起
こ
す
役
割
を
担
う
。

看
護
は
感
情
労
働
の
代
表
格
と

い
え
る
。
看
護
師
は
病
や
死
と
い

う
苦
難
に
直
面
し
て
い
る
人
々
と

至
近
距
離
で
接
し
、
不
安
・
恐
れ

・
怒
り
な
ど
様
々
な
感
情
に
さ
ら

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
感
情
を
直
接

向
け
ら
れ
る
の
は
、
医
師
よ
り
も

看
護
師
だ
。
看
護
自
体
が
患
者
の

生
活
と
い
う
全
人
格
的
な
営
み
に 寄

り
添
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

日
本
赤
十
字
看
護
大
の
武
井
麻

子
名
誉
教
授
に
よ
れ
ば
、
看
護
師

に
課
せ
ら
れ
る
感
情
規
則
は
多
様

だ
。
「
優
し
く
親
切
に
」
「
接
す

る
時
は
に
こ
や
か
に
」
な
ど
好
意

的
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
、

「
怒
っ
て
は
い
け
な
い
」
「
泣
い

た
り
取
り
乱
し
た
り
し
て
は
い
け

な
い
」
な
ど
感
情
的
に
な
る
の
を

禁
ず
る
も
の
、
「
患
者
の
気
持
ち

に
共
感
せ
よ
」
と
個
人
へ
の
関
心

を
求
め
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

感
買
力
働
者
に
、
規
則
か
ら
外

れ
る
感
情
の
表
出
は
許
さ
れ
な

い
。
だ
か
ら
看
護
師
は
、
感
情
を

制
御
し
て
振
る
舞
う
こ
と
を
覚
え

る
。
看
護
師
の
こ
う
し
た
言
動

は
、
患
者
の
不
安
を
軽
減
し
、
安

救
命
の
看
護
師

大
相
撲
宝
塚
市
長
も
土
俵
立
て
ず

京
都
府
舞
鶴
市
で
の
大
相
撲
一
緒
に
救
助
し
た
市
職
員
へ
の
ベ
た
。

春
巡
業
で
倒
れ
た
市
長
に
救
命
取
材
で
分
か
っ
た
。
舞
鶴
市
市
民
文
化
環
境
部
の

措
置
を
し
た
看
護
師
の
女
性
一
方
、
兵
庫
県
宝
塚
市
で6

飯
尾
雅
信
部
長
に
よ
る
と
、
多

ン
を
外
し
た
り
し
て
、
女
性
が

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
た
。

そ
の
後
、
自
動
体
外
式
除
細

動
器
(
A
E
D
)を
持
っ
た
救

急
救
ム
主
に
交
代
。
こ
の
間
、

複
数
回
に
わ
た
っ
て
「
女
性
は

土
俵
か
ら
下
り
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、

女
性
が
疑
問
の
声
を
漏
ら
し
た

大日向札幌医大保健医療学部長

「
な
ぜ
」

心
感
を
も
た
ら
し
た
り
意
欲
を
引

き
出
し
た
り
す
る
治
療
的
な
作
用

も
あ
る
か
ら
、
質
の
高
い
ケ
ア
提

供
に
不
可
欠
な
も
の
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
看
護
師
も
人
間
だ
。

思
わ
ず
感
情
的
に
な
る
こ
と
も
、

重
い
訴
え
に
逃
げ
出
し
た
く
な
る

こ
と
も
あ
る
。
感
情
労
働
に
よ
る

精
神
的
負
担
の
大
き
さ
は
、
離
職

要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
多
く
の
看
護
師
は
、

そ
の
揚
に
ふ
さ
わ
し
い
感
情
に
合

わ
せ
て
振
る
舞
い
、
望
ま
し
い
感

情
に
感
じ
方
そ
の
も
の
を
変
え
て

い
く
方
策
を
身
に
付
け
て
、
感
情

労
働
に
適
応
し
て
い
く
。

件
の
教
え
子
は
、
相
手
と
自
分

の
感
情
に
向
き
合
い
続
け
、
ま
も

な
く
3

年
目
の
春
を
迎
え
る
。

朝2
0
1
8

年
3

月
7

日
(
水
)

日
(
札
幌
)
・
朝
刊

作
を
し
た
日
本
相
撲
協
会
関
係

者
も
い
た
。

日
本
相
撲
協
会
の
芝
田
山
広

報
部
長
(
元
横
綱
大
乃
国
)
は

「
今
回
(
舞
鶴
巡
業
で
)
起
き

た
こ
と
と
、
女
性
を
土
俵
に
上

げ
る
、
上
げ
な
い
は
別
の
問
題
。

女
性
を
差
別
し
て
い
る
こ
と
で

は
絶
対
に
な
い
。
協
会
は
ス
タ

た
。
あ
い
さ
つ
は
約3
分
半
で

「
時
代
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
、

女
性
首
相
も
現
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

変
え
る
べ
き
は
変
え
て
い
く
。

相
撲
協
会
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
」
と
呼
び
掛
け
、
会
場
か
ら

は
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

〈
共
同
通
信
〉
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が
、
土
俵
か
ら
下
り
る
よ
う
場

内
放
送
で
促
さ
れ
た
問
題
で
、

女
性
が
「
人
命
救
助
を
し
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と

を
言
う
の
か
」
と
の
趣
旨
の
発

一
言
を
し
て
い
た
こ
と
が
6

日
、

日
に
聞
か
れ
た
巡
業
で
は
中
川

智
子
市
長
(
叩
)
が
土
俵
脇
の
台

上
か
ら
あ
い
さ
つ
し
「
市
長
で

あ
り
な
が
ら
、
女
性
と
い
う
理

由
で
、
土
俵
の
上
で
で
き
な
い

の
は
悔
し
く
、
つ
ら
い
」
と
述

記
者
を
し
て
い
る
と
、
「
見
た
こ
で
も
、
や
っ
て
み
る
と
緊
張
し
て

と
は
あ
る
が
、
ゃ
っ
た
こ
と
は
な
ま
ご
ま
ご
す
る
し
、
何
よ
り
胸
骨

い
」
と
い
う
こ
と
が
増
え
る
。
圧
迫
は
と
て
も
疲
れ
た
。

心
臓
や
呼
吸
が
停
止
し
た
人
に
そ
ん
な
経
験
も
あ
り
、
大
相
撲

行
う
1

次
救
命
処
置
も
そ
の
一
巡
業
の
土
俵
で
舞
鶴
市
畏
が
倒
れ

つ
。
講
習
は
何
度
か
取
材
し
た
た
際
、
救
命
に
駆
け
付
け
た
女
性

}
が
、
受
け
た
経
験
は
に
ほ
れ
ぼ
れ
し
た
。
看
護
師
だ
そ

ご
至
誠
学
生
時
代
に
う
だ
が
、
動
画

m『

F
E
m
・
幽
司
〉
〉
〉
〉
\
〈
〈
〈
/

〉
臨
時u
r救
え
る
命
時
計
十
四

ギ
言
串
〈
〈

t
J
J
J
J

、
、
/
也
、
、

-
輔
の
自
主
防
災
る
タ
イ
ミ
ン
グ

E

訓
練
に
講
習
が
あ
や
周
囲
に
指
示
を
出
す
動
き
に
無

り
、
い
い
機
会
だ
と
参
加
し
た
。
駄
が
な
い
。
医
療
関
係
者
か
ら
も

倒
れ
た
人
の
意
識
を
確
認
し
、
「
申
認
さ
と
称
賛
さ
れ
て
い
た
。

周
囲
に
山
番
通
報
と
A
E
D
(
自
一
方
で
、
倒
れ
た
市
長
を
取
り

動
体
外
式
除
細
動
器
)
を
依
頼
し
、
囲
ん
で
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え

普
段
の
呼
吸
が
な
け
れ
ば
胸
を
強
る
関
係
者
の
姿
も
気
に
な
っ
た
。

く
押
す
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
を
そ
も
そ
も
講
習
を
受
け
て
い
な
い

繰
り
返
すl
。
流
れ
を
知
っ
て
い
の
か
、
自
ら
行
う
こ
と
を
た
め
ら

々
見
良
三
市
長
(
釘
)
が
倒
れ
た

直
後
、
客
席
か
ら
女
性
が
上
が

り
「
看
護
師
で
す
。
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
が
で
き
ま
す
」
と
話
し

た
。
飯
尾
部
長
ら
が
ネ
ク
タ
イ

を
緩
め
た
り
、
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ

と
い
う
。

大
相
撲
舞
鶴
場
所
実
行
委
員

会
に
よ
る
と
、
女
性
は
「
当
た

り
前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
」
と

話
し
た
。
土
俵
上
で
女
性
に
対

し
て
下
り
る
よ
う
腕
を
振
る
動

ン
ス
を
変
え
る
つ
も
り
は
な

い
」
と
、
伝
統
の
継
承
の
観
点

か
ら
断
っ
た
と
説
明
し
た
。

宝
塚
市
の
中
川
市
長
は
土
俵

上
で
の
あ
い
さ
つ
を
希
望
し
た

が
、
相
撲
協
会
側
が
断
っ
て
い

っ
た
の
か
。
開
始
が
遅
れ
れ
ば
、
一

生
存
率
は
ど
ん
ど
ん
低
下
す
る
。
一

「
女
性
の
方
は
土
俵
か
ら
下
り
一

て
く
だ
さ
い
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
一

は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
だ
っ
た
。
女
性
一

を
「
概
れ
」
と
見
な
す
、
と
の
説
一

も
あ
る
女
人
禁
制
の
伝
統
を
最
優
一

先
す
る
日
本
相
撲
協
会
の
次
嘉
に
一

憤
り
を
感
じ
る
一
方
で
、
女
人
禁
一

制
の
議
論
と
は
切
り
離
し
、
こ
の
一

動
画
が
救
命
処
置
を
考
え
る
き
二

か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。
一

「
医
療
現
場
で
ど
ん
な
に
頑
張
一

っ
て
も
、
初
期
対
応
が
ま
ず
け
れ
一

ば
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
」
と
は
県
一

内
の
あ
る
医
師
の
言
葉
。
い
ざ
と
一

い
う
と
き
に
動
け
る
人
が
増
え
れ
一

ば
、
救
え
る
命
は
増
え
る
。
一

(
門
田
朋
三
)
一

高
知
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
4

月
四
日
(
木
)

看護師ら英から大量流出

【
ロ
ン
ド
ン
河
翠
隻
】
英
国

外
の
欧
州
連
合
(
E
U
)
加
盟
国

出
身
の
看
護
師
ら
が
、
英
国
か
ら

大
量
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
E
U
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な

ど
を
含
む
欧
州
経
済
地
域
(
E
E

A
)
出
身
の
看
護
師
・
助
産
師
の

う
ち
、
2
0
1
7

年
度
に
英
国
の

登
録
を
外
れ
た
の
は39
6
2

人

と
前
年
度
比
却
%
増
え
、
ロ
年
度

の
3

倍
に
上
っ
た
。
英
国
の
E
U

離
脱
が
要
因
と
み
ら
れ
て
い
る
。

英
国
の
費
護
助
産
審
議
会
が
発

表
し
た
。
登
録
を
外
れ
た
看
護
師

ら
に
理
由
を
三
つ
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
日
%
が
「
英
国
を
離
れ
る
た

め
」
、
U
%
が
「
E
U
離
脱
に
よ

り
英
国
外
で
の
就
職
を
考
え
た
」

と
答
え
た
と
い
う
。
一
方
、
口
年

度
に
英
国
に
登
録
し
た
E
E
A
出

身
者
は8
0
5

人
で
前
年
度
比
例
引

%
減
っ
た
。

英
政
府
は
E
U
離
脱
後
も
在
英

E
U
市
民
の
権
利
を
保
証
す
る
と

医
療
ニ
ュ
ー
ス

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
7

日
(
土
)

EU離脱懸念 17年度29%増
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
英
国
看
護
協
会
は

将
来
を
不
安
に
感
じ
た
人
が
帰
国

し
て
い
る
と
み
て
い
る
。

英
国
の
医
療
現
場
は
慢
性
的
な

人
手
不
足
に
陥
っ
て
お
り
、
同
協

会
の
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
デ
イ
ピi
ス

会
長
は
、
「
看
護
師
の
数
を
増
や

そ
う
と
い
う
努
力
は
、
E
U
離
脱

で
無
駄
に
な
っ
て
い
る
」
と
訴
え

る
。英

国
で
は
こ
の
ほ
か
、
E
U
離

脱
後
に
多
く
の
企
業
や
富
裕
層
が

他
の
E
U
加
盟
国
に
流
出
す
る
と

霊
さ
れ
て
い
る
。
国
民
謹
一mで

離
脱
が
決
ま
っ
た
同
年
に
は
、
ド

イ
ツ
な
ど
他
の
E
U
加
盟
国
の
市

民
警
官
取
得
し
た
英
国
民
は
6
5

5
5

人
と
前
年
の2
・
6

倍
に
増

え
た
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
訂
日
(
会
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震
療
ニ
ュ
ー
ス

幅
蝿
圏
内
密
出
産
制
度
ド
イ
ツ
で
2
0
1
4

年
に
施
行

睡
彊
輔
さ
れ
た
妊
産
婦
を
支
援
す
る
制
度
。
妊
娠
を
周
囲
に

知
ら
れ
た
く
な
い
女
性
が
個
人
情
報
を
相
談
機
関
に
の
み
明
か

し
、
医
療
機
関
で
は
実
名
を
明
か
さ
ず
出
産
す
る
。
生
ま
れ
た

子
の
「
出
自
を
知
る
権
利
」
を
保
障
し
、
原
則
日
歳
に
な
る
と

実
母
の
身
元
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
で
は
以
前
か
ら

「
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
」
を
設
け
た
り
、
匿
名
の
ま
ま
出
産
を
受

け
入
れ
た
り
す
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
政
府
の
報
告

書
に
よ
る
と
、
制
度
施
行
後
に
ポ
ス
ト
の
利
用
件
数
や
孤
立
出

産
が
減
少
し
た
と
い
う
。

「
社
会
の
関
心
ま
だ
低
い
」

赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
会
議
閉
幕

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
親
が
育

て
ら
れ
な
い
乳
幼
児
を
預
か
る

施
設
(
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
)
の
現

状
と
課
題
を
考
え
る
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
回
目
、2
日
間
の

日
程
を
終
え
て
閉
幕
し
た
。
日

本
で
唯
一
、
同
様
の
施
設
「
こ

う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」
を
約

日
年
前
か
ら
運
営
す
る
蓬
思
病

ワ人間の味方に
医大、自己免疫疾患治療へ研究開始

治療効果を見極める研究が始まろうとしている。 r気

人間の免疫システムの改善に役立つかどうかを調べる

生虫と人間との不思議な関係を探った。【伊藤奈々恵】

院
(
熊
本
市
)
の
蓮
田
健
副
院
長

は
、
施
設
利
用
者
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
と
報
告
。
社
会
の
関

心
は
ま
だ
低
い
と
主
張
し
た
。

蓮
田
氏
は
「
圏
内
で
(
ゆ
り

か
ご
と
同
様
の
)
活
動
が
広
ま

ら
な
い
。
遠
く
に
い
る
母
子
を

救
う
の
は
難
し
い
」
と
語
っ

た
。
日
本
政
府
の
支
援
状
況
を

-
2
週
間
で
体
外
ヘ

寄
生
虫
の
体
へ
の
影
響
を
調
べ

喝
の
批
ド
墓
尽
慈
一
思
会
医
科
大
の

嘉
糠
洋
陸
教
授
(
熱
帯
医
学
)
ち

の
グ
ル
ー
プ
。
豚
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
に
寄
生
す
る
豚
鞭
虫
の
卵
を

健
康
な
成
人
男
性
に
飲
ん
で
も
ら

い
、
約2
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
血

液
や
便
を
調
べ
て
健
鹿
へ
の
影
響

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

研
究
で
使
う
の
は
、
タ
イ
で
市

販
さ
れ
て
い
る
豚
鞭
虫
の
卵
入
り

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
。
卵
の
大
き
さ

は
切
ら
印C
M
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ

ー
ル
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。

液
体
が
入
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

瓶
に
は
肉
眼
で
見
え
な
い
極
小
の

卵
が5
0
0

ら

2
5
0
0

個
入
っ

様
の
施
設
を
立
ち
上
げ
た
財
団

の
理
事
長
ド
ミ
ニ
ク
・
ミ
ュ
グ

レ
ー
さ
ん
(
回
)
は
、
取
り
組
み

へ
の
理
解
を
広
め
る
方
策
と
し

て
「
(
乳
幼
児
の
)
預
か
り
数
や
、

遺
棄
児
が
減
っ
て
い
る
こ
と

を
、
統
計
化
し
て
積
極
的
に
公

表
し
た
」
と
経
験
を
語
っ
た
。

ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
で
始
ま
っ

て
お
り
菱
自
翁
院
も
導
入
を
目

指
す
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
を
し
な

が
ら
も
出
産
を
望
む
女
性
の
た

め
の
「
内
密
出
産
制
度
」
に
も
言

及
。
ミ
ュ
グ
レ
ー
さ
ん
は
「
赤

質
問
す
る
ラ
ト
ビ
ア
の
女
性

に
、
乳
幼
児
の
遺
棄
な
ど
に
絡

む
問
題
へ
の
社
会
や
政
治
家
の

関
心
が
、
必
ず
し
も
高
く
な
い

て
お
り
、1
本
1

万
数
千
円
で
購

入
で
き
る
。
米
国
で
は
医
師
の
処

方
塞
が
あ
れ
ば
購
入
で
き
、
ド
イ

ツ
で
も
年
内
に
食
品
と
し
て
認
可

さ
れ
る
見
通
し
だ
。

豚
鞭
虫
が
寄
生
し
た
豚
は
下
痢

の
症
状
が
出
て
肉
質
も
落
ち
る

が
、
人
の
体
内
で
は
定
着
で
き
な

い
た
め
、2
週
間
で
便
と
と
も
に

自
然
に
排
出
さ
れ
る
と
い
う
。
過

去
の
臨
床
試
験
は
い
ず
れ
も
欧
米

人
が
対
象
だ
っ
た
た
め
、
今
回
は

日
本
人
へ
の
影
響
を
調
べ
る
。
「
安

全
性
を
確
認
で
き
れ
ば
、
患
者
を

対
象
に
臨
床
試
験
を
年
内
に
実
施

し
た
い
」
と
嘉
糠
教
授
ま
話
す
。

-
攻
撃
の
矛
先
そ
ら
す

豚
鞭
虫
の
卵
の
飲
用
で
治
療
の

と
応
答
。
ゆ
り
か
ご
を
「
積
極

的
に
肯
定
し
て
も
ら
え
て
い
な

い
の
が
現
状
」
と
伝
え
た
。

ス
イ
ス
で2
0
0
1

年
に
同

効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
が
、
難
病

指
定
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
ー
ン
病
や

潰
鷹
性
大
腸
炎
な
ど
腸
に
関
す
る

病
気
の
ほ
か
、
皮
膚
が
赤
く
な
っ

た
り
は
が
れ
落
ち
た
り
す
る
物
駅

な
ど
と
い
っ
た
自
己
免
疫
疾
患

だ
体
内
に
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

な
ど
の
異
物
を
攻
撃
し
て
体
を
守

る
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ
て
い

る
。
し
か
し
何
ら
か
の
異
常
が
原

因
で
、
自
分
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
が

自
分
の
細
胞
を
攻
撃
し
て
起
こ
る

の
が
自
己
免
疫
疾
患
だ
。
寄
生
虫

を
あ
え
て
取
り
込
む
こ
と
で
、
寄

生
虫
を
攻
撃
す
る
免
疫
に
働
い
て

も
ら
い
、
自
分
を
攻
撃
し
て
い
た

免
疫
の
働
き
を
抑
制
す
る
狙
い
が

あ
る
。

圏
内
の
ク
ロ
ー
ン
病
患
者
は
2

0
1
4

年
時
点
で
約4
万
人
、
潰

層
性
大
腸
炎
の
患
者
は
約
口
万
人

で
、
と
も
に
叩
年
前
よ
り
出
倍
以

上
増
加
し
た
。
一
方
、
衛
生
状
視

の
悪
い
発
展
途
上
国
は
先
進
国
と

比
べ
て
自
己
免
疫
疾
患
の
患
者
が

少
な
く
、
寄
生
虫
が
少
な
い
清
潔

な
環
境
が
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
ト
ラ

ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
1
9
5
0

年
度
時
点
で
は
、

小
学
生
の
邸
必
で
寄
生
虫
の
卵
が

見
つ
か
っ
た
が
、
日
年
度
は
0

・

ロ
φ
。
圏
内
で
は
ほ
と
ん
ど
絶
滅

し
た
た
め
、
こ
の
年
を
最
後
に
寄

生
虫
卵
検
査
は
廃
止
さ
れ
た
。
嘉

糠
教
授
は
「
人
類
誕
生
以
降
、
一

緒
に
い
た
寄
生
虫
が
こ
の
数
十
年

で
一
気
に
い
な
く
な
っ
た
。
体
の ち

ゃ
ん
ポ
ス
ト
だ
け
で
は
不
十

分
。
制
度
と
合
わ
せ
た
活
用

を
」
と
訴
え
た
。
ロ
シ
ア
の
参
加

者
は
、
同
国
で
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス

ト
を
巡
り
、
国
家
レ
ベ
ル
で
乳

幼
児
殺
害
阻
止
に
関
す
る
研
究

を
支
援
し
た
り
、
政
治
家
を
巻

き
込
ん
だ
議
論
が
始
ま
っ
た
り

し
て
い
る
現
状
を
報
告
し
た
。

〈
共
同
通
信
〉

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
時
日
(
月
)

シ
ス
テ
ム
が
誤
作
動
を
起
こ
す
の

も
当
た
り
前
で
は
な
い
か
」
と
指

摘
。
「
腸
管
環
境
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
、
寄
生
虫
が
効
く
人
と
効
か
な

い
人
が
出
る
だ
ろ
う
。
腸
内
細
菌

を
網
羅
的
に
調
べ
、
ど
ん
な
人
に

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
か
確
認
し
た

い
」
と
話
す
。

グ
ル
ー
プ
は
現
在
、
研
究
対
象

の
成
人
男
性
ロ
人
を
一
般
公
募
し

て
い
る
。
妊
娠
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
対
象
は
男
性
に
限

っ
て
い
る
。

-
清
潔
す
ぎ
る
の
も
:
:

寄
生
虫
を
体
で
「
飼
育
」
し
て

き
た
人
も
い
る
。
璽
原
医
科
歯
科

大
名
誉
教
授
の
藤
田
紘
一
郎
さ
ん

(
市
)
だ
。
寄
生
虫
に
よ
る
ア
レ
ル 106 
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寄生虫が
慈恵

寄生虫の卵を飲んでもらい、難病の

持ち悪いJ と嫌われてきた寄生虫が、

という。人聞の敵か、昧方か 。寄

科学の
森

検査で寄生患の卵が箆つかった子
どもの割合暗殺傑接統計調統駄作成
80 r(O/O) 

(年度)
omム源農鰐組織澱Jω-l… i 。

195055 75 鉛 85 90 952'繊 05 10 15 

)幼稚題児審車dも学生

で難嬬治療に光?
綜糠患とは?

務鞭虫をつかった滋験の流れ
(慈還まE重大)

。医
療
ニ
ュ
ー
ス

グラフィック勢総本雪量二立

ギ
l

抑
制
効
果
の
実
証
の
た
め
鉛

年
か
ら
日
年
以
上
、
サ
ナ
ダ
ム
シ

6

匹
を
体
内
で
飼
育
し
、
「
花
粉
症

の
症
状
が
抑
え
ち
れ
た
」
と
話
す
。

自
分
の
家
族
や
研
究
室
の
学
生
も

サ
ナ
ダ
ム
シ
を
飲
み
、
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
が
出
な
く
な
る
な
ど
の

「
効
果
」
が
あ
っ
た
。
サ
ナ
ダ
ム
シ

は
入
手
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
飼

育
は
現
在
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

藤
田
さ
ん
は
倒
年
か
ら
却
年
以

上
通
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
山
村

で
「
寄
生
虫
は
人
に
と
っ
て
、
い

い
と
と
も
し
て
い
る
の
で
は
」
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
住

民
は
用
を
足
す
の
と
同
じ
川
で
食

器
を
洗
い
、
子
供
が
水
遊
び
を
し

て
い
た
。
住
民
か
ち
は
回
虫
が
検

出
さ
れ
た
が
、
日
本
の
よ
う
な
ア

ト
ピ
l

や
ぜ
ん
そ
く
の
患
者
は
い

な
か
っ
た
と
い
う
。
藤
田
さ
ん
は
、

フ
ィ
ラ
リ
ア
と
い
う
寄
生
虫
の
排

せ
つ
物
が
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
制
す

る
こ
と
を
研
究
で
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

藤
田
さ
ん
は
「
寄
生
虫
や
ウ
イ

ル
ス
、
細
菌
の
す
べ
て
が
悪
だ
と

い
う
思
い
込
み
が
あ
る
が
、
人
と

共
生
し
て
い
る
菌
も
あ
る
。
抗
菌

や
除
菌
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る

が
、
清
潔
、
要
c
る
環
境
は
か
え
っ

て
良
く
な
い
」
と
警
告
し
て
い
る
。

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。

毎

107 

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
3

月
時
日
(
木
)
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園
田
閉
園防
ぎ
た
い

調長会た女はの 低定なれきう たのののがト事
をく」。を、宮当迷よい、たかだ。報調医起 故

麗?詰R22伝説時32 霊長関
盃続パ過故に型のるけ設へ関は告 務三に合ぬ気

52L 震主義えラ。岸露員暴霊裂 宮毒菌 d き京
浮霊主君 5 安~ /1' を省号雪道主 完更詰さ重子

届け出低調「制度改善を」
医療事故の報告件数 で駒本名 だ断が聡須に る添い断くとてい化よ

406 'nn 大込医は 1 L-す必さ賀亨 10 0 う」す「い届うのう
370 き駅師東 O とる要ん市く年 制とる事うけ。患と

な前会京 O 暫仕か白のし前 度、仕故遺出た吹い

議事空費圏雲組事石室話出 改喜安富努芝空量産
を定近京の。み三「員奈を 善者は事相れ事じ療
果。い区衝 が者居、川手 をにお暑談な故る界
た制 J の頭 必がけ春県術 求寄かが、はいど
し度 R 日署 要判出木横後 めりし判多」しと変

医
療
事
故
の
遺
族
ら
で
つ
く
る
「
医
療
版
事
故
調
推
進
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
、
公
正
な
事
故
調
査
制
度
の
実
現
を
求
め
て
叩
年

前
か
ら
毎
月
続
け
て
き
た
街
頭
署
名
が
、

8

日
に
1
0
0

回
を

迎
え
る
。
活
動
は20
1
5

年
の
制
度
発
足
の
原
動
力
に
な
っ

た
が
、
運
用
を
巡
る
課
題
も
多
い
。
遺
族
た
ち
は
「
被
害
者
の

一
番
の
願
い
は
、
事
故
を
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
今
後
も
活
動
を
続
け
な
け
れ
ば
」
と
力
を
込
め
る
。

【
熊
谷
豪
】

日
本
で
医
療
の
安
全
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
1
9
9
9

年
。
こ
の
年
、

横
浜
市
立
大
病
院
の
患
者

取
り
違
え
手
術
、
璽
京
都

立
広
尾
病
院
の
点
滴
ミ
ス

に
よ
る
患
者
死
亡
な
ど
重

大
な
医
療
事
故
が
相
次

ぎ
、
真
相
解
明
や
再
発
防

止
を
図
る
制
度
の
創
設
を

求
め
る
声
が
広
が
っ
た
。

厚
生
労
働
省
は
侃
年
6

月
、
制
度
の
大
綱
案
を
ま

と
め
た
も
の
の
、
医
療
界

の
一
部
が
反
対
し
た
た

め
、
遺
族
ら
が
同
日
月
か

ら
署
名
集
め
を
始
め
た
。

大
綱
案
は
そ
の
ま
ま
お

蔵
入
り
し
た
が
、
新
た
な

議
論
の
末
、
日
年
叩
月
に

遺
族
の
念
願
だ
っ
た
医
療

l 遺族ら署名[ß]年[[[IJ回|

81件
磯務総麟

2015年 16 17 
(1 0~'2月) ('~'2) ('~'2) 
※日本医療安全調査機構による

医
療
安
全

て
い
る
日
医
に
、
医
療
安
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
一

全
に
つ
な
が
る
運
用
を
し
め
る
と
い
う
。
一

長
日寺

過閏
去タ去
に娩
脳医
性療

54T 
躍を

想
定
以
下
2

年
で
即
件

医
療
事
故
調
査
制
度
を

運
営
す
る
第
三
者
機
関

「
日
本
医
療
安
全
調
査
機

構
」
に
よ
る
と
、2
0
1

5

年
目
月
の
導
入
時
か
ち

日
年
ロ
月
ま
で2
年
余
り

で
の
届
け
出
件
数
は
8
5

7

件
。
年
間
最
大20
0

0

件
と
い
う
当
初
の
想
定

を
大
き
く
下
回
り
、
機
構

は
「
(
報
告
対
象
な
の
に
)

届
け
出
て
い
な
い
ケ
l

ス

が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

低
調
の
原
因
は
、
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
よ
う
と
「
予

期
せ
ぬ
死
亡
」
を
狭
く
解

釈
す
る
医
療
機
関
の
存
在

ゃ
、
遺
族
側
か
ら
は
届
け

出
が
で
き
な
い
仕
組
み
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
責

任
追
及
で
は
な
く
、
医
療

安
全
の
向
上
を
図
る
と
い

う
警
宗
、
十
分
浸
透
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

届
け
出
は
地
域
差
が
大

き
く
、
最
多
の
宮
崎
県
(
人

口
1
0
0

万
人
当
た
り6

・
9

件
)
と
最
少
の
高
知

県
(
同0
・
6

件
)
の
差

は
叩
倍
以
上
。
患
者
死
亡
一

か
ら
報
告
ま
で
は
げ
年
の
一

平
均
で
白
日
か
か
っ
て
お
一

り
、
医
療
機
闘
が
判
断
に
一
出
産
事
故
で
赤
ち
ゃ
ん
が
重

迷
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
一
い
脳
性
ま
ひ
に
な
っ
た
際
の
産

が
え
る
。
一
科
医
療
補
償
制
度
で
、
昨
年
末

院
内
調
査
の
質
に
も
ば
て
芯
で
に
分
析
を
終
え
た
補
償
対

ら
つ
き
が
あ
り
、
同
年
は
一
象

1
6
0
6

件
の
う
ち
、
母
親

日
婦
の
必
件
に
外
部
委
員
一
に
陣
痛
が
来
て
か
ら
赤
ち
ゃ
ん

が
参
加
し
て
い
な
か
っ
一
が
生
ま
れ
る
ま
で
に
日
時
間
以

た
。
官
憲1
2

け
一
上
か
か
る
量
密
で
の

だ
っ
た
例
も
あ
る
。
一
経
謄
出
産
が
1
0
4

件
あ
っ
た

院
内
調
査
の
結
果
が
不
一
こ
と
が
分
か
っ
た
。
制
度
を
運

服
だ
っ
た
場
合
は
、
遺
族
一
周
す
る
日
本
医
療
機
能
評
価
機

や
医
療
機
関
が
機
構
に
調
一
構
(
璽
京
)
が

5

固
ま
で
に
発

査
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
一
表
し
た
。

き
る
。
こ
れ
ま
で
に
機
構
一
う
ち
1
0
3

件
で
、
分
娩
中

が
調
査
に
乗
り
出
し
た
の
一
の
胎
児
に
心
拍
数
の
異
常
が
認

は
回
件
で
、
う
ち
約8
劃
一
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
機
構
は
、

の
伍
件
が
遺
族
側
の
依
頼
一
胎
児
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合

だ
っ
た
。
一
は
、
速
や
か
に
帝
王
切
開
に
切

一
り
替
え
る
な
ど
適
切
な
医
療
介

一
入
が
必
要
と
し
て
い
る
。

一
陣
痛
周
期
が
叩
分
以
内
に
な

一
っ
て
か
ら
、
初
産
婦
で
却
時
間
、

一
経
産
婦
で
日
時
間
を
経
過
し
て

一
も
出
産
に
至
ら
な
い
場
合
、
遷

一
延
分
娩
と
さ
れ
る
。

一
分
析
の
結
果
、
胎
児
に
異
常

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
4

日
(
水
)

が
起
き
て
か
ら
出
産
す
る
ま

で
に
3

時
間
以
上
か
か
っ
た
例

が
6

割
を
占
め
る
こ
と
が
判

明
。
機
構
の
担
当
者
は
「
そ
う

し
た
場
合
は
、
経
腫
出
産
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
胎
児
の
発
育
状

態
や
母
体
の
合
併
症
の
可
能
性

な
ど
を
考
膚
し
、
総
合
的
に

判
断
す
る
べ
き
だ
」
と
し
て
い

る
。産

科
医
療
補
償
制
度
は
、
分

娩
事
故
の
過
失
を
巡
る
裁
判
が

多
い
と
と
が
産
科
医
不
足
を
招

い
て
い
る
と
の
指
摘
を
受
け
、

2
0
0
9

年
に
創
設
。
機
構
は

毎
年
、
事
故
の
分
析
を
通
じ
て
、

再
発
防
止
策
を
提
言
し
て
い

る
。

共
同
通
信
〉

山
口
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
6
日
(
金
)

108 



崩品主告理総集版加年7号
医療現場で、病気の検査や治療に広く用いられている放射性物質を含む医薬

品。使用後に残る容器などの放射性廃棄物は増え続け、最終的な埋設処分をす
る場所がなく課題になっている。岩手県滝沢市にある専門の焼却施設には全国
の医療機関からこうした廃棄物が持ち込まれるが、他に行き場がなく、保管中

のドラム缶約3万8千本が天井近くまで積み上げられたままだ。廃棄物の処分
場が確保できない課題は原発にとどまらない。

最終埋設処分場探し難航

放
射
性
医
薬
品

園理盟理
放射性廃棄物の処分場の現状

量議鋼
全国の 放射性医薬品や核燃
医療機関や 料物質で汚染された
大学 試薬瓶や実験器具

-1Æ.~0)01圃

し

日本原燃の低レベル
放射性廃棄物埋霞
センター(青森県)

なし

(研究炉では茨媛県)
に 1 カ所あり j 

ト
の一内

リ
炉

ク
子

ン
原

コ
や

の
き
様

屋
れ
御

建
が
制

が
発

炉
原

一
溌
た

の
つ

地
ま

各
決

しな
優用済み
核燃料再処理「核のごみ」
工場 (ガラス固化体)

圃圃圃‘~

そ
れ
以
降
、
ド
ラ
ム
缶
は
増

え
続
け
て
い
る
。

政
府
は2
0
0
8

年
、
「
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な

課
題
」
と
し
て
、
医
療
機
関

や
大
学
な
ど
か
ら
出
る
放
射

医
療
の
現
場
で
は
、
人
が
性
廃
棄
物
は
、
日
本
原
子
力

摂
取
す
る
と
特
定
の
臓
器
に
研
究
開
発
機
構
が
処
分
場
を

集
ま
り
ゃ
す
い
化
合
物
と
、
建
設
し
て
埋
設
す
る
方
針
を

放
射
性
物
質
を
組
み
合
わ
せ
決
定
。
し
か
し
原
子
力
機
構

た
放
射
性
医
薬
品
が
広
く
活
は
「
検
討
を
進
め
て
い
る
が

用
さ
れ
て
い
る
。
体
内
か
ら
具
体
的
な
立
地
に
は
至
っ
て

出
る
放
射
線
を
捉
え
る
こ
と
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

で
病
巣
部
の
位
置
を
特
定
で
同
研
窒
附
の
阿
部
修
管
理

き
た
り
、
放
射
線
の
働
き
で
部
長
は
「
い
つ
に
な
っ
た
ら

治
療
で
き
た
り
す
る
。
処
分
場
が
で
者
」
る
の
か
。
地

1
9
7
0
1

剖
年
代
に
利
元
で
不
信
が
募
り
か
ね
な

用
が
急
増
。
使
用
後
に
残
る
い
」
と
話
し
た
。

容
器
や
試
験
管
、
作
業
着
な
圏
内
の
原
子
力
利
用
で
、

ど
の
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
処
分
場
探
し
は
常
に
難
題

て
は
、
前
年
に
滝
沢
研
究
所
だ
。
実
際
に
稼
働
し
て
い
る

が
建
設
さ
れ
、
焼
却
や
圧
縮
の
は
、
試
験
研
究
レ
ベ
ル
を

す
る
業
務
を
担
う
よ
う
に
。
除
け
ば
、
日
本
原
燃
の
低
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
セ

ン
タ
ー
(
青
森
県
六
ケ
所
村
)

く
ら
い
で
、
原
発
の
作
業
員

の
手
袋
や
消
耗
品
の
フ
ィ
ル

‘園圃圃

み
増
加

盛
岡
市
中
心
部
か
ら
北
に

約
日
J
。
滝
沢
市
郊
外
の
田

畑
の
中
に
、
公
益
社
団
法
人

日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
の

滝
沢
研
究
所
が
あ
る
。
建
物

内
の
一
室
に
は
、
焼
却
前
の

放
射
性
廃
棄
物
が
入
っ
た
ド

ラ
ム
缶
(
回
以
)
が
約
3

万

本
。
通
路
を
挟
ん
だ
部
屋
に

は
、
焼
却
し
て
、
か
さ
が
2

0
0

分
の1
程
度
に
減
っ
た

放
射
性
廃
棄
物
が
入
っ
た
ド

ラ
ム
缶
(
2
0
0
M
)が約

8

千
本
積
ま
れ
て
い
る
。
放

出
す
る
放
射
線
量
は
ご
く
微

量
で
、
人
体
に
影
響
の
あ
る

レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
い
う
。

保
管
ド
ラ
ム
缶
、

芯

作業員の手袋や
フィルターなどの
消耗品

各地の
運転中の原発

山
積
み

医
療
安
全

タ
ー
な
ど
運
転
中
に
出
る
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
対

象
に
し
て
い
る
。

日
本
原
子
力
発
電
は
、
東

海
原
発
(
廃
炉
作
業
中
、
茨

城
県
東
海
村
)
の
敷
地
内
に
、

廃
炉
で
出
る
低
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
場
建
設
を

検
討
中
だ
。
完
成
す
れ
ば
通

常
の
原
発
を
対
象
と
し
た
圏

内
初
の
ケl
ス
だ
が
、
稼
働

時
期
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理

す
る
と
放
射
線
レ
ベ
ル
の
極

め
て
高
い
「
核
の
ご
み
」
が

出
る
が
、
処
分
場
は
受
け
入

れ
を
表
明
す
る
自
治
体
す
ら

な
い
の
が
現
状
だ
。

〈
共
同
通
い
〉

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
沼
田
(
金
)
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女
児
に
ワ
ク
チ
ン

2
倍
の
過
量
投
与

島
本
な
ど
の
医
療
機
関

島
本
町
は
叩
目
、
高
槻

市
内
と
同
町
内
の2
医
療

機
関
が
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
で
、
同
じ

3

歳
未
満
の
女
児
に
基
準

日
、
、
r
M
ず
つ
を
投
与
し

た
。
医
療
機
関
は
「
年
齢

確
認
不
定
だ
っ
た
」
と
説

明
し
て
い
る
と
い
う
。

【
松
本
紫
帆
】

量
の2
倍
の
ワ
ク
チ
ン
を

投
与
し
た
と
発
表
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
健
康
被
害
は

出
て
い
な
い
と
い
う
。

3

歳
未
満
の
基
準
量
は

1

回
0

・
ぉ
、
、
r
w的
だ
が
、

町
に
よ
る
と
、
2

月
日

日
と
3

月
日
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
機
闘
が0
・

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
刊
日
(
水
)

医
療
安
全

「
悪
夢
の
耐
性
菌
」

全
米
調
査
で
発
見

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
疾

病
対
策
セ
ン
タ
ー
(
C
D
C
)

は
3

日
、
多
く
の
薬
剤
に
強
い

耐
性
を
示
す2
2
1

の
細
菌
を

2
0
1
7

年
に
分
析
し
た
検
体

か
ら
見
つ
け
た
と
発
表
し
た
。

治
療
法
の
切
り
札
と
さ
れ
る
強

力
な
抗
生
物
質
カ
ル
パ
ペ
ネ
ム

も
効
か
な
い
「
悪
夢
の
耐
性
菌
」

胃;:司

子
宮
頚
が
ん
な
ど
を
予
防
す
る

H
P
V
(
ヒ
ト
パ
ピ
ロl
マ
ウ
イ
ル

ス
)
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
積
極
的
呼
び
掛
け
が

2
0
1
3

年
に
一

時
中
止
さ
れ
て
か
ら
、
6

月
で
丸5
年
に
な
る
。
厚
生
労
働
省
の
有
識
者

検
討
会
で
は
、
勧
奨
の
再
開
に
つ
い
て
の
結
論
は
出
て
い
な
い
。
同
ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
、
安
全
性
を
巡
る
最
新
の
状
視
を
ま
と
め
た
。
【
高
野
聡
】

中断 5年

H
P
V
は
性
交
渉
で
広
が

る
病
原
体
で
、
約1
0
0

種

類
の
型
が
あ
る
。
が
ん
に
な

る
高
リ
ス
ク
型
は
日
種
類
。

昨
年
ロ
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
が
ん
患
者
登
録
(
肝
ら

日
年
)
を
基
に
、
接
種
者
と
非

接
種
者
に
分
け
て
解
析
し
た

標
的
で
あ
る
問
、
同
型
以
外

の
高
リ
ス
ク
型
(
訂
型
、
お

型
、
必
型
)
へ
の
感
染
予
防
効

果
が
示
唆
さ
れ
た
。

一
方
、
ワ
ク
チ
ン
と
接
種

後
の
症
状
の
因
果
関
係
は
、

肯
定
も
否
定
も
さ
れ
て
い
な

い
。
厚
労
省
の
有
識
者
検
討

会
は
凶
年1
月
、
接
種
後
の

症
状
は
「
針
刺
し
の
痛
み
や

で
、
感
染
者
を
隔
離
す
る
な
ど

の
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。

全
米
で
は
初
の
本
格
調
査

で
、
C
D
C

の
担
当
者
は
「
こ

れ
ほ
ど
多
く
見
つ
か
る
と
は
驚

い
た
」
と
話
し
た
。

病
院
や
高
齢
者
福
祉
施
設
の

利
用
者
か
ら
採
取
し
た
検
体
か

ら
、
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
に
耐
性
を

持
つ
肺
炎
梓
菌
や
大
腸
菌
な
ど

約
5
8
0
0

の
菌
を
見
つ
け

の
見
方
を
退
け
た
。
機
能
性

身
体
症
状
と
は
、
痛
み
な
ど

の
症
状
が
あ
っ
て
も
、
原
因

と
な
る
異
常
が
検
査
で
見
つ

か
ら
な
い
症
状
を
指
す
。

ま
た
、
名
古
屋
市
で
日
年

に
実
施
し
た
約3
万
人
調
査

の
論
文
が2
月
に
ま
と
ま
っ

た
(
文
献
④
)
。
接
種
後
に

典
型
的
に
起
こ
る
盟
症
状
を

調
べ
た
が
、
接
種
者
と
非
接

種
者
で
発
症
頻
度
に
差
は
な

か
っ
た
。
厚
労
省
の
研
究
班

も
凶
年
ロ
月
、
全
国1
万
8

0
0
0

診
療
科
を
通
じ
た
調

査
で
、
接
種
後
の
症
状
は
非

た
。
こ
の
う
ち
2
2
1

の
細
菌

は
、
カ
ル
パ
ペ
ネ
ム
以
外
の
薬

剤
も
ほ
と
ん
ど
効
か
な
い
上

に
、
他
の
細
菌
に
耐
性
を
持
た

せ
て
し
ま
う
遺
伝
子
も
備
え
て

い
た
。
〈
共
同
通
信
)

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
5

日
(
木
)

文献
( Luostarinen T et al 
Int J Cancer.2018: 142: 21 
86-2187 (http://kanagawa 
ccjp/vaccine-wr/l93 /に
日本語抄録)
( Tanaka H et al.J Obs 
tet Gynaecol Res. 2017 : 
43: 1597 -1601 ( https://ww 
w.ncbi.nlm.nih.gov/pub 
med/28707725) 
( Ozawa N et al.Tohok 
u J Exp Med. 2017: 243 ・
329 -334 ( https://www.nc 
bi.nlm.nih.gov/pubmedl 
29269635) 
( Suzuki S et al.Papill 
omavirus Res.2018: 5: 96 
103 (https://www.ncbi.nl 
m.nih.gov/pubmedl29481 
964 ) 

接
種
者
で
も
一
定
の
頻
度
で

見
ら
れ
た
と
す
る
結
果
を
公

表
。
た
だ
し
接
種
と
症
状
の

因
果
関
係
の
有
無
に
つ
い
て

は
判
断
で
き
な
い
と
結
論
付

才
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
に
つ い

て
、
全
国
子
宮
頚
が
ん
ワ

ク
チ
ン
被
害
者
連
絡
会
な
ど

は
「
頻
度
は
少
な
く
て
も
重

症
に
な
っ
た
り
す
るHP
V

ワ
ク
チ
ン
副
作
用
の
特
徴
を

把
握
で
き
て
い
な
い
。
調
査

は
不
十
分
だ
」
と
指
摘
す
る
。 110 
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HPVワクチン勧奨
感
染
し
て
も9
割
は
免
疫
で

排
除
さ
れ
る
が
、
感
染
が
持

続
し
た5
s
m
必
で
、
細
胞

の
異
常
が
起
こ
り
、
が
ん
に

な
る
場
合
が
あ
る
。
日
本
で

は
高
リ
ス
ク
の
日
型
と
同
型

に
効
く
サ
l

バ
リ
ッ
ク
ス

と
、6
型
、
日
型
を
加
え
た
4

種
類
に
効
く
ガl
ダ
シ
ル
が

承
認
さ
れ
て
い
る
。
時
型
と

同
型
は
日
本
の
子
宮
頚
が
ん

の
6
ら

7

割
に
関
係
す
る
。

同
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
段
階

の
臨
床
試
験
で
は
、
が
ん
の

前
段
階
の
異
常
減
少
で
有
効

性
を
確
認
し
た
た
め
、
が
ん

発
症
ま
で
追
跡
し
て
い
な

い
。
だ
が
、
多
く
の
専
門
家

は
「
前
段
階
の
異
常
が
減
れ

ば
、
が
ん
も
減
る
と
考
え
る

の
が
自
然
」
と
説
明
す
る
。

速
報
が
専
門
誌
の
電
子
版
に

掲
載
さ
れ
た
。
接
種
群
の
が

ん
発
症
者O
人
に
対
し
、
非

接
種
群
で
は
叩
人
が
発
症
し

た
(
子
宮
頚
が
ん
8

人
、
外
陰

が
ん
と
咽
頭
が
ん
各
1

人
)

と
の
結
果
で
、
が
ん
発
症
抑

制
の
初
成
果
と
し
て
詳
細
な

論
文
発
表
に
注
目
が
集
ま

る
。
(
文
献
①
)

ま
た
2

月
に
東
京
で
聞
か

れ
た
市
民
公
開
講
座
で
は
、

新
潟
、
秋
田
、
宮
城
、
大
阪

の
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ

た
。
子
宮
頚
が
ん
検
診
受
診

者
を
接
種
者
と
非
接
種
者
に

分
け
て
分
析
し
た
結
果
、
接

種
者
の
方
が
高
リ
ス
ク
型
の

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
率
が
低
い

こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
新
潟
大
の
研
究
で
は
、

HPVワクチンを巡る経緯

サーバリツクス承認。 12月
発売

接種費用の補助事業開始

ガーダシル承認。 8 月発売

全国子宮頚がんワクチン被
害者連絡会が発足

予防接種法に基づく定期接
種開始

厚生労働省が接種の積極的
勧奨差し止め

有識者検討会が接種後の症
状の原因を「機能性身体症
状」との見解をまとめる

世界保健機関 (WHO) が
日本の勧奨差し止めを批判

被害を訴える63人が国と製
薬企業 2社を提訴

WHOが同ワクチンの有効
性、安全性を強調する見解
を公表

子宮頚がん予防効果示す結果次々
不
安
な
ど
に
よ
る
機
能
性
身

体
症
状
」
と
の
見
解
を
示
し
、

ワ
ク
チ
ン
の
成
分
が
原
因
と

副
作
用
巡
り
邸
入
係
争

圏内 4地域での接種者と非接種者に対する調査(概要)

廿lftm.1ttJ;..，都圏.';VEヤlm'~~J.・E・是正之圃E・E・-田
; i l i j l ・細胞の異常は接種群0.24%、非接種群2.04%;秋田大 !2014年 1 月 j 検診受診者 i 細胞の異 îAÎL A 

秋田;文献2. '~16年 10月比20 ~ 24歳)常出現率 2425人 j と接種群で有意に低hより高度の異常は接種
: -IV..Lf-IVrJ '¥LV -L. JiT;X,) :mw-')'(,::..:r: i 群0%、非接種群0.25%と接種群に少ない傾向

・細胞の異常は接種群l.90%、非接種群
細胞・組 5.49%と接種群で有意に低い・より高度の異常
織の異常 5924人は接種群0.20%、非接種群l.l 4%と有意に低い
出現率 ・総織の異常も接種群で減少し、軽度・中等度

いずれの異常も有意に低い
横診受診者 (20~22歳)IHPV感染・高リスク型の16 ・ 18聖の感染率は接種群0.2%、

! tIC"-"-' 14年4月 ;でワクチン接種歴の有;率、細胞・ 非接種群2.2%と接種群が有意に低い・性行動
新潟!新潟大 ~17年3月 j 無が公的機関のデ一刻組織の異 1838人の活発ざを考慮すると31 ・ 33 ・ 45型でも接種群

3 j ペースから照合できる者 j 常出現率; の感染率が有意に低い(感染率のみ解析)

大阪産 ・高リスク型の感染率は接種者 12.9%、非接種
:婦人科 ワクチン接種陪登 HPV感染 者 19.7%と接種撲で有意に低い・ 16 ・ 18型に限

大阪)医会 12年4月 3 録者と検弘受吟者率、細胞・'1047人れば接種群lζ感染者はなく、有意に異常が減少
~17年3月w.:.J<13L '1Ão;:;'-XpP 組織の異

(大阪 (20、 21 歳) ・細胞・絡織の異常も接種群で少ない傾向・中
常出現率

大など) 等度以上の異常は接種群にはない(中間解析)

東北大
14年4月 検診受診者

宮城など
同 3 ~15年3月 (20 ~ 24歳)

医
薬
品
の
安
全

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
副
作

用
に
よ
っ
て
健
康
被
害
に
遭

っ
た
と
し
て
患
者
が
固
と
製

薬
会
社
に
賠
償
を
求
め
た
裁

判
は
、
現
在5
地
裁
に
計1

2
3

人
が
提
訴
し
て
い
る
。

過
去
の
薬
害
裁
判
の
多
く

は
、
既
に
使
わ
れ
て
い
な
い

医
薬
品
の
当
時
の
扱
い
が
問

題
に
な
っ
た
。
だ
が
、
同
ワ

ク
チ
ン
は
今
も
定
期
接
種
対

象
の
「
現
役
」
だ
。
そ
れ
だ

け
に
、
原
告
の
症
状
の
原
因

が
ワ
ク
チ
ン
な
の
か
が
、
大

き
な
争
点
に
な
っ
て
い
る
。

原
告
側
は
「
脱
力
、
痛
み
、

月
経
不
順
、
記
憶
障
害
な
ど

多
様
な
症
状
が
全
身
に
出
る

の
は
、
既
存
の
病
気
で
は
説

明
が
付
か
な
い
。
同
ワ
ク
チ

ン
副
作
用
の
墾
艮
前
か
ら

同
様
の
症
状
が
多
く
あ
っ
た

と
い
う
文
献
も
な
い
」
と
主

強
。
こ
う
し
た
症
状
は
、
海

外
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
も

見
ら
れ
る
と
訴
え
る
。

一
方
、
製
薬
会
社
側
は
「
原

告
側
の
提
示
は
個
別
の
症
例

報
告
で
、
接
種
と
の
因
果
関

係
の
証
明
に
な
っ
て
い
な

い
。
原
因
が
別
の
可
能
性
も あ

る
」
と
指
摘
。
科
学
的
な
信

頼
度
が
よ
り
高
い
と
さ
れ
る

集
団
を
対
象
に
し
た
疫
学
調

査
、
各
国
の
承
認
前
や
市
販

後
の
安
全
評
価
で
は
、
危
険

性
が
高
い
と
の
結
論
は
出
て

い
な
い
と
反
論
す
る
。
国
も

京
認
手
続
き
な
ど
に
違
法
性

は
な
か
っ
た
と
の
見
解
だ
。

副
作
用
が
起
き
る
仕
組
み

に
つ
い
て
は
、
屋
口
側
は
「
ワ

ク
チ
ン
成
分
に
よ
る
免
疫
の

活
性
化
と
、
そ
れ
に
続
く
炎

症
反
応
に
よ
る
神
経
障
害
」

と
み
る
。
た
だ
し
過
去
の
判

例
に
照
ら
せ
ば
、
完
全
な
科

学
的
証
明
ま
で
は
必
要
な
い

と
し
て
い
る
。
関
口
正
人
弁

護
士
は
「
被
害
者
側
が
証
明

で
き
る
ま
で
使
用
を
止
め
ら

れ
な
い
な
色
、
薬
害
は
な
く

な
ら
な
い
」
と
訴
え
る
。

【
清
水
健
二
】
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子
宮
頚
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

l

マ
ウ
イ
ル
ス(
H
P
V
)感

染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
県
医
師
会
が

1

月
、
接
種
を
勧
め
る
内
容

の
広
告
を
本
紙
に
掲
載
し
、
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

(
S
N
S
)など
で
話
題

と
な
っ
た
。
接
種
後
の
体
調
不
良
を
訴
え
る
声
を
受
け
、
国
が
積
極
的
な
接

種
の
呼
び
掛
け
=
を
中
断
し
て

4

年
9

カ
月
。
今
回
の
広
告
を
担
当
し
た
同

会
理
事
で
、
産
婦
人
科
医
の
永
山
雅
之
さ
ん
(
安
中
市
)
は
「
が
ん
に
な
る
人

を
減
ら
し
た
い
」
と
の
思
い
を
語
る
。

県医師会の広告に反響
S
N
S

で
拡
散

ブ
ッ
ク
で
紹
介
す
る
と
、

賛
同
す
る
医
師
、
り
が
ツ
イ

ッ
タ
ー
な
ど
で
が
拡
散
ヘ

「
反
響
に
は
驚
い
た
。
言
い

「
ロ
歳
に
な
っ
た
ら
子

宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
、

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。

念
す
る
。
た
人
も
少
な
く
な
い
。
「
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
ん
に
な
る
人
を
減
ら
し
た

に
か
か
わ
ら
ず
、
原
因
不
い
。
そ
れ
が
一
産
婦
人
科

明
の
症
状
を
抱
え
る
患
者
医
の
願
い
だ
」

の
診
療
体
制
整
備
が
必
要
検
診
に
よ
る
早
期
発
見

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、

い
二
方
で
、
子
宮
頚
が
ん
検
診
で
が
ん
を
防
ぐ
こ
と

に
苦
し
む
人
を
減
ら
す
た
は
で
き
な
い
。
が
ん
に
な

め
の
対
策
も
欠
か
せ
な
る
手
前
の
病
変
で
見
つ
か

い
。
り
、
子
宮
を
残
し
て
治
療

日
本
で
は
年
間
約
1

万
で
き
た
と
し
て
も
、
妊
娠

人
が
子
宮
頚
が
ん
に
か
か
し
た
際
の
流
早
産
の
リ
ス

り
、
約3
千
人
の
命
が
失
ク
は
高
ま
る
。
永
山
さ
ん

本
だ
け
子
宮
頚
が
ん
患
者
わ
れ
て
い
る
。
永
山
さ
ん
は
「
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
、
そ

が
減
ら
な
い
と
い
う
こ
と
自
身
、
た
く
さ
ん
の
患
者
れ
ぞ
れ
に
別
の
重
要
性
が

に
な
り
か
ね
な
い
」
と
懸
を
診
て
き
た
。
亡
く
な
つ
あ
る
」
と
訴
え
る
。

l' 

担
当
の
産
婦
人
科
医
・
永
山
さ
ん

忌
者
減
ら
し
た
心

人
の
中
に
も
同
様
の
症
状

が
あ
る
人
が
一
定
数
い
た

と
の
調
査
結
果
も
墾
口
さ

れ
た
。
今
は
「
接
種
す
る
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
」

と
考
え
て
い
る
。

当
時
は
症
状
と
ワ
ク
チ

ン
を
関
連
づ
け
た
報
道
が

続
き
、
情
報
も
飛
び
交
っ

た
。
接
種
者
は
激
減
し
、
永

山
さ
ん
の
医
院
で
も
ワ
ク

チ
ン
を
打
ち
に
来
る
人
は

い
な
く
な
っ
た
。
世
界
保

健
機
関
(
W
H
O
)は各
国

の
デl
タ
を
基
に
ワ
ク
チ

ン
の
安
全
性
と
有
効
性
を

繰
り
返
し
発
信
し
、
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
な
ど
も

勧
奨
再
開
を
求
め
て
き
た

が
状
況
は
変
わ
、
り
な
い
。

年
間
死
者
側
人

永
山
さ
ん
は
「
将
来
、
日

& 
「子宮頭がんになる人を減らし
たい」と話す永山さん

推
奨
「
適
切
で
な
い
」弁
護
団

ワ
ク
チ
ン
が
副
作
用
を

引
き
起
こ
し
た
と
し
て
、

国
や
製
薬
会
社
に
損
害
賠

償
を
求
め
る
訴
訟
が
東

京
、
福
岡
、
名
古
屋
、
大

阪
の
各
地
裁
で
続
い
て
い る

。弁
護
団
の
水
口
真
寿
美

弁
護
士
は
、
県
医
師
会
の

広
告
に
つ
い
て
「
国
も
接

種
の
積
極
勧
奨
を
中
止
し

て
い
る
中
で
、
副
反
応
に つ

い
て
の
情
報
提
供
も
な

く
、
接
種
を
一
方
的
に
勧

め
る
広
告
を
出
す
こ
と
は

適
切
で
は
な
い
」
と
し
て

い
る
。

Eメモ】子宮頚がん
の原因は、主に性交

渉で感染するヒトパ
ピローマウイルス
(H P V)。多くの場

合は自然に排除され
るが、感染が続くと
一昔5は前がん病変を
経てがんになる。日
本で使われているH

PV ワクチンは二

つJサーバリック

ス」は子宮頚がんの
原因の 5~7割を占

める 2種類のHPV
06、 18型)に効果が
あり、「ガーダシル」

は 6 、 11型も加えた
4種類の感染を防
ぐ。現在も定期接種

として対象者は無料

で接種できる。

上
毛
新
聞
・
朝
刊
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月
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話
被
災
地
生
徒
招
待
を
企
画

病院船の役割学ぼう
世
界
最
大
級
の
米
海
軍
病
院
船
「
マ

l

シ
l

」
が
6
月
、
東
京
港
に
初
寄
港
す
る
。

大
規
模
災
害
時
の
医
療
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
病
院
船
に
、
こ
の
機
会
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
本
県
な
ど
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
中
高
生
を
同
船
に
招
待
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
民
間
団
体
が
企
画
し
た
。
実
現
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
資
金

を
募
る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
4
月
お
日
ま
で
実
施
し
て
い
る
。

(
行
方
知
代
)

fマ榊シ欄鵬je調

民
間
団
体
が
資
金
募
る

病
院
船
は
、
災
害
時
に
海
上

で
治
療
を
施
す
な
ど
、
移
動
可

能
な
病
院
の
役
割
を
担
う
。

東
日
本
大
震
災
時
に
沿
岸
部

の
病
院
が
機
能
不
全
と
な
っ
た

経
験
を
踏
ま
え
、
圏
内
で
の
導

入
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。マ

!
シ
l

は
千
床
の
ベ
ッ
ド

を
持
ち
、
手
術
室
な
ど
の
医
療

設
備
を
完
備
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た

の
は
公
益
社
団
法
人
モ
バ
イ

ル
・
ホ
ル
ピ
タ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
(
墓
尽
)
。
見
学
に

招
待
す
る
の
は
青
森
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
各
県
の

医
療
の
道
を
志
す
中
高
生
で
、

計
回
人
程
度
を
想
定
し
て
い

る
。ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
目
標
額
は
1
2
0
万
円
。

交
通
費
な
ど
に
充
て
る
。

病
院
船
の
寄
港
は
、
与
党
の

国
会
議
員
で
つ
く
る
「
海
洋
国

日
本
の
災
害
医
療
の
未
来
を
考

え
る
議
員
連
盟
」
(
額
賀
福
志

郎
会
長
)
が
政
府
な
ど
関
係
機

関
へ
の
働
者
昂
け
を
行
っ
て
き

た
。議

連
事
務
局
長
の
津
島
淳
衆

院
議
員
は
「
海
に
固
ま
れ
た
日

本
に
と
っ
て
、
病
院
船
は
災
害

医
療
の
中
核
を
担
え
る
。
今
回

の
寄
港
が
、
必
要
性
へ
の
理
解

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
話
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
特
設
サ
イ
ト2

4
5
U
ω一
\
\
円
。
白
色
対
向
。
円

L
U
\匂

同1
0
』0
2
m
\冨
め
吋
の
匂
』
釦
U
O
D

N
O
H
∞
)
で
。

東
奥
田
報
・
朝
刊

欄
労
酷
本
県
7

割
超
基
準
満
た
す

厚
生
労
働
省
が
昨
年
実
施
し

た
全
国
8
4
1
1
病
院
の
調
査

で
、
震
度
6
強
以
上
を
想
定
し

た
耐
震
基
準
を
関
連
施
設
の
全

て
の
建
物
が
満
た
し
て
い
る
と

し
た
の
は
η
・
9
%
(
前
年
よ

り
1
・
4
げ
改
善
)
だ
っ
た
こ

80 

70 

60 

50J f{ 
2008年 09 10 11 12 13 14 15 16 17 
※全ての建物に総震性のある病院の割合。

豊臣B;;$:大震災の影響でlli芋の数字はなし

災
害
に
備
え
る

と
が
幻
自
分
か
っ
た
。
9
・
7

%
は
基
準
を
満
た
さ
ず
、
耐
震

性
の
不
明
も
口
・
4
%
に
上
っ

た
。
本
県
で
は
百
・
7
%
が
基

準
を
満
た
し
て
い
る
と
し
た
。

2
年
前
の
熊
本
地
震
で
は
建

物
が
損
壊
し
て
診
療
で
き
な
く

な
っ
た
医
療
機
関
も
あ
り
、
早

期
の
改
修
が
求
め
ら
れ
る
。
厚

労
省
は
国
の
補
助
制
度
の
活
用

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

都
道
府
県
を
通
じ
て
昨
年
9

月
時
点
の
状
況
を
確
認
し
た
。

2
0
0
8
年
以
降
、
東
日
本
大

震
災
が
あ
っ
た
日
年
を
除
い
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

調
査
で
「
全
て
の
建
物
に
耐

震
性
が
あ
る
」
と
答
え
た
の
は

6
1
3
0
病
院
。
「
一
部
の
建 物

に
耐
震
性
が
あ
る
」
は
6
7

4
病
院
で
「
全
て
の
建
物
に
耐

震
性
が
な
い
」
は
1
4
1
病
院

だ
っ
た
。
「
建
物
の
耐
震
性
が

不
明
」
と
し
た
の
は
1
4
6
6

病
院
に
上
っ
た
。

地
震
発
生
時
の
医
療
拠
点
と

な
る
「
災
害
拠
点
病
院
」
と
「
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、

対
象
の
7
3
4
施
設
の
う
ち

「
全
て
の
建
物
に
耐
震
性
が
あ

る
」
と
し
た
の
は
6
5
6
施
設

で
、
鈎
-
4
%
(
前
年
よ
り
1

・
8
げ
改
善
)
だ
っ
た
。
四
年

度
に
は
叩
・
1
%
ま
で
上
昇
す

る
亮
込
み
で
、
国
が
目
標
と
し

て
い
る
「
四
年
度
ま
で
に
鈎
・

O
%
」
を
達
成
す
る
と
み
ら
れ

る
。
本
県
で
は
幻
・
3
%
が
「
耐

震
性
が
あ
る
」
と
し
た
。

「
一
部
の
建
物
に
耐
震
性
が

あ
る
」
は
侃
施
設
(
9
・
0
%
)

で
「
耐
震
性
が
不
明
」
は
ロ
施

設
(
1
・
6
%
)
だ
っ
た
。

〈
共
同
通
信
)
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凶
"
"
場
。
は
会
合
後
の
定
例
記
者
会
見
で
国
は
、
新
た
な
研
修
を
受
け

指
「
こ
れ
ま
で
は
(
研
修
内
容
に
)
た
医
療
従
事
者
が
各
拠
点
病
院

重
複
や
無
駄
が
あ
っ
た
」
と
述
に
何
人
い
る
か
を
把
握
し
、
初

修
原
発
事
故
が
起
き
た
際
に
各
棄
電
力
福
島
第

1
5
2

点
病
院
選
定
す

o
ら
「
万
が
一
の
時
に
恵
三
ベ
た
。
動
対
応
に
生
か
す
。

r
r

地
の
被
ば
く
医
療
体
制
で
中
核
故
で
は
被
ぱ
く
医
療
が
十
分
に
拠
点
病
院
の
医
師
や
看
護
師
る
の
か
」
と
不
安
視
す
る
声
が
規
制
委
に
よ
る
と
、
新
た
な
医
療
機
関
が
拠
点
病
院
の
指

円
削
砂
を
担
う
「
原
子
力
災
害
拠
点
病
機
能
せ
ず
、
国
は
そ
れ
を
教
訓
ら
向
け
の
研
修
は
現
在
、
主
に
上
が
っ
て
い
た
。
人
材
育
成
が
制
度
は
、
原
発
事
故
だ
け
で
な
定
を
受
け
る
に
は
、
専
門
知
識

ニ
院
」
の
人
材
一
票
率
ん
で
い
に
、
原
発
関
連
施
設
建
ロ
圏
の
病
院
や
自
治
体
が
実
施
し
て
い
進
ま
な
い
こ
と
が
拠
点
病
院
の
く
自
然
災
害
の
同
時
発
生
暴
露
つ
医
師
や
看
護
師
ら
の
ほ

》
駐
司
な
い
と
し
て
、
原
子
力
規
制
委

M
道
府
県
に
拠
点
病
院
の
指
定
る
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
指
定
が
遅
れ
る
一
因
で
も
あ
る
。
定
し
、
多
数
の
被
ば
く
患
者
に
か
、
除
染
室
や
内
部
被
ば
く
測

全
子
、
員
会
は
四
日
の
定
例
会
合
で
、
を
義
務
化
。
研
修
制
度
の
新
設
や
教
材
が
な
く
、
医
療
機
関
か
規
制
委
の
更
田
豊
志
委
員
長
も
対
応
で
き
宰
穴
践
的
な
内
容
定
機
器
の
設
置
な
ど
が
必
要
と

d
降
河
医
療
従
事
者
向
け
研
修
制
度
の
で
、
未
指
定
の

8

府
県
に
は
早
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
と
す
る
。
な
っ
て
い
る
。
(
共
同
通
信
〉

引
:
新
撃
決
め
た
。
各
地
で
行
わ
同
到
引
1
1

引
制
|
劃
被
ぱ
く
医
療
体
制

1
9
9

拠
点
病
院
が
担
い
、
災
宝
百
拠
点
今
後
策
定
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

医
れ
て
い
る
研
修
内
容
を
初
め
て
一

U
Z
職
問
減

9

年
の
茨
城
襲
警
の
J
C

病
院
か
ら1
1
3

カ
所
程
度
を
ム
で
は
、
職
種
に
応
じ
て
取
得

i

一
号
、

2
0
1
9
年
度
の
詑
立
刷
劃
o

臨
界
事
警
き
っ
か
け
に
本
選
定
す
る
。
拠
点
病
院
は
事
故
が
求
め
ら
れ
る
技
能
を
明
確

く
導
入
を
号
。
放
射
喜
一
匁
コ
ニ
格
的
に
整
備
0
2

力
害
時
、
被
ぱ
く
の
恐
れ
室
る
住
じ
。
テ
キ
ス
ト
に
盛
ゾ
込
む
項

ー
一T
F

問
問
第
1

原
発
事
故
で
は
放
射
性
物
民
ら
を
原
則
全
て
受
け
入
れ
る

f

:
ゃ
汚
染
に
関
し
て
誤
解
し
な
一
締
引
切
轍
都
目
と
し
て
放
射
線
の
測
定
機
器

ギ
ホ

L

一
醐
臼
阿
保
明
轄
質
の
広
域
拡
散
を
想
定
し
て
お
が
、
対
応
で
き
な
い
高
線
量
被

じ
よ
う
正
確
な
知
識
を
学
び
、
被
暫
枇
肱
畠
均
ら
ず
機
業
全
に
陥
っ
た
。
事
ば
く
雲
の
治
療
は
広
島
大
な
の
操
作
方
法
ゃ
、
被
ば
く
患
者

支
ば
く
申
書
ら
の
検
査
や
受
け
入
一
切
制
繍
寝
故
後
、
原
子
力
委
策
指
針
ど
全
国

5
カ
所
の
「
高
震
ば
の
衣
服
や
持
ち
物
が
汚
古

川
開W
れ
、
治
療
を
迅
速
に
で
さ
匂
技
一
却
制
撤
時
斑
湖
割
譲
凋
制
を
改
定
。
地
域
の
医
療
ネ
ッ
ト
く
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
当
た
場
合
の
廃
棄
方
法
な
ど
を
検

A
4
E

一
別
留
を
原
想
多
実
医
の
園

帽
ノ
能
を
取
得
す
る
。
語
叫

i
J

叫
f
u
で
=
叫
〈
叫
ワ
ー
ク
の
中
心
を
原
子
力
災
害
た
る
。
討
す
る
。

災
害
に
備
え
る

規
制
委
、
叩
年
度
導
入
ヘ

課
程
や
教
材
を
統
--

福島医大

ー
シ
の
国
立
ベ
ラ
ル
I

シ

医
大
と
国
立
ゴ
メ
リ
医
大

は
放
射
線
量
測
定
な
ど
の

実
習
場
所
を
提
供
す
る
。

国
際
原
子
力
機
関(
I
A

E
A
)と
国
際
放
射
線
防

護
委
員
会(
I
C
R
P
)

も
研
修
生
と
し
て
院
生
の

受
け
入
れ
に
協
力
す
る
。

福
島
医
大
は
院
生
が
派

遣
に
参
加
し
や
す
い
よ

う
、
北
西
医
大
と
の
単
位

互
換
制
度
を
導
入
す
る
。

霧喪

ロ
シ
ア
の
大
学
と
連
携
ヘ

彊
同
医
大
は
ニO一
八
(
平
成
手
)
年
度
、
ロ

シ
ア
の
大
学
や
研
究
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
災
害
・

被
ば
く
医
療
分
野
の
専
門
人
材
の
育
成
に
乗
り
出

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

初
年
度
は
大
学
院
に
福

島
医
大
と
畏
崎
大
が
共
同

資
格
を
持
つ
数
人
を
北
西

医
大
に
数
週
間
ほ
ど
派
遣

す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

る
。
将
来
的
に
は
派
遣
対

設
置
し
た
「
災
害
・
被
ば

く
医
療
科
学
共
同
専
攻
」

の
院
生
二
十
人
の
う
ち
、

救
急
救
命
士
や
看
護
師
の

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

丹
市
日
(
木
)
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す
。
圏
内
で
は
今
後
の
原
子
力
災
害
に
備
え
た
態
勢

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
医
師
、
看
護
師
や
救

急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
医
大
の
大
学
院
生
ち
が
ロ

シ
ア
で
放
射
線
防
護
な
ど
の
知
見
を
習
得
。
世
界
最

先
端
の
技
能
を
身
に
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
で
指

導
役
と
し
て
活
動
し
て
も
ら
う
。

福
島
医
大
の
医
療
人
材

育
成
の
仕
組
み
は
【
図
}

の
通
り
口
長
崎
大
と
共
同

で
取
り
組
み
、
文
部
科
学

省
が
関
連
予
算
を
助
成
す

る
。連

携
す
る
の
は
ロ
シ
ア

最
大
規
模
の
医
大
で
あ
る

災害関連死滅ヘ

SNSやAI活用
国
立
メl
チ
ニ
コ
フ
北
西

医
大
。
バ
ル
ト
海
に
面
す

る
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
に
あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
後
は
被
ば

く
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響

を
研
究
す
る
と
と
も
に
、

公
衆
衛
生
学
分
野
な
ど
の

〈イメージ図〉

国際原子力機関
(lAEA) 

就学体験の
機会提供

-..民放遥.~i~広1::;..，..・担ilif!i.:l.烹旦圃E

象
を
医
学
部
、
看
護
学
部

の
学
生
に
も
広
げ
た
い
意

向
だ
。

院
生
は
北
西
医
大
で
放

射
線
生
物
学
、
放
射
線
防

護
学
な
ど
の
講
義
や
実
習

に
臨
む
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
に
よ
る
健
康

影
響
な
ど
最
先
端
の
研
究

成
果
も
学
ぶ
。

北
西
医
大
に
加
え
、
ロ

シ
ア
の
放
射
線
医
学
研
究

所
が
院
生
の
研
究
指
導
に

当
た
る
口
福
島
医
大
と
学

術
受
流
し
て
い
る
ベ
ラ
ル 海

外
の
大
学
と
の
同
制
度

は
初
め
て
で
、
将
来
的
に

は
北
西
医
大
の
学
位
を
取

得
で
き
る
体
制
も
つ
く
る

方
針
だ
。

福
島
医
大
は
「
広
い
視

野
を
備
え
た
復
興
に
貢
献

す
る
専
門
家
を
育
成
し
、

県
内
の
被
ば
く
医
療
体
制

を
充
実
さ
せ
る
。
医
大
の

さ
ら
な
る
国
際
展
開
へ
の

契
機
に
も
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
発
生
時
、
県
内
の な

ど
で
大
き
な
混
乱
が
生

じ
た
口
福
島
医
大
に
は
災

害
・
被
ば
く
医
療
を
専
門

と
す
る
医
師
は
い
る
が
、

看
護
師
や
保
健
師
ち
で
中

核
を
担
え
る
人
材
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
と
い
う
。

福
島
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
お
目
(
水
)

?実翠平どで協力
ゴメリ医大

ベラルーシ医大

講義、研修
機会の提供

省
ど
…

発
な

謂
一
明

学
長
創
究
…

力
吐
肝

M
J釦
判
明

」
コ
戸
\
問
時
会
一
…

恥
引
ハ
晴

究
4シ
象
(

m
m
日
放
…

瞬
時
に
収
集
、
分
析
で
き
る
A

ー
を
使
い
、
国
や
自
治
体
の
業

務
を
自
動
化
・
省
力
他
ー
ー
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
災
害
時
に

問
題
と
な
るS
N
S

の
デ
マ
対

策
も
、
今
後
検
討
す
る
。

チ
l

ム
の
共
同
代
表
を
務
め

る
山
口
真
吾
・
慶
大
准
教
授
は

「
対
応
可
能
な
関
連
死
が
減
ら

な
い
こ
と
は
現
代
社
会
の
怠
慢

だ
。
A
I
を
使
っ
て
バ
ラ
バ
ラ

だ
っ
た
情
報
を
ま
と
め
、
解
決

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
(
竹
野
卑
窪
)

国際放射線防護
委員会OCRP)

L
I
N
E

な
ど
提
言
被
災
者
情
報
迅
速
に
把
握

S
N
S

や
人
工
知
能
(
A

I
)
を
使
っ
て
減
災
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て
、
情

報
通
信
研
究
機
構
やL
I
N

E

、
ヤ
フ
ー
な
ど
が
口
目
、
国

や
自
治
体
へ
の
提
言
を
発
表
し

た
。
必
要
な
情
報
を
素
早
く
集

め
、
災
害
後
の
避
難
環
境
の
悪

化
な
ど
に
よ
る
「
災
害
関
連

死
」
を
減
ら
せ
る
と
し
て
い

る
。聾

言
は
、3
者
の
ほ
か
、
防

災
和
学
技
術
研
究
所
と
慶
応
大

の
チ
l

ム
が
ま
と
め
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
関
連
死

が
約
3
6
0
0

人
、
熊
本
地
震

で
も2
0
0

人
に
上
る
な
ど
、

時
聞
を
経
て
も
被
害
が
拡
大
す

る
特
徴
が
あ
る
。
現
在
は
、
被

害
や
支
援
の
情
報
交
換
に
電
話

や
フ
ァ
ク
ス
、
手
書
き
の
ホ
ワ

イ
ト
ボ
l

ド
な
ど
を
使
っ
て
い

る
た
め
、
人
手
が
か
か
っ
て
共

有
も
し
づ
ら
く
、
避
難
環
境
の

悪
化
や
長
期
他
に
つ
な
が
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
チI
ム
は
S
N
S

や

A
I
を
活
用
し
て
災
害
時
の
情

報
共
有
を
高
度
化
で
き
る
よ
う

日
項
目
の
提
言
を
ま
と
め
た
。

災害時のAI利用のイメージ
富町'&::11圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

彼災者 自治体・警察など 支掴者

養カ竺p 送ります
f/ ----- 一一一一\ξー

む…'.1-、.~

r竺三OJ
、. 入手が取られている

具
体
的
に
は
、
マ
被
災
者
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
やS
N
S
を

使
っ
て
被
災
情
報
を
発
信
で
き

災
害
に
備
え
る

樹脂主，i:1.:.'制..... -圃園田園圃圃園田る
仕
組
み
作
り
マ
高
齢
者
ら
向

け
に
会
話
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
の
活
用
マ
情
報
を

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
m
日
(
水
)
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「
通
院
控
え
る
」

持病有り

持病無し

(%) 
閤今まで通りロロ数を減らす聞通院でき芯い口不明

熊
本
地
震
後
に
建
設
型

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
被
災

者
の
お
%
が
、
国
民
健
康

保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者
へ
の
医
療

費
免
除
が
打
ち
切
ら
れ
た

昨
年
刊
月
以
降
、
経
済
的

理
由
で
通
院
を
控
え
て
い

る
実
態
が
、
県
民
主
医
療

機
関
連
合
会
(
民
医
連
)

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か
っ

た
。ア

ン
ケ
ー
ト
は
昨
年
日

月
か
ら
今
年
1
月
に
か
け

て
、
益
城
町
と
西
原
村
の

仮
設
団
地
5

カ
所
で
実

施
。
4
7
9
世
帯
が
回
答

し
た

ο
今
後
の
通
院
に
つ
い
て

回
答
し
た
4
1
2
世
帯
の

う
ち
「
経
済
的
な
理
由
で

通
院
回
数
を
減
ら
す
」
と

答
え
た
の
は
出
世
帯
(
初

%
)
。
「
通
院
で
き
な
い
」

は
日
世
帯
(
3
%
)
あ
っ

23 
% 
仮設入居者

医
療
費
免
除
の
終
了
後
調
査た

。
「
今
ま
で
通
り
通
院
」

は
3
1
8
世
帯
(
竹
%
)
。

持
病
が
あ
る
被
災
者
3

2
7
人
の
う
ち
、
叩
人
(
幻

%
)
が
「
通
院
を
減
ら
す
」

「
通
院
で
き
な
い
」
と
回

答
。
持
病
が
な
い
被
災
者

で
は
、
1
2
4
人
の
う
ち

μ
人
(
日
%
)
だ
っ
た
。

民
医
連
な
ど
は
9
日
、

県
庁
で
会
見
。
市
民
団
体

代
表
で
、
甲
佐
町
白
旗
仮

設
団
地
の
児
成
豊
自
治
会

長
(
臼
)
が
「
先
行
き
の
不

安
か
ら
、
高
齢
者
が
医
療

費
を
辛
抱
し
、
体
を
悪
く

し
て
い
る
」
な
ど
と
訴
え

た
b

今
後
は
署
名
活
動
を

行
い
、
免
除
措
置
の
復
活

を
訴
『
え
る
。

(
林
田
賢
一
郎
)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
4

月
旧
日
(
火
)

災
害
に
備
え
る

-
看
護
師
介
護
士
ス
タ
ッ
フ
募
集

!
1

。
国
道
日
号
を
阿
蘇
方
面
に
進
む

と
、
通
行
止
め
区
間
の
手
前
で
6

灯
を
超

え
る
懸
垂
幕
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

看
護
師
不
足
に
悩
む
阿
蘇
立
野
病
院
(
南

阿
蘇
村
)
が
設
置
し
たυ

基
幹
道
路
が
寸

断
さ
れ
た
阿
蘇
地
域
で
は
、
同
病
院
を
含

め
看
護
職
の
確
保
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
。

そ
の
打
開
策
と
し
て
、
県
と
県
看
護
協

会
が
昨
年5
月
か
ら
募
集
し
て
い
る
の
が

「
く
ま
も
と
復
興
応
援
ナ
l

ス
」
だ
。
1

カ
月
間
な
ど
短
期
間
の
勤
務
が
可
能
で
、

退
職
し
た
り
、
次
の
勤
務
先
を
見
つ
け
た

り
し
て
い
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
看
護
師
ら

が
対
象
と
な
る
。
雇
用
契
約
は
直
接
、
病

院
と
結
ぶ
た
め
、
元
の
病
院
に
所
属
し
た

ま
ま
応
援
に
来
て
い
る
在
籍
出
向
組
に
比

べ
臨
機
応
変
な
運
用
が
可
能
と
い
う
。
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
な
か
っ
た
取

り
組
み
だ
。

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
言
え
る

が
、
気
に
な
る
の
が
登
録
者
数
の
減
少
だ
。

募
集
を
始
め
た
直
後
の
昨
年
6

月
は
日
人

の
登
録
が
あ
っ
た
も
の
の
、
今
年
1
月
以

降
の
登
録
者
は
各
月
1
人
が
続
き
、
3
月 胸躍 「復興応援ナース」

末
ま
で
に
登
録
し
た
の
は
日
人
。
問
い
合

わ
せ
も
1
桁
台
に
と
ど
ま
り
、
医
療
現
場

か
ら
は
被
災
地
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
不
安
も
漏
れ
る
。

周
知
方
法
の
見
直
し
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
制
度
そ
の
も
の
の
検
証
も
必
要
だ
ろ

う
。
「
被
災
地
の
支
援
を
し
た
い
と
い
う

人
は
多
い
が
、
時
に
は
フ
リl
ラ
ン
ス
と

い
う
条
件
が
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
平
時
か
ら
よ
り
幅
広
い
応
援
を
受
け

入
れ
る
受
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
L

。
災
害
看
護
の
専
門
資
格
を
持
ち
、

復
興
応
援
ナl
ス
と
し
て
働
い
た
作
川
真

悟
さ
ん
(
日)
U福
井
県
在
住H
は
こ
う
指

摘
す
る
。

制
度
開
始
か
ら
や
が
て
1
年
。
登
録
者

の
中
に
は
定
住
を
決
め
た
人
も
い
る
。
こ

う
し
た
動
き
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
も
、

支
援
と
受
援
の
両
面
か
ら
課
題
を
抽
出
す

る
必
要
が
あ
る
。
復
興
応
援
ナ
l

ス
の
可

能
性
は
ま
だ
ま
だ
広
が
る
は
ず
だ
。
知
恵

を
絞
り
た
い
。
(
田
端
美
華
)
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「
自
分
に
何
が

駆けつけた看護師

tくInnuki Sokuhou 
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R脱線事故J 

あ
の
日
感
じ
た
無
力
感
が
、
災
害
医
療
の
道

に
導
い
た
。
乗
客1
0
6

人
が
死
亡
、
負
傷
者

5
6
2

人
に
の
ぼ
っ
た
平
成
口
年
のJ
R
福
知

山
線
脱
線
事
故
は
、
兵
庫
医
糾
大
病
院
(
兵
庫

県
西
宮
市
)
の
看
護
師
と
し
て
救
護
に
当
た
っ

た
千
島
佳
也
子
さ
ん
(
犯
)
の
人
生
も
一
変
さ
せ

た
。
「
自
分
に
何
が
で
き
た
の
か
」c
自
問
自

答
の
末
、
現
在
は
厚
生
労
働
省
の
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
(
日
本D
M
A
T
)
事
務
局
(
東
京

都
立
川
市
)
に
勤
務
2

ム
「
も
、
答
え
を
探
し
続

け
て
い
る
。
(
山
田
太
一
)

「
あ
の
時
、
私
が
そ
こ
に
い

た
意
味
っ
て
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

宇
つ
:
・
ワ
・
一

看
護
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

サ
イ
ト
「
看
護
T
o
o
-
-

」

で
、
看
護
師
の
仕
事
ぶ
り
を
紹

介
す
る
連
載
漫
画
に
今
年21

3

月
、
千
島
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
4

回
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ

れ
た
。
第
2

回
は
脱
線
事
故
の

場
面
。
現
場
で
看
護
活
動
に
加

わ
っ
た
千
島
さ
ん
の
苦
悩
が
記

さ
れ
て
い
る
。

想
像
絶
す
る
光
景

あ
の
日
は
夜
勤
朋
け
だ
っ

た
ご
帰
宅
直
前
の
午
前9
時
部

分
ご
ろ
、
入
っ
た
一
報
は
一
電

車
に
車
が
接
触
し
た
一
と
い
う

あの日感じた無力感

で
き
た
の
か

園 災害派遣医療チーム (0
MAT) 大規模事故や災

害の現場で活動するための専門
的な訓練を受けた医師や看護師
らで編成される医療チーム。治
療の優先順位を決める「トリア
ージ」をし、重傷者の応急治療や
搬送、病院への医療支援などを
行う。阪神大震災で初期医療の
遅れで、救命で、きなかった死者が
500人に上った教訓から各地で
創設。平成17年には厚生労働省
が日本DMATを発足させた。
DMATはDi回ster M吋ical
Assistance Teamの頭文字O

災害医療の道に進む

内
容
。
負
傷
者
多
数
と
い
う
情

報
も
あ
っ
て
医
師
ら4
人
で
現

場
に
向
か
う
と
、
想
像
を
絶
す

る
光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。

救
出
に
当
た
る
消
防
隊
員
の

怒
号
、
ブ
ルl
シ
l

ト
に
横
た

わ
る
遺
体
や
負
傷
者
・
:
。
病
院

で
多
く
の
遺
体
を
見
て
き
た

が
、
屋
外
に
横
た
わ
る
遺
体
を

見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
遺

体
を
撮
影
す
る
報
道
関
係
者
に

「
や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
制
止

し
、
言
い
合
い
に
な
っ
た
。

先
頭
車
両
の
負
傷
者
ら
の
治

療
の
優
先
順
位
を
決
め
る
「
ト

リ
ア
l

ジ
一
を
担
当
し
た
。
し

か
し
、
つ
ぶ
れ
た
車
両
か
ら
出

て
く
る
乗
客
に
付
け
た
の
は
、

助
か
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
「
黒
タ
グ
」
ば
か

り
。
無
力
感
を
抱
い
た
ま
ま
午

後
6

時
ご
ろ
病
院
に
戻
っ
た
。

当
時
は
、
看
護
師
に
な
っ
て

6

年
目
。
「
看
護
師
と
し
て
あ

る
程
度
の
こ
と
は
で
き
る
」
と

思
っ
て
い
た
自
信
は
無
残
に
も

崩
れ
、
「
自
分
が
す
べ
き
こ
と

は
何
だ
っ
た
の
か
一
と
い
う
思

い
が
消
え
な
か
っ
た
。
「
勉
強

し
よ
う
」
c

そ
れ
ま
で
興
味
の

な
か
っ
た
災
害
看
護
と
救
急
看

護
に
目
が
向
い
た3

事
故
か
ら
半
年
後
の
口
年

秋
、
D
M
A
T
の
研
修
に
参

加
。
四
年
7

月
に
は
救
急
看
護

の
技
術
と
知
識
が
必
要
な
認
定

看
護
師
の
資
格
も
取
っ
た
。D

M
A
T
隊
員
と
し
て
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
も
行
き
、
避

難
所
の
救
護
所
で
負
傷
者
の
治

療
に
当
た
る
な
ど
し
た
。

熊
本
地
震
に
も
対
応

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現
場
に
行

く
う
ち
に
「
災
害
現
場
全
体
を

見
通
し
た
い
-
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
お
年
、D
M
A
T
事
務

局
に
転
職
し
た
。
お
年
の
熊
本

地
震
直
後
に
は
熊
本
県
庁
に
入

り
、
県
内
の
病
院
の
被
害
状
況

災
害
に
備
え
る

や
機
能
状
態
を
見
極
め
な
が
ら

消
防
隊
員
や
行
政
職
員
ら
の
配

置
を
差
配
し
た
。

被
災
地
で
の
経
験
か
ら
、
災

害
現
場
で
動
く
行
政
職
員
ら
を

支
援
す
る
「
支
援
者
支
援
一
の

重
要
性
を
実
感
。
「
自
ら
被
災

し
な
が
ら
支
援
に
当
た
っ
て
い

る
人
も
い
るc
そ
ん
な
人
に
も

手
を
差
し
伸
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
「
私
た
ち
の
支
援

が
終
わ
っ
た
後
、
地
域
が
ど
う

自
立
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
い

う
疑
問
も
芽
生
え
始
め
た
。
昨

年
4

月
か
ら
は
、
霊
泉
大
大
学

院
で
公
衆
衛
生
学
を
学
ん
で
い

る
。
一
連
の
原
点
は
す
べ
て
、

一
あ
の
事
故
」
だ
。
「
あ
の
と

き
に
自
分
に
何
が
で
き
た
の

か
。
自
分
に
で
き
る
看
護
と
は

何
か
-
。
答
え
を
探
し
求
め
る

日
々
は
続
く
。

Fi' r~..j ~~ィ. ',i. ~~I 〆て 1;1ノゴ

産

経
(
大
阪
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・
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刊
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日本の歴史がスタートしました。
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テーマ別に編集。朝日・産経・日経・毎日・読売の中央紙に加え、北海道

から沖縄までのブ、ロック紙・地方紙85紙より、「今」注目を集める話題を

タイムリーにまとめて発行します。切抜き速報@シリーズとあわせることで、

より深く読み比べできます。

2025年には年間 150万人が亡くなると言われ、多死社会に突入した日本。人生の最終段階を

迎えたとき、どこで、誰と、ど、んなふうに過ご、したいか、どんな治療やケアを受けたいか。

家族への支援は…。亡くなった後は・一。医療・介護の現場で、「今」そして「これから」求め

られるものとは。全国の新聞報道から「その人らしい最期J を迎えるためのヒントを探ります。
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朝日産経日経毎日読売の5大紙と全国のブ口ツク

紙地方紙、専門紙から大晦日元日を中心に社説

論説と新聞コラムを総集。

r1 年を締めくくり、新年の流れjを掴めます。

当社ホームページ索引検索/目次・索引ダウンロード

ご購読者様限定サービスのご案内

当社ホームページにて公開しております下記サービスはご購読者様限定です。
ID ・パスワードを入力していただくと、ご利用いただけます。
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日本の新聞女大大新しい魅力、提案します。
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